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あさみどりの会の活動
会の発足から65年間にわたる活動の足跡



法
人
設
立
50
周
年
を
迎
え
て

あ
さ
み
ど
り
の
会
は
、
数
人
の
有
志
で
活
動
を
始
め
て
か
ら
65
年
、

社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
誌
は
、
法
的
裏
付
け
の
な
い
中
、
信
念
を
持
っ
て
社
会
活
動
を
実
践
し
、

法
人
を
設
立
さ
れ
た
先
駆
者
の
ご
苦
労
を
偲
び
、

そ
の
理
念
に
共
感
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
膨
大
な
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
も
っ
て
献
身
的
に
働
い
て
き
た
歴
代
役
職
員
、

わ
が
子
の
た
め
に
精
いっ
ぱ
い
自
助
努
力
し
、

法
人
事
業
に
全
面
的
に
協
力
し
、
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
障
害
児
・
者
の
家
族
、

当
法
人
の
活
動
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
住
民
の
皆
様
、

そ
し
て
法
人
経
営
を
全
面
的
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
等
諸
機
関
へ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
活
動
の
足
跡
を
記
し
、
実
践
の
積
み
重
ね
に
込
め
ら
れ
て
い
る

〝
あ
さ
み
ど
り
の
心
（
援
け
合
う
心
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
）〟
を
次
世
代
へ
と
伝
承
し
た
い

と
考
え
、
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

2
0
2
3
年
3
月
31
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会

親子療育キャンプ・ボランティアさんと



〈
伊
藤
方
文
氏
の
活
動
〉

　

あ
さ
み
ど
り
の
会
の
創
始
者
伊
藤
方み

ち
ふ
み文
氏
は
、小
学
校
教
師
か

ら
兵
役
を
経
て
１
９
４
０
年
、
30
歳
の
時
満
州
帝
国
（
日
本
が
植

民
地
支
配
し
て
い
た
中
国
東
北
部
）
の
職
員
と
し
て
大
陸
に
渡
っ

た
が
、
５
年
後
敗
戦
で
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）の
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、

２
年
後
病
気
に
な
り
日
本
に
送
還
さ
れ
た
。
伊
藤
氏
は
奇
跡
的

に
生
き
て
帰
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
を
、
何
ら

か
の
形
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

帰
国
か
ら
10
年
後
、
N
H
K
（
ラ
ヂ
オ
）の
教
育
放
送
作
家
に

な
っ
た
頃
か
ら
青
少
年
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
小
学
校
教
師

時
代
の
仲
間
数
人
と
、敗
戦
で
国
民
の
心
が
荒
廃
し
て
い
く
中
で
、

純
真
な
子
ど
も
の
心
が
損
な
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
い
、
子
ど
も

の
生
活
を
考
え
る
雑
誌
「
青
い
空
」
を
発
行
す
る
な
ど
の
活
動
を

始
め
た
。
そ
し
て
仲
間
の
一
人
が
特
殊
学
級
（
現
在
の
特
別
支
援

学
級
）
担
任
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
焦
点
を
「
障
害
児
問
題
」
に

絞
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

伊
藤
氏
は
名
古
屋
城
再
建
の
記
録
映
画
制
作
を
依
頼
さ
れ
る

な
ど
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
っ
た
の
で
、
障
害
児
と
の
か
か

わ
り
も
、
学
校
や
親
の
会
の
活
動
の
記
録
映
画
制
作
の
依
頼
か
ら

で
あ
っ
た
（
以
後
伊
藤
氏
は
大
小
10
本
の
記
録
映
画
や
心
身
障
害

問
題
の
啓
発
映
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
）。
そ
し
て
、
知
的

障
害
児
・
自
閉
症
児
・
重
症
心
身
障
害
児
の
実
態
に
触
れ
、
そ
の
親

の
会
の
人
た
ち
と
深
く
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
子
ら
の
福
祉
・
教
育
の
行
政
施
策
が
あ
ま
り
に
も

不
備
な
こ
と
を
知
り
、
障
害
児
の
置
か
れ
て
い
る
実
態
や
親
た
ち

の
要
望
を
行
政
に
届
け
る
た
め
に
度
々
県
庁
や
市
役
所
に
足
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を

基
調
と
し
て
活
動
す
る

法
人
設
立
の
原
点
で
あ
る
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
〟
を
事
業

活
動
の
根
幹
と
し
て
、
信
頼
関
係
に
基
づ
く
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
あ
い
を
重
視
し
、
人
々
が
援
け
合
い
な
が
ら
生
き
る

共
生
社
会
の
実
現
を
図
る
。

福
祉
運
動
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
動
す
る

障
が
い
の
あ
る
人
に
も
、な
い
人
に
も
〝
真
の
人
間
福
祉
〟
を

実
現
す
る
た
め
に
、
人
間
理
解
の
研
究
・
研
修
を
行
い
、
人

間
援
助
の
技
術
を
開
発
す
る
と
共
に
、福
祉
の
心
を
広
め
る

た
め
の
社
会
啓
発
活
動
を
行
う
。

支
援
の
基
本
姿
勢
は

利
用
者
本
位
で
行
う

支
援
者
は
〝
人
間
の
尊
厳
〟
を
基
調
と
し
て
、一
人
ひ
と
り

の
利
用
者
の
心
に
聴
き
、利
用
者
が
人
間
愛
を
感
じ
、自
由

な
心
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
良
い
環
境
の
一
員
と
な
る
。

障
が
い
者
の
自
立
と
地
域
生
活
を

目
標
に
支
援
を
行
う

幼
児
期
か
ら
学
齢
期
も
含
め
成
人
に
至
る
〝
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
一
貫
し
た
発
達
支
援
〟
に
関
与
し
、
働
く

力
・
生
活
す
る
力
を
養
い
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
ら

れ
る
よ
う
自
立
支
援
を
行
う
。

障
が
い
児
・
者
の
家
族
と
共
に

活
動
す
る

障
が
い
児
・
者
の
安
心
と
心
の
豊
か
さ
を
支
え
る
最
大
の
存

在
で
あ
る
家
族
と
共
に
、
本
人
の
〝
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な

人
生
を
拓
く
た
め
の
環
境
づ
く
り
〟
に
連
携
し
て
取
り
組

む
。事

業
は
開
放
的
に
運
営
す
る

事
業
活
動
・
財
務
・
人
事
・
情
報
等
を
常
に
開
示
し
、
利
用

者
・
家
族
・
役
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
の
主
体
的
参
加
の

も
と
に〝
公
明
・
公
正
な
事
業
運
営
〟
を
行
う
。

事
業
所
は
地
域
福
祉
の

拠
点
と
し
て
機
能
す
る

事
業
所
は
障
が
い
児
・
者
の
発
達
支
援
・
自
立
支
援
を
行
い
、

地
域
生
活
や
社
会
活
動
を
支
援
す
る
と
共
に
、
行
政
等
他

の
機
関
と
連
携
し
て
〝
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
〟
福
祉
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

あ
さ
み
ど
り
の
会
の
始
ま
り

運
ん
だ
。

　

ま
た
社
会
の
無
理
解
、
無
関
心
に
は
啓
発
映
画
を
制
作
し
上

映
会
を
開
き
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
。
出
版
物

の
発
行
・
頒
布
と
、
活
発
に
社
会
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

活
動
を
進
め
る
中
で
主
旨
に
賛
同
す
る
会
員
も
増
え
て
い
き
、
会

の
名
称
を
「
あ
さ
み
ど
り
の
会
」と
名
付
け
た
。

　

こ
の
時
期
１
９
６
０
年
代
は
、
作
家
の
水
上
勉
が
重
症
心
身
障

害
児
の
父
と
し
て
「
拝
啓
池
田
総
理
大
臣
殿
」
と
題
す
る
公
開
状

を
〝
中
央
公
論
〟に
発
表
し
、
障
害
児
施
策
の
貧
困
を
指
摘
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、
森
繁
久
彌
、
坂
本
九
ら
多
く
の
芸
能
人
も
参
加

し
た
募
金
活
動
「
あ
ゆ
み
の
箱
」
運
動
な
ど
を
、マ
ス
コ
ミ
が
大
き

く
と
り
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
あ
さ
み
ど
り

の
会
の
活
動
も
こ
の
地
方
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
と
り
上
げ
、
運
動

を
後
押
し
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
国
際
婦

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
諸
団
体
の
支
援
も
あ
り
、
会
員
も
２
０
０
人
を

越
え
た
。
数
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
始
め
て
か
ら
10
年
余

り
、１
９
６
８
年
１
月
、社
団
法
人
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。

　

同
年
10
月
、
糸
賀
一
雄
氏
の
思
想
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
伊
藤

氏
が
、
糸
賀
氏
の
著
書
を
映
画
化
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
を
発
表
し
、
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
社

会
的
認
知
度
は
更
に
高
ま
っ
た
。

　

同
年
４
月
に
は
民
間
社
会
教
育
施
設
「
東
別
院
青
少
年
会

館
」
が
開
館
し
、
会
館
の
配
慮
で
事
実
上
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
活

動
拠
点
と
な
っ
た
。
７
月
に
第
１
回
心
身
障
害
児
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
療
育
援
助
研
修
会
を
開
催
。
以
後
毎
年
２
講
（
各
10

〜
20
回
）
開
催
（
１
９
７
６
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
引
き
継

が
れ
る
）。
ま
た
２
年
前
よ
り
伊
藤
氏
宅
で
行
っ
て
い
た
「
療
育

相
談
室
」
も
会
館
の
小
会
議
室
に
移
し
た
。
相
談
内
容
も
、
多

動
で
処
遇
困
難
な
自
閉
症
児
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
いっ
た
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
啓
発
運
動
団
体
と
し
て
活
動
し
て
き
た
が
、
窮

状
を
訴
え
る
親
た
ち
に
対
面
し
て
、
糸
賀
一
雄
氏
の
言
葉
に
あ
る

よ
う
に
「
目
覚
め
た
る
者
の
責
任
」
で
、
直
接
行
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

　

子
ど
も
の
状
態
か
ら
通
園
施
設
に
も
保
育
園・
幼
稚
園
に
も
入

れ
て
貰
え
な
い
在
宅
の
重
い
障
害
児
を
受
け
入
れ
、
療
育
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
は
療
育
す
る
場
所
が
必

要
で
あ
る
。
ま
ず
プ
レ
ハ
ブ
の
小
屋
を
建
て
て
始
め
よ
う
と
思
い
、

神
社・
仏
閣
な
ど
広
い
土
地
を
所
有
し
て
い
る
所
を
片
っ
端
か
ら
当

た
っ
た
が
全
部
断
ら
れ
た
。
そ
こ
へ
映
画
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

を
観
て
大
変
感
動
し
た
と
い
う
城
北
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
聖
心
教

会
）の
神
父
さ
ん
が
教
会
の
部
屋
を
貸
し
て
も
良
い
と
申
し
出
て
く

だ
さ
り
、
医
療・心
理
等
の
専
門
家
の
支
援
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
、
１
９
６
９
年
12
月
、
週
３
回
の
集
団
療
育
（
子
ど
も
個

人
に
と
っ
て
は
週
１
回・母
親
は
別
室
で
相
談
）を
開
始
し
た
。

　

僅
か
週
１
回
の
療
育
で
子
ど
も
が
著
し
い
変
化
を
見
せ
た
こ
と

に
驚
い
た
親
た
ち
は
、
こ
の
子
ら
専
用
の
場
所
を
作
り
た
い
と
立

ち
上
り
、
積
立
て
貯
金
を
始
め
る
と
共
に
、
市
役
所
に
土
地
の
借

用
を
求
め
る
陳
情
に
行
っ
た
。
そ
の
姿
を
見
た
聖
心
教
会
の
信
者

さ
ん
も
協
力
を
申
し
出
ら
れ
、
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
会
員
も
含
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
て
大
規
模
な
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
り
、

廃
品
回
収
し
た
り
、
多
方
面
か
ら
の
寄
付
も
あ
り
、
正
に
多
く
の

市
民
参
加
に
よ
る「
施
設
建
設
運
動
」に
発
展
し
て
いっ
た
。

　

運
動
の
声
は
市
役
所
に
も
届
き
、心
あ
る
市
の
幹
部
職
員
や
公

職
者
（
議
員
）に
も
協
力
す
る
方
が
い
て
く
だ
さ
り
、
前
例
の
な
い

〝
市
有
地
の
民
間
福
祉
団
体
へ
の
貸
与
〟
が
実
現
し
、
15
年
間
に

わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
福
祉
運
動
を
経
て
、１
９
７
２
年
11
月

「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
」
を
設
立
し
、
同
年
12
月
１

日
「
さ
わ
ら
び
園
」
を
開
園
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

活 

動
指

針

基
本
理
念

あ
さ
み
ど
り
の
会
は

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
の

か
か
わ
り
を
通
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
育
み

す
べ
て
の
人
々
が

共
に
良
い
人
生
を
送
れ
る

社
会
づ
く
り
を
お
こ
な
う

3 2



役職 氏名 期間 任期
理事長　 伊藤　方文（株式会社光映役員） 1968.1~1972.11 辞任 理事長４年 10 ヶ月

理　事　

堀　　　要（名古屋大学医学部教授） 〃 理事４年 10 ヶ月
小林　靖彦（名古屋市立大学医学部助教授） 〃 〃
村上　英治（名古屋大学教育学部助教授） 〃 〃
中条　雅二（作詞家） 〃 〃
古橋　金一（名古屋手をつなぐ親の会相談員） 〃 〃
舟橋　玉燿（愛知県精神薄弱者愛護協会会長） 〃 〃
原田　五介（名古屋市特殊教育連絡協議会長） 〃 〃
新田　敏夫（名古屋市あずま中学校特殊学級担任） 〃 〃

監　事　
原　　　浩（愛知県仏教会副会長） 〃 監事４年 10 ヶ月
牧野　正男（名古屋手をつなぐ親の会連合会長） 〃 〃

役職 氏名 期間 任期

理事長

堀　　　要（名古屋大学名誉教授・児童精神医学者） 1972.11~1983.12 死去 理事長 11 年
北野　博一（元県立看護大学学長・内科医） 1978.4~1988.3 辞任 監事 6 年・理事長 4 年
村上　英治（名古屋大学名誉教授・臨床心理学者） 1972.11~1995.6 死去 理事 16 年・理事長 7 年
島﨑　春樹（施設長・元社会教育主事） 1975.4~2014.11 辞任 理事 4 年・専務理事 16 年・理事長 20 年
後藤　秀爾（愛知淑徳大学教授・臨床心理学者） 1996.7~ 現在 評議員 4 年・理事 15 年・理事長 8 年～

理　事

伊藤　方文（専務理事・法人創始者・元教師） 1972.11~1979.8 死去 専務理事 7 年
鈴木　末造（元愛知県民生部長） 1972.11~1974.12 辞任 理事 2 年
松原　正之（元名古屋市厚生院長） 1972.11~1975.3 辞任 理事 2 年
中北　智久（中北薬品会長） 1972.11~2014.11 辞任 理事 42 年
牧野　正男（名古屋市親の会理事） 1972.11~1993.3 辞任 理事 21 年
舟橋　玉燿（愛知県精神薄弱者愛護協会会長） 1974.12~1995.11 辞任 理事 13 年・監事 7 年
伊藤伊登子（創始者婦人・主婦） 1979.8~1983.11 辞任 理事 5 年
伊藤　方一（元愛知県職員・教育カウンセラー） 1983.11~2000.9 死去 理事 17 年
鈴木　國夫（元名古屋市児童福祉センター精神科医） 1983.11~2006.11 辞任 監事 5 年・理事 18 年
村地　俊二（愛知県コロニー名誉総長・整形外科医） 1988.3~2010.11 辞任 理事 23 年
椿　　泰廣（保護者・会社役員） 1993.3~ 現在 理事 29 年～
高濱　　潔（施設長・元市リハセン副センター長） 1995.7~2014.11 辞任 専務理事 20 年
嶌村　善照（元豊田市福祉事業団事務局長・僧侶） 2006.11~2019.11 辞任 理事 13 年
島崎　徹也（専務理事・施設長） 2009.4~ 現在 評議員 2 年・理事 3 年・専務理事 9 年～
追分　伸夫（専務理事・事務局長） 2009.4~ 現在 評議員 6 年・専務理事 8 年～
島田　修三（保護者・愛知淑徳大学学長） 2010.4~ 現在 評議員 5 年・理事 8 年～
熊谷かの子（施設長） 2014.11~2020.9 辞任 評議員 5 年・理事 1 年
山本　智恵（施設長） 2020.11~ 現在 理事 2 年～

監　事

原　　　浩（地域支援者・僧侶） 1972.11~1978.12 辞任 監事 6 年

黒宮　光一（名古屋市民生局参事） 1972.11~1978.3 
1986.12~2003.11 辞任 監事 21 年

河野博太郎（労務コンサルタント） 1978.12~1986.12 辞任 監事 8 年
小林　博義（司法書士） 2003.3~2018.5 辞任 監事 15 年
渡邊　冬樹（社会保険労務士） 2018.6~2019.7 死去 監事 1 年
菅沢　　豊（青空の家施設長） 2014.11~ 現在 監事 8 年～
渡邊　　勝（税理士） 2019.11~ 現在 監事 3 年～

役職 氏名 期間 任期

評議員

鵜飼　信孝（元法人職員・僧侶） 1995.4~ 現在 監事19年・理事3年・評議員6年～
青山　達雄（町内会役員・カメラマン） 1995.4~ 現在 評議員 27 年～
浅井　　勉（ボランティア・自営業） 1995.4~2021.6 辞任 評議員 26 年
綱木みどり（知的障害者相談員・地域支援者） 1995.4~2921.6 辞任 評議員 26 年
島﨑　左世（施設長・元産業カウンセラー） 1995.4~2014.11 辞任 評議員 20 年
坂　　礼美（ボランティア・主婦） 1995.4~2008.3 辞任 評議員 13 年
吉田とき江（施設長・元愛知県コロニー保育士） 1995.7~2010.3 辞任 評議員 15 年
渡辺由紀子（民生委員・主婦） 1995.7~2001.3 辞任 評議員 6 年
山際　耕兄（福祉専門学校教授） 1996.4~1996.6 死去 評議員 3 ヶ月
中谷　雄二（弁護士） 2001.4~2005.3 辞任 評議員 4 年
伊藤　暁子（中学校教師） 2001.4~2009.3 辞任 評議員 8 年
坪内　勝彦（保護者・自営業） 2003.4~ 現在 評議員 19 年～
森　　弘典（弁護士） 2005.4~ 現在 評議員 17 年～
植田　一雄（施設長） 2008.4~2009.3 辞任 評議員 1 年
野々山　郁（野々山歯科医院長） 2014.11~ 現在 評議員 8 年～
手嶋　雅史（椙山女学園大学教授） 2014.11~2022.3 辞任 評議員 8 年
葛原　成美（施設長） 2014.11~2017.3 辞任 評議員 3 年
渡邊　幸良（同朋大学教授） 2021.4~ 現在 評議員 2 年～
堀　美和子（日本福祉大学准教授） 2022.4~ 現在 評議員 1 年～
江部　眞弓（N P O 法人理事長） 2022.4~ 現在 評議員 1 年～

役職 氏名 期間 任期

委　員

田中　善美（外部委員・保育園長） 2017.2~ 現在 委員 5 年～
江部　眞弓（外部委員・N P O 法人理事長） 2017.2~2022.3 辞任 委員 5 年
渡邊　冬樹（外部委員・社労士） 2017.2~2018.5 辞任 委員 1 年
菅沢　　豊（法人監事） 2017.2~ 現在 委員 5 年～
葛原　成美（法人職員） 2017.2~2018.5 辞任 委員 1 年
村地　裕子（外部委員・医療ケースワーカー） 2018.5~ 現在 委員 4 年～
山本　智恵（法人職員） 2019.11~2020.9 辞任 委員 1 年
鷲見まち子（法人職員） 2020.10~ 現在 委員 2 年～
堀　　智二（外部委員・会社員） 2022.3~ 現在 委員 8 ヶ月～

■ 社団法人あさみどりの会（1968年 1月 23日設立）

あさみどりの会歴代役員名簿

■ 社会福祉法人あさみどりの会（1972年 11月 24日設立）

■ あさみどりの会評議員会（1995年 4月発足）

■ あさみどりの会評議員選任解任委員会（2019年 4月発足）

療育相談中の初代理事長 堀要氏 映画「この子らを世の光に」の舞台「岐阜長良荘」にて 法人創始者伊藤方文氏
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ど
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療
育
援
助
事
業

療
育
相
談　

1
9
6
6
年
伊
藤
方
文
氏
宅
で
開
設
。
1
9
6
8

年
東
別
院
青
少
年
会
館
小
会
議
室
に
移
転
。
1
9
7
2
年
さ
わ

ら
び
園
開
設
に
よ
り
同
園
に
移
転
。
以
後
開
設
さ
れ
る
各
事
業

所
で
も
対
応
。
公
的
に
は
2
0
0
6
年
障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
と
共
に「
相
談
支
援
事
業
」が
開
始
さ
れ「
相
談
支
援
専
門
員
」

が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

在
宅
障
害
幼
児
集
団
指
導　

1
9
6
9
年
〜
1
9
7
2
年
、「
聖

心
教
会
」の
部
屋
を
借
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
で
実
施
。

在
宅
の
重
い
心
身
障
害
児
・
者
年
末
訪
問　

1
9
6
9
年
〜

1
9
7
4
年
、
東
別
院
青
少
年
会
館
所
属
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
0
0
人
余
が
、名
古
屋
市
各
区
親
の
会
役
員
の
案
内
で
訪
問
。

在
宅
障
害
児
の
家
庭
療
育
援
助　

1
9
7
3
年
〜
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
家
庭
を
訪
問
し
て
障
が
い
児
支
援
を
行
い
、
家
族
の

負
担
軽
減
、
家
族
の
話
し
相
手
な
ど
に
対
応
。
2
0
0
0
年
以

降「
居
宅
介
護
」「
重
度
訪
問
介
護
」「
移
動
支
援
」な
ど
の
制
度
が

充
実
。

水
曜
療
育　

1
9
7
6
年
〜
、
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
〜
3
時
、

任
意
契
約
で
障
害
乳
幼
児
の
療
育
。
1
9
8
2
年
名
称
を「
り
と

る
ぐ
る
ぅ
ぷ
」と
改
名
、
名
古
屋
市
の
補
助
事
業
と
な
る
。（
於
・

さ
わ
ら
び
園
）

学
童
療
育　

1
9
8
5
年
〜
、
月
1
回
土
曜
日
午
後
、
小
学
1
年

か
ら
中
学
3
年
ま
で
、
主
に
就
学
後
の
育
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。

別
日
に
母
親
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。
現
在
、
学
童
療
育

の
中
に
放
課
後
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
、
ダ
ン
ス
等
の
余
暇
活
動
の

支
援
。（
於
・
さ
わ
ら
び
園
）

新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ（
対
象
・
地
域
の
小
学
生
）　

年
6
回
活
動
。

1
9
7
6
年
〜
2
0
1
9
年（
44
年
間
）、
以
後
2
年
間
コ
ロ
ナ

禍
で
中
断
。
2
0
2
2
年
再
開（
拠
点
・
さ
わ
ら
び
園
）。

各
事
業
所
の
地
域
住
民
参
加
の
催
事　

1
9
7
5
年
〜
、
し
ん

い
け
盆
踊
り
、
さ
わ
ら
び
運
動
会
、
さ
わ
ら
び
祭
、
わ
ら
び
秋
祭

り
、べ
に
し
だ
祭
、れ
い
ん
ぼ
う
祭
な
ど
。

各
事
業
所
施
設
の
地
域
開
放　

1
9
7
5
年
〜
、随
時
。

支
援
者
養
成
事
業

　
障
害
児
問
題
研
修
旅
行（
朝
日
新
聞
名
古
屋
厚
生
文
化
事
業
団

共
催
）　

1
9
6
6
年
〜
1
9
7
9
年
、
全
国
各
地
の
先
進
的
に

実
践
し
て
い
る
施
設
等
を
視
察（
原
則
年
2
回
）、22
回
実
施
。

心
身
障
害
児
の
母
親
研
修
会（
対
象
・
さ
わ
ら
び
園
在
園
児
母

親
、
一
般
希
望
者
）　

1
9
7
7
年
〜
2
0
1
9
年
、
4
3
8
回

開
催
。
以
後
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り
会
館
）

療
育
問
題
研
修
講
座（
公
開
講
座
）　

1
9
7
7
年
、
4
講
座（
25

回
）開
催
。（
あ
さ
み
ど
り
会
館
開
館
の
年
集
中
し
て
開
講
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー　

1
9
7
9
年
〜
1
9
9
4
年

年
、
宿
泊
を
含
め
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習
。

32
講
座（
2
0
5
回
）、
受
講
者
9
9
0
人
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り

会
館
）

障
害
児
療
育
セ
ミ
ナ
ー　

1
9
9
5
年
〜
2
0
0
6
年
、
21
講

座（
1
1
8
回
）、受
講
者
8
1
3
人
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り
会
館
）

障
害
児
・
者
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
他
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）　

2
0
0
7
年
〜
2
0
1
6
年
、10
講
座（
33
回
）、受
講
者
4
4
9

人
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り
会
館
）

　

※
各
種
支
援
制
度
の
充
実
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
で
、
各

地
で
支
援
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
法

人
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
役
割
が
終
了
。

学
童
作
業
実
習　

1
9
8
4
年
〜
、
夏
休
み
中
に
小
学
5
年
〜

中
学
3
年
の
学
童
を
、
1
組
5
〜
8
人
ず
つ
1
週
間
作
業
実
習
。

実
習
後
母
親
面
談
。（
於
・
わ
ら
び
福
祉
園
、各
事
業
所
）

地
域
療
育
グ
ル
ー
プ
支
援　

1
9
7
0
年
〜
、
市
区
町
村
単
位

の
親
の
会
等
主
催
の
療
育
グ
ル
ー
プ
の
活
動（
月
1
回
）に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
。（
於
・
千
種
区
、中
川
区
、師
勝
町
な
ど
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

心
身
障
害
児
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
療
育
援
助
研
修
会（
中

日
新
聞
社
会
事
業
団
共
催
）　

1
9
6
8
年
〜
1
9
7
6
年
、
17

講
座（
1
9
8
回
）受
講
者
6
8
5
人
。（
於
・
東
別
院
青
少
年
会

館
共
催
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル　

1
9
7
6
年
〜
、
対
象
を
心
身
障

害
の
枠
外
に
も
広
げ
て
、
参
加
者
に
よ
る
自
主
企
画
運
営
方
式

で
開
講
。
2
0
2
0
年
ま
で
に
76
講
座（
7
9
0
回
）
受
講
者

3
7
9
5
人
。
以
後
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。（
於
・

あ
さ
み
ど
り
会
館
）

婦
人
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座　

1
9
8
1
年
〜

1
9
8
9
年
、
6
講
座（
31
回
）受
講
者
94
人
。（
於
・
あ
さ
み
ど

り
会
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン　

1
9
7
6
年
〜
1
9
7
9
年
、
毎
月

第
1
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り

会
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会（
現
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）　

1
9
9
6
年
〜
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
交
流
と
研
修（
年
1

回
）。
2
0
1
9
年
ま
で
22
回
開
催
、
コ
ロ
ナ
禍
で
1
年
間
中
断
。

2
0
2
1
年
リ
モ
ー
ト
開
催
に
て
再
開
。（
於
・
べ
に
し
だ
の
家
）

障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
え
る
支
援
者
養
成
講
座（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
支
援
者
）　

2
0
1
3
年
〜
2
0
1
9
年
、
各
事
業
所

（
わ
ら
び
福
祉
園
、
べ
に
し
だ
の
家
、
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
）で

計
21
回
開
催
、参
加
者
2
5
8
人
、以
後
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
。

父
親
研
修
会　

1
9
8
5
年
〜
1
9
9
1
年
、
10
回
開
催
、
参
加

者
4
5
2
人
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り
会
館
）

職
員
研
修　

法
人
職
員
全
体
研
修
、
新
任
職
員
研
修
、
初
級
職
員

研
修
、
中
級
職
員
研
修
、
リ
ー
ダ
ー
職
員
研
修
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
世
話
人
新
人
研
修
、イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
研
修
、他
。

野
外
活
動
事
業

障
害
児
母
子
の
た
め
の
ホ
リ
デ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
の
苑
」

開
設　

1
9
7
0
年
〜
1
9
7
6
年（
於
・
瀬
戸
は
ち
の
す
寮
）。

な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ（
障
害
児
と
健
常
児
の
混
合
キ
ャ
ン
プ
）　

1
9
7
5
年
〜
1
9
7
6
年（
於
・
三
重
県
藤
原
町
）

さ
わ
ら
び
園
親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ（
3
泊
4
日
）　

1
9
7
6
年

〜
1
9
8
8
年「
三
重
県
菰
野
町
・
尾
高
キ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム
」
で

13
回
実
施
。
1
9
8
9
年
〜
2
0
1
9
年「
あ
さ
み
ど
り
の
会

研
修
所
・
郡
上
山
の
家
」で
31
回
実
施
。
以
後
3
年
間
コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
。

水
曜
療
育
グ
ル
ー
プ（
後
り
と
る
ぐ
る
ぅ
ぷ
）親
子
療
育
キ
ャ
ン

プ（
2
泊
3
日
→
3
泊
4
日
）　

1
9
7
6
年
〜
1
9
8
8
年
、

郡
上「
島
崎
宅
」
で
13
回
実
施
。
1
9
8
9
年
〜
2
0
1
9
年
、

「
郡
上
山
の
家
」で
31
回
実
施
。
以
後
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
。

新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
プ（
3
泊
4
日
）　

1
9
7
6
年
〜

1
9
8
8
年
、
郡
上「
島
崎
宅
」で
13
回
実
施
。
1
9
8
9
年
〜

2
0
1
9
年
、「
郡
上
山
の
家
」で
31
回
実
施
。
以
後
3
年
間
コ

ロ
ナ
禍
で
中
断
。

学
童
合
宿（
さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
）　

中
学
生
合
宿（
3
泊
4
日
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会　

1
9
7
6
年
〜
、
年

1
回
開
催
。（
於
・
あ
さ
み
ど
り
会
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
―
プ
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談　

随
時
。

（
於
・
各
事
業
所
）

社
会
啓
発
事
業

機
関
紙「
療
育
援
助
」（
月
刊
）の
発
行　

1
9
7
4
年
〜
2
0
2
3

年
3
月
号
で
5
7
7
号
。

出
版
物
の
刊
行　

1
9
5
8
年
〜
2
0
2
2
年
現
在
、「
心
身
障

害
児
の
療
育
援
助
の
た
め
に
」「
坂
道
を
の
ぼ
る
子
ら
」「
父
た

ち
」「
べ
に
し
だ
物
語
」「
夢
あ
さ
み
ど
り
」な
ど
33
冊
刊
行
。

映
画
制
作　

1
9
6
0
年
〜
1
9
8
1
年
、「
わ
が
愛
と
祈
り
」

「
あ
な
た
は
ご
存
じ
で
す
か
」「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」「
広
が

れ
愛
の
波
紋
」「
そ
っ
ち
や
な
い
、こ
っ
ち
や
」な
ど
10
本
制
作
。

心
身
障
害
問
題
を
理
解
す
る
集
い（
現
心
身
障
害
問
題
を
考
え

る
集
い
・
朝
日
新
聞
名
古
屋
厚
生
文
化
事
業
団
共
催
・
講
演
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
対
象
、
一
般
）　

1
9
6
6
年
〜
2
0
2
2
年

現
在
、60
回
開
催
。（
於
・
朝
日
ホ
ー
ル
他
）

父
親
フ
ォ
ー
ラ
ム（
現
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
さ
み
ど
り
・
講
演
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
実
践
報
告
。
対
象
・
あ
さ
み
ど
り
の
会
関
係
者
、

一
般
希
望
者
）　

1
9
9
7
年
〜
2
0
2
1
年
現
在
、
24
回（
年

1
回
）参
加
者
2
5
4
0
人
。（
於
・
中
日
パ
レ
ス
等
）

わ
た
ぼ
う
し
名
古
屋
コ
ン
サ
ー
ト（
現
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
・

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
等
の
詩
に
曲
を
つ
け
て
発
表
な
ど
）　

1
9
7
8
年
か
ら
2
0
1
5
年
の
間
に
19
回
開
催
。
以
後
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
各
地
で
開
催
。（
於
・
名
古
屋
市
公
会
堂
他
）

お
母
さ
ん
教
室（
対
象
・
地
域
一
般
の
母
親
）　

1
9
7
7
年
〜

1
9
8
1
年
、
5
講
座（
32
回
）受
講
者
1
4
2
人
。（
於
・
あ
さ

み
ど
り
会
館
）

2
0
0
1
年
〜
2
0
1
9
年
、
19
回
実
施
。
以
後
コ
ロ
ナ
禍
で

2
年
間
中
断
、
2
0
2
2
年
9
月
２
泊
３
日
で
再
開
。
小
学
生

合
宿（
2
泊
3
日
）
2
0
0
5
年
〜
2
0
1
9
年
、
15
回
実
施
。

以
後
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
中
断
。

学
童
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　

2
0
2
1
年
〜
、
小
学
生
・
月
1

回
農
作
業
体
験
。（
於
・
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
畑
）

家
族
の
活
動
支
援

障
が
い
児
の
生
涯
の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
す
る
家
族

の
グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る
。

父
親
の
グ
ル
ー
プ　

虹
の
会（
1
9
8
7
年
発
足
）／
あ
ら
く
さ
の

会（
1
9
9
0
年
）／
わ
ら
び
自
立
生
活
を
援
助
す
る
会（
1
9
9
1

年
）／
か
わ
せ
み
の
会（
1
9
9
2
年
）／
べ
に
し
だ
の
家
自
立
を

す
す
め
る
会（ 

1
9
9
7
年
）／
あ
し
た
ば
の
会（
1
9
9
6
年
）

／
フ
ォ
ル
テ（
2
0
0
0
年
）／
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
自
立
の
会

（
2
0
0
2
年
）/
ク
ラ
ブ
・
ヤ
ジ
オ（
2
0
1
1
年
）／
か
た
つ
む
り

（
2
0
1
5
年
）

母
親
の
グ
ル
ー
プ　

四
季
の
会（
1
9
7
8
年
発
足
）
／
み
ど

り
の
会（
1
9
7
9
年
）／
美
樹
の
会（
1
9
8
0
年
）／
わ
ら
の

会（
1
9
8
1
年
）／
す
ば
る
の
会（
1
9
8
4
年
）／
も
え
ぎ
の

会（
1
9
8
6
年
）／
ウ
イ
ン
グ（
1
9
8
7
年
）／
あ
ゆ
い
の
会

（
1
9
9
0
年
）／
あ
じ
さ
い
の
会（
1
9
9
0
年
）／
こ
も
れ
び
の

会（
1
9
9
3
年
）／
あ
ん
ず
の
会（
1
9
9
6
年
）／
東
風
の
会

（
1
9
9
9
年
）／
凪
の
会（
2
0
0
2
年
）／
リ
ズ
ム（
2
0
0
5

年
）
／
宙
の
会（
2
0
0
8
年
）
／
こ
だ
ま（
2
0
1
0
年
）
/

J
O
Y
‼（
2
0
1
4
年
）／
コ
パ
ン（
2
0
1
7
年
）／
い
ち
ご
の

会（
2
0
2
1
年
）

き
ょ
う
だ
い
会（
年
2
回
開
催
）　

1
9
9
7
年
べ
に
し
だ
の
家

き
ょ
う
だ
い
会
開
始
、
2
0
0
0
年
わ
ら
び
福
祉
園
き
ょ
う
だ

い
参
加
、
2
0
0
4
年
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
き
ょ
う
だ
い
参

加
。
2
0
1
3
年
よ
り
法
人
全
体
き
ょ
う
だ
い
会
1
回
、
事
業

所
別
き
ょ
う
だ
い
会
1
回
に
分
け
て
開
催
。

あ
さ
み
ど
り
の
会
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
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児童発達支援センター・法人本部

さわらび園
昭和 47 年 12 月１日開設（法人設立認可 / 昭和 47 年 11 月 24 日）

所在地　名古屋市千種区新池町 1-18-2
規　模　敷地面積 826.39㎡（名古屋市所有地）　
　　　　建物床面積 782.11㎡、RC 造３階建（平成 26 年６月建替え）
建設費　２億 6,790 万円〈資金 / 借入金１億 3,000 万円、寄付金 6,270
万円、建設積立金 6,750 万円、法人会計 390 万円、施設会計 380 万円〉

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
わ
ら
び
園
の
事
業

〈
障
害
児
通
所
支
援
事
業
〉

▼ 

児
童
発
達
支
援
・
定
員
30
名
／
母
子
通
園
で
の
療
育
と
併
せ
て
、
保
護
者
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
す
る
。

▼ 

保
育
所
等
訪
問
支
援
／
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
等
に
当
園
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
し
集
団
生

活
適
応
へ
の
支
援
を
行
う
。

〈
障
害
児
相
談
支
援
事
業
〉　

▼ 

障
害
児
と
そ
の
家
族
の
子
育
て
期
を
支
え
、
適
切
な
療
育
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
向
け
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。

〈
そ
の
他
の
事
業
〉

▼ 

療
育
グ
ル
ー
プ
／
り
と
る
ぐ
る
ぅ
ぷ
（
就
園
前
Ｇ
・
週
１
回
）、
親
子
教
室
ジ
ョ
イ
フ
ル
（
幼
保
就

園
児
Ｇ
・
隔
週
１
回
）、
学
童
療
育
（
小
中
学
生
Ｇ
・
月
１
回
）
の
実
施
。

▼ 

療
育
相
談
／
こ
と
ば
や
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
相
談
に
当
園
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
。母親

カウンセリング室

療育室

開
園
早
々
困
難
に
遭
遇

　

昭
和
47
年
12
月
、「
知
的
障
害
児
母
子
通
園

施
設
・
さ
わ
ら
び
園
」
は
。
糸
賀
先
生
の
「
こ

の
子
ら
を
世
の
光
に
」
の
言
葉
を
理
念
に
、
長

年
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き

た
多
く
の
支
援
者
に
見
守
ら
れ
て
開
園
し
た
。

　

翌
年
9
月
、
当
時
社
会
現
象
の
よ
う
に
全
国

の
福
祉
施
設
に
広
が
っ
て
い
た
労
働
争
議
の
風

が
、
台
風
の
よ
う
に
新
設
の
小
規
模
施
設
さ
わ

ら
び
園
を
襲
い
、
開
園
早
々
に
困
難
の
時
期
が

あ
っ
た
が
、
毎
月
理
事
会
を
開
い
て
対
応
し
、

4
年
後
に
よ
う
や
く
収
束
し
た
。

　

多
く
の
人
々
の
夢
と
希
望
を
託
さ
れ
て
開
園

し
た
さ
わ
ら
び
園
で
あ
っ
た
が
、
労
働
争
議
で

子
ど
も
の
療
育
は
暫
定
定
員
と
な
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
や
行
事
な
ど
他
の
事
業
は
全
く
行

え
な
か
っ
た
。
そ
の
〝
空
白
の
４
年
間
〟
が
終

り
、
再
生
に
向
け
て
、
子
ど
も
の
療
育
の
充
実

と
社
会
公
益
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

施
設
設
備
を
拡
充
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
。

母
子
療
育
の
実
践

母
子
で
徒
歩
通
園 

▼ 

車
社
会
の
中
あ
え
て
公

共
交
通
と
徒
歩
で
通
園
し
、
人
・
物
・
自
然

か
ら
刺
激
を
受
け
母
子
の
心
と
体
が
鍛
え
ら
れ

る
。

母
親
の
療
育
参
加 

▼ 

母
親
が
療
育
の
場
に
入

り
職
員
と
共
に
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
母
子
関

係
を
調
整
し
、
食
事
・
排
泄
な
ど
身
辺
自
立
に

も
共
に
取
り
組
み
、
家
庭
で
も
応
用
し
、
子
ど

も
の
全
面
的
な
発
達
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

母
親
の
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

▼ 

エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
で
実
践
す
る
こ
と
で
、
母
親

が
胸
の
内
に
抑
え
込
ん
で
い
た
苦
し
い
気
持
ち

を
皆
の
前
で
吐
露
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
共

感
の
輪
が
広
が
り
、
本
当
の
自
分
へ
の
気
づ
き

が
起
こ
り
、
わ
が
子
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
「
新
た

な
価
値
」
を
見
出
し
て
、
わ
が
子
の
特
性
を
理

解
し
た
育
て
の
出
来
る
母
親
に
な
っ
て
い
く
。

母
親
研
修
会 

▼ 

母
親
が
子
ど
も
の
障
が
い
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
親
と
し
て
の
あ
り
方

な
ど
を
専
門
家
や
先
輩
の
親
な
ど
か
ら
学
ぶ
。

親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ
▼ 

３
泊
４
日
を
子
ど
も

は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
担
当
で

付
い
て
貰
い
、
母
親
は
子
ど
も
と
離
れ
て
、
学

習
会
の
後
温
泉
に
行
っ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
す
る
な
ど
、
日
頃
の

子
育
て
の
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を

過
し
、
土
曜
日
に
は
父
親
も
合
流
し
、
全
員
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は

大
自
然
の
中
で
新
し
い
体
験
や
人
間
関
係
が
生

ま
れ
、
親
子
共
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

親
子
宿
泊
療
育 

▼ 

１
泊
２
日
の
宿
泊
で
日
々
の

療
育
で
は
確
認
し
き
れ
な
い
子
ど
も
の
生
活
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
を
母
親
と
共
有
し
、

家
庭
で
の
対
応
に
つ
な
げ
る
。
母
親
は
食
事
会

や
親
睦
旅
行
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

あ
さ
み
ど
り
会
館
が
完
成

　

昭
和
52
年
、
さ
わ
ら
び
園
２
階
を
増
築
し
て

研
修
室
、
会
議
室
、
相
談
室
、
カ
ウ
ン
タ
ー
付

談
話
室
を
設
け
、
さ
わ
ら
び
園
の
設
備
も
含
め

総
称
し
て
「
あ
さ
み
ど
り
会
館
」
が
完
成
。

　

研
修
室
で
は
母
親
研
修
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
、
支
援
者
養
成
講
座
な
ど
。
会
議
室

は
母
親
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
員

ケ
ー
ス
会
議
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
集

ま
り
な
ど
。
相
談
室
は
療
育
相
談
、
母
親
の
個

別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
子
ど
も
の
心
理
判
定
な

ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
談
話
室
は
学
生
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
ま
り
場
と
し
て
賑
わ
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

さ
わ
ら
び
園
の
療
育
も
、
広
い
研
修
室
が
出

来
た
こ
と
で
、
入
園
式
、
学
習
発
表
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
卒
園
式
な
ど
を
盛
大
に
開
催
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
入
園
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
「
水
曜

療
育
グ
ル
ー
プ
」、
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に

「
新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
も
発
足
し
、
隣
接
す

る
ど
ん
ぐ
り
広
場
も
利
用
し
て
「
さ
わ
ら
び
祭

（
バ
ザ
ー
と
催
し
物
）」
を
盛
大
に
開
催
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
わ
ら
び
園
は
困
難
か
ら
学
び
、
工
夫
と
努

力
で
母
子
療
育
体
制
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

あ
さ
み
ど
り
会
館
が
出
来
た
昭
和
50
年
代
か

ら
、
学
生
や
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
集
ま

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
も
盛
況
で
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
さ
わ
ら
び
園
の
療
育
や

行
事
を
支
え
て
頂
き
、
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
し
、
研
修
事
業
、
地
域
交
流
も
活
発
に
な
り
、

会
館
は
連
日
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

平
成
26
年
、
老
朽
化
し
た
園
舎
の
改
築
は
助

成
金
の
目
処
が
立
た
ず
、
多
く
の
人
の
支
援
と

借
入
金
で
、
全
額
自
己
資
金
で
改
築
し
た
。

卒
園
後
も
関
与

学
童
療
育
を
開
始 

▼ 

開
園
か
ら
10
年
後
に
開

設
し
た
わ
ら
び
福
祉
園
で
強
度
行
動
障
害
の
人

や
身
辺
未
自
立
の
人
に
出
会
い
、
学
齢
期
の
育

て
に
も
関
与
し
二
次
障
害
を
予
防
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
昭
和
60
年
に
開
始
し
た
。

親
の
グ
ル
ー
プ
育
成 

▼ 

卒
園
児
の
母
親
に
卒

園
後
も
助
け
合
い
社
会
的
に
孤
立
し
な
い
よ
う

グ
ル
ー
プ
作
り
を
奨
め
た
（
現
在
ま
で
19
Ｇ
）。

父
親
に
は
子
ど
も
の
未
来
を
拓
く
た
め
に
グ

ル
ー
プ
で
取
り
組
む
こ
と
を
奨
め
た
（
７
Ｇ
）。

50
年
間
母
子
通
園
を
貫
い
て
き
て　

　
「
母
が
育
て
ば
子
は
育
つ
」
と
い
う
信
念
で

〝
知
的
障
害
幼
児
母
子
通
園
施
設
〟
を
謳
っ
て

開
園
し
た
さ
わ
ら
び
園
は
、
途
中
で
国
か
ら
も

市
か
ら
も
「
子
ど
も
だ
け
を
バ
ス
で
通
園
さ
せ

る
」
制
度
を
守
る
よ
う
に
強
い
指
導
は
あ
っ
た

が
強
制
は
さ
れ
ず
、
見
守
っ
て
頂
い
た
年
月
で

も
あ
っ
た
。
平
成
29
年
、
国
の
児
童
発
達
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
家
族
支
援
」
が
示
さ
れ
た
。

45
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
た
。

旧園舎   昭和 47（1972）年〜平成 25（2013）年

談話室

さ
わ
ら
び
園
の
沿
革
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ながおさホーム（定員7名）
平成 10 年９月１日開設／平成 11年４月１日認可

所在地　名古屋市中村区長筬町 7-37-1
規　模　敷地面積115㎡、
　　　　建物床面積177.19㎡（鉄骨造３階建）
購入・改修費　5,600万円〈資金/寄付金4,100
万円、法人1,500万円〉

〈沿革〉　グループホームの第１号を自立をす
すめる会で共同購入、３階建の１階を作業室
にして、２年間家賃 30 万円で借りていた作
業所を解約した。購入費 4,100 万円のうち、
3,000 万円を父親の会の共同名義で愛知銀
行から借り入れ、９年後に完済後土地・建物
を法人に寄付した。平成 22 年、作業室の移
転により大改修（改修費1,400 万円）して、ホー
ムの定員を４名から７名に変更した。

共同生活援助事業所

べ
に
し
だ
の
家
の
事
業

〈
日
中
支
援
〉

▼ 

生
活
介
護
・
定
員
55
名
／
本
館
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、部
品
組
付
け
、音
楽
活
動
、ア
ー
ト
活
動
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
）、
あ
ら
わ
い
作
業
室
（
箱
折
り
、
部
品
組
付
け
等
）。

▼
日
中
一
時
・
定
員
４
名
／
障
害
者
日
中
一
時
支
援
、
障
害
児
（
小
・
中
学
生
）
作
業
実
習
。

〈
夜
間
支
援
〉　

▼ 

施
設
入
所
支
援
・
定
員
30
名
。

▼ 

短
期
入
所
・
定
員
４
名
（
併
設
型
２
名
＋
空
床
型
）。

▼ 

共
同
生
活
援
助
・
定
員
30
名
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
５
軒
に
居
住
）。

〈
障
害
児
・
者
相
談
支
援
〉

こがもホーム（定員 5名）〈建物右〉
平成19 年５月1日開設／平成 14 年４月別の借家で認可

所在地　名古屋市中村区小鴨町 85-2
規　模　敷地面積156.12㎡、
　　　　建物床面積 216.97㎡（ＲＣ造３階建）。
土地建物購入　8,600万円、改修費 800万円
〈資金 / 寄付金 8,600万円、法人800万円〉

ゆうゆう（定員 4 名）〈建物左〉
平成18 年 7月1日開設

所在地　名古屋市中村区小鴨町 86-1
規　模　敷地面積169.91㎡、
　　　　建物床面積183.15㎡（木造２階建）。
建築費　5,000万円〈資金・借入金 2,000万
円、寄付金1,500万円、法人1,500万円〉

あらわいの家（定員7名）
平成 20 年６月１日開設／平成 15 年 10月別の借家で認可

所在地　名古屋市市中村区荒輪井町 1-37-1
規　模　敷地面積 230.12㎡、
　　　　建物床面積 255.42㎡（ＲＣ造３階建）
購入・改修費　7,350万円〈資金・借入金 3,500
万円、寄付金1,500万円、法人 2,350万円〉

〈沿革〉　平成 14 年より順次借家を３軒借り
てホームを運営してきたが、家賃が高額であ
ることと使い勝手が悪いので、家賃に支払う
金額を返済に当てることで借りられる金額を
銀行から借入れ、土地・建物を購入し改修す
ることとした。２・３階をホーム、１階を作業
室にして「ながおさ作業所」を移転。土地・
建物購入費 4,100 万円、改修費 3,250 万円。

いなばじホーム（定員7名）
平成 25 年４月１日開設・認可

所在地　名古屋市中村区稲葉地町 8-73
規　模　敷地面積192.89㎡、
　　　　建物床面積 301.87㎡（ＲＣ造３階建）
購入・改修費　8,860万円〈資金・借入金 6,700
万円、寄付金1,200万円、法人 960万円〉

〈沿革〉　以前から重症心身障害者や高齢者
の地域生活を模索してきたが、設備面やバッ
クアップ体制が不充分であった。そこで本館
から 200 ｍの距離で良い物件が出たので、
自立をすすめる会と相談して購入することとし
た。そして身体的に不自由な人たちにしっか
り対応できるよう配慮して改修した。土地建
物購入費 4,470 万円、改修費 4,390 万円。

べにしだの家
（平成７年９月１日開設）

所在地　愛知県名古屋市中村区鴨付町 2-46
規　模　敷地面積 1,688.16㎡（名古屋市所有地）　
　　　　建物床面積 1,784.34㎡、RC造３階建
建設費　４億5,000万円〈資金 /国・市補助金３億円、借入金7,000
万円、寄付金 6,500 万円、法人自己資金 1,500 万円〉

施
設
建
設
準
備
会「
べ
に
し
だ
の
会
」発
足　
　

平
成
３
年
10
月
、
名
古
屋
市
か
ら
当
市
有
地
に

施
設
建
設
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

平
成
５
年
６
月
、
希
望
す
る
保
護
者
40
人
が

施
設
建
設
準
備
会「
べ
に
し
だ
の
会
」を
結
成

し
、学
習
と
交
流
の
会
を
隔
月
に
開
催
、建
設
資

金
の
共
同
積
立
て
も
開
始
し
た
。
学
習
会
で
入

所
施
設
は
一
定
期
間
利
用
し
て
地
域
へ
移
行
す

る
た
め
に
作
る
こ
と
を
説
明
。
会
合
は
法
人

研
修
所「
郡
上
山
の
家
」で
の
合
宿
も
含
め
13
回

行
っ
た
。

　

平
成
7
年
9
月
、「
べ
に
し
だ
の
家
」を
入
所

更
生
30
人
、
通
所
授
産
20
人
の
複
合
施
設
と
し

て
開
設
し
た
。
開
設
後
10
年
計
画
で「
利
用
者

の
地
域
生
活
」を
目
標
に
、保
護
者
と
施
設
が
共

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
確
認
し
た
。

　

入
所
し
た
利
用
者
は
自
傷
他
害
器
物
破
損
な

ど
、
片
時
も
目
が
離
せ
な
い
強
度
行
動
障
害
の

あ
る
人
13
人
、重
症
心
身
障
害
者
５
人
、全
盲
の

人
２
人
を
含
め
重
度
者
が
８
割
を
占
め
、
幼
児

期
・
学
齢
期
の
育
ち
盛
り
に〝
重
度
だ
か
ら
〟と

人
間
と
し
て
最
低
限
の
生
活
す
る
術
を
家
で
も

学
校
で
も
体
験
さ
せ
て
貰
っ
て
い
な
く
て
、
情

状
況
に
応
じ
て
支
援
者
を
徐
々
に
減
ら
し
て
い

き
、
15
年
後
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
生
活
が
出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
移
行
し
た
利
用
者
は
10

年
目
ま
で
に
20
人
、
18
年
目
に
重
症
心
身
障
害

者
も
移
行
し
て
30
人
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
は
入

所
施
設
を
閉
鎖
し
て
全
員
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
地
域
生
活
を
目
指
し
て
い
る
。

　

日
中
活
動（
作
業
）は
一
部
職
住
分
離
し
て

徒
歩
15
分
の
所
に
作
業
室
を
設
置
し
て
20
人

余
が
街
の
中
を
通
勤
し
て
働
く
よ
う
に
し
た
。

作
業
の
最
盛
期（
平
成
18
年
）の
売
り
上
げ
は

１
７
４
０
万
円
。ク
リ
ー
ニ
ン
グ
９
９
０
万
円
。

そ
の
後
茶
房「
游
」を
閉
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

顧
客
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

利
用
者
の
高
齢
化
が
進
み
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　

べ
に
し
だ
の
家
は
今
年（
令
和
５
年
）で
28
年

に
な
る
。
利
用
者
や
親
の
年
齢
や
体
力
に
応
じ

て
そ
の
時
期
時
期
を
精
一
杯
取
り
組
ん
で
き

た
。
現
在
元
気
に
働
い
て
い
る
人
も
い
る
が
、

高
齢
化
で
車
椅
子
の
人
も
10
人
。
時
代
は
支
援

の
あ
り
方
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
。

　

父
親
の
活
動
は「
自
立
を
す
す
め
る
会
」を
結

緒
的
に
も
、身
辺
処
理
に
お
い
て
も
、生
活
す
る

力
が
あ
ま
り
に
も
弱
か
っ
た
。

親
と
共
に
人
海
戦
術
で
育
て
直
し
に
挑
戦

　

利
用
者
の
平
均
年
齢
23
歳
、母
親
52
歳
、父
親

54
歳
。
親
が
体
力
的
に
も
経
済
的
に
も
頑
張
れ

る
の
は
後
10
年
。
そ
こ
で
利
用
者
の
生
育
年
齢

を
５
〜
６
歳
位
ま
で
戻
し
て
親
と
共
に
育
て
直

し
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
個
別
対
応
が
必
要
で
、
日
中

活
動（
作
業
）に
母
親
が
当
番
で
４
人
入
っ
て

貰
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
〜
３
人
と
現
場
職
員

（
入
・
通
所
の
区
別
な
く
）18
人
全
員
が
入
り
、
50

人
の
利
用
者
に
24
人
〜
25
人
の
支
援
者
を
配
置

し
た
。夜
間
は
母
親
が
宿
泊
当
番
で
3
人
入
り
、

宿
泊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
人
と
夜
勤
専
門
職
員

1
人
、
宿
直
職
員
４
人
で
入
所
者
30
人
に
支
援

者
を
10
人
配
置
し
た
。
職
員
の
休
日（
当
時
土
・

日
は
２
〜
３
人
を
残
し
大
半
が
帰
省
で
き
て
い

た
）出
勤
の
代
休
が
取
れ
る
の
は
３
年
目
か
ら
、

泊
ま
り
明
け（
11
時
ま
で
勤
務
）は
５
年
目
か
ら

で
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
の
泊
ま
り
明
け
昼
夜
連
続

勤
務
は
４
年
間
続
い
た
。

地
域
移
行
と
活
発
な
授
産
活
動

　

お
か
げ
で
問
題
行
動
が
減
り
、
生
活
動
作
能

力
も
向
上
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
利
用
者
の

成
。
年
2
回
の
学
習
と
交
流
の
会
を
開
き
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
資
金
の
積
立
て
を
行
い
実

現
し
て
き
た
。

　

母
親
の
活
動
は
当
番
で
施
設
活
動
を
支
え
、

学
習
会（
宿
泊
研
修
も
あ
り
）や
バ
ザ
ー
活
動
な

ど
で
長
年
に
わ
た
り
交
流
を
深
め
、
高
齢
で
夫

を
送
り
一
人
に
な
っ
た
人
も
、
孤
立
せ
ず
良
い

人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

〈沿革〉　自立をすすめる会では、施設開設後「地域移行」
を実現するために５か年をめどに、共同貯蓄することを申
し合せた。ちょうど５年目の平成 12 年、隣地に敷地 326
㎡にＲＣ造３階建の住宅が売りに出されていたので、緊急
に総会を開き購入のために資金を拠出することを決めた。
建物は「小鴨ハウス」と名付け、２・３階で重度障害者４
名を入所措置のまま自活訓練を開始。１階はお母さんたち
の手芸品作りの作業室にした。平成 15 年、敷地内に「第
２小鴨ハウス」を新築、２階で重症心身障害者の地域生
活の可能性を探るための生活訓練（４名）を行い、１階に
喫茶店「茶房 “ 游 ”」を開店した。以後ほぼ６か年を経て
それぞれグループホームに移行した。

べ
に
し
だ
の
家
の
沿
革
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虹の家（定員４名・6 室）

平成 17 年４月１日開設・認可

所在地　愛西市西條町相之江 102-3
規　模　敷地面積 248.5㎡（坪内氏より寄付）、
　　　　建物床面積 194.4㎡（木造２階建）
建築費　4,600 万円〈資金 / 日本財団 1,800
万円、借入金 2,000 万円、寄付金 800 万円〉

〈沿革〉　虹の会発足時からの目標は、グルー
プホームの建設にあったが、当時は本体施設

（バックアップ施設）がないと設置が認可され
なかったので、まず施設を作ってからというこ
とになり共同購入した用地に「れいんぼうワー
クス」を建設した。坪内勝彦氏がグループホー
ム用の土地を寄付していただいたおかげで、
実現させることができた。

虹の家Ⅱ（定員７名）

平成 20 年４月１日開設・認可

所在地　愛西市西條町相之江 102-3
規　模　敷地面積 346.75㎡（坪内氏より寄付）、
　　　　建物床面積 154.73㎡（木造平屋建）
建築費　3,300 万円〈資金 / 借入金 1,700 万
円、寄付金 1,600 万円〉

〈沿革〉　坪内氏から寄付された土地の半分
を、グループホームの第２号建設用地として残
してあったので、虹の家と２軒で虹の会第１グ
ループの人全員が利用できるよう、定員７名
で建設した。虹の会が、グループホーム建設
を目標に活動を開始してから、20 年をかけ
て目標を達成したことになる。

れいんぼうワークスの事業
〈日中支援〉　▶︎ 生活介護・定員 23 名／農作業、部品組付け、創作活動他。▶︎ 日中一時支援・定員５名
〈夜間支援〉　▶︎ 共同生活援助・定員 30 名／グループホーム５軒に居住

虹の家Ⅲ・虹の家Ⅳ
（１階、定員６名・７室）・（２階、定員７名）

平成 23 年４月１日開設・認可

所在地　愛西市西條町相之江 116-1
規　模　敷地面積 953.03㎡（虹の会第２グ
ル ープ共 同 購入 1,200 万円 ）、 建 物 床 面 積
270.35㎡（木造２階建）
建築費　8,000 万円〈資金 / 補助金 1,900 万
円、借入金 3,000 万円、寄付金 3,100 万円〉

〈沿革〉　平成 14 年４月、れいんぼうワー
クスが開設されたあと、虹の会（第１グルー
プ）がグループホーム建設の準備に入って
いるのを見て、新規入所したメンバー（虹
の会第２グループ）も刺激され、グループ
ホーム建設に向けて資金づくりなど活動を
開始。施設開設から僅か２年後（平成 16
年３月）に土地を共同購入。
　用地の有効活用とホームをバリアフリー
にするために、２階建の１階と２階を別々
のホーム（虹の家Ⅲ・Ⅳ）として利用する
構造にした。

虹の家Ⅴ（定員 6 名）

平成 26 年 7 月１日開設・認可

所在地　愛西市西條町相之江 116-1
規　模　敷地虹の家Ⅲ・Ⅳと同一敷地
　　　　建物床面積 222.58㎡（木造平屋建）
建築費　5,930 万円〈資金 / 借入金 2,000 万
円、寄付金 3,000 万円、法人 930 万円〉

〈沿革〉　虹の会会員の子ども全員が入居で
きるように第５号のホームを建設した。建物
を地域交流スペースとしても活用できるよう、
ゆったりとしたリビングルームにカウンター
コーナーも設けた。設備は重度者・高齢者に
対応できるよう配慮した。（各ホーム建築費寄
付金は全て虹の会から）。

れいんぼうワークス
（平成 14 年４月１日開設）

所在地　愛知県愛西市西條町相之江 119-1
規　模　敷地面積 745.95㎡　建物床面積 519.28㎡、RC 造２階建、
　　　　（平成 22 年増改築、作業室を広げ会議室と相談室を設置）
建設費　１億 5,740 万円〈資金 / 国・県補助金 7,900 万円、借入
金 3,400 万円、寄付金 2,700 万円、法人自己資金 1,740 万円〉

５
家
族
か
ら

　

昭
和
62
年
、
さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
の
親
で
愛

知
県
西
部
地
域（
当
時
海
部
郡
を
中
心
）に
在

住
す
る
５
家
族
が
集
ま
っ
て
、「
障
害
児
の
生

涯
の
幸
せ
を
願
っ
て〝
生
き
が
い
の
場
〟の
実

現
を
め
ざ
す
こ
と
」を
目
的
と
し
て「
虹
の
会
」

を
結
成
。

　

平
成
元
年
、
あ
さ
み
ど
り
の
会
に
相
談
し
な

が
ら
、
将
来
通
所
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

建
設
を
目
標
に「
学
習
会
」と「
共
同
貯
蓄
」を

始
め
る
。
会
員
を
募
集
し
、
平
成
３
年
に
は
会

員
12
名（
家
族
）に
な
り
、
活
発
に
活
動（
例
会
、

学
習
会
、
施
設
見
学
、
親
睦
会
、
ア
ル
ミ
缶
回

収
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
）。

土
地
を
購
入

　

平
成
４
年
、
将
来
施
設
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
用
地
と
し
て
、
７
４
５
・
９
５

㎡
の
土
地（
３
、５
０
０
万
円
）を
共
同
購
入
。

こ
の
時
子
ど
も
の
年
齢
は
平
均
10
才
。
以
後

平
成
13
年
の
施
設
着
工
ま
で
10
年
間
、
土
地
を

畑
に
し
て
作
物
を
作
っ
た
り
、
草
取
り
を
し
た

り
、会
員
は
土
地
の
管
理
に
苦
労
し
た
。
ま
た
、

こ
の
間
に
待
ち
き
れ
な
い
複
数
の
会
員
が
急

に
退
会
す
る
な
ど
、
会
の
維
持
運
営
に
も
大
変

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
へ
向
け
て

　

平
成
17
年
、
第
１
号
ホ
ー
ム「
虹
の
家
」を
開

設
。
そ
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
定
員
４
名
の
と

こ
ろ
６
部
屋
を
設
置
。
２
部
屋
は
未
入
居
の
利

用
者
が
プ
レ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
体
験
実
習
の
場

と
し
て
活
用
し
た
こ
と
で
、
家
庭
か
ら
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
生
活
へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
た
。
か
く
し
て
、
第

１
号
ホ
ー
ム
か
ら
10
年
間
で
５
軒
建
設
、
虹
の

会
会
員
の
子
弟
全
員
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
令
和
元
年
施
設
南

苦
労
が
あ
っ
た
。
平
成
12
年
、
地
元
佐
屋
町
長

と
理
事
長
が
会
談
し
、
施
設
建
設
に
向
け
て
動

き
出
し
た
。

　

平
成
14
年
４
月
、
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設「
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
」（
定
員
20
名
）開

設
。
虹
の
会
会
員
は
、
施
設
建
設
に
当
っ
て
先

に
購
入
し
た
土
地
を
法
人
に
寄
付
し
、
建
設
資

金
に
も
多
額
の
寄
付
を
し
て
、
他
の
グ
ル
ー
プ

や
法
人
の
職
員
か
ら
も
多
額
の
カ
ン
パ
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
15
年
余
に
わ
た
る
虹

の
会
の
苦
労
の
結
晶
と
し
て
の
施
設
の
実
現

で
あ
っ
た
。

　

開
設
時
の
利
用
者
18
名
の
う
ち
会
員
の
子
ど

も
９
名
が
入
所
し（
３
名
は
一
般
就
労
）、
他
の

９
名
が
新
規
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
施
設
開
設

後
の
課
題
は
、
15
年
余
に
わ
た
っ
て
物
心
両
面

で
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
虹
の
会
会
員
と
、

新
規
利
用
者
の
精
神
的
温
度
差
を
ど
う
調
整
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
い
新
規
利
用

者
の
方
々
も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
を
め

ざ
し
て
い
る
虹
の
会
の
活
動
に
共
感
し
て
、
全

員
が
虹
の
会
に
入
会
し
、
徐
々
に
良
い
関
係
が

築
か
れ
て
い
っ
た
。
新
旧
合
わ
せ
て
30
名
の
会

員
が
、
資
金
拠
出
な
ど
個
人
的
に
も
痛
み
を
伴

う
活
動
を
信
頼
関
係
で
繋
が
っ
て
実
現
で
き
た

の
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

側
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
前
広
場
に
東
屋
と
ミ
ニ
ロ

グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
。
施
設
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
や
対
外
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
。
平
成
30
年

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
南
側
の
土
地
を
購
入

（
９
５
３
㎡
）。
令
和
２
年
そ
の
土
地
を
畑
と
花

壇
や
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
、同
年
、平
成
14
年

よ
り
開
業
し
て
い
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
門
を
顧

客
の
減
少
で
廃
業
し
、無
農
薬
・
無
肥
料
の
自
然

栽
培
に
よ
る
農
業
を
日
中
の
事
業
の
中
心
に
据

え
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
る
事
業
所
運
営
を

目
指
し
て
展
開
し
て
い
る
。

共 同 生 活 援 助 事 業 所

左から
虹の家Ⅲ・Ⅳ、虹の家Ⅴ、
ミニログハウス、東屋、本館、
虹の家、虹の家Ⅱ、手前畑・駐車場

（土地総面積 3247.23㎡）

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
の
沿
革

15 14



神田ホーム（定員 7 名）

平成 17 年４月１日開設・認可

所在地　名古屋市
　　　　千種区神田町１４－５　　
　　　　サンサンビル３階（借家）
規　模　建物床面積　178.2㎡
改修費　1,200 万円〈資金 / あらくさ
の会自主財源〉

〈沿革〉　あらくさの会会員の子ども全
員分のグループホームを確保するた
め、2 か所目の建設を模索していたと
ころ、会員の小縣氏所有のビルの 3
階に空きが出たのであらくさの会が改
修して借り受けた。

あらくさ
平成 17 年 4 月 1 日開設

所在地　愛知県名古屋市千種区神田町 14 － 5 サンサンビル（借家）
規　模　敷地面積　306.51㎡
　　　　建物床面積　作業室（1,2 階） 349.56㎡
　　　　神田ホーム（3 階） 178.2㎡
改修費　8,100 万円（グループホーム含む）
　　　　〈資金 / あらくさの会寄付金 3,100 万円、、法人 5,000 万円〉

郡上山の家
（あさみどりの会研修所）

所在地　岐阜県郡上市大和町小間見 546-1
規　模　敷地約 3,000㎡（島﨑家より無償貸与）
　　　　建物・ロッジ 300㎡、母屋 260㎡
　　　　バンガロー４、倉庫２、屋外トイレ１
建設費　2,520 万円〈資金 / 全額寄付金〉

あ
ら
く
さ
の
事
業
（
べ
に
し
だ
の
家
従
た
る
事
業
所
）

〈
日
中
支
援
〉

▼ 

生
活
介
護 

定
員
15
名
／
パ
ン
製
造
・
販
売
、
部
品
組

付
け
、
創
作
活
動
、
音
楽
活
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
。

〈
夜
間
支
援
〉　

▼ 

共
同
生
活
援
助 

定
員
13
名
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
2
軒

に
居
住
）。

野
外
活
動
事
業

さ
わ
ら
び
園
親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ
／
療
育
グ

ル
ー
プ
親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ
／
新
池
子
ど
も

ク
ラ
ブ
・
わ
い
わ
い
キ
ャ
ン
プ
／
学
童
合
宿

／
各
事
業
所
山
の
家
合
宿　

等

　

平
成
元
年
７
月
、さ
わ
ら
び
園
在
園
・
卒
園
児

父
親
で〝
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
る
有
志
〟19
人

が
発
起
人
会
を
作
り
、
毎
月
学
習
会
と
話
し
合

い
を
重
ね（
８
回
）、翌
平
成
２
年
４
月
、名
称
を

「
あ
ら
く
さ
の
会
」と
し
て
設
立
総
会
を
行
っ

た
。
そ
し
て
５
月
か
ら
子
ど
も
の
将
来
の
た
め

に
一
人
月
額
３
万
円
の
共
同
積
立
て
を
開
始
、

毎
年
３
千
円
増
額
す
る
こ
と
と
し
た（
子
ど
も

の
平
均
年
齢
６
歳
、
父
親
の
平
均
年
齢
39
歳
）。

平
成
５
年
６
月
、
さ
わ
ら
び
園
の
近
く
の
大
型

中
古
住
宅
を
共
同
購
入
。
将
来
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
作
業
室
を
目
標
に
、当
面
は
会
議
、親

の
学
習
会
、
子
ど
も
の
宿
泊
訓
練
に
使
用（（
購

入
、改
修
費
５
５
８
８
万
円
）。

　

平
成
11
年
４
月
、購
入
し
た
建
物
１
階
で「
小

規
模
作
業
所
あ
ら
く
さ
」開
設
。
利
用
者
３
人

か
ら
開
始
、
平
成
13
年
に
は
10
人
に
増
え
名
古

屋
市
補
助
事
業
と
な
る
。
平
成
16
年
４
月
、
建

物
２
階
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
あ
ら
く
さ
の
家
」

（（
定
員
４
名
）を
開
所
。
平
成
17
年
４
月
、
会
員

の
小
縣
氏
所
有
の
サ
ン
サ
ン
ビ
ル
３
階
を
借

り
て
改
修
し「
神
田
ホ
ー
ム
」（（
定
員
７
名
）開

所（（
改
修
費
１
２
０
０
万
円
）。
翌
年
１
月
、
同

ビ
ル
１
階
を
借
り
て
改
修
し
、作
業
室
を
移
転
。

　

昭
和
34
年
夏
、
あ
さ
み
ど
り
の
会
創
始
者
の

伊
藤
氏
ら
は
、
障
が
い
児
の「
親
と
子
の
合
宿
」

（
三
河
相
楽
荘
・
１
泊
２
日
）に
協
力
者
と
し
て

参
加
し
て
、
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
は
子
ど
も

の
成
長
に
大
切
な
こ
と
、
親
た
ち
が
日
常
の
苦

労
か
ら
解
放
さ
れ
、
合
宿
し
て
深
く
交
流
す
る

こ
と
で
心
が
癒
さ
れ
、元
気
に
な
る
姿
を
見
て
、

毎
年
参
加
し
な
が
ら
会
の
活
動
と
し
て
模
索
す

る
よ
う
に
な
る
。

　

昭
和
45
年
夏
、
瀬
戸〝
は
ち
の
す
寮
〟の
協
力

で
、
心
身
障
が
い
児
母
子
の
た
め
の
ホ
リ
デ
ー

セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
の
苑（
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
）」を

毎
年
１
か
月
間
開
設
、
県
内
各
地
か
ら
親
子
が

参
加
す
る（
昭
和
50
年
ま
で
）。
一
方
で
、
大
自

然
の
中
で
親
子
が
合
宿
で
き
る
場
所
を
求
め
て

東
海
三
県
を
探
し
回
り
、三
重
県
菰
野
町〝
尾
高

キ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム
〟に
巡
り
合
う
。
昭
和
51
年

７
月「
第
１
回
さ
わ
ら
び
園
親
子
療
育
キ
ャ
ン

プ
・
３
泊
４
日
」実
施
。
以
後
、
こ
の
地
で
昭
和

63
年
ま
で
13
回
行
っ
た
。

　

岐
阜
県
郡
上
市
大
和
町
小
間
見
の
島
﨑
家
は
、

昭
和
38
年
か
ら
養
護
施
設
の
子
ど
も
を
、昭
和
44

年
か
ら
名
古
屋
の
青
年
サ
ー
ク
ル
の
若
者
を
、昭

和
48
年
か
ら
名
古
屋
東
別
院
こ
ど
も
自
然
教
室

平
成
18
年
10
月
か
ら
運
営
を
べ
に
し
だ
の
家

に
移
管
し「
分
場
あ
ら
く
さ
」と
な
る（
改
修
費

６
０
０
万
円
）。

　

平
成
24
年
４
月
、「
あ
ら
く
さ
の
家
」土
地
建

物
を
法
人
に
寄
付
、
改
築
し
定
員
６
名
に
す
る

（
建
築
費
４
１
３
０
万
円
。
あ
ら
く
さ
の
会

１
３
５
０
万
円
寄
付
）。

　

令
和
元
年
、
サ
ン
サ
ン
ビ
ル
全
館
を
借
用
、

１
・
２
階
改
修（
６
３
０
０
万
円
。
あ
ら
く
さ

の
会
１
３
０
０
万
円
寄
付
）。
こ
れ
ま
で
あ

ら
く
さ
の
会
が
拠
出
し
た
総
額
は
１
億
38
万

円
。
あ
ら
く
さ
の
会
は
資
金
作
り
に
も
努
力

し
て
き
た
が
、
全
員
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
居
す
る
ま
で
の
15
年
間（
平
成
２
年
〜
17

年
）に
専
門
家
を
招
聘
し
て
学
習
会
12
回
、
施

設
見
学
16
か
所（
県
内
８
か
所
、
県
外
８
か

所
）、
会
合
は
99
回
開
催
。
以
後
も
今
日
ま
で

33
年
間
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
に
、

個
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
入
退
会
が
あ

り
、現
在
会
員
は
11
家
族
で
あ
る
。
そ
の
間
母

親
の
会「
あ
ゆ
い
の
会
」も
学
習
会
、
親
睦
会
、

施
設
見
学
を
行
い
、
平
成
４
年
、
パ
ン
工
房

「
神
田
ベ
ー
カ
リ
ー
」
を
始
業
し
、
平
成
11
年

作
業
所
に
引
き
継
い
だ
。「
あ
ら
く
さ
」は
親

た
ち
の
自
助
努
力
と
法
人
と
の
共
働
で
育
て

た
貴
重
な
事
業
所
で
あ
る
。

な
ど
、20
人
か
ら
30
人
の
合
宿
を
行
っ
て
い
た
。

　

あ
さ
み
ど
り
の
会
で
は
、昭
和
51
年
か
ら「
新

池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
プ
・
３
泊
４
日
」を
、

昭
和
53
年
か
ら「
水
曜
療
育
親
子
療
育
キ
ャ
ン

プ
・
２
泊
３
日
→
３
泊
４
日
」を
島
﨑
家
母
屋
で

実
施
。

　

昭
和
61
年
頃
、
わ
ら
び
福
祉
園
の
親
と
職
員

か
ら
山
の
家
を
作
り
た
い
と
い
う
話
が
出
て
資

金
カ
ン
パ
を
始
め
た
。
以
後
法
人
全
体
に
広
が

り
、昭
和
62
年
、岐
阜
近
郊
の
古
家
屋
を
譲
り
受

け
、島
﨑
家
敷
地
の
一
画
に
移
築
、２
階
建
て
76

㎡
余
の
山
の
家
を
建
設
。

　

昭
和
63
年
４
月
、わ
ら
び
福
祉
園
の「
山
の
家

合
宿
・
６
泊
７
日
・
10
人
ず
つ
」開
始
。
同
年
２

階
に
接
続
し
て
中
広
間
を
増
築
。
山
の
家
の

名
称
を「
あ
さ
み
ど
り
の
会
研
修
所
・
郡
上
山
の

家
」と
す
る
。

　

平
成
元
年
か
ら「
さ
わ
ら
び
園
親
子
療
育

キ
ャ
ン
プ
」「
新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
プ
」

「
り
と
る
ぐ
る
ぅ
ぷ（
水
曜
療
育
）キ
ャ
ン
プ
」を

郡
上
山
の
家
で
実
施
。
島
﨑
家
母
屋
は
キ
ャ
ン

プ
の
際
の
親
の
研
修
会
場
や
講
師
、
父
親
参
加

者
、本
部
・
厨
房
職
員
の
宿
舎
に
使
用
。

　

平
成
２
年
、隣
接
し
て
２
階
大
広
間
を
建
設
。

以
後
数
年
か
け
て
大
広
間
横
に
第
２
厨
房
、
大

広
間
階
下
に
和
室
２
間
を
作
り
、
手
作
り
含
め

バ
ン
ガ
ロ
ー
４
棟
、倉
庫
２
棟
、ト
イ
レ
棟
と
順

次
整
備
し
た
。

　

平
成
８
年「
べ
に
し
だ
の
家
山
の
家
合
宿
」開

始
。
平
成
13
年「
中
学
生
合
宿
・３
泊
４
日
」開
始
。

平
成
15
年「
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
山
の
家
合

宿
」開
始
。
平
成
17
年「
小
学
生
合
宿
・
２
泊
３
日
」

開
始
。
そ
の
他
職
員
セ
ミ
ナ
ー
等
に
も
使
用
。

　

山
の
家
の
活
動
で
、多
数
の
車
の
出
入
り
、山

や
川
、道
路
等
村
中
を
自
由
に
使
え
る
の
は
、村

の
人
が
障
が
い
福
祉
を
理
解
さ
れ
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
。

あらくさの家（定員 6 名）

平成 16 年４月１日開設・認可／
平成 24 年改築

所在地　名古屋市千種区
　　　　東明町 6-16-2
規　模　敷地面積　132.23㎡
　　　　建物床面積　131.86㎡
建 築 費　4,130 万 円〈 資 金 / 借 入 金
2,500 万 円、 寄 付 金 1,350 万 円、 法
人 280 万円〉

〈沿革〉　物件は平成５年、あらくさ
の会で将来のグループホームを視野
に共同購入（改修費含め 5,300 万円、
この時子ども８才、父親 44 才）父親
の会合や小学生からの宿泊訓練など
に使用。平成 11 年１階で小規模作業
所開設。平成 16 年４月グループホー
ム「あらくさの家」開設。平成 22 年
土地建物を法人に寄付。平成 24 年、
建物を建て替えた。

あ
ら
く
さ
の
沿
革

あ
さ
み
ど
り
の
会

野
外
活
動
の
沿
革

郡
上
山
の
家
の
沿
革
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わ
ら
び
の
事
業

〈
じ
ぶ
ん
ら
し
く
は
た
ら
く
〉　

多
機
能
型

▼ 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
定
員
10
名
／
う
ど
ん
店
「
和
來~w

ara~

」　

う
ど
ん
・
お
弁
当
づ
く
り
、

施
設
外
支
援

▼ 

生
活
介
護
・
定
員
39
名
／
金
属
加
工
、
部
品
組
付
け
、
菓
子
製
造
・
販
売
、
創
作
活
動
（
絵
画
、
紙

漉
き
、
刺
繍
な
ど
）、
音
楽
療
法
な
ど

▼ 

日
中
一
時
支
援
・
定
員
5
名

〈
じ
ぶ
ん
の
く
ら
し
を
つ
く
る
〉

▼ 

共
同
生
活
援
助
・
定
員
29
名
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
５
軒
に
居
住

〈
ち
い
き
で
い
き
る
〉

▼ 

重
度
訪
問
介
護
・
同
行
援
護
・
移
動
支
援
／
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
笑
の
家
」
運
営

▼ 

特
定
相
談
・
障
が
い
児
相
談
・
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
・
障
害
者
相
談
支
援

わらび第１ホーム（定員 3 名）

平成元年 10 月１日開設／平成３年４月１日認可

所在地　みよし市三好町西荒田 28
規　模　敷地（わらび敷地内）、
　　　　建物床面積 299.9㎡（木造２階建）
建築費　2,060 万円（増改築費）〈資金 / 借
入金 1,000 万円、寄付金 1,060 万円〉

〈沿革〉　昭和 60 年、ナイトケア用生活実習
棟を建設、建築費 850 万円、清水基金から
400 万円助成。平成元年増改築して、４名ず
つ３か月ずつ交代でグループホーム生活体験
実施。費用は人件費含め全額自己負担（障害
基礎年金 +２万円）。平成３年４月１日、定員
４名のグループホームとして認可。以後、定
員以外の２名を２か月ずつ生活実習実施。

笑（わら）の家（定員 6 名）

平成 17 年４月１日開設・認可

所在地　みよし市三好町西荒田 36-10
規　模　敷地面積 239.36㎡、
　　　　建物床面積 262.11㎡（木造２階建）
建築費　6,180 万円〈資金 / 日本財団助成金
2,010 万円、寄付金（共同貯蓄）4,170 万円〉

〈沿革〉　グループホーム入居を希望して待機
している人のために、第４のホームの建設に
取り組む。平成 15 年 10 月、わらび福祉園か
ら徒歩３分の距離の土地を購入、1,875 万円

（坪 26 万円、積立金で購入）。平成 17 年建
物建設。名称をアンケートにより「笑（わら）
の家」とする。１階にヘルパーステーションを
併設（平成 25 年に「風の家」に移転）。

わらび第 3ホーム（定員 4 名）

平成８年４月１日開設・認可

所在地　みよし市三好町西荒田 13
規　模　敷地面積 213.81㎡、
　　　　建物床面積 109.19㎡（木造２階建）
土地建物購入費　3,200 万円

〈資金 / 全額寄付金（共同貯蓄より）〉

〈沿革〉　平成４年４月、父親の会で「自立生
活を援助する会」を発足。会員の親睦・学習
とグループホーム建設資金として共同貯蓄を
開始。平成７年 12 月、わらび福祉園と至近
距離（20 ｍ）の民家の土地建物が売りに出
された。吉田政次会長は、一晩の内に電話で
各会員（22 名）の賛同を得て取得することを
決定し、全員が共同貯蓄を拠出して購入した。

わらび第 2ホーム（定員 6 名）

平成４年４月１日開設／平成６年４月１日認可

所在地　みよし市三好町西荒田 29-3
規　模　敷地（わらび敷地内）、
　　　　建物床面積 150.7㎡（木造２階建）
建築費　3,740 万円〈資金 / 全額寄付金（利
用希望者 26 名より）〉

〈沿革〉　プレグループホーム生活体験実習を
開始して１年余、利用者の著しい生活能力の
向上を実感した保護者は、アンケートへの回
答で将来の利用も含め 26 名がグループホー
ムを希望。当時は、ホーム建設に借入金を使
うと利子が高いので家賃前払い方式の寄付金
で対応。平成６年４月１日、認可に至るまで２
年間は運営費も全額自己負担で実施した。

風の家（定員 10 名）

令和３年 4 月 1 日認可

所在地　みよし市三好町西荒田 29-6
規　模　敷地面積　400.01㎡
　　　　建物床面積（木造 2 階建）472.26㎡
建築費　風の家Ⅰ 7,360 万円〈資金 / 借入金
3,000 万円、寄付金 ( 共同貯蓄 )4,360 万円〉
風の家Ⅱ 7,096 万円〈資金 / 借入金 3,500 万
円、積立金取崩 3,000 万円、事業費 596 万円〉
〈沿革〉　重度者・高齢者への対応も考慮して
わらび本館北側の土地を平成 23 年 10 月に
購入、2,783 万円（坪 23 万円）。平成 25 年
風の家を建設。その後平成 29 年に増築し、
1 階を風の家Ⅰ（定員 5 名）2 階を風の家Ⅱ（定
員 5 名）とする。新法人の申請の際に、合わ
せて 1ヶ所にし、定員 10 名とした。

うどん店「和來 ~wara~」
（就労継続支援 B 型事業）

令和 2 年 4 月 1 日開設

所在地　みよし市三好町小坂 66
規　模　174.63㎡（木造 2 階建１階部分、借家）
改装費　3,234 万円〈資金 / みよし市補助金
300 万円、積立取崩 2,934 万円〉
〈沿革〉　みよし市役所の直ぐ北側に賃貸物件
が出たことをきっかけに、就労継続支援 B 型
事業を移転。みよし市役所に食堂が無いこと
もあり、うどん店を始める計画を立てるがコ
ロナ禍となり、テイクアウト弁当も含めた運営
を始める。施設外支援も行っており、就職に
結びついたケースも出ている。
また、利便性が良い場所ということもあり、
地域の方々の話し合いの場にもなっている。

共同生活援助事業所

社会福祉法人 あさみどりの風

わらび
令和 2 年 10 月１日開設

所在地　愛知県みよし市三好町西荒田 28
規　模　敷地面積 1,614㎡（みよし市所有地）　
　　　　建物床面積 558.48㎡、RC 造平屋建
建設費　１億 1,000 万円〈資金 / 国・県補助金 5,300 万円、
借入金 4,400 万円、法人自己資金（寄付金含む）1,300 万円〉

社会福祉法人 あさみどりの会

わらび福祉園
昭和 57 年４月１日開設

社会福祉法人あさみどりの会
（昭和 47 年 11 月 24 日設立）から

わらび福祉園を分割して
「社会福祉法人あさみどりの風」を設立

　

社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
は
、
昭
和

54
年
、
み
よ
し
市（
当
時
三
好
町
）か
ら
の
誘
致

に
応
え
、
当
地
に「
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設
」を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
56
年
春
、
着
工
を
前
に
地
域
住
民
か
ら

強
い
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
13
回
の
困
難
な
交

渉
を
経
て
工
期
よ
り
４
カ
月
遅
れ
て
着
工
。

　

昭
和
57
年
４
月
、「
わ
ら
び
福
祉
園
」を
開
所

し
た
。
し
か
し
定
員
30
人
に
対
し
最
初
の
利
用

者
は
8
人
で
開
所
早
々
か
ら
厳
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
た
。
当
時
は
早
期
療
育
も
行
き
届
い
て

お
ら
ず
、
そ
の
後
の
入
所
者
も
含
め
、
幼
児
期
・

学
齢
期
に『
重
度
だ
か
ら
』と
人
間
と
し
て
最
低

限
の
生
活
す
る
す
べ
を
体
験
さ
せ
て
貰
え
ず
、

自
傷
他
害
な
ど
の
強
度
行
動
障
害
が
み
ら
れ
る

人
や
身
辺
処
理
未
自
立
の
人
な
ど
、
他
の
施
設

で
断
ら
れ
た
最
重
度
の
方
も
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
、生
活
す
る
力
・
働
く
力
を
つ
け
る
た
め
に
は

個
別
対
応
が
必
要
で
、
定
め
ら
れ
た
職
員
配
置

で
は
人
手
が
足
り
ず
、
毎
日
数
人
の
母
親
に
当

番
で
現
場
に
入
っ
て
貰
っ
た
。

　

工
作
機
械
で
作
業
す
る
こ
と
も
、
本
人
が
親

と
離
れ
て
１
週
間
、
次
は
３
カ
月
と
ナ
イ
ト
ケ

ア
す
る
こ
と
も
皆
初
体
験
で
、
本
人
・
母
親
・
職

員
が
共
に
学
び
合
い
力
を
つ
け
、
機
械
作
業
は

地
域
の
企
業
か
ら
毎
日
定
期
的
に
仕
事
を
請
け

負
う
ま
で
に
な
り
、
ナ
イ
ト
ケ
ア
は
処
遇
困
難

だ
っ
た
最
重
度
の
方
も
全
員
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
生
活
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
。

　

開
所
し
た
時
は
人
口
２
万
６
千
人
だ
っ
た
三

好
町
は
６
万
人
の
み
よ
し
市
と
な
り
、
あ
さ
み

ど
り
の
会
も
２
か
所
の
拠
点
事
業
所
が
４
か
所

と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
18
か
所
と
な
り
、
常
勤
職

員
は
21
人
か
ら
90
人
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
人
間

関
係
と
地
域
共
生
を
重
視
し
て
法
人
を
分
割
す

る
こ
と
が
決
定
し
、令
和
2
年
10
月
、わ
ら
び
福

祉
園
は「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
風
・
わ

ら
び
」と
し
て
独
立
し
、み
よ
し
市
の
法
人
と
し

て
歩
み
は
じ
め
た
。

あ
さ
み
ど
り
の
風
・

わ
ら
び
の
沿
革

就労継続 B 型事業所

移管
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国
・
愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
団
体
等
の
動
き

21

昭
和
32
年	

	
伊
藤
方み

ち
ふ
み文
、
子
ど
も
の
教
育
問
題
に
つ
い
て
社
会
啓
蒙
活
動
を
始
め
る
。

	
	

（
伊
藤
方
文
が
昭
和
45
年
に
受
賞
し
た
「
キ
ワ
ニ
ス
社
会
公
益
賞
」
賞
状
に
〝
昭
和
32
年
以
来
社

会
の
啓
蒙
に
つ
と
め
〟
と
あ
り
、
こ
の
年
を
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
始
ま
り
と
し
た
。）

昭
和
33
年	

	

中
条
雅
二
、
水
谷
京
、
長
沼
兵
三
、
伊
藤
方
文
ら
は
、
毎
月
子
ど
も
の
生
活

を
考
え
る
雑
誌
「
青
い
空
」
を
発
行
す
る
。

	

昭
和
34
年
４
月	

長
沼
兵
三
、
橘
小
学
校
特
殊
学
級
の
担
任
と
な
り
、
伊
藤
方
文
長
沼
学
級
の

記
録
映
画
制
作
に
協
力
、
こ
れ
よ
り
「
青
い
空
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
精
神
薄

弱
を
中
心
と
す
る
障
害
児
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

	

８
月	

長
沼
兵
三
ら
が
企
画
し
た
親
と
子
の
合
宿
（
於
・
三
河
相
楽
山
荘
）
に
伊
藤

方
文
ら
が
協
力
。（
１
泊
２
日
）

	

昭
和
35
年
６
月	

名
古
屋
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
か
ら
の
委
嘱
映
画
「
い
ず
み
学
園
」
制
作
。

	

10
月	

菊
井
中
学
校
特
殊
学
級
の
委
嘱
に
よ
り
同
学
級
の
職
業
教
育
を
紹
介
し
た
映

画
「
働
く
子
ら
」
制
作
。

	

昭
和
36
年
２
月	

名
古
屋
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
の
啓
蒙
活
動
を
支
援
し
て
映
画
「
わ
が
愛
と
祈

り
」
の
制
作
開
始
、
フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
集
会
室
で
完
成
試
写
会
を
開
く
。（
４

月
11
日
）

	

６
月	

21
日
～
26
日
、
長
沼
兵
三
ら
の
企
画
し
た
親
と
子
の
合
宿
を
中
日
新
聞
社
会

事
業
団
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
河
相
楽
山
荘
で
の
第
１
回
親
と
子
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
伊
藤
方
文
、
榊
原
和
彦
ら
記
録
映
画
班
と
し
て
参
加
。

（
昭
和
39
年
ま
で
）

	

昭
和
37
年
７
月	

尾
原
信
夫
氏
一
家
の
協
力
に
よ
リ
映
画
「
静
か
な
波
紋
」
の
制
作
開
始
。
名

城
小
学
校
講
堂
で
完
成
試
写
会
。（
８
月
26
日
）

	

11
月	

精
神
薄
弱
に
関
す
る
映
画
の
会
企
画
開
催
。（
全
国
特
殊
教
育
研
究
大
会
随

伴
行
事
と
し
て
）

昭
和
32
年	

市
）	

障
害
児
通
園
施
設「
み
ど
り
学
園
」開
設

昭
和
33
年	

国
）	

６
月
、
国
立
知
的
障
害
児
施
設「
秩
父

学
園
」開
設
。（
所
沢
市
）

昭
和
34
年	

	

伊
勢
湾
台
風
襲
来
。

	

市
）	

９
月
、
障
害
児
入
所
施
設「
名
古
屋
市

あ
け
ぼ
の
学
園
」開
設
。

昭
和
35
年	

	

国
民
皆
保
険
制
度
が
確
立
。

	

国
）	「
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
」公
布
施
行
。（
平

11
・
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
改
正
）

	

団
体
）	

11
月
、「
全
国
肢
体
不
自
由
児
父
母
の

会
連
合
会
」結
成
。

昭
和
36
年	

国
）	

３
歳
児
検
診
始
ま
る
。

	

県
協
会
）	

11
月
、
第
１
回
精
神
薄
弱
児
施
設
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
名
古
屋
で
開
催
。

	
	「

愛
知
県
精
神
薄
弱
者
愛
護
協
会
」結

成
。

昭
和
38
年	

	
山
崎
す
み
子
氏
宅
に
重
度
児
の
授
産
所

「
す
ぎ
な
の
家
」を
開
設
。

	
	

川
崎
昴
氏
自
宅
に「
ひ
か
り
学
園
」開
設
。

	
	

水
上
勉
氏「
拝
啓
池
田
総
理
大
臣
殿
」を

	
	

書
く
。

	

県
協
会
）	

10
月
、
第
１
回
全
国
精
神
薄
弱
施
設
研

究
協
議
会
を
名
古
屋
で
開
催
。（
以
後〝
全

国
大
会
〟
と
し
て
各
都
道
府
県
持
ち
回

り
で
毎
年
開
催
）

昭
和
39
年	

	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

	
	

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
。

	

団
体
）	「
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る

会
」結
成
。

	
	

９
月
、
第
１
回
精
神
薄
弱
者
福
祉
月
間

実
施
。（
以
後
毎
年
）

	
	

11
月
、
県
内
精
神
薄
弱
児
施
設
、
特
殊

学
級
合
同
運
動
会
を
あ
け
ぼ
の
学
園
で

開
催
。

昭
和
40
年	

	

大
阪「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
大
阪
ビ
ュ
ー

ロ
ー
」設
立
（
現
在
の
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
）。
日
本
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
開
講
。

		

国
）	「
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
」公
布
。

	
	

全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
」結
成
。

	

市
）	

白
金
精
神
薄
弱
児
相
談
室
開
設

	

県
協
会
）	

年
間
を
通
じ
て
施
設
長
会
と
施
設
長
研
修

を
開
催
。
永
年
勤
続
職
員
顕
彰
を
開
始
。

	

昭
和
38
年
７
月	

ア
サ
ヒ
梶
島
キ
ャ
ン
プ
写
真
取
材
。

	
	

「
第
２
回
親
と
子
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」（
於・犬
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
）

写
真
取
材
。

	

昭
和
39
年
３
月	

南
山
大
学
写
真
部
杉
野
邦
彦
ら
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
カ
メ
ラ
・

ル
ポ
「
精
神
薄
弱
」
を
制
作
す
る
こ
と
と
し
、
あ
け
ぼ
の
学
園
の
許

可
を
得
て
撮
影
開
始
。

	

６
月	

21
日
、
カ
メ
ラ
・
ル
ポ
第
１
集
「
明
日
を
待
つ
子
た
ち
」
刊
行
。

	
	

機
関
紙
「
あ
さ
み
ど
り
」
発
行
。（
№
39
・
昭
和
51
年
ま
で
発
行
）

	

昭
和
40
年
１
月	

長
沼
兵
三
の
紹
介
に
よ
り
伊
勢
市
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
浜
口

	
	

主
一
氏
ら
が
カ
メ
ラ
・
ル
ポ
の
制
作
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
り
、
カ

メ
ラ
・
ル
ポ
第
２
集
「
教
室
の
小
菩
薩
た
ち
」
の
制
作
に
着
手
、
５

月
５
日
刊
行
。

	

６
月	

名
古
屋
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
に
よ
り
岸
本
鎌
一
氏
監
修
映
画
「
あ

な
た
は
ご
存
じ
で
す
か
」
の
制
作
開
始
。
ニ
ュ
ー
ナ
ゴ
ヤ
に
お
い
て
完
成
試

写
会
（
11
月
３
日
）。
次
い
で
Ｃ
Ｂ
Ｃ
か
ら
オ
ン
・
エ
ア
ー
、
厚
生
省
推
薦

映
画
と
な
る
（
12
月
24
日
）。

	

昭
和
41
年
１
月	

22
日
、
第
１
回
心
身
障
害
問
題
を
理
解
す
る
集
い
「
心
身
障
害
児
問
題
の
根

本
を
さ
ぐ
る
」
開
催
。（
於
・
市
教
育
館
講
堂
、
以
後
、
朝
日
新
聞
名
古
屋

厚
生
文
化
事
業
団
と
共
催
。
平
成
27
年
度
ま
で
会
場
を
朝
日
ホ
ー
ル
に
移
し

て
開
催
。
以
降
令
和
4
年
現
在
で
59
回
）

	

４
月	

１
日
、
古
橋
金
一
、
山
家
拓
、
鈴
木
皓
代
ら
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
名
が

協
力
し
て
事
務
局
（
伊
藤
方
文
自
宅
）
に
「
療
育
相
談
室
」
を
開
設
。

	

５
月	

27
日
、
第
１
回
障
害
児
問
題
研
修
旅
行
「
精
神
薄
弱
者
を
雇
用
し
て
い
る
工

場
」
を
浜
松
市
末
久
二
男
氏
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
実
施
。（
昭
和
54
年
ま
で
）

	

７
月	

７
日
、
カ
メ
ラ
・
ル
ポ
第
３
集
「
働
く
愉
快
な
仲
間
」
刊
行
。

	
	

糸
賀
一
雄
氏
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
の
映
画
化
を
了
承
さ
れ
る
。

〈
１
９
５
７
年
〉

〈
１
９
５
８
年
〉

〈
１
９
５
９
年
〉

〈
１
９
６
１
年
〉

〈
１
９
６
２
年
〉

〈
１
９
６
０
年
〉

〈
１
９
６
３
年
〉

〈
１
９
６
４
年
〉

〈
１
９
６
５
年
〉

〈
１
９
６
６
年
〉

草創期　〜ボランティアグループとして〜

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

映画「わが愛と祈り」撮影（昭和36年）明日を待つ子たち（昭和39年）教室の小菩薩たち（昭和40年）第1回心身障害問題を理解する集い（昭和41年）

「あなたはご存知ですか」　
映画リーフレット（昭和39年）

働く愉快な仲間（昭和41年） 創立者	伊藤方文氏（昭和32年）

あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み  

  

育
み
、
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と



  

国
・
愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
団
体
等
の
動
き

23 22

	

８
月	

27
日
～
28
日
、
安あ
ん
ご
え居
会
開
催
。（
於
・
名
古
屋
市
大
乗
寺
、
昭
和
44
年
ま
で
）

昭
和
42
年
１
月	

10
日
～
16
日
、
三
和
銀
行
栄
町
支
店
の
協
力
に
よ
り
こ
の
子
ら
の
写
真
展
を

同
行
ロ
ビ
ー
で
開
催
。

	

３
月	

く
ら
し
の
資
料
№
１
「
遺
伝
と
精
神
薄
弱
」
刊
行
。

	
５
月	

７
日
、
神
戸
市
の
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部
か
ら
映
画
「
こ
の
子
ら
を

世
の
光
に
」
の
制
作
資
金
と
し
て
30
万
円
寄
付
さ
れ
る
。

	
６
月	
く
ら
し
の
資
料
№
２
「
血
液
型
と
心
身
障
害
」
刊
行
。

	

10
月	
９
日
～
10
日
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
主
催
の
重
度
児
一
泊
旅
行
（
於
・
稲
武

野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
。

昭
和
43
年
１
月	

23
日
、
社
団
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
設
立
認
可
、
理
事
長
伊
藤
方
文
。

	

４
月	

く
ら
し
の
資
料
№
３
「
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
」
刊
行
。

	
	

５
日
、
糸
賀
一
雄
氏
立
ち
会
い
の
も
と
に
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
岐
阜

長
良
荘
に
お
い
て
ク
ラ
ン
ク
・
イ
ン
。

	
	

６
日
、
ア
キ
・
ク
ロ
ッ
カ
ー
氏
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
願
い
を
こ
め
て
製

作
さ
れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
『
希
望
の
灯
』
寄
贈
さ
れ
る
。

	

７
月	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
目
ざ
し
て
第
１
回
心
身
障
害
児
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
療
育
援
助
研
修
会
を
開
催
。（
於
・
東
別
院
青
少
年
会
館
、
各
10
回

～
15
回
、
昭
和
51
年
ま
で
、
以
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
移
行
す
る
。）

	

９
月	

母
親
の
た
め
の
第
１
回
こ
ど
も
の
精
神
衛
生
講
座
開
講
。（
於
・
東
別
院
青

少
年
会
館
）

	
	

18
日
、
糸
賀
一
雄
氏
急
逝
。（
54
歳
）

	

10
月	

２
日
、
糸
賀
一
雄
氏
を
偲
び
つ
つ
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
完
成
披
露
映

写
会
。（
於
・
東
別
院
青
少
年
会
館
）

昭
和
44
年
４
月	

く
ら
し
の
資
料
№
４
「
幼
児
期
の
再
検
討
」
刊
行
。

	

５
月	

あ
さ
み
ど
り
№
19　
別
冊
「
育
つ
た
め
の
条
件
」
刊
行
。

	

７
月	

20
日
、「
心
身
障
害
児
の
療
育
援
助
の
た
め
に
」
刊
行
。

	

12
月	

１
日
、
聖
心
教
会
の
支
援
に
よ
り
教
会
の
部
屋
を
惜
り
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
で
毎
週
3
回
ず
つ
在
宅
幼
児
集
団
指
導
を
開
始
。
第
１
回
在
宅
の
重
い
心

身
障
害
児
（
者
）
年
末
訪
問
実
施
。（
昭
和
49
年
ま
で
）

昭
和
45
年
1
月	

あ
さ
み
ど
り
№
21　
別
冊
「
精
神
薄
弱
児
存
在
の
意
義
」
刊
行
。

	
	

15
日
、
機
関
紙
「
あ
さ
み
ど
り
」
を
季
刊
の
会
誌
と
す
る
こ
と
と
な
り
№
22

〈
１
９
６
７
年
〉

〈
１
９
６
８
年
〉

〈
１
９
６
９
年
〉

〈
１
９
７
０
年
〉

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

を
発
行
。

	

３
月	

23
日
、
第
１
回
障
害
幼
児
を
援
け
る
バ
ザ
ー
を
開
催
。（
於
・
日
赤
講
堂
）

	

5
月	

1
日
、会
報「
さ
わ
ら
び
」創
刊
。（
幼
児
療
育
相
談
所〈
聖み

こ
こ
ろ心
教
会
内
〉発
行
、

№
11
よ
り
さ
わ
ら
び
園
発
行
、
昭
和
49
年	

№
14
ま
で
確
認
）

	

６
月	

10
日
、
心
身
障
害
に
対
す
る
市
民
の
認
識
調
査
を
開
始
。

	

７
月	

19
日
、瀬
戸
は
ち
の
す
寮
の
協
力
で
心
身
障
害
児
母
子
の
た
め
の
ホ
リ
デ
ー・

セ
ン
タ
ー
「
み
ど
り
の
苑
」
を
開
設
。（
昭
和
51
年
ま
で
）

	

８
月	

５
日
、会
の
意
見
と
し
て
「
地
域
保
護
の
観
点
に
立
つ
心
身
障
害
児
の
処
遇
」

を
発
表
。

	

９
月	

27
日
、市
内
特
殊
学
級
の
協
力
を
得
て
彫
塑
展
開
催
。

	

11
月	

27
日
、伊
藤
方
文
、名
古
屋
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
よ
り
キ
ワ
ニ
ス
社
会
公
益
賞
受
賞
。

昭
和
46
年
２
月	

６
日
、
映
画
「
ぼ
く
の
な
か
の
夜
と
朝
」
特
別
試
写
会
開
催
。（
於
・
東
別

院
青
少
年
会
館
）

	

４
月	

６
日
、
日
本
短
波
放
送
、
聖
心
教
会
で
の
幼
児
集
団
指
導
を
取
材
し
た
「
母

子
通
園
１
年
を
省
み
て
」
を
放
送
。

	

９
月	

27
日
～
10
月
2
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
に
第
１
回
コ
ロ
ニ
ー
宿
泊

奉
仕
（
６
日
間
）
実
施
。

	

10
月	

６
日
、
昨
年
末
に
制
作
を
開
始
し
た
映
画
「
ひ
ろ
が
れ
愛
の
波
紋
」
完
成
特

別
試
写
会
開
催
。

	

11
月	

５
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
、
聖
心
教
会
で
の
集
団
指
導
を
取
材
し
た
「
幼
児
療

育
相
談
所
の
子
ど
も
た
ち
」
を
放
映
。

昭
和
42
年	

市
）	

法
改
正
に
よ
る
授
産
施
設
の
草
分
け
と

し
て「
名
古
屋
市
白
金
職
能
訓
練
室
」開

設
。

	

団
体
）	「
自
閉
症
児
親
の
会
」結
成
。

昭
和
43
年	

	

国
連
総
会
に
て「
児
童
権
利
憲
章
」採

択
。

	

県
）	

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
開
設
。

	

市
）	「
愛
護
手
帳
」交
付
開
始
。

	

県
協
会
）	

５
月
、
職
員
研
修
会
に
糸
賀
一
雄
近
江

学
園
長
を
講
師
に
招
く
。

昭
和
44
年	

県
）	

愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
に「
春
日
台
養
護
学

校
」が
開
校
。

	

市
）	

児
童
手
当
、交
通
遺
児
手
当
制
度
実
施
。

昭
和
45
年	
	

大
阪
万
博（
日
本
万
国
博
覧
会
）開
催
。

	

国
）	「
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
」公
布
。

	
県
）	
愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
「
中
央
病
院
」が
開

院
。

昭
和
46
年	

国
）	「
児
童
手
当
法
」公
布
。

	
	

国
立
コ
ロ
ニ
ー
「
の
ぞ
み
の
園
」開
所

（
高
崎
市
）

	
	

愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
「
春
日
台
授
産
所
」、

名
古
屋
市「
若
杉
作
業
所
」、
社
会
福
祉

法
人
ゆ
た
か
福
祉
会「
ゆ
た
か
作
業
所
」

の
３
つ
の
授
産
施
設
が
開
所
。

	

県
）	

愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
「
緑
の
家
」で
短
期

母
子
療
育
を
開
始
。

	

市
）	

名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
。

第1回障害幼児を援けるバザー（昭和45年） 聖心教会で在宅幼児集団指導（昭和44年） ボランティア研修〈コロニー見学〉（昭和43年）みどりの苑のキャンプ（瀬戸市、昭和45年）
映画「この子らを世の光に」
リーフレット（昭和43年）

		季刊誌「あさみどり」
映画「ひろがれ愛の波紋」
リーフレット（昭和45年）

キワニス社会公益賞（昭和45年）

		映画「この子らを世の光に」撮影開始　岐阜長良荘にて
（昭和43年）

糸賀先生撮影を立ち会う（右端）（昭和43年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

〈
１
９
７
１
年
〉
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社会福祉法人設立から現在まで

昭
和
47
年
度	

４
月	

５
日
、
通
常
総
会
、
こ
の
総
会
に
お
い
て
社
団
法
人
を
解
散
し
て
社
会
福
祉

法
人
を
設
立
す
る
こ
と
を
議
決
。

	
	

17
日
、
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
設
立
会
議
。（
於
・	

東
別
院
青
少

年
会
館
や
わ
ら
ぎ
の
間
）

	
	

理
事
長 

堀
要
、
理
事	

鈴
木
末
造
、
村
上
英
治
、
松
原
正
之
、
中
北
智
久
、

牧
野
正
男
、
伊
藤
方
文
、
監
事	

黒
宮
光	

一、
原　
浩

	
６
月	

30
日
、
親
た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
支
援
を
得
て
、
建
設
を
計
画
し
て

い
た
障
害
幼
児
母
子
通
園
施
設
「
さ
わ
ら
び
園
」
は
、
日
本
自
転
車
振
興

会
の
補
助
に
よって
創
設
す
る
こ
と
と
な
り
建
設
工
事
を
開
始
。

	

11
月	

24
日
、
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
設
立
認
可
。

	

12
月	

１
日
、「
さ
わ
ら
び
園
」
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
と
し
て
開
園
（
定
員
30
名
、

千
種
区
新
池
町
）、
園
長
に
伊
藤
方
文
就
任
。
16
日
、
落
成
披
露
の
会
。

	
	

さ
わ
ら
び
園
後
援
会
発
足
。（
会
長
大
橋	

一	

八
）

	
	

さ
わ
ら
び
園
開
園
と
同
時
に
療
育
相
談
を
常
時
開
設
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

	

２
月	

24
日
、
公
開
講
座
を
開
催
。（
於
・
中
区
役
所
）

	

３
月	

18
日
、
幼
児
療
育
を
援
け
る
バ
ザ
ー
開
催
。（	

於
・	

さ
わ
ら
び
園
）

	
	

26
日
、
コロニ
ー
宿
泊
研
修
実
施
。

昭
和
48
年
度	

４
月	

３
日
、
幼
児
療
育
研
究
会
開
催
。（
於
・	
さ
わ
ら
び
園
）

	

９
月	

５
日
、一
部
職
員
に
よ
る
労
働
組
合
結
成
（
団
体
交
渉
等
に
よ
る
療
育
の
混

乱
が
昭
和
52
年
ま
で
続
く
）

	
	

10
日
、
在
宅
障
害
児
の
処
遇
を
補
完
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
家

庭
療
育
援
助
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
考
え
、
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
し
て
６

家
庭
に
対
し
援
助
開
始
。

	

11
月	

12
日
、
さ
わ
ら
び
園	

園
長
清
水
武
利
就
任
。（
伊
藤
方
文
あ
さ
み
ど
り
の
会

事
務
局
専
任
）

	
	

10
日
～
12
日　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
の
た
め
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
10
名
を

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
派
遣
し
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」

懇
談
。（
於
・
大
阪
日
生
会
館
）

	
	

市
内
の
在
宅
障
害
児
（
者
）
現
況
調
査
。

昭
和
49
年
度	

４
月	

１
日
、
さ
わ
ら
び
園
暫
定
定
員
23
名
。（
当
年
度
の
み
）

	
	

16
日
、
家
庭
療
育
援
助
活
動
を
開
始
し
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
援
助
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

援
助
活
動
検
討
会
を
実
施
。

	

６
月	

１
日
～
２
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
宿
研
修
会
実
施
。（	

於
・	

は
ち
の
す
寮
）

	
	

10
日
、
家
庭
療
育
援
助
者
の
教
育
と
、
こ
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
社
会
に

促
進
す
る
た
め
の
機
関
紙「
療
育
援
助
」〜
心
身
障
害
児（
者
）の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
創
刊
。（
以
後
継
続
。
令
和
５
年
３
月
現
在
で
５
７
７
号
）

	

７
月	

22
日
～
23
日
、
耳
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
の
親
の
会
の
要
請
に
よ
り
難
聴

児
の
キ
ャ
ン
プ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
名
派
遣
。

	

12
月	

あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
舟
橋
玉
耀
就
任
。（
鈴
木
末
蔵
退
任　
以
下
あ
さ
み

ど
り
の
会
省
略
）

昭
和
50
年
度	

４
月	

１
日
、
理
事
島
﨑
春
樹
就
任
。（
松
原
正
之
退
任
）

	
	

さ
わ
ら
び
園	

園
長
島
﨑
春
樹
就
任
。（
清
水
武
利
辞
任
）

	

５
月	

１
日
、あ
さ
み
ど
り
の
会「
連
絡
事
務
所
」開
所
。（
中
区
上
前
津
中
野
ビ
ル
２
Ｆ
）

	

７
月	

さ
わ
ら
び
園
夏
季
特
別
療
育
実
施
。（
さ
わ
ら
び
園
・
は
ち
の
す
寮
）

	

８
月	

第
１
回
し
ん
い
け
盆
お
ど
り
開
催
。（
以
後
継
続
、令
和
４
年
現
在
第
44
回
）

	
	

６
日
～
９
日　
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
開
催
。（
三
重
県
員
弁
郡
藤
原
町
に
て
障

害
児
と
健
常
児
の
混
合
キ
ャ
ン
プ
、
昭
和
51
年
ま
で
継
続
）

	

10
月	

第
１
回
さ
わ
ら
び
運
動
会
開
催
。（
昭
和
56
年
ま
で
さ
わ
ら
び
園
横
ど
ん
ぐ

り
広
場
に
て
、
昭
和
57
年
か
ら
は
わ
ら
び
福
祉
園
、
平
成
７
年
か
ら
は
べに

し
だ
の
家
、
平
成
14
年
か
ら
は
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
が
加
わ
り
、
成
人
施

設
と
の
合
同
運
動
会
「
あ
さ
み
ど
り
運
動
会
」
と
し
て
開
催
。
平
成
27
年

か
ら
再
び
さ
わ
ら
び
園
単
独
の
運
動
会
と
し
て
継
続
）

昭
和
51
年
度	

	

心
身
障
害
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
開
設
。（
上
前
津
連
絡
事
務
所
、

毎
週
月
・
金
曜
日
・
昭
和
54
年
ま
で
）

	
	

さ
わ
ら
び
園
の
新
規
事
業

	
	

入
園
時
の
両
親
面
接
、
母
親
の
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
週
１
回
２
グ

ル
ー
プ
で
実
施
、
父
親
参
観
日
を
年
３
回
実
施
、
年
末
懇
親
会
、
母
親

の
療
育
参
加
、
水
曜
療
育
、
親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ　
こ
れ
ら
は
以
後
継
続

実
施
。

	

４
月	

20
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
20
開
始
。（
月
１
回
、
昭
和
52
年
ま
で
）

	

５
月	

9
日
、
新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
地
域
の
小
学
生
対
象
）
発
足
。

	

６
月	

1
日
、
第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
開
講
。（
療
育
援
助
研
修
会
か
ら
切

換
え
、
以
後
継
続
）

	
	

水
曜
療
育
グ
ル
ー
プ
開
始
。（
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
～
3
時
、以
後
継
続
。

昭
和
47
年	

	

県
下
初
の
通
勤
寮「
岩
崎
通
勤
寮
」開

設
。

昭
和
48
年	

	

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
高
度
経
済

成
長
時
代
終
焉
）

	

国
）	「
療
育
手
帳
制
度
要
綱
」通
知
。

	

県
協
会
）	

名
古
屋
市
特
殊
教
育
研
究
協
議
会
、
名

古
屋
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
県
協
会
の

３
団
体
懇
談
会
開
始
。

	

県
・
市
）	

愛
知
県
・
名
古
屋
市
が「
民
間
社
会
福

祉
施
設
運
営
費
補
助
制
度
」を
開
始
。

	

市
）	「
名
古
屋
障
害
児
保
育
研
究
会
」発
足
。

		
	

10
月
、
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

実
施
。

	

昭
和
49
年	

国
）	

通
園
施
設
の
国
制
度
が
改
革
さ
れ
、
入

園
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
。

	

団
体
）	「
日
本
精
神
薄
弱
者
福
祉
連
盟
」結
成
。

（
平
10
・
日
本
知
的
障
害
福
祉
連
盟
に

改
称
）

昭
和
50
年	

県
協
会
）９
月
、「
働
く
仲
間
の
展
示
会
」開
催
。

（
県
内
の
授
産
施
設
が
７
カ
所
に
な
り
、

愛
護
月
間
行
事
と
し
て
開
催
）
昭
51
年

よ
り「
ぼ
く
ら
の
展
示
会
」へ
移
行
。

		

市
）	

10
月
、
心
身
障
害
者
施
設
通
所
付
添
交

通
費
助
成
制
度
開
始
。

昭
和
51
年	

市
）	

10
月
、
在
宅
重
症
心
身
障
害
児･

者
緊

急
一
時
保
護
制
度
実
施
。

〈
１
９
７
２
年
〉

〈
１
９
７
３
年
〉

〈
１
９
７
４
年
〉

〈
１
９
７
５
年
〉

〈
１
９
７
６
年
〉

初代理事長	堀	要（昭和47年）さわらび園建築始まる（昭和47年）第1回しんいけ盆踊り（昭和50年）第1回さわらび運動会（昭和50年）新池子どもクラブ発足（昭和51年）

尾高キンダーハイム（昭和51年）

さわらび園（道路脇に水路がある）

		第1回さわらび園親子療育キャンプ	オリエンテーション、吉田とき江
（昭和51年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

療育援助〈創刊号〉
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昭
和
57
年
り
と
る
ぐ
る
ぅ
ぷ
と
名
称
変
更
）

	

７
月	

17
日
～
20
日
、
第
１
回
さ
わ
ら
び
園
親
子
療
育
キ
ャ
ン
プ
実
施
。（
於
・
三

重
県
菰
野
町
尾
高
キ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム
、
14
家
族
が
参
加
、
以
後
継
続
）

	
	

30
日
～
8
月
2
日
、
第
1
回
新
池
子
ど
も
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
プ
（
於
・
岐
阜
県

郡
上
郡
大
和
村	

島
㟢
宅
、
以
後
継
続
）

	
８
月	

７
日
～
８
日
、
第
２
回
し
ん
い
け
盆
お
ど
り
。（
地
域
か
ら
の
参
加
多
数
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
模
擬
店
を
出
す
）

	
11
月	
３
日
、
第
２
回
さ
わ
ら
び
運
動
会
。（
子
ど
も
ク
ラ
ブ
40
名
、
名
広
愛
児
園

鼓
笛
隊
30
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０
名
、
初
め
て
風
船
を
飛
ば
す
。）

	

３
月	

さ
わ
ら
び
園		

労
使
紛
争
収
束

昭
和
52
年
度	

4
月	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロン
開
催
。（
毎
月
第
1
土
曜
日
に
実
施
。
昭
和
54
年
ま
で
）

	
	

27
日
、ミッ
ト
ラ
ー
教
授
講
演
会「
重
い
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も
の
教
育
と
福
祉
」。

	

５
月	

20
日
、
さ
わ
ら
び
園
増
築
完
工
式
典
、
今
後
は
さ
わ
ら
び
園
、
療
育
相
談
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
も
つ
“
あ
さ
み
ど
り
会
館
”
と
総

称
す
る
。

	
	

さ
わ
ら
び
園
の
母
親
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
本
格
的
に
開
始
。

	

６
月	

心
身
障
害
児
の
母
親
研
修
会
開
催
。（
以
後
継
続
）

	
	

療
育
問
題
研
修
講
座
開
講
。

	

７
月	

17
日
、
第
１
回
公
開
講
座
「
こ
と
ば
」
開
催
。

	

８
月	

伊
藤
方
文
著
「
こ
の
子
ら
と
」
刊
行
。

	

９
月	

4
日
、
伊
藤
方
文
著
「
こ
の
子
ら
と
」
出
版
と
中
日
功
労
賞
受
賞
を
祝
っ

て
記
念
会
を
開
催
。（
於
・
東
山
会
館
）

	

10
月	

お
母
さ
ん
教
室
開
催
。（
昭
和
56
年
ま
で
）

	

11
月	

「
地
域
福
祉
の
実
践
と
そ
の
背
景
」
刊
行
。

	
	

６
日
、
第
２
回
公
開
講
座
「
運
動
機
能
」
開
催
。

	

1
月	

ロ
ー
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
収
集
開
始
。（
平
成
５
年
頃
ま
で
、
他
に
古
切
手
収
集
も

実
施
）

	

２
月	

11
日
、
第
１
回
さ
わ
ら
び
祭
バ
ザ
ー
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

３
月	

監
事
北
野
博一就
任
。（
黒
宮
光
一
退
任
）

	
	

「
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
」
結
成
、
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
さ

わ
ら
び
園
の
療
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
始
す
る
。（
以
後
継
続
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

昭
和
53
年
度	

	

さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
の
母
親
の
会
「
四
季
の
会
」
発
足
。（
代
表
服
部
美
子・

35
名
参
加
）

	
	

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
始
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
堀
要
Dr
。（
月
1
回
・

昭
和
58
年
ま
で
）

	

４
月	

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
氏
講
演
会
。

	

９
月	

22
日
、
全
国
精
神
薄
弱
関
係
施
設
長
会
議
の
通
園
部
会
に
て
、
さ
わ
ら
び
園

の
療
育
の
体
系
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
子
ど
も
は
育
つ
」
発
表
。
好
評
を
得
、

全
国
各
地
か
ら
の
見
学
者
が
多
く
なっ
た
。

	
	

9
月
25
日
～
27
日
、水
曜
療
育
キ
ャ
ン
プ
開
始
。（
郡
上
郡
大
和
村		

島
崎
宅
、

以
後
継
続
）

	

10
月	

28
日
、
第
１
回
わ
た
ぼ
う
し
名
古
屋
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

	
	

（
於
・
市
公
会
堂
、
昭
和
55
年
ま
で
）

	
	

地
域
の
一
般
小
中
学
生
を
対
象
に
グ
ル
ー
プ
学
習
を
週
２
回
実
施
。（
昭
和

55
年
ま
で
）

	

12
月	

監
事
河
野
博
太
郎
就
任
。（
原
浩
退
任
）

	
	

富
田
療
育
グ
ル
ー
プ
ヘ
集
団
療
育
援
助
開
始
。（
平
成
２
年
ま
で
）

昭
和
54
年
度	

	

〔
国
際
児
童
年
〕

	
	

母
親
の
会
「
み
ど
り
の
会
」
発
足
。（
代
表
鈴
木
美
知
子
・
８
名

参
加
）

	

4
月	

記
録
映
画
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ケ
ア
への
道
」
制
作
委
員
会
発
足
、
募

金
活
動
開
始
。（
10
月
知
多
市
に
て
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
）

	

５
月	

さ
わ
ら
び
園
の
１
年
間
の
療
育
を
撮
っ
た
８㎜
映
画
「
坂
道
を
の
ぼ

る
子
ら
」が
完
成
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ“
シ
ネ
マ
と
コ
ー
ヒ
ー
”

が
製
作
）

	
	

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
始
。（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
石
原
文
理	

他
、
平
成

6
年
ま
で
）

	

８
月	

国
際
児
童
年
会
場
（
愛
知
青
少
年
公
園
）
へ
、
さ
わ
ら
び
園

の
子
ら
の
写
真
パ
ネ
ル
多
数
出
品
。

	
	

12
日
、
伊
藤
方
文
事
務
局
長
逝
去
（
69
歳
）、
同
14
日
の
葬

儀
に
は
６
０
０
余
名
が
参
列
（
葬
儀
会
場
さ
わ
ら
び
園
に
て
）。

昭
和
50
年
５
月
か
ら
開
所
し
て
い
た
上
前
津
の
事
務
所
を
閉

じ
る
。
後
任
理
事
に
伊
藤
伊
登
子
就
任
。

	

３
月	

20
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
社
会
福
祉
施
設
社
会
化
奨
励
賞
を
さ
わ
ら
び

昭
和
52
年	

国
）	

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
制
度
創
設
。

	

県
協
会
）	「
療
育
研
究
会
」「
対
外
対
策
」「
広
報
」

「
事
業
」の
４
委
員
会
を
設
置
し
事
業
の

活
性
化
を
図
る
。

	

市
）	

拠
点
方
式
と
通
所
方
式
に
よ
る「
療
育

グ
ル
ー
プ
」を
開
始
。

昭
和
53
年	
市
）	
児
童
福
祉
施
設
入
所
児
童
、戦
傷
病
者
、

原
爆
被
爆
者
、
精
神
薄
弱
者
市
営
交
通

料
金
無
料
化
実
施
。「
障
害
児
保
育
指

導
委
員
会
」設
置
。

	

県
協
会
）	

授
産
施
設
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
９

チ
ー
ム
参
加
で
実
施
。

昭
和
54
年	

国
）	「
養
護
学
校
教
育
」義
務
化
。
障
害
児
保

育
制
度
実
施
。

	

県
協
会
）	「
国
際
児
童
年
」の
主
会
場
が
愛
知
県
に

設
け
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
県
協
会
は「
ぼ
く
ら
の
展

示
会
」を
は
じ
め
各
種
主
催
行
事
を
開

催
し
た
。

〈
１
９
７
７
年
〉

〈
１
９
７
８
年
〉

〈
１
９
７
９
年
〉

あさみどり会館開所記念（昭和52年）第1回母親研修会（昭和52年）母親グループカウンセリング第1回わたぼうしコンサート（昭和53年）

わたぼうしコンサートに集まった観客

映画「コミュニティ・ケアへの道」
撮影（昭和54年）

さわらび祭バザー（昭和52年）

療育援助—伊藤方文氏の追悼
特集（昭和54年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉
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園
が
受
賞
。

昭
和
55
年
度	

	

母
親
の
会
「
美
樹
の
会
」
発
足
。（
代
表
井
戸
節
子
・
10
名
参
加
）

	

４
月	

西
加
茂
郡
三
好
町
か
ら
土
地
の
提
供
を
受
け
、
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施

設
「
わ
ら
び
福
祉
園
」
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
。

	

５
月	

療
育
援
助
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
施
。（
活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
習
、
平

成
16
年
ま
で
）

	
	

さ
わ
ら
び
園
Ｏ
Ｂ
有
志
会
発
足
。（
会
長	

鈴
木
美
知
子
・
昭
和
57
年
に
あ
さ

み
ど
り
の
会
後
援
会
に
名
称
変
更
）

	

10
月	
地
域
秋
ま
つ
り
獅
子
宿
、
園
児
参
加
。（
以
後
継
続
、
現
在
園
児
は
参
加
し

て
い
な
い
）

	
	

中
川
療
育
グ
ル
ー
プ
ヘ
集
団
療
育
援
助
開
始
。（
平
成
10
年
頃
ま
で
）

	

11
月	

同
朋
大
学
心
身
障
害
福
祉
研
究
会
「
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
賞
」
受
賞
。

昭
和
56
年
度	

	

〔
国
際
障
害
者
年
〕

	
	

母
親
の
会
「
わ
ら
の
会
」
発
足
。（
代
表
小
林
苑
子
・
36
名
参
加
）

	

４
月	

11
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
障
害
者
の
社
会
参
加
」
を
開
催
。

	

５
月	

８㎜
映
画
「
小
さ
な
と
も
だ
ち
」
完
成
。

	

８
月	

７
日
、
わ
ら
び
福
祉
園
起
工
式
。

	

10
月	

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
。（
平
成
元
年
ま
で
継
続
）

	

11
月	

10
日
、
記
録
映
画
「
そ
っ
ち
や
な
い
こっ
ち
や
」（
コ
ミュニ
テ
ィ・ケ
ア
ヘの
道
）

完
成
。
11
日
あ
さ
み
ど
り
会
館
、
15
日
名
古
屋
、
16
日	
一	

宮
、
20
日
岡
崎
、

24
日
豊
橋
に
て
完
成
発
表
会
。（
小
野	

宏
氏
講
演
）

	
	

14
日
、
第
１
回
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。（
於
・
市
公
会
堂
、
昭
和

63
年
ま
で
毎
年
開
催
、
そ
の
後
随
時
開
催
）

	

３
月	

あ
さ
み
ど
り
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
開
催
。

	
	

師
勝
町
療
育
グ
ル
ー
プ
ヘ
集
団
療
育
援
助
開
始
。（
平
成
16
年
ま
で
継

続
、
こ
れ
以
降
も
療
育
グ
ル
ー
プ
は
継
続
）

昭
和
57
年
度	

４
月	

「
わ
ら
び
福
祉
園
」
開
設
。（
通
所
授
産
施
設
定
員
30
名
・
西
加
茂

郡
三
好
町)	

20
日
竣
工
式
。
授
産
生
８
名
で
出
発
。

	
	

わ
ら
び
福
祉
園	

園
長
島
﨑
春
樹
就
任
。

	
	

さ
わ
ら
び
園	

園
長
島
﨑
左
世
就
任
。（
島
﨑
春
樹
異
動
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

	
	

水
曜
療
育
グ
ル
ー
プ
を
「
り
と
る
ぐ
る
ぅ
ぷ
」
と
改
名
、
名
古
屋
市
の
補
助

事
業
と
な
る
。

	
	

さ
わ
ら
び
園
Ｏ
Ｂ
有
志
会
を
あ
さ
み
ど
り
の
会
後
援
会
に
名
称
変
更
。

	
	

わ
ら
び
福
祉
園
母
親
学
習
会
（
助
言
者
堀
要
理
事
長
の
後
、
鈴
木
国
夫
Dr
、

以
後
継
続
）

	

６
月	

わ
ら
び
福
祉
園
父
親
懇
談
会
開
催
。（
以
後
継
続
）

	
	

15
日
、
さ
わ
ら
び
園
の
お
母
さ
ん
の
手
記
を
中
心
に
ま
と
め
た
「
坂
道
を
の

ぼ
る
子
ら
」
刊
行
。

	

10
月	

わ
ら
び
福
祉
園	

一
泊
研
修
旅
行
。

	
	

16
日
～
18
日
、
全
国
精
神
薄
弱
施
設
職
員
研
究
大
会
が
名
古
屋
で
開
か
れ
、

全
体
発
表
で
母
親
学
習
に
つ
い
て
発
表
。

	
	

機
関
紙
「
療
育
援
助
」
１
０
０
号
記
念
特
集
。

	

11
月	

新
川
町
療
育
グ
ル
ー
プ
ヘ
集
団
療
育
援
助
開
始
。（
平
成
元
年
ま
で
継
続
）

	
	

あ
さ
み
ど
り
運
動
会
（
こ
の
年
か
ら
さ
わ
ら
び
園
と
わ
ら
び
福
祉
園
の
合
同

運
動
会
）

	

１
月	

９
日
、
さ
わ
ら
び
園
開
園
10
周
年
記
念
会
（
於
・
愛
知
厚
生
年
金
会
館
）

	

3
月	

わ
ら
び
福
祉
園
ナ
イ
ト
ケ
ア
開
始
。（
平
成
元
年
ま
で
継
続
、
そ
れ
以
降
生

活
実
習
と
し
て
実
施
）

昭
和
58
年
度	

７
月	

23
日
、
第
１
回
わ
ら
び
夏
ま
つ
り
開
催
。（
以
後
継
続
、
平
成
27
年
か
ら
は

秋
ま
つ
り
と
し
て
開
催
）

	

10
月	

さ
わ
ら
び
園
親
子
宿
泊
療
育
開
始
。（
春
秋
年
２
回
、
以
後
継
続
）

	

11
月	

理
事
伊
藤
方
一
就
任
。（
伊
藤
伊
登
子
退
任
）

	

12
月	

３
日
、
理
事
長
堀
要
逝
去
（
76
才
）
同
６
日
の
葬
儀
に
は
１
、３
０
０
余
名

が
参
列
。

	
	

理
事
長
北
野
博 

一 

就
任
。
監
事
鈴
木
國
夫
就
任
。

	

２
月	

旅
立
ち
を
祝
う
会
開
催
、
あ
さ
み
ど
り
に
関
わって
く
れ
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
卒
業
と
社
会
人
と
し
て
の
出
発
を
祝
う
会
を
行
う
。（
以
後
継
続
）

昭
和
59
年
度	

	

母
親
の
会
「
す
ば
る
の
会
」
発
足
。（
代
表
塩
原
光
子
・
24
名
参
加
、
こ
れ

以
降
さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
の
母
親
の
会
は
３
年
ご
と
に
結
成
）

	

４
月	

イ
ン
シ
デ
ン
ト・プ
ロ
セ
ス
法
に
よ
る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
始
。
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
に
小
野
宏
Dr
。（
月
１
回
、
以
後
継
続
）

	

５
月	

さ
わ
ら
び
園
、
天
皇
陛
下
よ
り
ご
下
賜
金
を
賜
る
。

	

７
月	

わ
ら
び
福
祉
園
夏
休
み
小
中
学
生
の
実
習
生
受
入
れ
開
始
。（
以
後
継
続
、

昭
和
55
年	

市
）	

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
、
戦
傷
病

者
及
び
原
爆
被
爆
者
に
対
し
東
山
動
植

物
園
等
公
共
施
設
の
無
料
入
場
実
施
。

	

県
協
会
）	

第
１
回「
福
祉
の
店
」開
催
。（
於･

松

坂
屋
リ
ビ
ン
ザ
）

昭
和
56
年	

	

国
際
障
害
者
年「
完
全
参
加
と
平
等
」を

テ
ー
マ
に
、
始
ま
る
。（
協
賛
の
各
種

行
事
が
日
本
全
国
で
開
催
さ
れ
る
）

	

県
）	

愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
。

	

市
）	

５
月
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
開
設
。
９
月
、「
障
害
児
早
期
療

育
指
導
委
員
会
」設
置
。
11
月
、「
障
害

者
と
市
民
の
集
い
」開
催
。

	

県
協
会
）	

ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
開
催
。

昭
和
57
年	
市
）
在
宅
障
害
児
療
育
相
談
事
業
を
通
園
施

設
で
開
始
。

	

県
協
会
）	
第
20
回
全
国
精
神
薄
弱
施
設
職
員
研
究

大
会
開
催
。（
於･

名
古
屋
）

昭
和
58
年	

	「
国
連
・
障
害
者
の
十
年
」（
昭
58
年
〜

平
4
年
）
開
始
年
。

	

県
）	「
自
閉
症
児
者
実
態
調
査
」を
実
施
。

〈
１
９
８
０
年
〉

〈
１
９
８
１
年
〉

〈
１
９
８
２
年
〉

〈
１
９
８
４
年
〉

〈
１
９
８
３
年
〉

第1回なないろコンサート（昭和56年）

わらび福祉園（昭和57年）

「坂道をのぼる子ら」	（昭和57年）北野博一理事長（昭和58年）わらび福祉園ナイトケア（昭和59年） さわらび園開園10周年記念会（昭和58年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉
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そ
の
後
法
人
各
事
業
所
に
お
い
て
も
同
様
の
受
入
れ
実
施
）

	

11
月	

「
お
ぎ
ゃ
ー
献
金
」
に
て
さ
わ
ら
び
園
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
増
築
。

	

２
月	

16
日
、父
親
の
会
発
足
。（
研
修
を
中
心
に
、発
起
人	

椿
泰
廣・参
加
者
63
名
）

	

３
月	

30
日
～
４
月
１
日
、
第
１
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催
。

昭
和
60
年
度	

	

わ
ら
び
福
祉
園	

園
長
島
㟢
春
樹
が
愛
知
県
精
神
薄
弱
者
愛
護
協
会
会
長
就

任
。（
平
成
4
年
度
ま
で
）

	
	

さ
わ
ら
び
園
学
童
療
育
開
始
。（
小
学
１
年
～
中
学
３
年
ま
で
、
以
後
継
続
）

	
７
月	
わ
ら
び
福
祉
園
生
活
実
習
棟
完
成
。（
清
水
基
金
よ
り
助
成
・
生
活
実
習
は

平
成
元
年
10
月
か
ら
開
始
、
以
後
継
続
）

昭
和
61
年
度	

12
月	

１
日
、
あ
さ
み
ど
り
の
会
法
人
設
立
15
周
年
記
念
行
事
開
催
。（
於･

ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
弁
天
閣
、さ
わ
ら
び
園
15
周
年・

わ
ら
び
福
祉
園
５
周
年
記
念
）

	
	

法
人
15
周
年
記
念
誌
「
こ
の
子
ら
と
共

に
」、わ
ら
び
福
祉
園
５
周
年
記
念
誌
「
思

い
入
れ
記
」
刊
行
。

	
	

監
事
黒
宮
光
一
就
任（
河
野
博
太
郎
退
任
）

昭
和
62
年
度	

	

母
親
の
会
「
ウ
ィ
ン
グ
」
発
足
（
代
表
川
松
夏
子
・
24
名
参
加
）、「
も
え

ぎ
の
会
」
発
足
（
代
表
椿
純
子
・
19
名
参
加
）。

	
	

父
親
の
会
「
虹
の
会
」
発
足
。（
代
表
坪
内
勝
彦
）

	

９
月	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
入
選
作
品
集
「
ぼ
く
だって
」
刊
行

	

３
月	

理
事
長
村
上
英
治
就
任
（
北
野
博一は
顧
問
）、
理
事
村
地
俊
二
就
任
。

昭
和
63
年
度	

４
月	

あ
さ
み
ど
り
の
会
研
修
所
「
郡
上
山
の
家
」
一	

部
新
築
。（
以
後
増
築
を
重

ね
現
在
に
至
る
）

	
	

わ
ら
び
福
祉
園
山
の
家
合
宿
。（
10
名
ず
つ
３
班
に
分
け
１
週
間
、以
後
継
続
）

	

６
月	

あ
さ
み
ど
り
の
集
い
開
催
、
北
野
前
理
事
長
に
感
謝
状
贈
呈
お
よ
び
村
上
英

治
教
授
名
古
屋
大
学
退
官
を
記
念
し
て
。

	

10
月	

ス
ウェ
ー
デ
ン
の
心
理
学
者
モ
ラ
ン
ダ
氏
、
当
法
人
の
施
設
を
見
学
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

	

11
月	

理
事
鈴
木
國
夫
就
任
。（
舟
橋
玉
耀
は
監
事
就
任
）

平
成
元
年
度	

	

さ
わ
ら
び
園
改
修
工
事
。

	
	

さ
わ
ら
び
園
単
独
療
育
開
始
。

	
	

舟
橋
玉
耀
監
事
・
日
本
愛
護
福
祉
賞
受
賞
。

	

８
月	

さ
わ
ら
び
キ
ャ
ン
プ
郡
上
山
の
家
で
実
施
、
現
在
に
至
る
。（
前
年
ま
で
三
重

県
菰
野
町
キ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ム
）

	

10
月	

わ
ら
び
福
祉
園「
わ
ら
び
第
１
ホ
ー
ム
」開
所
、プ
レ･

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
始
。

（
４
名
３
カ
月
ず
つ
）

平
成
２
年
度	

	

母
親
の
会
「
あ
ゆ
い
の
会
」
発
足
。（
代
表
高
見
早
代
子
・
25
名
参
加
）

	
	

母
親
の
会
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
発
足
。（
代
表
加
藤
佳
代
子
・
９
名
参
加
）

	
	

牧
野
正
男
理
事
・
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
。

	
	

村
地
俊
二
理
事
・
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会
高
木
賞
受
賞
。

	

４
月	

父
親
の
会
「
あ
ら
く
さ
の
会
」
発
足
。（
代
表
高
見
茂
・
22
名
参
加
）

	

１
月	

わ
ら
び
福
祉
園
「
自
立
生
活
を
援
助
す
る
会
」
発
足
。（
代
表
吉
田
政
次
・

22
名
参
加
）

平
成
３
年
度	

	

さ
わ
ら
び
園
親
子
教
室
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
」
開
設
（
毎
週
木
曜
日
）。
学
童
療

育
を
高
学
年
・
低
学
年
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
。（
以
後
継
続
）

	
	

中
北
智
久
理
事
・
藍
綬
褒
章
受
賞
。

	

４
月	

１
日
、わ
ら
び
福
祉
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
ら
び
第
１
ホ
ー
ム
」
認
可
開
設
。

	
	

20
日
、
第
１
回
サ
ロ
ン
游
（「
語
り
」
と
ト
ー
ク
：
舟
木
淳
・
島
㟢
春
樹

以
後
平
成
７
年
ま
で
継
続
）

	

１
月	

ス
ウェ
ー
デ
ン
福
祉
視
察
に
職
員
６
名
派
遣
。

平
成
４
年
度	

	

父
親
の
会
「
か
わ
せ
み
の
会
」
発
足
。（
代
表
山
田
忍
・
39
名
参
加
）

	
	

わ
ら
び
福
祉
園
日
曜
活
動
開
始
。（
平
成
16
年
ま
で
）

	

４
月	

１
日
、「
わ
ら
び
第
２
ホ
ー
ム
」
新
築
開
所
（
無
認
可
）。

	
	

19
日	

わ
ら
び
福
祉
園
開
園
10
周
年
感
謝
の
集
い
。（
於
・
わ
ら
び
福
祉
園
）

	

７
月	

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
講
演
会
開
催
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
ご
く
あ
た
り

ま
え
に
」
ア
メ
リ
カ
・
ニュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
開
発

課
長
ダ
グ
・
ワ
ト
ソ
ン
、
障
害
児
の
母
親
リ
ン
ダ
・
ス
テ
ア
。

	

10
月	

24
日
、
第
１
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・フェス
テ
ィ
バ
ル
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
」
厚
生
大
臣
表
彰
受
賞
。

	

11
月	

21
日
、あ
さ
み
ど
り
の
会
法
人
設
立
20
周
年
記
念
行
事
開
催
。（
於・朝
日
ホ
ー

ル
）、
記
念
誌
「H

um
an Love

」
刊
行
。

昭
和
60
年	

市
）	

在
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始
。

	

県
協
会
）	「
精
神
薄
弱
者
の
地
域
処
遇
を
考
え
る

会
」を
開
催
。

昭
和
61
年	

国
）
障
害
基
礎
年
金
制
度
の
創
設
。

	

県
協
会
）	「
ぼ
く
ら
の
展
示
会
」を「
愛
護
祭
」と
改

称
し
、
規
模
を
拡
大
。

昭
和
62
年	

国
）
４
月
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士

法
公
布
。（
昭
63
年
４
月
施
行
）
５
月
、

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
改
め「
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

公
布
。（
対
象
者
を
拡
げ
、
法
定
雇
用

率
に
知
的
障
害
者
を
含
む
）

	

市
）	

精
神
薄
弱
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業

開
始
。

	

県
協
会
）	「
国
連
障
害
者
の
十
年
」の
中
間
年
を
記

念
し
、
県･

市
と
共
催
で「
愛
護
祭
」を

名
古
屋
栄･

も
ち
の
木
広
場
で
開
催
。

平
成
元
年	

国
）		

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
制
度
化
。

	

市
）	

４
月
、
精
神
薄
弱
者
雇
用
促
進
事
業
開

始
。
10
月
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
（
現

･

市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）
開
設
。

	

団
体
）	「
愛
知
県
精
神
薄
弱
者
福
祉
連
盟
」結

成
。

平
成
２
年	

市
）
在
宅
心
身
障
害
児(

者)

緊
急
一
時
保

護
制
度
拡
充
。（
中
度
の
精
神
薄
弱
児

･

者
ま
で
対
象
拡
大
）

平
成
3
年	

	

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

	

市
）	

重
度
精
神
薄
弱
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

事
業
開
始
。
福
祉
都
市
環
境
整
備
指
針

策
定
。

平
成
4
年	

	「
国
連
・
障
害
者
の
十
年
」最
終
年

	
	

９
月
、
マ
ド
リ
ー
ド
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
開
催
。（
世
界
初
の
知
的
障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
国
際
大
会
）

	
	

10
月
、
第
1
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。（
於･

兵
庫
県
）

	
	

11
月
、
第
１
回
全
国
知
的
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
）
開

催
。（
於･

東
京
都
）

〈
１
９
８
５
年
〉

〈
１
９
８
６
年
〉

〈
１
９
８
７
年
〉

〈
１
９
８
８
年
〉

〈
１
９
８
９
年
〉

〈
１
９
９
０
年
〉

〈
１
９
９
１
年
〉

〈
１
９
９
２
年
〉

村上英治理事長（昭和62年）郡上山の家（昭和63年）わらび福祉園開園10周年感謝の集い
（平成4年）

コミュニティサービス講演会（平成4年）ダグ・ワトソン氏、リンダ・ステア氏（平成4年） わらび第1ホーム（平成元年）わらび第2ホーム（平成4年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

あさみどりの会法人設立15周年記念会
（昭和61年）

「この子らと共に」
（昭和61年）

「思い入れ記」
（昭和61年）



  

国
・
愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
団
体
等
の
動
き
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３
月	

「
も
え
ぎ
の
会
」
と
「
や
ど
か
り
の
会
」
が
合
併
し
て
「
べ
に
し
だ
の
家
建

設
準
備
会
」
発
足
。

	
	

理
事
椿
泰
廣
就
任
。（
牧
野
正
男
退
任
）

平
成
５
年
度	

	

母
親
の
会
「
こ
も
れ
び
の
会
」
発
足
。（
代
表
山
田
由
美
子
・
31
名
参
加
）

	

６
月	

19
日
、
父
親
の
会
「
べに
し
だ
の
会
」
発
足
。

	
	

20
日
、
あ
さ
み
ど
り
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
議
開
催
。（
９
グ

ル
ー
プ
36
名
参
加
）

平
成
６
年
度	

	
さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
合
宿
訓
練
（
卒
園
児
母
親
グ
ル
ー
プ
主
催・以
後
継
続
）

	

４
月	
１
日
、わ
ら
び
福
祉
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
ら
び
第
２
ホ
ー
ム
」
認
可
開
設
。

平
成
７
年
度	

４
月	

１
日
、
評
議
員
会
設
置
。（
評
議
員
15
名
）

	
	

わ
ら
び
福
祉
園	

園
長
代
理
高
濱
潔
就
任
。

	
	

１
日
～
、「
べに
し
だ
の
家
」
新
規
職
員
（
12
名
）、
利
用
者
候
補
（
11
名
）

現
場
実
習
。（
わ
ら
び
福
祉
園
に
お
い
て
８
月
ま
で
）

	

６
月	

24
日
、
理
事
長
村
上
英
治
逝
去
（
70
才
）、
同
27
日
の
葬
儀
に
は
２
、０
０
０

余
名
が
参
列
。

	
	

理
事
長
島
﨑
春
樹
就
任
、
理
事
高
濱
潔
就
任
。

	

７
月	

８
日
、
石
井
バ
ー
ク
マ
ン
麻
子
講
演
会
開
催
「
障
害
の
重
い
人
の
地
域
生
活

援
助
」（
今
池
ガ
ス
ビ
ル
）。

	

９
月	

１
日
、「
べに
し
だ
の
家
」
開
設
。(

入
所
厚
生
施
設
定
員
30
名
、
通
所
授

産
施
設
定
員
20
名
・
名
古
屋
市
中
村
区
鴨
付
町)　
所
長
に
わ
ら
び
福
祉
園

長
島
㟢
春
樹
、
副
所
長
に
さ
わ
ら
び
園
指
導
主
任
吉
田
と
き
江
就
任
、
わ
ら

び
福
祉
園	

園
長
高
濱
潔
就
任
。（
島
﨑
春
樹
異
動
）

	
	

12
日
、
べに
し
だ
の
家
竣
工
式
。

	
	

23
日
、べに
し
だ
の
家
竣
工
感
謝
の
集
い
開
催
。（
地
域
住
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

あ
さ
み
ど
り
の
会
に
縁
の
あ
っ
た
人
に
内
覧
を
兼
ね
て
無
料
で
食
事
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
、
来
所
者
延
約
１
、５
０
０
名
）

	
	

障
害
児
療
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。（
平
成
18
年
ま
で
）

	

11
月	

３
日
、
あ
さ
み
ど
り
運
動
会
（
於
・
上
社
公
園
、
べに
し
だ
の
家
が
加
わ
り
、

３
施
設
合
同
、
翌
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
中
村
区
豊
正
中
学
校
で
開
催
）

	

12
月	

わ
ら
び
福
祉
園
自
立
生
活
を
援
助
す
る
会
が
、
共
同
貯
蓄
の
資
金
で
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
用
土
地
・
建
物
購
入
。（
わ
ら
び
第
3
ホ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

	

３
月	

監
事
鵜
飼
信
孝
就
任
。（
舟
橋
玉
耀
退
任
）

平
成
８
年
度	

	

父
親
の
会
「
あ
し
た
ば
の
会
」
発
足
。（
代
表
和
田
隆
雄
・
33
名
参
加
）

	
	

母
親
の
会
「
あ
ん
ず
の
会
」
発
足
。（
代
表
高
見
早
代
子
・
18
名
参
加
）

	

４
月	

１
日
、
わ
ら
び
福
祉
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
ら
び
第
３
ホ
ー
ム
」
開
設
。

	
	

べに
し
だ
の
家
「
郡
上
山
の
家
」
に
お
い
て
生
活
訓
練
。

	
	

15
日
、
べに
し
だ
の
家
月
曜
サ
ロ
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
催
（
社
会
人
を
対
象
、

平
成
10
年
ま
で
）

	

６
月	

べに
し
だ
の
家
「
ふ
た
せ
作
業
所
」
開
設
。（
職
住
分
離
を
実
施
、
借
家
）

	

７
月	

法
人
職
員
全
体
研
修
実
施
。（
年
２
回
、
以
後
継
続
）

	

８
月	

第
１
回
べに
し
だ
盆
踊
り
開
催
。

	

９
月	

１
日
、
わ
ら
び
福
祉
園　
青
年
会
議
所
主
催
グ
ラ
ス
デ
ィ
に
参
加
。（
平
成

14
年
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョン
運
動
会
、
平
成
18
年
み
ん
な
の
運
動
会
と
い
う

名
称
と
な
る
。
以
後
継
続
参
加
）

	
	

16
日
、Ｅ
Ｋ
Ｏ
名
古
屋
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。（
於・愛
知
県
勤
労
会
館
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
障
害
者
バ
ン
ド
と
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
）

	
	

23
日
、第
1
回
べに
し
だ
祭
開
催
。（
以
後
継
続
、平
成
11
年
か
ら
11
月
3
日
、

令
和
元
年
よ
り
11
月
第
1
土
曜
日
に
開
催
）

	
	

28
日
～
29
日
、
第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
開
催
。（
於
・
べに
し
だ
の
家
、

以
後
平
成
14
年
ま
で
継
続
、
平
成
16
年
か
ら
26
年
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フェス

テ
ィ
バ
ル
、
27
年
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
集
約
）

	

10
月	

べに
し
だ
の
家
一
泊
旅
行
（
以
後
随
時
開
催
）

	

12
月	

わ
ら
び
福
祉
園
職
員
情
報
誌
「
ラ
ポ
ー
ル
わ
ら
び
」
発
行
（
毎
月
１
回
、

以
後
継
続
）

	

1
月	

べに
し
だ
の
家
き
ょ
う
だ
い
会
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

３
月	

わ
ら
び
福
祉
園
き
ょ
う
だ
い
会
開
催
。（
以
後
継
続
）

平
成
９
年
度	

４
月	

20
日
、
第
１
回
父
親
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。（
於・東
山
会
館
、
１
４
６
名
参
加
、

以
後
平
成
18
年
ま
で
、
19
年
か
ら
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
さ
み
ど
り
と
し
て
実
施
）

	

５
月	

25
日
、
全
国
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
、
わ
ら
び
福

祉
園
か
ら
５
名
参
加
。

	

７
月	

あ
さ
み
ど
り
の
会
職
員
情
報
誌「
ラ
ポ
ー
ル
あ
さ
み
ど
り
」発
行
。（
年
４
回
、

以
後
継
続
）

	
	

法
人
職
員
全
体
研
修
（
他
に
新
人
、
中
堅
、
上
級
研
修
な
ど
の
法
人
内
研

修
を
実
施
）

	
	

12
月
、
第
47
回
国
連
総
会
に
お
い
て

「
12
月
３
日
を
国
際
障
害
者
デ
ー
」と
す

る
宣
言
を
採
択
。

平
成
5
年	

	「
国
連
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
10

年
」

	

国
）	

障
害
者
基
本
法
公
布
。

	

市
）	

４
月
、民
生
局
障
害
福
祉
部
を
新
設
し
、

障
害
施
設
課
、
障
害
福
祉
課
を
設
置
。

西
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
開
設
。（
通

園
施
設
ひ
よ
し
学
園
廃
止
／
現
べ
に
し

だ
の
家
敷
地
）
６
月
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
。
９
月
、
精
神
薄
弱

者
更
生
相
談
所(

現･

知
的
障
害
者
セ

ン
タ
ー･

サ
ン
ハ
ー
ト)

開
設
。

平
成
6
年	

国
）	「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」批
准
。

12
月
、「
障
害
者
白
書
」刊
行
。

	

市
）	

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
設
置
。

平
成
７
年	

	

阪
神
淡
路
大
震
災
。

	

国
）	「
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
〜
９
日
）」

が
設
定
さ
れ
る
。「
障
害
者
プ
ラ
ン
」策

定
。

平
成
９
年	

国
）	

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

一
部
改
正
。（
知
的
障
害
者
の
雇
用
義

務
化
）

	
	

社
会
福
祉
法
人
の
設
立
認
可
・
指
導
監

査
等
の
業
務
が
県
か
ら
市
へ
移
譲
さ
れ

る
。

	

市
）	

知
的
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
開
始
。

〈
１
９
９
３
年
〉

〈
１
９
９
４
年
〉

〈
１
９
９
５
年
〉

〈
１
９
９
６
年
〉

〈
１
９
９
７
年
〉

べにしだの家（平成7年）べにしだの家竣工式（平成7年）第1回父親フォーラム（平成9年）

わらび第3ホーム（平成8年）

あさみどり運動会—豊正中学校（平成8年）

あさみどりの会設立25周年記念会（平成9年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

島㟢春樹理事長（平成7年） あさみどりの会法人設立20周年記念会
（平成4年）
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９
月	

ア
メ
リ
カ
人
音
楽
療
法
士
エ
ド
ウ
ィ
ン
さ
ん
に
よ
る
、
わ
ら
び
福
祉
園
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
住
人
対
象
の
音
楽
療
法
開
始
。（
平
成
11
年
10
月
ま
で
、
平
成
11

年
12
月
か
ら
は
新
し
い
講
師
瀬
田
な
お
子
さ
ん
が
引
継
ぎ
継
続
）

	

３
月	

べに
し
だ
の
家
保
護
者
会
を
父
親
の
「
自
立
を
す
す
め
る
会
」
と
母
親
の
「
保

護
者
会
」
に
組
織
変
更
。

平
成
10
年
度	
４
月	

わ
ら
び
福
祉
園
定
員
33
名
（
旧
30
名
）
変
更
。

	
	

べに
し
だ
の
家
通
所
授
産
、
定
員
29
名
（
旧
20
名
）
に
変
更
。

	
５
月	
24
日
、
三
好
町
町
政
40
周
年
ふ
る
さ
と
功
労
賞	

法
人
と
し
て
受
賞
。

	

６
月	
べに
し
だ
の
家
「
な
が
お
さ
作
業
室
」
開
設
。（
ふ
た
せ
作
業
室
閉
鎖
）

	

９
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
な
が
お
さ
ホ
ー
ム
」
開
所
。（
無
認
可
）

	

12
月	

５
日
、法
人
設
立
25
周
年
記
念
会
開
催
。（
於・東
山
会
館
）　
記
念
誌
「
父

た
ち
」
刊
行
。

	

１
月	

わ
ら
び
福
祉
園
定
員
34
名
（
旧
33
名
）
変
更
。

平
成
11
年
度	

	

母
親
の
会
「
東こ

ち風
の
会
」
発
足
。（
代
表
服
部
由
美
子
・
21
名
参
加
）

	
	

あ
ら
く
さ
バ
ザ
ー
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

4
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
な
が
お
さ
ホ
ー
ム
」
認
可
開
設
。

	

４
月	

４
日
、
小
規
模
作
業
所
「
あ
ら
く
さ
」（
利
用
者
３
名
、
千
種
区
東
明
町
）

開
設
。

	

６
月	

父
親
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
議
開
催
。（
以
後
父
親
交
流
会
と
名
称
変
更
し
随
時

開
催
）

	

９
月	

機
関
紙
「
療
育
援
助
」
３
０
０
号
記
念
特
集
。

平
成
12
年
度	

	

父
親
の
会
「
フ
ォ
ル
テ
」
発
足
。（
会
長
服
部
正
美
・
18
名
参
加
）

	

６
月	

法
人
合
同
き
ょ
う
だ
い
会
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

９
月	

べに
し
だ
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
中
村

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
開
催
。（
平
成
14
年
ま
で
）

	
	

23
日
、
べに
し
だ
の
家
５
周
年
記
念
会
開
催
。（
於
・
べに
し
だ
の
家
）

	
	

29
日
、
理
事
伊
藤
方
一
急
逝
（
66
歳
）。
理
事
後
藤
秀
爾
就
任
。

	

10
月	

べに
し
だ
の
家
自
活
訓
練
棟
「
小
鴨
ハ
ウ
ス
」（
定
員
４
名
）
開
設
。

	

３
月	

わ
ら
び
福
祉
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
開
催
。（
平
成
16
年
ま
で
）

平
成
13
年
度	

	

中
学
生
合
宿
開
始
。（
10
名
定
員
・
３
泊
４
日
、
以
後
継
続
）

	

４
月	

小
規
模
作
業
所
「
あ
ら
く
さ
」
名
古
屋
市
障
害
者
共
同
作
業
所
補
助
対
象

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

に
な
る
。（
利
用
者
10
名
）

	
	

べに
し
だ
の
家
、
ら
い
ぶ
游
〜
み
ん
ぐ
る
ま
ん
ぐ
る
〜
開
催
。（
以
後
平
成

26
年
ま
で
毎
月
１
回
、
平
成
27
年
か
ら
年
４
回
）

	

５
月	

あ
さ
み
ど
り
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
。（http://w

w
w
.asam

idori.
or.jp/

）

	

10
月	

P&
A	japan

、
愛
知
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
と
共
催
で
「
ス
ー
ザ
ン
・

マ
ク
マ
ホ
ー
ン
氏
講
演
会
」
を
開
催
。

	

２
月	

わ
ら
び
福
祉
園
絵
の
会
開
始
。（
以
後
継
続
）

平
成
14
年
度	

	

母
親
の
会
「
凪
の
会
」
発
足
。（
代
表
嶋
弘
美
・
22
名
参
加
）

	

４
月	

１
日
、「
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
」
開
設
。（
通
所
授
産
施
設
定
員
20
名
・

海
部
郡
佐
屋
町
）
所
長
に
植
田
一
雄
就
任
。

	
	

１
日
、
べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
が
も
ホ
ー
ム
」（
借
家
・
定
員

４
名
）
開
設
。

	
	

21
日
、
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
竣
工
式
。

	

５
月	

25
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
窓
会
開
催
。（
約
１
２
０
名
が
参
加
）

	
	

あ
ら
く
さ
ナ
イ
ト
ケ
ア
実
施
。

	

９
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
親
子
一
泊
旅
行
実
施
。（
平
成
21
年
ま
で
、
そ
の
後
形

態
等
変
更
し
て
実
施
）

	

10
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
き
ょ
う
だ
い
会
開
始
。（
べに
し
だ
の
家
と
共
同
開
催
、

24
年
か
ら
は
単
独
開
催
）

	
	

20
日
、あ
さ
み
ど
り
運
動
会
（
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
が
入
り
、４
施
設
合
同
）

	

12
月	

８
日
、
法
人
設
立
30
周
年
記
念
会
開
催
。（
於
・
愛
知
厚
生
年
金
会
館
）

	
	

30
周
年
記
念
誌
「
み
ち
を
ひ
ら
く
」、「
べに
し
だ
物
語
」
刊
行
。

	

３
月	

監
事
小
林
博
義
就
任
。（
黒
宮
光一退
任
）

平
成
15
年
度	

４
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
第
１
回
れ
い
ん
ぼ
う
祭
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

５
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
「
自
立
の
会
」
発
足
。（
会
長
江
尻
冨
吉
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
生
活
実
習
開
始
。（
４
泊
５
日
、
平
成
20
年
ま
で
、
そ

の
後
ホ
ー
ム
未
入
居
者
に
よ
る
体
験
実
習
を
平
成
25
年
ま
で
実
施
）

	
	

べに
し
だ
の
家
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
の
余
暇
活
動
と
し
て
週
末
活
動
開

始
。

	

７
月	

べに
し
だ
の
家
自
活
訓
練
棟
「
第
２
小
鴨
ハ
ウ
ス
」
開
設
。（
定
員
４
名
）

	
	

べに
し
だ
の
家
茶
房
「
游
」
開
店
。（
平
成
25
年
ま
で
中
村
区
小
鴨
町
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
父
親
懇
談
会
開
催
。

平
成
10
年	

国
）	「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」成
立
。「
精

神
薄
弱
」の
用
語
整
理
の
た
め
の
関
係

法
の
一
部
改
正
。（「
知
的
障
害
」に
変

更
）

平
成
11
年	

市
）	

知
的
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
・
障
害
者
高
齢
者
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
）
を
開
設
。

平
成
12
年	

	

東
海
豪
雨
。

	

国
）	「
介
護
保
険
法
」「
成
年
後
見
制
度
」施

行
。

　
　
　
　
　

	
	

社
会
福
祉
構
造
改
革
実
施
。
社
会
福
祉

制
度
を
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
に
、

応
能
負
担
か
ら
応
益
負
担
に
転
換
。
民

間
企
業
を
含
む
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

主
体
の
参
入
を
推
進
。

	
	「

介
護
保
険
法
」施
行
。「
児
童
虐
待
防

止
法
」公
布
。「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」

公
布
。

	

市
）	

民
生
局
と
衛
生
局
を
統
合
し
、「
健
康

福
祉
局
」を
設
置
。

平
成
13
年	

	
世
界
保
健
機
関
・「
国
際
生
活
機
能
分

類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）」採
択
。

	

国
）	
９
月
、「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調
査
」

実
施
。

	
	

第
１
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開

催
。（
於･

宮
城
県　
身
体
障
害
者
と

知
的
障
害
者
の
全
国
大
会
を
統
合
）

平
成
14
年	

国
）	「
障
害
者
基
本
計
画
」、「
重
点
施
策
実

施
5
か
年
計
画
（
新
障
害
者
プ
ラ
ン
）」

策
定
。

	
	「

障
害
者
基
本
計
画
」策
定
。

	

市
）	「
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

16
区
に
設
置
。

平
成
15
年	

国
）	「
支
援
費
制
度
」施
行
。

	

市
）	

北
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
開
設
。

〈
１
９
９
８
年
〉

〈
１
９
９
９
年
〉

〈
２
０
０
０
年
〉

〈
２
０
０
１
年
〉

〈
２
０
０
２
年
〉

〈
２
０
０
３
年
〉

あさみどりの会法人設立30周年記念会
（平成14年）

「べにしだ物語」
（平成14年）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

れいんぼうワークス竣工式（平成14年） 小規模作業所「あらくさ」（平成11年） ながおさホーム（平成10年） 		第3回あさみどりの会ボランティア集会
（平成10年）

「父たち」（平成10年）

べにしだの家茶房「游」開店（平成15年）
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10
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
か
も
つ
け
ホ
ー
ム
」
開
設
。（
借
家
・
定

員
４
名
、
中
村
区
鴨
付
町
）

平
成
16
年
度	

	

島
㟢
春
樹
理
事
長
・
愛
護
福
祉
賞
受
賞
。

	

４
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ら
く
さ
の
家
」
開
設
。（
定
員
４
名
、

千
種
区
東
明
町
）

	
11
月	

27
日
、
第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

フェス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。（
平
成
26
年
ま
で
開

催
、
27
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
集
約
）

平
成
17
年
度	

	
母
親
の
会
「
リ
ズ
ム
」
発
足
。（
代
表
中
村
美
佐
子
・
11
名
参
加
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
土
曜
日
開
所
開
始
。

	

４
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
神
田
ホ
ー
ム
」（
借
家
・
定
員
６
名
、
千

種
区
神
田
町
）、わ
ら
び
福
祉
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
笑
の
家
」（
定
員
７
名
、

三
好
町
）、れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の
家
」（
定
員
４
名
、

愛
西
市
）
開
設
。

	
	

わ
ら
び
福
祉
園
居
宅
介
護
事
業
所
「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョン
笑
の
家
」（
三

好
町
）、
べに
し
だ
の
家
居
宅
介
護
事
業
所
「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョン
べに
し

だ
」（
中
村
区
、
平
成
21
年
６
月
ま
で
）
開
設
。

	

７
月	

べに
し
だ
の
家
お
う
ま
さ
ん
倶
楽
部
開
始
。（
令
和
3
年
ま
で
）

	

９
月	

小
学
生
合
宿
開
始
。（
定
員
10
名
・
２
泊
３
日
、
以
後
継
続
）

	

11
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
城
屋
敷
ホ
ー
ム
」
開
設
。（
借
家
・
定
員

５
名
、「
か
も
つ
け
ホ
ー
ム
」
を
閉
鎖
し
て
移
転
。
中
村
区
城
屋
敷
町
）

	

12
月	

３
日
、
べに
し
だ
の
家
開
設
10
周
年
記
念
会
開
催
。（
於･

愛
知
厚
生
年
金

会
館
）　
記
念
誌
「
愛
と
自
由
と
安
心
を
」
刊
行
。

	

１
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
土
曜
レ
ク
開
始
。（
以
後
継
続
、
現
在
の
名
称
は
土
曜

活
動
）

平
成
18
年
度	

４
月	

法
人
入
所
施
設
、
各
ホ
ー
ム
土
曜
日
帰
省
開
始
。（
そ
れ
ま
で
は
原
則
金
曜

日
帰
省
）

	
	

べに
し
だ
の
家
所
長
吉
田
と
き
江
就
任
。（
島
﨑
春
樹
退
任
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
定
員
24
名
（
旧
20
名
）
変
更

	

７
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ゆ
う
ゆ
う
」開
設
。（「
第
２
小
鴨
ホ
ー
ム
」

か
ら
の
名
称
変
更
及
び
移
転
。
こ
れ
に
よ
り
自
活
訓
練
棟
を
閉
鎖
）

	

10
月	

１
日
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
法
的
に
は
法
人
の
各
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

平
成
16
年	

国
）	「
障
害
者
基
本
法
」改
正
。

	
	「

発
達
障
害
者
支
援
法
」公
布
。

	

市
）	

名
古
屋
市
障
害
者
基
本
計
画
（
平
16
〜

25
）策
定
。地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
開
始
。

平
成
17
年	

	

愛
知
万
博「
愛･

地
球
博
」開
催
。（
於

･

愛
知
県　
日
本
国
際
博
覧
会
）

	

国
）	「
障
害
者
自
立
支
援
法
」公
布
。

	

平
成
18
年	

国
）	「
障
害
者
自
立
支
援
法
」全
面
施
行
。

	
	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
分
化
さ
れ
る
。

	

市
）	「
子
ど
も
青
少
年
局
」新
設
。
障
害
福
祉

部
を
再
編
し
、
障
害
企
画
課
及
び
障
害

者
支
援
課
を
設
置
。
発
達
障
害
児（
者
）

相
談
支
援
事
業
開
始
。（
児
童
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

〈
２
０
０
４
年
〉

〈
２
０
０
５
年
〉

〈
２
０
０
６
年
〉

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
な
り
、
新
た
に
「
わ
ら
び
共
同
生
活
事

業
所
」（
４
カ
所
20
名
）、「
べに
し
だ
共
同
生
活
事
業
所
」（
６
カ
所
30
名
）、

「
れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
事
業
所
」（
１
カ
所
４
名
）
と
し
て
開
設
。(

以
下

共
同
生
活
事
業
所
の
表
記
省
略
。
法
人
と
し
て
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ま
ま

呼
称)

	
	

「
べ
に
し
だ
の
家
分
場
あ
ら
く
さ
」
開
設
。（
借
家
・
定
員
11
名
、
小
規
模

作
業
所
あ
ら
く
さ
か
ら
移
管
、
千
種
区
神
田
町
へ
移
転
）

	
	

べに
し
だ
の
家　
通
所
定
員
40
名
（
旧
29
名
）
変
更
。

	

11
月	

理
事
嶌
村
善
照
就
任
。（
鈴
木
國
夫
退
任
）

	

３
月	

18
日
、
マ
ザ
ー
ス･

フェス
タ
開
催
。（
於･

愛
知
厚
生
年
金
会
館
）

	
	

25
日
、
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
５
周
年
記
念
会
（
於
・
厚
生
年
金
会
館
）

平
成
19
年
度	

	

さ
わ
ら
び
園
土
曜
日
開
園
実
施
。
わ
ら
び
福
祉
園
増
築
。

	

４
月	

１
日
、
さ
わ
ら
び
園	

園
長
島
崎
徹
也
就
任
。（
島
﨑
左
世
退
任
）

	

５
月	

べに
し
だ
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
城
屋
敷
ホ
ー
ム
」
定
員
７
名
（
旧
５
名
）

変
更
。

	
	

20
日
、
法
人
設
立
35
周
年
記
念
会・兼
第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
さ
み
ど
り
（
父

親
フ
ォ
ー
ラ
ム
改
め
）
開
催
。（
於･

厚
生
年
金
会
館
、
以
後
継
続
）

	

６
月	

べに
し
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
が
も
ホ
ー
ム
」
開
設
。（
定
員
４
名
、
自
活

訓
練
棟
小
鴨
ハ
ウ
ス
を
閉
鎖
。
平
成
14
年
開
設
の
借
家
の
こ
が
も
ホ
ー
ム
を

閉
鎖
し
て
移
転
）

	

７
月	

べに
し
だ
の
家
分
場
あ
ら
く
さ	

父
親
参
観
実
施
。

	

11
月	

第
１
回
障
害
児（
者
）発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。（
障
害
児
療
育
セ
ミ
ナ
ー

を
改
称
、
平
成
25
年
ま
で
継
続
、
翌
年
か
ら
あ
さ
み
ど
り
ワ
ー
ク
ショッ
プ
と

し
て
実
施
）

	

3
月	

機
関
紙
「
療
育
援
助
」
４
０
０
号
記
念
特
集
。

平
成
20
年
度	

	

わ
ら
び
福
祉
園	

園
長
高
濱
潔
が
愛
知
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
に
就

任
。（
平
成
21
年
ま
で
）

	
	

母
親
の
会
「
宙そ

ら
の
会
」
発
足
。（
代
表
臼
井
利
絵
・
15
名
参
加
）

	

４
月	

１
日
、
わ
ら
び
福
祉
園
新
体
系
移
行
。（
生
活
介
護	

定
員
28
名
・
就
労
移

行
支
援	

定
員
６
名
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の
家
Ⅱ
」
開
設
。（
定
員
７
名
、
愛
西

市
西
條
町
）

	
	

わ
ら
び
福
祉
園	

み
よ
し
市
よ
り
相
談
支
援
事
業
受
託
、
事
業
開
始
。

平
成
19
年	

国
）	

国
連「
障
害
者
の
権
利
条
約
」署
名
。
障

害
者
施
策
に
お
け
る「
重
点
施
策
５
カ

年
計
画
」策
定
。

平
成
20
年	

	

米
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が

破
綻
し
世
界
金
融
危
機
が
急
速
に
進

展
。

	

国
）	

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
見
直

し
に
向
け
た
緊
急
措
置
。

第1回ボランティアフェスティバル
（平成16年）

虹の家（平成17年）

笑の家・ヘルパーステーション笑の家
（平成17年）べにしだの家分場あらくさ（平成18年）

千種区神田町、サンサンビル1階
（3階、神田ホーム）

ゆうゆう（平成18年）
こがもホーム（平成19年）

「愛と自由と安心を」
（平成17年）

第1回障がい児（者）発達支援セミナー（平成19年） れいんぼうワークス5周年記念会（平成19年） 第1回フォーラム・あさみどり（平成19年）

〈
２
０
０
７
年
〉

〈
２
０
０
８
年
〉



　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
あ
ゆ
み

  

国
・
愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
団
体
等
の
動
き

39 38

	

６
月	

べに
し
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ら
わ
い
の
家
」
開
設
。（
定
員
７
名
、「
城

屋
敷
ホ
ー
ム
」
を
閉
鎖
し
て
移
転
）

	

７
月	

「
あ
ら
わ
い
作
業
所
」
開
設
。（
べに
し
だ
の
家
利
用
者
の
日
中
活
動
の
場
と

し
て
使
用
、
な
が
お
さ
作
業
所
を
閉
鎖
し
て
移
転
）

	

３
月	

１
日
、
あ
ら
く
さ
の
会
発
足
20
周
年･

作
業
所
開
設
10
周
年
記
念
会
開
催
。

（
於･

東
京
第	

一	

ホ
テ
ル
錦
）　	

記
念
誌「
営
営
と
20
年
あ
ら
く
さ
の
会
」刊
行
。

平
成
21
年
度	
４
月	

さ
わ
ら
び
園	

園
長
吉
田
と
き
江
就
任
（
島
崎
徹
也
異
動
）、
べに
し
だ
の
家

所
長
追
分
伸
夫
就
任
（
吉
田
と
き
江
異
動
）、
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
所
長

島
崎
徹
也
就
任
（
植
田
一
雄
異
動
）。

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
定
員
20
名
（
旧
24
名
）
変
更
。

	

６
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
山
の
家
合
宿
開
始
。（
以
後
継
続
）

	

９
月	

さ
わ
ら
び
園	
園
長
吉
田
と
き
江
病
気
療
養
に
つ
き
、
島
㟢
春
樹
理
事
長
が

代
行
。（
平
成
22
年
３
月
ま
で
）

	

１
月	

26
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
蒼あ

お
の
会
」
設
立
。（
理
事
長
椿
純
子
）

	
	

べに
し
だ
の
家
保
護
者
有
志
が
司
法
書
士
小
林
博
義
氏
の
支
援
の
も
と
に
立

ち
上
げ
た
成
年
後
見
法
人
。
23
年
8
月
か
ら
後
見
開
始
。（
３
名
）

平
成
22
年
度	

	

母
親
の
会
「
こ
だ
ま
の
会
」
発
足
。（
代
表
加
藤
千
晴
・
13
名
参
加
）

	

４
月	

１
日
、べに
し
だ
の
家
（
生
活
介
護	
定
員
70
名・施
設
入
所
支
援	

定
員
30
名
）

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
新
体
系
移
行
。（
生
活
介
護	

定
員
20
名
）

	
	

さ
わ
ら
び
園	

園
長
嶌
村
善
照
就
任
。（
吉
田
と
き
江
退
任
）

	
	

べに
し
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
な
が
お
さ
ホ
ー
ム
」定
員
７
名（
旧
４
名
）変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

		

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
増
築
。（
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
相
談
室
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
ナ
ー
・
作
業
室
）

	

６
月	

17
日
、
前
さ
わ
ら
び
園 

園
長
吉
田
と
き
江
逝
去
。（
62
歳
）

	

11
月	

理
事
島
崎
徹
也
就
任
。（
村
地
俊
二
退
任
）

	

１
月	

22
日
、
第
13
回
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。（
於･

ウ
イ
ル
あ
い
ち
、
前
年

５
月
に
実
行
委
員
会
を
結
成
、
15
年
ぶ
り
の
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト
）

平
成
23
年
度	

	

父
親
の
会
「
ク
ラ
ブ
ヤ
ジ
オ
」
発
足
。（
代
表
久
野
格
彦
・
会
員
30
名
）

	

４
月	

１
日
、
わ
ら
び
福
祉
園
就
労
継
続
Ｂ
型
開
始
。（
定
員
10
名
、
全
体
で
44
名
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
定
員
23
名
（
旧
20
名
）
変
更
。

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の
家
Ⅲ
・
Ⅳ
」
開
設
。（
定
員
各
７
名
、

愛
西
市
西
條
町
）

	
	

さ
わ
ら
び
園	

園
長
島
崎
徹
也
就
任
（
嶌
村
善
照
退
任
）、
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー

ク
ス
所
長
葛
原
成
美
（
島
崎
徹
也
異
動
）。

	

７
月	

有
志
に
よ
り
「
郡
上
山
の
家
」
に
吉
田
と
き
江
記
念
碑
を
建
立
。

	

8
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
利
用
者
３
名
の
絵
が
岡
崎
信
用
金
庫
の
現
金
封
筒
イ
ラ
ス

ト
に
採
用
。（
翌
年
２
月
に
は
こ
の
絵
が
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
に
も
採
用
。
こ
れ

以
降
だ
ん
だ
ん
ボ
ッ
ク
ス
の
活
動
等
を
通
し
て
利
用
者
の
作
品
が
多
数
の
企

業
か
ら
採
用
さ
れ
る
）

	

10
月	

わ
ら
び
福
祉
園
大
規
模
改
修
工
事
。（
管
理
棟
、
第
２
ホ
ー
ム
等
）	

	

12
月	

４
日
、法
人
設
立
40
周
年
記
念
会
開
催
。（
於
・
中
日
パ
レ
ス
）　
記
念
誌「
法

人
設
立
か
ら
40
年—

援
け
合
う
こ
こ
ろ
を
育
ん
で
」
刊
行
。

平
成
24
年
度	

	

法
改
正
に
よ
り
共
同
生
活
事
業
所
が
「
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」
と
な
る
。

	
	

べに
し
だ
の
家
土
曜
活
動
開
始
。（
毎
月
１
回
・
以
後
継
続
）

	

４
月	

１
日
、さ
わ
ら
び
園
新
体
系
移
行
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。（
障

害
児
通
所
支
援
事
業
・
児
童
発
達
支
援　
定
員
30
名
）

	
	

べに
し
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
ら
く
さ
の
家
」
改
築
。（
名
古
屋
市
千
種

区
東
明
町
・
平
成
23
年
11
月
～
翌
年
３
月
利
用
休
止
）

	

4
月	

わ
ら
び
福
祉
園
園
長
熊
谷
か
の
子
就
任
（
高
濱
潔
退
任
）

	
	

14
日
、
わ
ら
び
福
祉
園
30
周
年
記
念
会
開
催
。（
於・わ
ら
び
福
祉
園
）、「
わ

ら
び
福
祉
園
30
年
の
歩
み
」
刊
行
。

	

６
月	

法
人
設
立
40
周
年
記
念
誌
「
夢
あ
さ
み
ど
り
」
刊
行
。

	

10
月	

27
日
、虹
の
会
25
周
年
、れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
10
周
年
記
念
会
開
催
。（
於・

中
日
パ
レ
ス
）、「
に
じ
」
刊
行
。

	

12
月	

べに
し
だ
の
家
茶
房
「
游
」
休
止
。

	

１
月	

べに
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
え
る
）

支
援
者
養
成
講
座
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

２
月	

べに
し
だ
の
家
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
開
始
。

平
成
25
年
度	

４
月	

１
日
、
さ
わ
ら
び
園　
障
害
児
通
所
支
援
事
業
・「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス 

定
員
10
名
」「
保
育
所
等
訪
問
支
援
」「
障
害
児
相
談
支
援
」
開
始
。

	
	

べに
し
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
い
な
ば
じ
ホ
ー
ム
」
開
設
。（
定
員
７
名
、
中

村
区
稲
葉
地
町
）

	

５
月	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所　
支
援
者
養
成
講
座
開
催
。（
以
後
継
続
）

	

10
月	

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
風
の
家
」開
設
。（
定
員
７
名
、み
よ
し
市
三
好
町
）

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

平
成
21
年	

国
）	

政
府
は
利
用
者
負
担
を「
応
能
負
担
」を

原
則
と
す
る
自
立
支
援
法
改
正
案
を
国

会
に
提
出
。

	
	

政
権
交
代
。（
民
主
、
社
民
、
国
民
の

連
立
内
閣
成
立
）

平
成
22
年	

国
）	

内
閣
府
に「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

会
議
」設
置
。「
障
害
者
自
立
支
援
法
改

正
法
（
つ
な
ぎ
法
）」及
び
関
係
法
と
し

て「
児
童
福
祉
法
」の
一
部
改
正
法
が
成

立
。（
平
24
年
４
月
１
日
施
行
）

	

市
）	

成
年
後
見
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
開
設
。

平
成
23
年	
	

東
日
本
大
震
災
。

	

国
）	

障
害
者
虐
待
防
止
法
成
立
。（
平
24
年

クラブヤジオ発会式典（平成23年）法人設立40周年記念会（平成23年）わらび福祉園30周年記念会
（平成24年）

いなばじホーム（平成25年）支援者養成講座　各成人事業所で実施
（平成25年〜）

れいんぼうワークス地域交流室（平成21年）

営営と20年あらくさの会
（平成21年）

さわらび誕生会（平成21年）

10
月
施
行
）

	
	

改
正
障
害
者
基
本
法
成
立
。（
発
達
障

害
を
法
上
に
位
置
づ
け
、
３
年
後
に
改

正
）

平
成
24
年	

国
）	「
障
害
者
総
合
支
援
法
（
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
）」成
立
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
か
ら
の
改
正　

２
５
年
４
月
よ
り
施
行
）

	

市
）	

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

の
指
定
・
指
導
事
務
が
愛
知
県
か
ら

移
譲
・
障
害
者
虐
待
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設

平
成
25
年	

国
）	「
障
害
者
差
別
解
消
法
」「
障
害
者
雇
用

促
進
法
」改
正
。

	
	

日
本
が「
障
害
者
権
利
条
約
」を
批
准
。

〈
２
０
０
９
年
〉

〈
２
０
１
０
年
〉

〈
２
０
１
１
年
〉

〈
２
０
１
２
年
〉

〈
２
０
１
３
年
〉

「法人設立から40年−
援け合うこころを育んで」
（平成23年）

「にじ」	（平成24年）

風の家（平成25年）
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11
月	

さ
わ
ら
び
園
仮
園
舎
（
プ
レ
ハ
ブ
）
に
て
療
育
開
始
。

	
	

28
日
、
さ
わ
ら
び
園
新
園
舎
着
工
。

	

２
月	

さ
わ
ら
び
祭
園
舎
建
替
え
の
た
め
中
止
。

	

３
月	

30
日
、
公
益
財
団
法
人
糸
賀
一
雄
記
念
財
団

よ
り
糸
賀
一
雄
記
念
賞
受
賞
。

平
成
26
年
度	

	

母
親
の
会
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
!!
」
発
足
。（
代
表
中

山
麻
友
子
・
16
名
参
加
）

	
	

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」（
昭
和
43

年
映
画
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
）
刊
行
、
ほ
か
に
法
人

で
今
ま
で
に
映
画
制
作
の
フ
ィ
ル
ム
が
現
存
し

て
い
た
も
の
を
全
て
デ
ジ
タ
ル
化
。

	

４
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
定
員
20
名
（
旧
23
名
）

変
更
。

	

７
月	

１
日
、
れ
い
ん
ぼ
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の

家
Ⅴ
」開
設
。（
定
員
６
名
、愛
西
市
西
條
町
）

	
	

４
日
、
さ
わ
ら
び
園
新
園
舎
で
療
育
開
始
。

	
	

20
日
、
さ
わ
ら
び
園
竣
工
式
、
新
園
舎
お
披
露
目
パ
ー
テ
ィ
ー
。
記
念
誌

「
42
年
間
に
わ
た
る
母
子
通
園
の
あ
し
あ
と
」
刊
行
。

	

11
月	

理
事
長
後
藤
秀
爾
就
任
（
島
﨑
春
樹
顧
問
就
任
）、
理
事
鵜
飼
信
孝
、
追

分
伸
夫
、
島
田
修
三
就
任
（
中
北
智
久
退
任
、
高
濱
潔
相
談
役
就
任
）、

監
事
菅
沢
豊
就
任
（
鵜
飼
信
孝
理
事
就
任
）
法
人
設
立
者
伊
藤
方
文
か
ら

運
営
及
び
経
営
を
託
さ
れ
た
島
﨑
春
樹
、
法
人
設
立
時
か
ら
の
理
事
で
あ
っ

た
中
北
智
久
、
運
営
管
理
基
礎
を
作
っ
た
高
濱
潔
が
退
任
、
新
体
制
の
下
で

の
出
発
と
な
る
。

	

1
月	

11
〜
12
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催
。（
昨
年
ま
で
の
障
害
者
発
達
支
援
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
内
容
変
更
、
以
後
継
続
）

平
成
27
年
度	

	

父
親
の
会
「
か
た
つ
む
り
」
発
足
。（
代
表
谷
口
弘
記
・
17
名
参
加
）

	

４
月	

法
人
本
部
事
務
局
体
制
始
動
。（
島
崎
徹
也
事
務
局
長
、
葛
原
成
美
事
務

局
次
長
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
所
長
鷲
見
ま
ち
子
就
任
。（
葛
原
成
美
異
動
）

	
	

5
日
、
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。（
於
・
愛

知
県
芸
術
劇
場
）、	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｃ
Ｄ「
き
せ
き
」（
全
21
曲
）刊
行
。

	

９
月	

19
日
、
べに
し
だ
の
家
20
周
年
記
念
会
開
催
。（
於
・
ル
ブ
ラ
王
山
）　
記
念

誌
「
え
に
し
を
繋
い
で
・
べに
し
だ
の
ア
ル
バ
ム
20
年
の
あ
ゆ
み
」
刊
行
。

	

10
月	

４
日
、
さ
わ
ら
び
運
動
会
開
催
。（
昨
年
度
ま
で
の
成
人
施
設
と
の
合
同
運

動
会
か
ら
さ
わ
ら
び
園
単
独
の
運
動
会
と
な
る
）

	
	

10
日
、
わ
ら
び
秋
ま
つ
り
開
催
。（
昨
年
ま
で
の
夏
ま
つ
り
か
ら
開
催
時
期
、

名
称
を
変
更
）

	

11
月	

９
日
、
元
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス 

所
長
植
田
一
雄
急
逝
。

	

１
月	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
、支
援
者
養
成
講
座
開
始
。（
以
後
継
続
）

	

1
月	

べに
し
だ
の
家　
日
中
活
動
に
活
用
す
る
た
め
に
植
物
栽
培
装
置
「
お
あ
し

す
く
ん
」
を
開
発
、
特
許
取
得
。

平
成
28
年
度	

4
月	

「
援
け
合
う
こ
こ
ろ
を
育
ん
で
─
会
の
発
足
か
ら
59
年
間
に
わ
た
る
活
動
の

足
跡
」
刊
行
。

	

9
月	

年
2
回
の
法
人
全
体
研
修
の
内
、2
回
目
を
各
事
業
所
の
実
践
発
表
の
場
と
す
る
。

（
以
後
継
続
）

	
	

9
月	

さ
わ
ら
び
園　
放
課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
音
楽
療
法
を
取
り
入
れ
る
。（
以
後

継
続
）

	

10
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
本
体
及
び
虹
の
家
Ⅰ
、
Ⅱ
外
壁
改
修
工
事
。

　
　
　
　
　
11
月		

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
音
楽
療
法
を
導
入
。

	
	

2
月	

さ
わ
ら
び
園　
放
課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
音
楽
療
法
の一環
と
し
て
ダ
ン
ス
を
取

り
入
れ
る
（
H
29
年
4
月
よ
り
単
独
の
活
動
と
な
り
以
後
継
続
）。

	

3
月	

18
日
、
元
さ
わ
ら
び
園 

園
長
島
﨑
左
世
逝
去
。（
82
歳
）

平
成
29
年
度	

4
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
将
来
の
高
齢
化
対
応
型
ホ
ー
ム
と
し
て
風
の
家
Ⅱ
を
開
設
。

	

5
月	

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、新
た
な
理
事
会
及
び
評
議
員
会
体
制
と
な

る
。

	

5
月	

発
達
障
害
対
応
研
修
開
始
。（
社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
の
里
、小
林
信
篤
氏

を
講
師
に
成
人
事
業
所
を
対
象
と
し
て
年
間
3
〜
4
回
開
催
）

	

9
月	

さ
わ
ら
び
園　
児
童
発
達
支
援
と
の一体
的
運
営
が
認
め
ら
れ
な
く
なった
た
め
放

課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
。
利
用
者
が
全
員
卒
園
児
で
あ
る
こ
と
か
ら

学
童
療
育
と
位
置
付
け
、「
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
継
続
。

	
	

10
月	

母
親
の
会
「
コ
パ
ン
」
発
足
。（
代
表
江
本
尚
子
・
17
名
参
加
）

	

1
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
み
よ
し
商
工
会
よ
り
ク
ッ
キ
ー
が「
み
よ
し
ぶ
ら
ん
ど
」に
認

定
さ
れ
る
。

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

平
成
26
年	

国
）	「
障
害
者
総
合
支
援
法
」改
定
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
一
元
化
。

平
成
27
年	

国
）	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

平
成
28
年	

	

7
月
26
日
未
明
、
相
模
原
障
が
い

者
施
設
殺
傷
事
件
発
生

	
	

国
）	「
障
害
者
差
別
解
消
法
」施
行

	
	

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
盛
り
込

ん
だ「
日
本
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

が
閣
議
決
定
。

	
	

市
）	「
名
古
屋
市
障
害
者
差
別
相
談

セ
ン
タ
ー
」開
設
。

平
成
29
年	

	

国
）	「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

（
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

事
業
運
営
の
透
明
性
向
上
、
財
務

規
律
の
強
化
等
）」施
行
。

	
	

国
）
児
童
発
達
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
。
提
供
す
べ
き
支
援
と
し

て「
発
達
支
援
」「
家
族
支
援
」「
地

域
支
援
」が
示
さ
れ
た
。

〈
２
０
１
４
年
〉

〈
２
０
１
５
年
〉

〈
２
０
１
６
年
〉

〈
２
０
１
７
年
〉

「この子らを世の光に」
DVD（平成26年）

さわらび園仮園舎
（平成25年11月〜26年6月）

さわらび園新園舎（平成26年）さわらび園竣工式（平成26年）べにしだの家20周年記念会（平成27年）風の家Ⅱ（左側／平成29年） 後藤秀爾理事長
（平成26年）

なないろコンサート
CD「きせき」（平成27年）

「えにしを繋いで」（平成27年）

「42年間にわたる母子
通園のあしあと」
（平成26年）

糸賀一雄記念賞受賞（平成26年）

虹の家Ⅴ（平成26年）
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３
月	

さ
わ
ら
び
園　
新
池
盆
踊
り
の
企
画
、運
営
に
携
わ
る
中
学
生
か
ら
社
会
人
ま

で
の
卒
園
児
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
交
え
た
「
盆
踊
り
実
行
委
員
会
」
を

発
足
。（
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
よ
り
幅
広
い
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
的
な

グ
ル
ー
プ
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
テ
ッ
プ
ス
」
と
し
て
活
動
開
始
）

	

３
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
就
労
移
行
支
援
事
業
を
廃
止
。

平
成
３０
年
度	
４
月	

さ
わ
ら
び
園　
園
長
山
本
智
恵
就
任
。（
島
崎
徹
也
退
任
）法
人
総
合
施
設
長 

島
崎
徹
也
就
任
。（
事
務
局
長
兼
務
）

	
 

６
月	
監
事 

渡
邊
冬
樹
就
任
。（
小
林
博
義
退
任
）

	

９
月	
法
人
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、法
人
の
理
念
を
共
有
し
つつ
、よ
り
地
域
に
根
差
し

た
拠
点
と
し
て
良
質
な
活
動
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
わ
ら
び
福

祉
園
を
新
法
人
「
あ
さ
み
ど
り
の
風
」
わ
ら
び
、
と
し
て
分
割
す
る
た
め
の

設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
。（
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
４
回
開
催
）

	

１１
月	

べに
し
だ
の
家「
従
た
る
事
業
所
」の
あ
ら
く
さ
作
業
室
を
独
立
さ
せ
る
構
想
を

提
示
。

	

１２
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
施
設
南
側
の
土
地
を
購
入（
令
和
２
年
４
月
に
駐
車
場

と
畑
と
し
て
整
備
、
９
５
３
㎡
）

	

１
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
地
域
包
括
支
援
と
連
携
し
、地
域
の
高
齢
者
の
集
い
の
場「
わ

ら
び
カ
フェ
」
を
開
始
。（
毎
月
１
回
）

令
和
元
年
度	

４
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
全
国
の
農
福
連
携
の
事
業
所
が
参
加
す
る「
農
福
連

携
自
然
栽
培
パ
ー
テ
ィ
ー
全
国
協
議
会
」
に
加
入
。

	

５
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
東
屋
設
置
。

	

６
月	

理
事 

熊
谷
か
の
子
就
任
。（
嶌
村
善
照
退
任
）

	

６
月	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所　
定
員
２８
名
か
ら
２９
名
に
増
員
。

	

７
月	

監
事 

渡
邊
冬
樹
逝
去

	

１１
月	

監
事 

渡
邊
勝
就
任
。

	

１２
月	

あ
ら
く
さ
作
業
室
の
将
来
の
独
立
に
向
け
て
１
階
と
２
階
の
大
規
模
改
修
を
実

施
。

令
和
２
年
度	 

５
月	

「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
風
」
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

	

５
月	

べに
し
だ
の
家
開
設
時
の
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
「
地
域
移
行
」
を
再
確
認
し

将
来
の
快
適
か
つ
適
切
な
居
住
環
境
を
整
え
る
た
め
に
生
活
棟
を
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
転
用
す
る
構
想
を
提
示
。（
以
後
、
名
古
屋
市
と
協
議
継
続
）

	

６
月	

わ
ら
び
福
祉
園　
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
の
新
た
な
活
動
場
所
と
し
て
、み
よ
し

市
役
所
前
に
う
ど
ん
店
「
和
來
～ｗａｒａ
～
」
を
開
店
。

	
 

７
月	

べに
し
だ
の
家　
事
務
所
改
修
工
事
。

	
	

9
月　
「
わ
ら
び
の
途 

～
開
園
か
ら
38
年
、新
法
人
設
立
に
向
け
て
～
」刊
行

	

１０
月	

理
事 

山
本
智
恵
就
任
。（
熊
谷
か
の
子
退
任
）

	

１０
月	

１
日
、法
人
分
割
に
よ
り
「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
風
」
わ
ら
び（
理

事
長 

熊
谷
か
の
子
）
開
設
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
本
年
度
以
降
各
種
法
人
事

業
、
行
事
、
研
修
等
の
開
催
に
継
続
的
に
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
度	

４
月	

法
人
事
務
局
長 

追
分
伸
夫
就
任
。（
あ
ら
く
さ
作
業
室
所
長
兼
務
、島
崎
徹

也
異
動
）
べに
し
だ
の
家 

所
長
島
崎
徹
也
就
任
。（
追
分
伸
夫
異
動
）

	
	

島
﨑
春
樹
顧
問
・
瑞
宝
双
光
章
受
賞
。

	

5
月	

前
わ
ら
び
福
祉
園
園
長
（
法
人
専
務
理
事
） 

高
濱
潔
逝
去
。（
86
歳
）

	

６
月	

べに
し
だ
の
家　
本
体
中
庭
に
第
３
作
業
室
を
新
築
。

	
 

６
月	

母
親
の
会
「
い
ち
ご
の
会
」
発
足
。（
代
表
塩
野
維
子
・
１９
名
参
加
）

	

８
月	

べに
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所　
こ
が
も
ホ
ー
ム
改
修
工
事
。

令
和
４
年
度	

４
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス 

所
長
田
中
雅
樹
就
任
（
鷲
見
ま
ち
子
異
動
）、あ
ら
く

さ
作
業
室 

所
長
鷲
見
ま
ち
子
就
任
（
追
分
伸
夫
異
動
・
法
人
事
務
局
長
専

任
）

	

６
月	

れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス　
生
活
介
護
定
員
２０
名
か
ら
２３
名
に
増
員
。

	

１１
月	

２７
日
、法
人
設
立
及
び
さ
わ
ら
び
園
開
設
50
周
年
記
念
「
フ
ォ
ー
ラ
ム・あ
さ

み
ど
り
」
開
催
。（
於
・
東
京
第一ホ
テ
ル
錦
）

	
	

記
念
誌
「
早
蕨 

─
さ
わ
ら
び
─ 

～
出
会
い
と
感
謝
の
50
年
～
」
刊
行
。

	
	

※
本
年
を
以
て
わ
ら
び
40
周
年
、れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
20
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
。

	

3
月	

「
援
け
合
う
こ
こ
ろ
を
育
ん
で 

～
会
の
発
足
か
ら
65
年
間
に
わ
た
る
活
動
の
足

跡
～
」
刊
行
。	

会の発足から59年間にわたる活動の足跡〈年譜〉

〈
２
０
１
８
年
〉

〈
２
０
１
９
年
〉

〈
２
０
２
０
年
〉

〈
２
０
２
１
年
〉

〈
２
０
２
２
年
〉

平
成
30
年　

 

国
） 

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
実
施

の
た
め
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
改
正
案
閣
議
決
定
。

 
 

市
） 「
障
害
者
通
院
時
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」開
始
。

 
 

名
古
屋
市
障
害
者
基
本
計
画
（
令

1
〜
5
）
策
定
。

令
和
元
年 

 

国
） 

5
月
1
日
、「
平
成
」か
ら「
令

和
」に
改
元
。

	
	

10
月
、消
費
税
率
が
８
%
→
10
%
に

引
き
上
げ
。

 
 

12
月
、
中
国
・
武
漢
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
発
生
、
世
界
的
な
大

流
行
へ
。

 
 

市
） 

名
古
屋
市
障
害
者
就
労
支
援
窓

口「
ウ
ェ
ル
ジ
ョ
ブ
な
ご
や
」開
設
。

令
和
２
年 

 
国
） 

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
２
．

２
％
→
２
．３
％
に
引
き
上
げ
。

 
 

市
） 
あ
け
ぼ
の
学
園
敷
地
内
移
転

改
築

令
和
３
年 

 

国
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
。

令
和
４
年 

 

国
） 「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制

度
」施
行
。

れいんぼうワークス前の畑と駐車場
（平成 30年）

れいんぼうワークスの東屋と花壇
（令和元年）

べにしだの家 第３作業室（令和３年）法人設立50周年記念会
「フォーラムあさみどり」（令和4年）

和來 ～ wara ～（令和２年）

「早蕨 -さわらび-」
（令和４年）

「わらびの途」
（令和２年）



集い・研修・講座など活動の記録
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心
身
障
害
問
題
を
考
え
る
集
い
は
、
朝
日
新
聞
名
古
屋
厚
生
文
化
事
業
団
と
社
会
福
祉
法

人
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
共
催
に
よ
り
、
昭
和
41
年
、
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
が
地
域
社
会
の

中
で
し
あ
わ
せ
な
生
涯
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
に
、
社
会
の
人
々
に
理
解
を

求
め
、
障
害
者
の
最
も
適
切
な
処
遇
を
志
向
し
て
、
地
元
講
師
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら

講
師
を
お
願
い
し
て
、
時
々
折
々
最
も
必
要
と
さ
れ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
第
16
回
ま
で
は
、「
心
身
障
害
問
題
を
理
解
す
る
集
い
」
の
タ
イ
ト
ル
で
し
た
が
、
第
17
回

か
ら
は
「
心
身
障
害
問
題
を
考
え
る
集
い
」
と
し
、
参
加
者
み
ん
な
で
考
え
る
集
い
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

	

回　
　
　
年　

	

月　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
／
講　
師

	

1	

昭
和
41
年
1
月	

心
身
障
害
問
題
の
根
本
を
さ
ぐ
る	

〈
司
会
〉村
上
英
治

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

小
林
靖
彦
、川
本
伸
夫
、広
瀬
和
代
、永
井
敦
子
、飯
田
え
つ
子
、

	
	

	
	
	

山
崎
章
雄

	

2	

42
年
3
月	

遺
伝
と
精
神
薄
弱	
〈
司
会
〉村
上
英
治		

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

津
田
克
也
、富
永
義
彦
、石
田　
清　
他		

		

3	

43
年
2
月	

能
力
を
育
て
る　

	

　
〈
司
会
〉堀　
要				

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

見
神
俊
彦
、沢
田
秀
一
、川
崎　
昂

	

4	

43
年
10
月	

映
画「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」完
成
披
露			

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

古
橋
金
一
、伊
藤
方
文
、　
ゲ
ス
ト：矢
野
隆
夫

	

5	

43
年
11
月	

映
画「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」と「
夜
明
け
前
の
子
ど
も
た
ち
」

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

岡
田
喜
篤	

	

6	

44
年
2
月	

育
つ
も
の・育
て
る
も
の

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

杉
田　
裕	

	

7	

44
年
10
月	

手
を
つ
な
ぐ
子
達

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

田
村
一
二

		

8	

45
年
2
月	

わ
が
子
の
幼
児
期	

〈
司
会
〉堀　
要		

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

塚
崎
映
子
、富
田
静
江
、小
坂　
巴

	

9	

46
年
2
月	

社
会
に
巣
立
つ
子
ら
の
問
題

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

手
塚
直
樹	

	

10	

47
年
2
月	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ケ
ア
と
施
設	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

野
上
芳
彦	

	

11	

昭
和
48
年
2
月	

こ
れ
か
ら
の
障
害
児
療
育	

①		
	
	

	
	

〈
講
師
〉	

小
松
原
次
郎
、大
野
智
也
、中
村
予
吉

	

12	

49
年
2
月	

こ
れ
か
ら
の
障
害
児
療
育	

②	

〈
司
会
〉堀　
要	

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

祖
父
江
昭
二
、松
原
隆
三
、宮
下
俊
彦

	

13	

50
年
2
月	

自
閉
的
な
子
ど
も	

〈
司
会
〉丸
井
文
男	

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

宮
下
俊
彦
、若
林
慎
一
郎
、宮
脇　
修	

	

14	

51
年
2
月	

性
と
結
婚	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

弘
済
学
園
長（
千
葉
県
）中
村
健
二	

	

15	

52
年
2
月	

年
長
障
害
者
の
処
遇

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

厚
木
市
す
ぎ
な
寮
長（
神
奈
川
県
）小
杉
長
平

	

16	

53
年
2
月	

心
身
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

	
	

	

　
映
画「
や
れ
ば
で
き
る
」（
札
幌
市
製
作
）	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

三
国
一
郎	

	

17	

54
年
2
月	

障
害
児
に
と
っ
て
学
校
教
育
と
は
何
か	

〈
司
会
〉村
上
英
治

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

松
原
隆
三
、石
井
高
明
、宮
下
俊
彦	

	

18	

55
年
3
月	

障
害
児
の
保
育

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

鈴
木
弘
一
、宮
下
俊
彦
、祖
父
江
文
宏	

	

19	

56
年
4
月	

障
害
者
の
社
会
参
加	

〈
司
会
〉村
上
英
治	

	
	

	

　
義
務
教
育
終
了
後
の
処
遇
を
ど
う
す
す
め
る
か

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

若
山
祐
次
、沓
名
芳
枝
、矢
部　
進

	

20	

57
年
3
月	

障
害
者
と
地
域
療
育　

—

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら
す
に
は—

	
	

	
	

	

　
映
画「
そ
っ
ち
や
な
い
、こ
っ
ち
や
」		

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

評
論
家　
水
原　
孝

	

21	

58
年
4
月	

障
害
児・学
齢
期
の
養
育

	
	

	

　
社
会
自
立
の
た
め
に
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と	
	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

弘
済
学
園
長（
千
葉
県
）中
村
健
二

	
22	

59
年
3
月	

堀
要
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

〈
司
会
〉村
上
英
治	

	
	

	

　
「
福
祉
の
こ
こ
ろ
」障
害
者
福
祉
の
ゆ
く
え	

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

石
井
高
明
、渡
辺
良
禅
、須
知
繁
子	

	

23	
60
年
5
月	

高
齢
障
害
者
の
く
ら
し
を
考
え
る

	
	

	

　
主
に
高
齢
精
神
薄
弱
者
の
処
遇
を
中
心
と
し
て

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

穂
高
悠
生
寮（
長
野
県
）山
崎
調
一			

	

24	

61
年
5
月	
障
害
者
の
地
域
処
遇	

	
	

	
　

—
障
害
者
の
家
族
と
地
域
資
源
の
連
携
の
も
と
に—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

小
児
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長（
神
奈
川
県
）佐
々
木
正
美

１ 

心
身
障
が
い
問
題
を
考
え
る
集
い

あ
さ
み
ど
り
の
会
が
取
り
組
ん
で
き
た

  
集
い
・
研
修
・
講
座
な
ど
活
動
記
録
の
概
要

	

25	

昭
和
62
年
5
月	

障
害
者
の
自
立
と
く
ら
し

	
	

	

　

—

精
神
薄
弱
施
設
と
生
活
寮
を
め
ぐ
っ
て—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

あ
き
は
寮
長（
静
岡
県
）八
谷
祐
司

	

26	

63
年
4
月	

障
害
児
と
言
葉

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院	

言
語
療
法
士　
国
島
典
子

	

27	

平
成
元
年
6
月	

障
害
者
は
、い
ま　
地
域
生
活
援
助
の
実
践
を
中
心
に

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議
会	

広
報
委
員
長		

大
野
智
也

	

28	

2
年
6
月	

障
害
者
福
祉
の
明
日
を
考
え
る

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

愛
知
県
立
看
護
短
期
大
学
学
長　
村
地
俊
二	

	

29	

3
年
6
月	

知
恵
遅
れ
と
授
産

	
	

	

　

—

ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
に
そ
っ
た
自
立
を
め
ざ
し
て—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

津
山
み
の
り
学
園
長（
岡
山
県
）牧
野
弘
典

	

30	

4
年
11
月	

障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
の
福
祉
と
教
育

	
	

	

　

—

国
際
的
視
野
か
ら
の
展
望—

	
	
	

	
	

〈
講
演
〉	

明
治
学
院
大
学
教
授　
山
口　
薫

	

31	

6
年
1
月	

命
、こ
の
い
と
し
き
も
の	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

作
家　
灰
谷
健
次
郎

	

32	

6
年
4
月	

子
ど
も
の
未
来
を
拓
く
父
親
の
役
割		

〈
司
会
〉村
上
英
治

	
	

	

　
障
害
児
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
見
通
し
て			

	
	

	
	

〈
講
師
〉	

島
田
修
三
、野
沢
和
弘
、椿　
泰
廣
、小
野　
宏

	

33	

7
年
5
月	

知
的
障
害
者
の
社
会
参
加
を
考
え
る

	
	

	
	

本
人
参
加
と
自
己
決
定
を
め
ぐ
っ
て　

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

四
国
学
院
大
学
教
授　
河
東
田　
博

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

河
東
田　
博
、渡
辺
勧
持
、島
田
修
三

	

34	

8
年
5
月	

と
も
に
生
き
と
も
に
老
い
る
障
害
者
と
泣
き
笑
い
大
変
さ
を
楽
し
む
34
年	

	
	

	

今
思
う
こ
と

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

長
崎
純
心
大
学
教
授　
な
ず
な
園
主
宰		

近
藤
原
理	

	

35	

9
年
5
月	

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達
保
障		

〈
司
会
〉後
藤
秀
爾

	
	

	
	
—

統
合
療
育
を
め
ざ
し
て—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

う
め
だ・あ
け
ぼ
の
学
園
長（
東
京
都
）加
藤
正
仁

	
	

	
	

パ
ネ
ル
デ
ィ
ズ
カ
ッ
シ
ョ
ン	

	
	

	
	

加
藤
正
仁
、高
橋　
脩
、涌
井
規
子

	

36	

10
年
6
月	

自
閉
症
の
人
た
ち
の
豊
か
な
人
生
を
求
め
て	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

仲
町
台
発
達
障
害
セ
ン
タ
ー
長（
横
浜
市
）藤
村　
出

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

藤
村　
出
、野
沢
和
弘
、島
㟢
春
樹

	

37	

11
年
6
月	

自
閉
症
の
人
た
ち
と
地
域
で
共
に
生
活
す
る
た
め
に	

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

あ
さ
け
学
園
長（
三
重
県
）奥
野
宏
二

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

奥
野
宏
二
、森　
省
二
、島
㟢
春
樹

	

38	

平
成
12
年
6
月	

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
未
来
を
探
る

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

北
信
圏
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
長
野
県
）	

福
岡　
寿	

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

福
岡　
寿
、三
田
優
子
、吉
田
と
き
江

	

39	

13
年
6
月	

障
害
の
あ
る
子
の
生
き
る
力
を
育
て
る

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

豊
田
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
所
長　
高
橋　
脩

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

高
橋　
脩
、加
藤
ひ
と
み
、後
藤
秀
爾

	

40	

14
年
6
月	

ま
ち
に
暮
ら
す

	
	

	
	
—

知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
地
域
生
活
支
援
を
考
え
る—
	
	

	
	

〈
講
演
〉	

伊
達
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長（
北
海
道
）小
林
繁
市

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

小
林
繁
市
、渡
邊
冬
樹
、高
濱　
潔

	

41	

15
年
6
月	

障
害
者
福
祉
の
展
望

	
	

	
	
—

制
度
の
転
換
は
障
害
者
の
幸
せ
を
保
障
で
き
る
か—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

川
崎
医
療
福
祉
大
学
学
長　
岡
田
喜
篤

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

岡
田
喜
篤
、島
㟢
春
樹

	

42　

	

16
年
6
月	

子
ど
も
の
心
を
育
て
る

	
	

	
	
—

健
常
な
子
、障
害
の
あ
る
子
の
健
全
な
育
て
を
考
え
る—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

財
団
法
人　
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー　
大
野
重
男

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

大
野
重
男
、島
㟢
春
樹

	

43　

	

17
年
6
月	

障
害
の
あ
る
人
も
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
せ
る
街
に
す
る
た
め
に

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

高
浜
市
長　
森　
貞
述

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

森　
貞
述
、島
㟢
春
樹

	

44	

18
年
6
月	

社
会
福
祉
制
度
改
革
と
地
域
福
祉

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

日
本
社
会
事
業
大
学
学
長　
大
橋
謙
策

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

大
橋
謙
策
、島
㟢
春
樹

	

45	

19
年
6
月	

知
的
な
障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
の
ゆ
く
え

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

社
会
福
祉
法
人
む
そ
う
理
事
長　
戸
枝
陽
基　
　

	
	

	
	

	
	
	

滋
賀
県
社
会
福
祉
事
業
団
企
画
事
業
部
長　
北
岡
賢
剛

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

戸
枝
陽
基
、北
岡
賢
剛
、島
㟢
春
樹

	

46	

20
年
6
月	

奈
緒
ち
ゃ
ん
と
の
ヨ
カ
ッ
タ
サ
ガ
シ
の
日
々

	
	

	
	

映
画「
あ
り
が
と
う
」の
上
演

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

映
画
監
督　
伊
勢
真
一

	

47	

21
年
5
月	

発
達
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
自
立

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

社
会
福
祉
法
人
あ
お
ぞ
ら
共
生
会
副
理
事
長　
明
石
洋
子

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授		

蔭
山
英
順
、明
石
洋
子

	

48	

22
年
6
月	

日
本
の
福
祉
の
未
来
を
描
く

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

Ｄ
Ｐ
Ｉ（
障
害
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

	
	

	
	
	

日
本
会
議
事
務
局
長　
尾
上
浩
二

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

尾
上
浩
二
、島
㟢
春
樹
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49	

平
成
23
年
6
月	

発
達
障
が
い
児
の
支
援

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

豊
田
市
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長・児
童
精
神
科
医　

	
	

	
	
	

高
橋　
脩

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

高
橋　
脩　

	
	

	
	
	

愛
知
県
自
閉
症
協
会　
副
会
長　
岡
田
ひ
ろ
み　

	
	

	
	
	

さ
わ
ら
び
園　
前
園
長　
嶌
村
善
照

	

50	

24
年
6
月	

発
達
障
害
を
考
え
る

	
	

	
	
—

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
の
安
定
し
た
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

川
崎
医
療
福
祉
大
学
準
教
授　
諏
訪
利
明

	
	

	
	

〈
対
談
〉		

諏
訪
利
明
，島
崎
徹
也

	

51	

25
年
6
月	

日
本
の
社
会
福
祉
を
考
え
る

	
	

	
	
—

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
の
包
括
的
な
支
援
の
行
方
と
障
害
児
者
の
ケ
ア—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

元
厚
生
労
働
事
務
次
官　
辻　
哲
夫　
　

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

辻　
哲
夫
、島
﨑
春
樹

	

52	

26
年
6
月	

障
害
児
者
の
地
域
支
援
を
考
え
る—

“
み
ん
な
一
緒
に
”幸
せ
に
な
る
た
め
に—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

社
会
福
祉
法
人
訪
問
の
家
元
理
事
長　
日
浦
美
智
江

	
	

	
	

〈
対
談
〉	

日
浦
美
智
江
、島
﨑
春
樹

	

53	

27
年
7
月	

障
害
者
と
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

	
	

	
	
—

障
害
者
福
祉
か
ら
人
間
福
祉
の
時
代
へ—

	
	

	
	

〈
講
演
〉	

社
会
福
祉
法
人
札
幌
こ
の
実
会
関
連
法
人
代
表　
加
藤　
孝

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉	

加
藤　
孝
、渡
部　
等
、熊
谷
か
の
子

	

54　

	

28
年
7
月	

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て　
　

　

	
	

　
〈
講
演
〉毎
日
新
聞
社
論
絶
委
員　
野
澤
和
弘　

　

	
	

　
〈
鼎
談
〉愛
知
淑
徳
大
学	

学
長　
島
田
修
三

	
	

	
	

椙
山
女
学
園
大
学	

准
教
授　
手
嶋
雅
史
、野
澤
和
弘

	

55　

	

29
年
6
月	

障
害
福
祉
が
照
ら
す
日
本
の
未
来　

　
　

	
	
	

〈
講
演
〉筑
波
大
学	

人
間
系
教
授　
小
澤
温

　
　

	
	
	

〈
対
談
〉小
澤
温
、後
藤
秀
爾　
　

	

56	

30
年
6
月	

日
本
が
こ
れ
か
ら
向
か
う
べ
き
社
会
と
は

　
　

	
	
	

〈
講
演
〉法
政
大
学	

教
授・社
会
活
動
家　
湯
浅
誠

　
　

	
	
	

〈
対
談
〉社
会
福
祉
法
人
岩
崎
学
園	

理
事
長　
松
下
直
弘
、湯
浅
誠

	

57	

令
和
元
年
6
月	

援
け
合
い
の
あ
る
社
会
へ

　
　

	
	
	

〈
講
演
〉
N
P
O
法
人
抱
樸	

理
事
長　
奥
田
知
志

	
	

	
	

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

	
	

	
	

※
令
和
2（
2
0
2
0
）年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止

	

58	

　
3
年
7
月	

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り

　
　

	
	
	

〈
講
演
〉早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院	

教
授　
菊
池
馨
実

２ 

障
が
い
児
問
題
研
修
旅
行

　
各
地
の
優
良
施
設
等
を
見
学
し
、よ
り
よ
い
処
遇
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
41
年
か
ら
朝
日
新
聞
名
古
屋
厚
生
文
化
事
業
団
と
の
共
催
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

	

回	

実
施
年
月　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
／
見
学
地

	

1	

昭
和
41
年
7
月	

精
神
薄
弱
者
を
雇
用
し
て
い
る
工
場		

	
	

	

　
丸
高
木
工
（
浜
松
市
）

	

2	

11
月	

重
度
心
身
障
害
児
の
訓
練
と
過
保
護	

	
	

	

　
止
揚
学
園
と
彦
根
学
園

	

3	

42
年
4
月	

こ
の
子
ら
を
世
の
光
に	

	
	

	

　
近
江
学
園	

	

4	

10
月	

情
緒
障
害
児
に
つ
い
て
（
付
脊
損
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）	

	
	

	

　
諏
訪
湖
健
康
学
園
と
労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
長
野
作
業
所	

	

5	

43
年
5
月	

日
本
の
ゲ
ー
ル
を
訪
ね
て	

	
	

	

　
岩
倉
病
院
と
大
雲
寺	

	

6	

11
月	

動
く
障
害
児
と
教
育	

	
	

	

　
関
西
青
少
年
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
高
槻
養
護
学
校	

	

7	

44
年
5
月	

幼
児
期
の
育
ち
方	

	
	

	

　
白
川
学
園

	

8	

44
年
11
月	

施
設
と
地
域
社
会	

	
	

	

　
八
楽
児
童
寮
と
高
山
学
園

	
9	

47
年
11
月	

精
神
薄
弱
者
の
更
生
施
設
と
授
産
施
設	

	
	

	

　
松
花
園
と
南
山
城
学
園	

	

10	
48
年
6
月	

こ
れ
か
ら
の
療
育	

	
	

	

　
神
奈
川
県
こ
ど
も
病
院
と
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所

	

11	
10
月	

心
身
障
害
者
の
社
会
復
帰	

	
	

	
　
弘
済
学
園
と
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

	

12	

49
年
6
月	
施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア	

	
	

	
　
神
戸
市
立
各
施
設

	

13	

昭
和
49
年
11
月	

心
身
障
害
幼
児
の
保
育	

	
	

	

　
大
津
市
立
保
育
園
と
大
津
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

	

14	

50
年
6
月	

桃
十
字
運
動
の
街
を
訪
ね
て	

	
	

	

　
心
身
障
害
者
総
合
施
設
「
旭
川
荘
」

	

15	
	

11
月	

高
年
齢
重
度
心
身
障
害
者
の
処
遇		

	
	

	

　
宝
池
住
吉
寮
（
上
田
市
）
鹿
教
湯
病
院	

他

	

16	

51
年
5
月	

施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

	
	

	

　
西
駒
郷
（
長
野
県
駒
ヶ
根
市
）

	

17	

52
年
3
月	

精
神
薄
弱
者
施
設
の
運
営

	
	

	

　
天
竜
厚
生
会
（
静
岡
県
浜
松
市
）		

	

18	

52
年
6
月	

“
多
目
的
小
規
模
通
所
施
設
”
と	

重
度
者
の
“
住
宅
付
生
涯
学
級
”

	
	

	

　
大
阪
市
、
芦
屋
市

	

19	

52
年
11
月	

こ
の
人
た
ち
の
処
遇	

	
	

	

　
牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園
（
静
岡
県
榛
原
町
）
と
御
殿
場
十
字
の
園
（
静
岡
県
御

	
	

	
	

殿
場
市
）

	

20	

53
年
6
月	

障
害
者
雇
用
の
諸
問
題		

	
	

	

　
光
瓔
酪
製
作
所
（
岡
山
県
備
前
市
）
と
赤
穂
精
華
園
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）

	

21	

54
年
3
月	

心
身
障
害
児
の
地
域
療
育	

	
	

	

　
奈
良
仔
鹿
園
と
明
日
香
養
護
学
校
（
奈
良
）

	

22	

6
月	

高
齢
化
す
る
心
身
障
害
者
の
処
遇	

	
	

	

　
大
阪
府
金
剛
コ
ロ
ニ
ー

	

回									

開
催
年								

日
数	

　
　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師		

	

1	

昭
和
52
年
6
月	

10	

津
田
克
也
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）　
岡
田
喜
篤
（
こ
ば
と
学
園
長
）

	
	

	
	

大
野
智
也
（
日
本
短
波
放
送
）　
他

	

2	

9
月	

13	

岡
本
栄
一
（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
長
）

	
	

	
	

高
森
敬
久
（
県
立
大
講
師
）
原　
紀
美
子
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）

	
	

	
	

宮
下
俊
彦
（
日
福
大
教
授
）　
他				

4 

療
育
問
題
研
修
講
座

３ 

子
ど
も
の
精
神
衛
生
講
座

	

回	
						

開
催
年　
　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

		

1	

昭
和
52
年
7
月	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「“
こ
と
ば
”
を
育
て
る
」　

	
	

	
	

石
井
高
明
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）　
長
谷
川
茂
（
神
奈
川
県
小
児
療
育
相

	
	

	
	

談
セ
ン
タ
ー
）　
森　
宏
（
小
学
校
教
諭
）	

	

2	

52
年
11
月	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
障
害
児
の
運
動
機
能
」

	
	

	
	

佐
々
木
正
美
（
横
浜
小
児
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
）
河
井
多
喜
子
（
鎌
倉
聖
路
加

	
	

	
	

幼
稚
園
）　
若
松
繁
伸
（
名
古
屋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
特
別
体
育
室
）

5 

療
育
問
題
公
開
講
座

	

回									

開
催
年		

	

日
数	

延
人
数	　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

	

1	

昭
和
52
年
10
月	

8	

125	

稲
垣
寿
年
（
山
田
家
政
短
大
講
師
）　
新
海
英
行
（
名
大
助
教
授
）

	
	

	
	

	

小
嶋
秀
夫
（
名
大
助
教
授
）

	
	

	
	

	

天
野
正
子
（
南
山
短
大
講
師
）　
他

	

2	

53
年
9
月	

9	

337	

中
山
恵
子
（
市
婦
人
問
題
担
当
室
長
）

	
	

	
	

	

徳
武
登
志
子
（
家
裁
調
停
委
員
）　
伊
藤
康
子
（
日
福
大
助
教
授
）　

	
	

	
	

	

天
野
郁
夫
（
名
大
助
教
授
）　
他

	

3	

54
年
6
月	

6	

151	

八
重
樫
克
羅
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
部
製
作
本
部
長
）

	
	

	
	

	

山
中
康
裕
（
名
市
大
講
師
）　
山
口
幸
男
（
日
福
大
教
授
）

	
	

	
	

	

三
高
邦
子
（
雑
誌
編
集
者
）　
他

	

4	

55
年
4
月	

6	

219	

山
下
智
恵
子
（
作
家
）　
二
宮
純
子
（
弁
護
士
）

	
	

	
	

	

神
崎
住
恵
（
サ
ン･

ギ
ャ
ラ
リ
ー
主
宰
）

	
	

	
	

	

浅
野
美
和
子
（
女
性
史
研
究
家
）

	
	

	
	

	

高
橋
ま
す
み
（
主
婦
）　
他

	

5	

56
年
4
月	

3	

−	

吉
野　
要
（
県
立
大
講
師
）　
新
田
敏
夫
（
南
養
護
学
校
）

	
	

	
	

	

山
田
正
敏
（
県
立
大
教
授
）

6 

お
母
さ
ん
教
室

	

回	

開
講
年
月　

	

日
数	

人
数	　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

	

1	

昭
和
43
年
10
月	

6	

16	

大
西
誠
一
郎
（
名
大
）

	
	

	
	

	

沢
田
秀
一
（
愛
教
大
）

	
	

	
	

	

石
井
高
明
（
名
大
）

	

2	

10
月	

6	

72	

亀
山
義
郎
（
名
大
）　
中
条
雅
二
（
作
詩
家
）

	
	

	
	

	

土
方
康
夫
（
日
福
大
）　
久
世
妙
子
（
日
福
大
）	

	
	

	
	

	

宍
戸
健
夫
（
県
大
）

	

3	

44
年
5
月	

4	

20	

西
原
新
一
（
金
城
学
院
大
）

	
	

	
	

	

福
島
佐
松
（
市
立
保
育
経
大
）

	
	

	
	

	

泰
恵
美
子
（
日
福
大
）

	

4	

10
月	

5	

36	

村
上
英
治
（
名
大
）

	
	

	
	

	

漥
田
暁
子
（
日
福
大
）

	
	

	
	

	

知
的
障
害
・
肢
体
不
自
由
・
重
症
児
親
の
会
各
会
長

（
W
E
B
開
催
）

	

59	

令
和
4
年
7
月	

そ
れ
ぞ
れ
が
元
気
に
な
る
社
会
を
妄
想
し
て
み
た

	

　
　

	
	
	

〈
大
討
論
会
〉社
会
福
祉
法
人
拓
く	

法
人
本
部
長　
浦
川
直
人

	
	

	
	

社
会
福
祉
法
人
グ
ロ
ー	

福
祉
事
業
部　
御
代
田
太
一

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

株
式
会
社
m
u
s
b
u
n	

代
表
取
締
役　
鈴
村
萌
芽

	
	

	
	

社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
風	

相
談
支
援
専
門
員　
渡
邊
裕
介

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

長
久
手
市	

市
長
直
轄
組
織	

地
域
共
生
推
進
監　
國
信
綾
希

（
W
E
B
開
催
）
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9 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
昭
和
51（
1
9
7
6
）年
、講
義
中
心
の「
心
身
障
が
い
児
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
療
育
援
助

研
修
会
」か
ら
、参
加
者
の
自
主
的
企
画
運
営
方
式
に
よ
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」に
切
り

替
え
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
自
薦
他
薦
で
選
ば
れ
た
10
名
程
度
の
企
画
委
員
が
、次
回
の
講

座
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
、講
師
依
頼
、
P
R
、毎
回
の
講
座
の
設
営
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

会
場
は
昭
和
52（
1
9
7
7
）年
秋
ま
で
、上
前
津
の
あ
さ
み
ど
り
の
会
連
絡
事
務
所
、昭
和
53

（
1
9
7
8
）年
春
か
ら
あ
さ
み
ど
り
会
館
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
2（
2
0
2
0
）年
以

降
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
の
流
れ

と
共
に
、規
模
や
形
態
の
移
り
変
わ
り
は
あ
り
ま
す
が
、法
人
の
事
業
活
動
の
原
点
で
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

	

回	

年　
　
季	

日
数	

人
数	

主	　
な　

	

講　

	

師	　
　

	

◎
印
企
画
委
員
長	

	

1	

昭
和
51
年　
春	

7	

12	

伊
藤
方
文
（
あ
さ
み
ど
り
）

	
	

	
	

	

高
森
敬
久
（
県
立
大
）　
他		

◎
河
村		

茂

	

2	

51
年　
秋	

10	

53	

岡
本
栄
一
（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

	
	

	
	

	

加
藤
奈
々
枝
（
親
の
会
）　
成
瀬
勝
洋
（
劇
団
う
り
ん
こ
）

	
	

	
	

	

伊
藤
方
文
（
あ
さ
み
ど
り
）　
他	

◎
上
田
孝
行

	

3	

52
年　
春	

10	

41	

村
上
英
治
（
名
大
）
堀　
要
（
日
福
大
）
山
本
太
祥
（
安
養
寺
住
職
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
さ
わ
ら
び
園
）　
他	

◎
佐
藤
敏
明

	

4	

52
年　
秋	

10	

42	

岡
田
喜
篤
（
こ
ば
と
学
園
）　
江
尻
彰
良
（
は
ち
の
す
寮
）		

	
	
	

	
	

	

加
藤
奈
々
枝
（
親
の
会
）　
他　

		

◎
村
松
信
明

	

5	

53
年　
春	

10	

42	

長
谷
川
恒
信
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

山
田
昭
義
（
重
度
障
害
者
の
生
活
を
よ
く
す
る
会
）

	
	

	
	

	

宮
下
俊
彦
（
日
福
大
）　
他	

◎
村
松
信
明

	

6	

53
年　
秋	

10	

51	

播
磨
靖
夫
（
奈
良
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
）　
深
山
富
男
（
愛
学
院
大
）

	
	

	
	

	

高
島　
進
（
日
福
大
）　
高
濱　
潔
（
若
杉
作
業
所
）　
他		

	
	
	

	
	

	
	

◎
中
西
玲
子

	

7	

54
年　
春	

11	

52	

浅
倉
恵
一
（
中
部
女
子
短
大
）　
丹
下　
進
（
む
す
び
座
）

	
	

	
	

	

布
目　
均
（
社
会
活
動
家
）　
亀
井　
鉱
（
在
家
仏
教
者
）　
他

	
	

	
	

	
	

◎
宮
崎　
晃

	

8	

54
年　
秋	

11	

48	

高
木
政
市
（
あ
け
ぼ
の
学
園
）　
藤
井
勇
・
久
江
（
会
社
員
）

	
	

	
	

	

山
中
康
裕
（
南
山
大
）

	
	

	
	

	

映
画
「
坂
道
を
の
ぼ
る
子
ら
」　
他		

◎
岡
田
清
隆

	

9	

55
年　
春	

11	

63	

小
川
利
夫
（
名
大
）　
黒
宮
正
栄
（
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
会
）

	
	

	
	

	

柴
田
あ
か
り
（
若
葉
学
園
）　
江
尻
彰
良
（
は
ち
の
す
寮
）　
他	
	
	

	
	

	
	

◎
米
田
厚
子

	

10	

昭
和
55
年　
秋	

11	

57	

殿
岡
正
敏
（
Ｘ
線
技
師
）　
杉
谷
早
苗
（
四
日
市
土
曜
サ
ロ
ン
）

	
	

	
	

	

宮
本
信
繁
（
会
社
員
）　
後
藤
昭
夫
（
く
す
の
家
酋
長
）

	
	

	
	

	

前
田
敏
雄
（
愛
教
大
）　
他		

◎
森　
貴
司

	

11	

56
年　
春	

14	

75	

小
野
田
全
弘
（
静
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

	
	

	
	

	

小
林
苑
子
（
障
害
児
の
母
）　
寺
西
伊
久
夫
（
南
山
寮
）

	
	

	
	

	

松
永
展
子
（
国
際
折
り
紙
研
究
会
）　
他		

◎
近
藤
光
雄

	

12	

56
年　
秋	

15	

85	

水
野
豊
二
（
名
古
屋
文
化
学
園
）　
山
口　
透
（
県
立
大
）

	
	

	
	

	

内
村
順
子
（
ひ
ま
わ
り
の
会
）　
田
中
真
固
（
中
学
校
教
諭
）　
他	
	
	

	
	

	
	

◎
堀
江
博
俊
	

13	

57
年　
春	

14	

74	

鬼
剣
舞
（
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
）　
野
村
文
枝
（
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

	
	

	

ビ
ュ
ー
ロ
ー
協
議
会
）	　
伊
藤
昭
治（
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

	
	

	
	

	

菅
沢			

豊
（
愛
の
実
行
運
動
）	

◎
滋
野
宗
人

	

14	

57
年　
秋	

14	

54	

劇
団
う
り
ん
こ　
近
藤
宏
（
小
学
校
教
諭
）　
フ
レ
ッ
ド
吉
和
（
英
会

	
	

	
	

	

話
講
師
）　
秋
山
元
秀
（
県
立
大
）　
他	

◎
植
田
一
雄

	

15	

58
年　
春	

13	

70	

雨
田
陽
三
（
中
学
校
教
諭
）　
広
瀬　
鎮
（
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

近
藤
英
雄
（
小
学
校
教
諭
）　
鈴
木
峯
保
（
ゆ
た
か
希
望
の
家
）　
他	

	
	

	
	

	
	

◎
野
田
達
也

	

16	

58
年　
秋	

13	

78	

中
山
佐
知
子
（
一
宮
女
子
短
大
）　
増
原
彬
陽
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

	
	

	
	

	

夏
目
玲
典
（
青
い
鳥
学
園
）　

	
	

	
	

	

セ
パ
レ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ズ
（
フ
ォ
ー
ク
）　
他	

◎
熊
澤
佳
子

	

17	

59
年　
春	

13	

75	

黒
木
彬
光
（
春
日
井
こ
ど
も
村
）
増
田
喜
昭
（
子
ど
も
の
本
専
門
店
）

	
	

	
	

		

熊
崎
森
数
（
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
）宮
脇　
修（
名
女
大
）他	

◎
三
輪
則
子

	

18	

59
年　
秋	

13	

57	

小
木
美
代
子（
日
福
大
）		

奥
田
睦
子（
主
婦
）		

島
㟢
左
世（
さ
わ
ら
び
園
）

	
	

	
	

	

足
立
幸
治
（
タ
ウ
ン
誌
編
集
長
）　
他	

◎
村
地
裕
子

	

19	

　
　
60
年　
春	

13	

42	

加
藤
隆
正
（
小
学
校
教
諭
）　
田
中
寛
次
（
む
す
び
座
）

	
	

	
	

	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
輩　
他	

◎
中
原
忠
徳

	

20	

60
年　
秋	

13	

50	

天
野
貞
子
（
子
ど
も
文
庫
）　
高
橋
弘
恵
（
鬼
剣
舞
）

	
	

	
	

	

松
岡
恵
二
（
更
生
相
談
所
）　
植
田
一
雄
（
わ
ら
び
福
祉
園
）

	
	

	
	

	

萩
原
喜
之
（
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
の
会
）	

◎
岩
瀬
明
美

	

21	

61
年　
春	

13	

50	

柴
田
詩
子
（
よ
く
す
る
会
）　
高
橋
ま
す
み
（
東
海
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）

	
	

	
	

	

三
浦
幸
弘
（
み
ん
な
で
創
る
キ
ャ
ン
プ
の
会
）　

	
	

	
	

	

渡
辺　
勉
（
夢
喰
人
）	　
他		

◎
堀　
智
二

	

22	

61
年　
秋	

13	

46	

蔭
山
英
順
（
名
大
）　
山
下
千
恵
子
（
作
家
）　
松
本
悌
央
（
名
古
屋

	
	

	
	

	

文
化
学
園
）	　
篠
田
達
明
（
こ
ば
と
学
園
）　
他	

◎
加
納
須
美
子

	

23	

62
年　
春	

13	

42	

三
浦
孝
臣
（
北
部
教
育
セ
ン
タ
ー
）　
山
田
隆
光
（
誓
願
寺
住
職
）

	
	

	
	

	

西
沢
信
正
（
東
海
Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ス
タ
ー
）　
堤		

治
子
（
市
婦
人
会
館
）	他

	
	

	
	

	
	

◎
那
須
友
佳
理

	
回	

開
講
年
月　

	

日
数	

人
数	　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

	

1	
昭
和
56
年
10
月	

4	

−	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

	
	

	
	

	

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
家　
さ
わ
ら
び
園
保
母

	

2	

58
年
5
月	

4	

−	
	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
水
山
進
吾
（
市
保
育
短
大
教
授
）

	
	

	
	

	

野
村
文
枝
（
な
ご
や
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
わ
ら
び
福
祉
園
長
）　
他	

	

3	

58
年
10
月	

5	
−	

	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
水
山
進
吾
（
市
保
育
短
大
教
授
）

	
	

	
	

	
島
㟢
春
樹
（
わ
ら
び
福
祉
園
長
）

	
	

	
	

	
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）　
他	

	

4	

60
年
5
月	

7	

13	

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
医
師
）

	
	

	
	

	

水
山
進
吾
（
市
保
育
短
大
教
授
）

	
	

	
	

	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）　
他

	

5	

61
年
10
月	

6	

15　

	

加
藤
奈
々
枝
（
名
東
福
祉
会
常
務
理
事
）

	
	

	
	

	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

	
	

	
	

	

障
害
児
の
母
親
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
輩
、
施
設
見
学　
他	

	

6	

平
成
元
年
11
月	

5	

19	

馬
庭
京
子
（
誕
生
日
あ
り
が
と
う
京
都
友
の
会
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
あ
さ
み
ど
り
会
館
長
）

	
	

	
	

	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）　
他								

7 

婦
人
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

	

回	

開
始
年
月　

	

コ
ー
ス	

日
数	

人
数	

　
　
　

講　
師　
　
　
★
施
設
に
お
け
る
実
務
訓
練

	

1	

昭
和
43
年
7
月	

初
級	

7	

29	

山
口
幸
男
（
日
福
大
）　
丸
井
文
男
（
名
大
）

	
	

		
	

	

秦　
安
雄
（
日
福
大
）

	
	

		
	

	
	

成
瀬　
昇
（
こ
ば
と
学
園
）　
高
木　
勲
（
県
中
央
児
相
）	

	
	

		
	

	

★
あ
け
ぼ
の
学
園
・
長
良
荘

	

2	

10
月	

初
級	

10	

104	

浦
辺　
史
・
田
中
美
智
子
（
日
福
大
）

	
	

		
	

	

村
上
英
治
（
名
大
）

	
	

		
	

	

見
神
俊
彦
（
名
古
屋
市
）　
秦　
安
雄
（
日
福
大
）

	
	

		
	

	

伊
藤
正
美
（
一
宮
児
相
）

	
	

		
	

	

★
あ
け
ぼ
の
学
園
・
コ
ロ
ニ
ー
こ
ば
と
学
園

	

3	

昭
和
44
年
5
月	

初
級	

10	

91	

石
井
鉄
一
（
県
コ
ロ
ニ
ー
養
楽
荘
）

	
	

		
	

	

斉
藤
俊
之
助
（
三
好
学
園
長
）　
★
県
コ
ロ
ニ
ー
、
三
好
学
園	

	

4	

11
月	

初
級	

10	

39	

山
口
幸
男
（
日
福
大
）　
村
上
英
治
（
名
大
）

	
	

		
	

	

見
神
俊
彦
（
名
古
屋
市
）　
近
藤
信
義
（
中
央
児
相
）

	
	

		
	

	

窪
田
暁
子
（
日
福
大
）　
成
瀬　
昇
（
こ
ば
と
学
園
）

	
	

		
	

	

伊
藤
方
文
・
古
橋
金
一
（
あ
さ
み
ど
り
）

	
	

		
	

	

★
あ
け
ぼ
の
学
園
・
県
コ
ロ
ニ
ー

	

5	

45
年
5
月	

中
級	

5	

32	

高
井
真
理
子
（
名
市
大
）　
見
神
俊
彦
（
名
古
屋
市
）

	
	

		
	

	

島
㟢
春
樹
（
東
別
院
青
少
年
会
館
）

	
	

		
	

	

秦
恵
美
子
（
幼
児
療
育
研
究
所
）　
他　
★
県
コ
ロ
ニ
ー	

	

6	

10
月	

上
級	

20	

39	

浦
辺　
史
・
秦		

安
雄
（
日
福
大
）

	
	

		
	

	

山
家　
拓
・
岡
田
喜
篤
（
こ
ば
と
学
園
）

	
	

		
	

	

西
原
新
一
（
金
城
大
）　
★
県
コ
ロ
ニ
ー
、
地
域
活
動

	

7	

46
年
5
月	

初
級	

15	

40	

岡
田
喜
篤
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）

	
	

		
	

	

坂
内
辰
弥
（
県
コ
ロ
ニ
ー
こ
ば
と
学
園
）

	
	

		
	

	

村
上
英
治
（
名
大
）　
他　
★
県
コ
ロ
ニ
ー
、
あ
け
ぼ
の
学
園

	

8	

11
月	

中
級	

10	

45	

北
野
博
一
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
長
）

	
	

		
	

	

加
藤
奈
々
枝
（
親
の
会
）　
高
森
敬
久
（
県
大
）　
他

	
	

		
	

	

★
県
コ
ロ
ニ
ー

	

9	

47
年
5
月	

初
級	

15	

27	

浦
辺　
史
（
日
福
大
）　
津
田
克
也
（
こ
ば
と
学
園
）　
他

	
	

		
	

	

★
県
コ
ロ
ニ
ー

	

10	

47
年
10
月	

中
級	

15	

22	

吉
田
宏
岳
（
同
朋
大
）　
祖
父
江
昭
仁
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）	　
他　

	
	

		
	

	

★
県
コ
ロ
ニ
ー

	

11	

48
年
6
月	

初
級	

15	

35	

堀　
要
（
理
事
長
）
吉
田
宏
岳　
高
森
敬
久
（
県
立
大
）　
他

	
	

		
	

　

	

★
県
コ
ロ
ニ
ー

	

12	

10
月	

中
級	

12	

30	

鬼
頭
清
右
衛
門
（
中
央
児
相
）

	
	

		
	

	

岡
田
喜
篤
・
小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）	

	
	

		
	

	

村
上
英
治
（
名
大
）高
森
敬
久（
県
立
大
）他		

★
県
コ
ロ
ニ
ー

	

13	

49
年
5
月	

初
級	

13	

38	

村
地
俊
二
・
岡
田
喜
篤
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）

	
	

		
	

	

清
水　
武
（
名
古
屋
市
）	

高
森
敬
久
（
県
立
大
）　

	
	

		
	

	

舟
橋
玉
燿
（
恵
泉
館
）　
他
、
宿
泊
研
修
1
回

	
14	

10
月	

中
級	

12	

24	

村
上
英
治
（
名
大
）	　
石
井
高
明
・
岡
田
喜
篤
・
夏
目
玲
典
・

	
	

		
	

	

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）

	
	

		
	

	

窪
田
暁
子
（
日
福
大
）　
堀　
要　
他
、
宿
泊
研
修
2
回

	

15	
50
年
5
月	

初
級	

9	

−	

浦
辺　
史
（
日
福
大
）　
村
地
俊
二
、
中
村
幸
男　
他	

	

16	
10
月	

中
級	

10	

−	

大
野
智
也
（
日
本
短
波
放
送
）
長
屋
昌
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）
他

	

17	

51
年
10
月	
中
級	

10	

−	

篠
田
達
明
（
こ
ば
と
学
園
）
鈴
木
國
夫
（
く
す
の
き
学
園
）
他

8 

心
身
障
が
い
児
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
療
育
援
助
研
修
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
本
格
的
研
修
と
し
て
、
昭
和
43
年
7
月
か
ら
中
日
新
聞
社
会

事
業
団
の
共
催
を
得
て
東
別
院
青
少
年
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



集い・研修・講座など活動の記録
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24	

昭
和
62
年　
秋	

13	

45	

野
村
公
樹
（
会
社
員
）　
佐
藤
豊
子
（
主
婦
）

	
	

	
	

	

野
口
昭
虎
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
）

	
	

	
	

	

豊
田
昌
宏
・
吉
田
一
夫
（
先
輩
）　
他	　

	

◎
堀
木
ひ
と
み

	

25	

63
年　
春	

13	

54	

山
際
耕
兄
（
自
由
学
院
短
大
）　
浅
井
貴
代
子
（
主
婦
）　	

	
	
	

	
	

	

手
嶋
修
一
（
あ
か
ね
荘
）　
長
谷
川
準
（
有
機
八
百
屋
）　
他

	
	

	
	

	

　

	

◎
山
本
浩
代

	

26	

63
年　
秋	

13	

39	

山
田
昭
義
（
車
い
す
セ
ン
タ
ー
）　
平
野
恒
弘
（
あ
る
す
の
会
）

	
	

	
	

	

原
口
陽
一
（
は
ん
ど
ぶ
っ
く
「
タ
ビ
ネ
コ
」
著
者
）

	
	

	
	

	

川
合
英
治
（
工
作
学
校
）　	

◎
東
上
里
み
ゆ
き

	

27	

平
成
元
年　
春		
13	
71	

玉
木　
功
（
東
山
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）　
槻
木
瑞
生
（
同
朋
大
）

	
	

	
	

	
小
川
真
喜
子
（
料
理
研
究
家
）　

	
	

	
	

	
佐
藤
宗
夫
（
み
ど
り
子
ど
も
図
書
館
）　
他　

	

◎
田
中　
肇

	

28	

元
年　
秋	

13	

46	
鳥
山
伸
子
（
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
）　
井
上
文
人
（
名
古
屋
短
大
）

	
	

	
	

	

田
代
俊
孝
（
同
朋
大
）　
若
山
五
十
鈴
（
わ
ら
び
福
祉
園
）　
他

	
	

	
	

	
	

◎
神
谷
幸
次

	

29	

2
年　
春	

11	

59	

増
原
彬
陽
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
学
院
）　
柳
沢
寿
男
（
映
画
監
督
）

	
	

	
	

	

藪
野
恵
美
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）　

	
	

	
	

	

服
部　
晃
（
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
農
場
）　
他	

◎
井
上　
馨

	

30	

2
年　
秋	

	

12	

34	

村
上
英
治
（
名
大
名
誉
教
授
）　
鵜
飼
信
孝
（
僧
侶
）

	
	

	
	

	

前
田
房
子
（
手
話
サ
ー
ク
ル
『
あ
じ
さ
い
』）　

	
	

	
	

	

中
西
あ
け
み
（
愛
知
た
い
よ
う
の
杜
）	　
他		

◎
柴
田
真
弓

	

31	

3
年　
春	

11	

71	

東
方
淑
雄
（
市
保
育
短
大
）　
毛
振　
明
（
中
京
女
子
大
）

	
	

	
	

	

堀
内
秀
雄
（
名
古
屋
短
大
）　
鶴
田
か
つ
枝
（
障
害
児
の
母
）　
他　

	
	

	
	

	
	

◎
河
野
由
美

	

32	

3
年　
秋	

12	

43	

高
間　
睦
（
中
日
新
聞
）　
追
分
伸
夫
（
穂
高
悠
生
寮
）

	
	

	
	

	

日
比
野
京
子
（
中
央
総
合
福
祉
専
門
校
）

	
	

	
	

	

あ
ら
く
さ
の
会
（
障
害
児
を
持
つ
父
親
の
会
）	

◎
平
林
勝
次

	

33	

4
年　
春	

13	

49	

「
む
す
め
座
」、
木
村
哲
雄
（
岩
西
授
産
所
）

	
	

	
	

	

藤
井
三
弥
子
（
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
）

	
	

	
	

	

水
野
豊
二
（
水
野
こ
ど
も
研
究
所
）　	

◎
近
藤
雪
代

	

34	

4
年　
秋	

10	

64	

石
田
晃
子
（
あ
さ
ひ
文
庫
）　
長
谷
川
真
人
（
県
立
大
）

	
	

	
	

	

稲
村
正
興
（
さ
わ
ら
び
園
）

	
	

	
	

	

ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
（
南
山
大
留
学
生
）　
他　

	

◎
天
埜
芳
樹

	

35	

5
年　
春	

13	

101	

内
藤
洋
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）　
川
本
公
子
（
中
日
新
聞
）

	
	

	
	

	

河
合　
勝
（
江
南
女
子
短
大
）　
藤
井
三
弥
子
（
日
本
レ
ク
協
会
）

	
	

	
	

	

椿
さ
ん
一
家　
他　

	

◎
岡
村　
浩

	

36	

5
年　
秋	

12	

96	

岡
崎　
勝
（
小
学
校
教
諭
）　
松
山
国
臣
（
東
山
動
物
園
）

	
	

	
	

	

大
谷
貴
子
（
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
）　
内
藤
洋
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）、

	
	

	
	

	

む
す
め
座　
他　

	

◎
和
田
忠
浩

	

37	

平
成
6
年　
春	

12	

70	

小
板
孫
次
（
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
）　
水
谷　
昭
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）

	
	

	
	

	

河
西　
光
（
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

ジ
ュ
リ
ア
・
カ
セ
ム
（
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
）	　
他		

◎
小
島
政
美

	

38	

6
年　
秋	

13	

71	

村
上
英
治
（
椙
山
女
学
園
大
）　
足
立
秀
夫
（
大
須
演
芸
場
）

	
	

	
	

	

高
村　
豊
（
名
古
屋
お
も
ち
ゃ
図
書
館
代
表
）

	
	

	
	

	

鬼
頭　
隆
・
紀
子
（
童
話
作
家
）　
他		

◎
吉
田
和
敬

	

39	

7
年　
春	

12	

97	

山
際
耕
兄
（
中
央
総
合
福
祉
専
門
校
）

	
	

	
	

	

嶌
村
善
照
（
豊
田
市
福
祉
事
業
団
）　
大
久
保
晋
作
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

	
	

	
	

	

加
藤
隆
正
（
小
学
校
教
諭
）　
他		

◎
大
沢
由
貴
子

	

40	

7
年　
秋	

11	

88	

加
藤
孝
正
（
同
朋
大
）　
北
山
達
成
（
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

堀
尾　
静
（
堀
尾
医
院
）　
上
家
益
一
（
日
本
漫
画
協
会
）　
他

	
	

	
	

	

　

	

◎
南
谷　
学

	

41	

　
8
年　
春	

12	

58	

今
道
隆
之
（
熊
取
療
育
園
）　
吉
田
一
平
（
愛
知
た
い
よ
う
の
杜
）

	
	

	
	

	

内
藤
洋
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）　
丹
下　
進
（
む
す
び
座
）　
他

	
	

	
	

	

　

	

◎
佐
土
原
将
樹

	

42	

8
年　
秋	

12	

68	

坂
本
隆
司
（
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
）　

	
	

	
	

	

水
野
豊
二
（
名
古
屋
文
化
学
園
）	

	
	

	
	

	

ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
（
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）　
他	

◎
青
木
麻
由
美

	

43	

9
年　
春	

11	

52	

安
藤
順
一
（
同
朋
大
）　
工
藤　
亮
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
）

	
	

	
	

	

三
船　
哲
（
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
）　
熊
田
地
余
子
（
手
話
通
訳
者
）

	
	

	
	

	

森　
幸
栄
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
他　

	

◎
大
久
保
美
保

	

44	

9
年　
秋	

12	

32	

長
谷
川
真
人
（
県
立
大
）　
温
井
明
美
（
主
婦
）

	
	

	
	

	

笠
井
琉
巳
子
（
し
ん
が
ー
そ
ん
ぐ
ら
い
た
ー
）

	
	

	
	

	

嶌
村
善
照
（
豊
田
市
福
祉
事
業
団
）　
他	

◎
和
田
忠
浩

	

45	

10
年　
春	

12	

31	

サ
イ
ン
加
藤
（
中
京
大
）　
伊
藤
方
一
（
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

	
	

	
	

	

黒
柳　
諭
（
小
学
校
長
）　
劇
団
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ　
他

	
	

	
	

	
	

◎
加
藤
世
詩
子

	

46	

10
年　
秋	

12	

33	

松
山
国
臣
（
農
業
セ
ン
タ
ー
）　
三
輪　
哲
（
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
）

	
	

	
	

	

祖
父
江
文
宏
（
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）　

	
	

	
	

	

小
林
明
子
（
中
部
学
院
大
）　
他	

◎
水
野
克
俊

	
47	

11
年　
春	

12	

33	

高
森
敬
久
（
金
城
大
）　
野
沢
和
弘
（
毎
日
新
聞
）　

	
	

	
	

	

笠
原
尚
志
（
愛
知
ゴ
ミ
仲
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

	
	

	
	

	

松
浦
晴
男
（
日
本
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
連
盟
）　
他	

◎
今
井
隆
文

	

48	
11
年　
秋	

12	

20	

三
田
優
子
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）　
高
森
敬
久
（
金
城
大
）

	
	

	
	

	

徳
村　
稔
（
日
本
レ
ク
協
会
）	　

	
	

	
	

	

吉
田
一
平
（
愛
知
た
い
よ
う
の
杜
）　
他	

	

◎
池
尾
良
子

	

49	

12
年　
春	
10	

46	

熊
田
地
余
子
（
手
話
通
訳
者
）　
石
田
音
人
（
胡
弓
演
奏
家
）

	
	

	
	

	

鬼
頭　
隆
（
童
話
作
家
）　
た
け
し
ま
さ
よ
（
ま
ん
が
家
）

	
	

	
	

	

和
田
耕
治
（
中
部
学
院
大
）　
他	

◎
幡
掛
な
つ
み	

	

50	

平
成
12
年　
秋	

10	

35	

水
野
豊
二
（
柳
城
短
大
）　
三
田
優
子
（
県
コ
ロ
ニ
ー
）

	
	

	
	

	

前
田
房
子
（
手
話
通
訳
者
）

	
	

	
	

	

袖
山
卓
哉
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
久
手
）　
他	

◎
水
野
克
俊		

	

51	

13
年　
春	

11	

27	

徳
村　
稔
（
日
本
レ
ク
協
会
）　
後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
大
）

	
	

	
	

	

山
口
久
美
子
（
た
い
よ
う
の
杜
）　

	
	

	
	

	

朱
雀
英
八
郎
（
県
自
然
観
察
指
導
員
）　
他	

◎
山
田
雅
子

	

52	

13
年　
秋	

12	

38	

鬼
頭　
隆
（
童
話
作
家
）　
中
西
由
利
子
（
名
古
屋
短
大
）

	
	

	
	

	

加
藤
孝
正（
同
朋
大
）　
兼
田
智
彦（
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

	
	

	
	

	

ク
）　
劇
団
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ　
他	

◎
津
乗
美
世
子	

	

53	

14
年　
春	

11	

20	

早
瀬
道
治
（
日
本
レ
ク
協
会
）　
山
本
千
恵
（
中
部
大
）

	
	

	
	

	

猪
俣			

寛
（
河
川
環
境
楽
園
自
然
発
見
館
）

	
	

	
	

	

安
藤
明
夫
（
中
日
新
聞
記
者
）　
温
井
明
美
（
主
婦
）		

他	

◎
水
野
克
俊											

	

54	

14
年　
秋	

12	

31	

鬼
頭　
隆
（
童
話
作
家
）　
村
田
尚
生
（
愛
知
学
院
大
）

	
	

	
	

	

中
西
由
美
子
（
園
芸
療
法
士
）　
加
川
直
樹
（
精
神
科
医
）

	
	

	
	

	

五
十
嵐
ベ
テ
ィ
（
イ
ー
ジ
ー
ラ
イ
タ
ー
）	　
他	

◎
當
山
智
恵
子

	

55	

15
年　
春	

12	

29	

遠
藤　
学（
愛
知
た
い
よ
う
の
杜
）　
戸
枝
陽
基（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
わ
り
）

	
	

	
	

	

近
藤
京
子
（
社
会
福
祉
法
人
な
か
ま
の
家
）

	
	

	
	

	

ブ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ズ
（
名
古
屋
聾
学
校
卒
業
生
）

	
	

	
	

	

近
藤
道
弘
（
豊
田
養
護
学
校
）　
山
本
純
士
（
大
府
養
護
学
校
）　
他

	
	

	
	

	
	

◎
水
野
克
俊

	

56	

15
年　
秋	

12	

36	

徳
村　
稔
（
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
指
導
員
）

	
	

	
	

	

土
井
香
菜
子
（
ボ
ラ
み
み
）　
松
下
典
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
福
祉

	
	

	
	

	

さ
ぽ
ー
と
ち
た
）　
三
和
啓
二
（
愛
知
県
臨
床
心
理
士
会
）

	
	

	
	

	

木
全
和
巳
（
日
本
福
祉
大
学
助
教
授
）　
他	

◎
野
並
俊
治

	

57	

16
年　
春	

６	

29	

こ
ど
も
を
め
ぐ
る
豊
か
な
環
境
づ
く
り

	
	

	
	

	

　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
と
役
割
を
考
え
る
～

	
	

	
	

	

寺
井
陽
一
（
養
護
施
設		

中
日
青
葉
学
園
）　
菱
田　
理
（
暁
学
園
長
・

	
	

	
	

	

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｎ
理
事
）		

白
上
永（
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル｢

オ
ア
シ
ス｣

代
表
）

	
	

	
	

	

山
本
純
士
（
大
府
養
護
学
校
）

	
	

	
	

	

鬼
頭　
隆
（
童
話
作
家
）　
他	

	

58	

16
年　
秋	

６	

26	

障
害
者
福
祉
の
未
来
を
語
る

	
	

	
	

	

　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
の
発
信
～

	
	

	
	

	

江
戸　
徹
（
ぴ
あ
名
古
屋
）　
青
木
邦
子
（
地
域
生
活
セ
ン
タ
ー	

親
愛

	
	

	
	

	

の
里
そ
よ
風
）　
宮
崎		

潔
（
名
古
屋
市
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

安
形
健
郎
（
知
的
障
害
者
更
生
施
設
あ
か
ね
荘
）　
他	

	

59	

平
成
17
年　
春	

６		

44	

子
ど
も
た
ち
が
最
高
の
日
々
を
送
る
た
め
に

	
	

	
	

	

　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
来
る
こ
と
～

	
	

	
	

	

小
出
将
則
（
豊
田
西
病
院　
精
神
科
医
）

	
	

	
	

	

三
輪　
哲
（
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
）

	
	

	
	

	

伊
藤
玲
子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

	
	

	
	

	

江
口
昇
勇
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

	
	

	
	

	

松
山
圀
臣
（
東
山
動
物
園
動
物
相
談
員
・
獣
医
師
）　
他	

	

60	

17
年　
秋	

６	

23	

出
合
い
か
ら
支
え
合
い
へ

	
	

	
	

	

　
～
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

	
	

	
	

	

栗
田
暢
之
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代	
表
理
事
）

	
	

	
	

	

大
竹
良
平
（
野
宿
労
働
者
の
人
権
を
守
る
会
メ
ン
バ
ー
）

	
	

	
	

	

袖
山
卓
也
（
有
限
会
社
笑
う
介
護
士　
代
表
取
締
役
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
べ
に
し
だ
の
家
）　
他	

	

61	

18
年　
春	

６	

26	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
環
境
づ
く
り

	
	

	
	

	

　
～
私
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

	
	

	
	

	

秋
吉
拓
央
（
劇
団
ち
む
ど
ん
ど
ん
代
表
）　
野
々
山　
郁（
野
々
山
歯
科

	
	

	
	

	

医
院
院
長
）　
蟹
江
篤
子
（
東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

	
	

	
	

	

早
川
真
理	

	
	

62	

18
年　
秋	

６	

30	

子
ど
も
た
ち
が
最
高
の
日
々
を
送
る
た
め
に

	
	

	
	

	

　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
来
る
こ
と
～

	
	

	
	

	

水
野
豊
二
（
水
野
こ
ど
も
研
修
所
）	　
増
田
喜
昭
（
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

	
	

	
	

	

ン
ド
店
主
）　
田
中
弘
美
（
障
害
を
持
つ
子
供
の
父
母
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

	
	

	
	

	

ク
愛
知
）　
酒
井
映
子
（
名
古
屋
女
子
大
学
教
授
）

	
	

	
	

	

神
田
英
雄
（
桜
花
学
園
大
学
教
授
）　
他	

	

63	

19
年　
　

	

８	

14	

出
会
い
は
い
つ
も
勇
気
か
ら

	
	

	
	

	

　
～
私
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

	
	

	
	

	

勝
田　
潔
（
わ
く
わ
く
創
造
ア
ト
リ
エ
主
任
講
師
）

	
	

	
	

	

渡
辺　
勉
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
べ
や
）　
袖
山
卓
也
（
有
限
会
社
笑

	
	

	
	

	

う
介
護
士　
代
表
取
締
役
）　
山
口
真
人
（
南
山
大
学
文	

学
部
心
理
人

	
	

	
	

	

間
学
科
教
授
）　
他		

◎
武
藤
麻
奈
未

	

64	

20
年　
　

	

８	

19	

出
会
い
は
い
つ
も
勇
気
か
ら

	
	

	
	

	

　
～
私
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

	
	

	
	

	

手
嶋
雅
史
（
同
朋
大
学
社
会
福
祉
学
科
講
師
）

	
	

	
	

	

平
石　
堅
（
同
朋
大
学
安
全
衛
生
関
係
講
師
）　　

	
	

	
	

	

福
地
龍
介
（
Ｊ
Ａ
Ｍ—

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
代
表
）

	
	

	
	

	

高
野
修
滋
（
碧
南
高
校
教
諭
）　
他	

◎	

神
谷
広
美	



集い・研修・講座など活動の記録

53 52

11 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

回	

開
催
年
月
日	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内　
　
　
　
容

	

1	

平
成
16
年
11
月
27
日	

「
人
間
っ
て
す
ば
ら
し
い
、
間
違
い
な
い
！
」　
実
行
委
員
長　
深
津
敦
子

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：
志
村
清
一
（
中
日
新
聞
社
編
集
局
次
長
）　
	
	

	

織
田
元
樹
（
名
古
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
長
）

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
森　
紀
行
（
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
）

　

	
	

　
・
伊
藤
玲
子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

	
	

	

　
・
グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
大
学
人
文
学
部
教
授
）

	
	

	

〈
講
演
〉

	
	

	
｢

ジ
ョ
ン
さ
ん
の
『
遊
び
の
達
人
』

	
	

	

　
～
自
然
大
好
き
！
人
間
大
好
き
！
」

	
	

	

ジ
ョ
ン　
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
（
タ
レ
ン
ト
・
作
家
）

	

2	

17
年
11
月
19
日	

「
こ
ん
な
出
会
い
も
い
ー
じ
ゃ
な
い
」

	
	

	

　
～
と
な
り
に
い
る
人
、
ど
ん
な
人
～　
実
行
委
員
長　
内
山
明
信

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
：
平
和
世
創
人
ち
む
ど
ん
ど
ん
「
エ
イ
サ
ー
」	

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
栂
井
朱
美
（
主
婦
・
保
護
者
）

	
	

	

　
・
伊
藤
玲
子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　　
　

	
		

　
・
鬼
頭
瑞
希
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

	
	

	

　
・
鬼
頭　
隆
（
童
話
作
家
）

	
	

	

〈
講
演
〉｢

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

	
	

	

廣
中
邦
充
（
西
居
院　
住
職
）

	

3	

　
18
年
12
月
2
日	

「
出
会
い
は
い
つ
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
☆

	
	

	

　
～
み
つ
け
よ
う
人
生
の
た
か
ら
も
の
」　
実
行
委
員
長　
本
田
佳
歩

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
対
談
：｢

夢
を
叶
え
る
た
め
に　
～
野
球
と
の
出
会
い
か

ら
、
そ
し
て
今
」

	
	

	

今
中
慎
二
（
元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
投
手
）

	
	

	

植
田
一
雄
（
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
所
長
）

	
	

	

分
科
会
講
師

　

	
	

　
・
林
か
ぐ
み
（
ア
ジ
ア
保
健
研
究
所
（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）
事
務
局
）

　
　

	
	

　
・
三
輪　
哲
（
絵
本
専
門
店
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
）

	
	

	
	　

・
安
江
一
家
（
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
代
表
）

	

65	

平
成
21
年　
　

	

８	

27	

出
会
い
は
い
つ
も
勇
気
か
ら

	
	

	
	

	

　
～
踏
み
出
そ
う
、
あ
ら
た
な
一
歩
～

	
	

	
	

	

赤
澤
貴
洋
（
名
城
病
院
内
科
医
）
江
口
昇
勇
（
愛
知
学
院
大	

学
教
授
）

	
	

	
	

	

小
出
隆
司
（
愛
知
淑
徳
大
学
助
教
授
）

	
	

	
	

	

松
山
圀
臣
（
東
山
動
物
園
動
物
相
談
員
・
獣
医
師
）　
他

	
	

	
	

	
	

　
◎	

山
内
喜
之

	

66	

22
年　
　

	

８	

27	

出
会
い
は
い
つ
も
勇
気
か
ら

	
	

	
	

	

　
～
私
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

	
	

	
	

	

山
本
和
昭
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
の
杜　
理
事
長
）

	
	

	
	

	

川
口
佑
有
子
（
ま
な
び
や
＠
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｎ　
代
表
）

	
	

	
	

	
山
口
清
之
（
虹
の
と
び
ら　
代
表
）　
他	

◎	

森
田
隼
平

	

67	

23
年　
　

	

８	

67	
き
っ
か
け
は
い
つ
も
出
会
い
か
ら

　

	
	
	

	
高
橋
弘
恵
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
あ
い
ち
代
表
理
事
）

	
	

	
	

	

鷲
津
さ
と
み
（
豊
田
西
病
院
相
談
審
理
室
）　
田
倉
さ
や
か
（
日
本
福

	
	

	
	

	

祉
大
学
助
教
授
）
後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）

	
	

	
	

	

小
山
田
奈
央
（
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）　
他

	

68	

24
年　
　

	

8	

24	

き
っ
か
け
は
い
つ
も
出
会
い
か
ら

	
	

	
	

	

柴
田
朋
子
（
音
楽
療
法
士
）　
伊
藤
健
（
車
い
す
シ
ェ
フ
）　

	
	

	
	

	

金
井
牧
仁
（
児
童
養
護
施
設
溢
愛
館
）　

	
	

	
	

	

諏
方
智
広
（
横
浜
き
ょ
う
だ
い
の
会
代
表
）　

	
	

	
	

	

渡
邊
冬
樹
（
あ
ら
く
さ
作
業
室
保
護
者
）
他	

◎	

米
田
絵
理

	

69	

25
年　
　

	

8	

27	

き
っ
か
け
は
い
つ
も
出
会
い
か
ら

	
	

	
	

	

小
山
田
奈
央
（
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）　

	
	

	
	

	

小
山
加
代
（
福
祉
理
美
容
師
）　
今
村
光
章
（
岐
阜
大
学
准
教
授
）　

	
	

	
	

	

三
上
み
き
（
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
ｉ
ｎ
ｇ
代
表
）
他

	

70	

26
年　
　

	

5	

65	

見
て
、
知
っ
て
、
感
じ
な
が
ら　
新
た
な
自
分
に
出
会
お
う

	
	

	
	

	

伊
藤
玲
子
（
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

	
	

	
	

	

荻
野
ま
す
美
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
副
理
事
長
）　

	
	

	
	

	

仲
畑
芳
紀
・
米
田
絵
理
（
さ
わ
ら
び
園
職
員
）　

	
	

	
	

	

永
山
順
二
（
永
伸
重
量
代
表
）	

◎	

谷　
槙
恵

	

71	

27
年　
　

	

5	

68	

私
は
か
け
橋　
あ
な
た
と
つ
な
が
り　
広
が
る
出
会
い

	
	

	
	

	

後
藤
秀
爾
（
あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
長
）　

	
	

	
	

	

高
橋
弘
恵
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
あ
い
ち
代
表
理
事
）　

	
	

	
	

	

田
上
栄
一
（
愛
知
た
い
よ
う
の
杜
グ
ル
ー
プ
ゴ
ジ
カ
ラ
村
役
場
）　

	
	

	
	

	

古
屋
道
子
・
後
藤
優
花
（
日
本
介
助
犬
協
会
）
他	

◎	

小
林
栞
菜

	

72	

平
成
28
年	

5	

85	

ぱ
・
ず
・
る　
～
出
会
い
の
ピ
ー
ス
を
つ
な
い
で
い
こ
う
～

　
　
　

	
	
	

	

島
﨑
春
樹
（
あ
さ
み
ど
り
の
会
顧
問
）

	
	

	
	

	

能
見
明
里
（
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

	
	

	
	

	

安
間
優
希
（
N
P
O
法
人
P
R
O
U
D　
L
I
F
E
代
表
理
事
）

	
	

	
	

	

松
永
鎌
矢（
N
P
O
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
事
務
局
次
長
）

	
	

	
	

	

H
I
―
D
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）　　
他　

		

◎
鈴
木
悠
子

	

73	

29
年	

5	

83	

人
生　
#
こ
の
出
会
い
が
奇
跡
だ

	
	

	
	

	

長
谷
川
雄
一（
二
村
綜
合
法
律
事
務
所
）	髙
松
信
友（
無
脳
薬
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

	
	

	
	

	

貝
谷
京
子
（
元
あ
さ
み
ど
り
の
会
事
務
局
職
員
）

	
	

	
	

	

荒
井
和
樹
（
N
P
O
法
人
全
国
子
ど
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）			

◎
本
多
李
菜

	

74	

30
年	

5	

96	

未
来
へ　
～
つ
な
が
れ	

こ
の
出
会
い
～

	
	

	
	

	

奥
田
太
郎
（
南
山
大
学	

教
授
）		

佐
藤
啓
介
（
南
山
大
学	

准
教
授
）	

	
	

	
	

	

目
黒
達
哉
（
同
朋
大
学	

教
授
）

	
	

	
	

	

岩
花
紅
実（
一
般
社
団
法
人
も
っ
た
い
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト	

代
表
理
事
）

	
	

	
	

	

安
江
昌
人
（
N
P
O
法
人
ポ
パ
イ
）	

	
	

	
	

	

川
名
洋
行
（
A
R
T	

S
P
I
E
L
代
表
）	

	
	

	
	

	

ポ
パ
イ
座
銀
河
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
原
田
菜
生

	

75	

令
和
元
年	

5	

38	

＠
新
し
い
自
分　
～M

eeting	surprises	your	life

～　

	
	

	
	

	

「
出
会
い
は
人
生
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
」

	
	

	
	

	

小
林
栞
菜	

伊
藤
沙
也
加	

伊
東
宏
崇
（
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

	
	

	
	

	

鎰
廣
み
ど
り（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
）	谷
口
功（
椙
山
女
学
園
大
学	

教
授
）

	
	

	
	

	

六
鹿
香
（
口
と
足
で
描
く
芸
術
家
協
会
）　　
　
　
　

		

◎
川
村
浩
市

	

76	

2
年	

1	

31	

ボ
ラ
ス
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル	

		

♪
う
ち
で
つ
な
が
ろ
う
～
♪

	
	

	
	

	

牧
野
友
香
子
（
株
式
会
社
デ
フ
サ
ポ　
代
表
取
締
役
）		

◎
吉
岡
将
吾

	

77	

3
年	

3	

88	

つ
む
ぎ
愛　
～
伝
え
て
み
よ
う
私
の
思
い　
繋
げ
よ
う
み
ん
な
の
思
い
～

	
	

	
	

	

林
と
も
み
（
福
祉
番
組
「
と
も
み
と
と
も
に
」
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）	

	
	

	
	

	

森
山
花
鈴
（
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所	

准
教
授
）

	
	

	
	

	

野
川
祐
史（
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー	

副
所
長
）	

	
	

	
	

	

種
田
勝
利
（
ら
い
ぶ
ゆ
う
マ
ス
タ
ー
）　　
　
　
　
　

		

◎
船
田
杏
里

	

78	

４
年	

５	

107	

ピ
ー
ス　
～
心
を
豊
か
に
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
宝
探
し
～

	
	

	
	

	

浅
野
環
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
千
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）　

	
	

	
	

	

鈴
村
ユ
カ
リ（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ご
や
）

	
	

	
	

	

徳
山
隆
秀
（
新
潟
県
上
越
市	

西
念
寺
住
職
）　

	
	

	
	

	

奥
田
太
郎
（
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所	

教
授
）

	
	

	
	

	

檀
浦
聖
徳
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
g
r
e
e
n	

b
i
r
d
名
古
屋
チ
ー
ム
）

	
	

	
	

	

伊
東
宏
崇
（
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　　
　
　
　
　

		

◎
増
野
芽
愛

　
あ
さ
み
ど
り
の
会
に
関
係
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
の
交
流
と
研
修
を
目
的
と
し
て

「
べ
に
し
だ
の
家
」
を
会
場
に
、毎
年
1
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
度
は
、「
脈
々
40
年
、

あ
さ
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
テ
ー
マ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
窓
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
に
、
お
祭
り
的
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
交
流
と
研
修
の
一
日
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
「
べ
に
し
だ
の
家
」
を
会
場
に
、
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

	

回	

開
催
年
月
日	

人
数		

　
　
　
　
　
　
内　
　
　
　
容

	

1　
　
平
成
8
年	

	

91	

活
動
報
告
「
私
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
」

	
	

9
月
28
・
29
日	

	

情
報
交
換
：
学
生
分
科
会
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
か
に
連
携
・

継
続
し
て
活
動
を
進
め
て
い
く
か
」　
主
婦
分
科
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
無

理
な
く
続
け
る
に
は
」　
社
会
人
分
科
会
「
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
活

動
を
ど
う
取
り
入
れ
て
い
く
か
」

	

2　
　
　
　
9
年	

	

90	

〈
講
演
〉「
人
生
の
中
身
を
豊
か
に
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

4
月
26
・
27
日	

	

　
　
　
　
を
考
え
る
」
島
㟢
春
樹
（
理
事
長
）

	
	

	
	

分
科
会
：	

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
、
な
に　

	
	

	
	

	

②
何
と
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア		

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
て			

	

④
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て

	

3　
　
　
　
10
年	

	

77	

〈
講
演
〉「
障
害
者
を
め
ぐ
る
人
々
」
大
野
智
也
（
日
本
障
害
者
協
議
会
）	

	
	

10
月
3
・
4
日	

	

分
科
会
：	

①
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
親
の
お
も
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
い　

	
	

	
	

	

②
職
員
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
ジ
シ
ョ	

ン　

	
	

	
	

	

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
の
た
め
、
誰
の
た
め

	
	

	
	

	

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ																

	

4　
　
　
　
11
年	

	

92	

〈
講
演
〉「
子
ど
も
の
目
が
輝
く
と
き
」
名
和
秀
雄
（
名
和
昆
虫
博
物
館
長
）		

	
	

10
月
2
・
3
日	

	

分
科
会
：	

①
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
親
の
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
い　

	
	

	
	

	

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て　

—

関
わ
り
の
あ
り
方—

	
	
	

	
	

	

③
み
ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

	
	

	
	

	

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
へ
、
集
ま
れ
！

	
	

	
	

	

　

—

サ
ー
ク
ル
運
営—

	
	

5　
　
　
　
13
年	

	

63	

映
画
「
そ
っ
ち
や
な
い　
こ
っ
ち
や
」
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
へ
の
道
～

	
	

1
月
20
・
21
日	
	

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
デ
オ
『
坂
道
を
の
ぼ
る
子
ら
』

	
	

	
	

お
話
「
幼
児
通
園
か
ら
み
る
大
人
へ
の
展
望
」

	
	

	
	

　
さ
わ
ら
び
園
長　
島
㟢
左
世

	

6　
　
　
　
13
年	

	

48	

〈
講
演
〉「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
将
来
を
探
る
」
木
村　
央
（
日
本
青
年

	
	

6
月
23
・
24
日	

	

奉
仕
協
会
）

	
	

	
	

小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
、
障
害
体
験
（
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
）		

	

7　
　
　
　
14
年	

	

120	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
窓
会　
昭
和
43
年
の
第
１
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
療
育
援
助

	
	

5
月
25
日	

	

研
修
会
に
参
加
し
た
人
か
ら
、
最
近
活
動
を
は
じ
め
た
人
ま
で
、
親
子
以

	
	

	
	

上
の
歳
の
差
を
超
え
た
交
流
が
、
夜
遅
く
ま
で
続
け
ら
れ
た
。		

10 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会

※	

◎
企
画
委
員
長
名
無
記
載
の
も
の
は
委
員
長
を
お
か
ず
実
施



集い・研修・講座など活動の記録

55 54

	

7	

昭
和
58
年	

10	

421	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
松
下　
淑
（
愛
教
大
教
授
）　

	
	

	
	

	

新
田
敏
夫
（
西
養
護
校
長
）　
障
害
児
の
母
親　
他

	

8	

59
年	

10	

394	

小
寺
重
孝
（
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
動
物
園
長
）

	
	

	
	

	

大
野
智
也
（
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
広
報
室
長
）

	
	

	
	

	

浅
井
順
子
（
柏
井
保
育
園
長
）　
し
か
た
し
ん
（
作
家
）　
他

	

9	

60
年	

10	

423	

増
田
喜
昭
（
子
供
の
本
専
門
店
）　
祖
父
江
文
宏
（
暁
学
園
長
）

	
	

	
	

	

西
沢
信
正
（
東
海
Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

	
	

	
	

	

牛
田
カ
ズ
仔
（
黒
石
み
ど
り
幼
稚
園
長
）　
他	

	

10	

61
年	

10	

399	

高
村　
豊
（
春
日
台
養
護
）
小
野　
宏
（
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
部
長
）

	
	

	
	

	

石
井
高
明
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

	
	

	
	

	

加
藤
孝
正
（
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
部
長
）　
他

	

11	

62
年	

10	

506	

矢
部
京
之
助
（
名
大
教
授
）　
村
上
英
治
（
名
大
教
授
）

	
	

	
	

	

加
藤
奈
々
枝
（
メ
イ
ト
ウ
ワ
ー
ク
ス
所
長
）	
		

	
	

	
	

	

織
田　
清
（
愛
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）　
他	

	

12	

63
年	

10	

453	

村
上
英
治
（
名
大
教
授
）　
杉
山
登
志
郎
（
県
コ
ロ
ニ
ー
医
師
）

	
	

	
	

	

山
中　
昂
（
県
コ
ロ
ニ
ー
医
師
）

	
	

	
	

	

三
輪　
哲
（
子
供
の
本
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
）　
他

	

13	

平
成
元
年	

10	

382	

渡
辺
勧
持
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）　
し
か
た
し
ん
（
作
家
）

	
	

	
	

	
	

水
野
豊
二
（
名
古
屋
文
化
学
園
）　
森　
孝
子
（
劇
団		

市
民
座
）		

他

	

14	

2
年	

10	

420	

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）　
山
中
忠
茂
（
〃
）

	
	

	
	

	

井
上
文
人
（
名
古
屋
短
大
助
教
授
）

	
	

	
	

	

松
本
悌
央
（
多
治
見
市
太
平
児
童
セ
ン
タ
ー
）　
他

	

15	

3
年	

10	

435	

杉
山
登
志
郎
（
名
大
病
院
）　
石
井
鉄
一
（
春
日
台
授
産
所
長
）

	
	

	
	

	

松
山
国
臣
（
東
山
動
物
園
）

	
	

	
	

	

松
本
悌
央
（
多
治
見
市
太
平
児
童
セ
ン
タ
ー
）　
他

	

16	

4
年	

10	

423	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
女
子
短
大
教
授
）

	
	

	
	

	

高
橋　
脩
（
県
コ
ロ
ニ
ー
医
師
）

	
	

	
	

	

尾
関
秀
男
（
東
山
植
物
園
）　
他	

	

17	

5
年	

10	

448	

村
上
英
治
（
名
大
名
誉
教
授
）　
加
藤
孝
正
（
同
朋
大
教
授
）

	
	

	
	

	

金
山　
学
（
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
医
師
）

	
	

	
	

	

渡
辺
勧
持
（
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）　	

他	
	

18	

6
年	

10	

550	

村
上
英
治
（
名
大
名
誉
教
授
）

	
	

	
	

	
	

杉
山
登
志
郎
（
名
大
病
院
医
師
）　
金
山　
学
（
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）
他	

	

19	

7
年	

10	

538	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
女
子
短
大
教
授
）　
松
下
良
紀
（
岩
崎
学
園
長
）

	
	

	
	

	
	

小
西
由
利
子（
名
古
屋
短
大
教
授
）		

伊
藤
方
一（
元
な
ら
わ
学
園
長
）
他

	

20	

平
成
8
年	

10	

500	

杉
山
登
志
郎
（
静
岡
大
教
授
）　
斉
藤
久
子
（
名
市
大
病
院
医
師
）

	
	

	
	

	

小
林
洋
子
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

	
	

	
	

	

グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
短
大
教
授
）　
他

	

21	

9
年	

10	

471	

石
井
高
明
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

	
	

	
	

	

宮
田
広
善
（
姫
路
市
総
合
通
園
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

丹
下　
進
（
人
形
劇
）　
本
田
弘
味
（
県
コ
ロ
ニ
ー
看
護
婦
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
法
人
理
事
長
）　
他

	

22	

10
年	

10	

476	

杉
山
登
志
郎
（
静
岡
大
教
授
）　
森　
省
二
（
精
神
科
医
・
作
家
）
	
	

	
	

	

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）

	
	

	
	

	

浅
野
恵
美
子
（
愛
知
み
ず
ほ
短
大
助
教
授
）　
他

		

23	
	

11
年	

10	

484	

小
野　
宏
（
こ
ば
と
学
園
長
）　
森　
省
二
（
精
神
科
医
）

	
	

	
	

	

鈴
木
峯
保
（
ゆ
た
か
福
祉
会
）

	
	

	
	

	

高
橋　
脩
（
豊
田
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

青
木
利
和
（
名
古
屋
市
教
育
セ
ン
タ
ー
）　
他

	

24	

12
年	

10	

413	

杉
山
登
志
郎
（
静
岡
大
教
授
）　
後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
大
教
授
）

	
	

	
	

	

小
西
由
利
子
（
名
古
屋
短
大
）

	
	

	
	

	

野
々
山　
郁
（
歯
科
医
院
長
）　
森　
省
二
（
精
神
科
医
）

	
	

	
	

	

三
好
宣
雄
（
中
学
校
長
）　
他

	

25	

13
年	

10	

407	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
大
教
授
）

	
	

	
	

	
	

松
下　
淑
（
皇
學
館
大
教
授
）　
吉
岡
成
子（
大
阪
知
的
障
害
者
育
成
会
）	

	
	

	
	

	

石
川
通
子
（
市
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）
他	

	

26	

14
年	

10	

395	

松
下　
淑
（
皇
學
館
大
教
授
）　
石
井
高
明
（
精
神
科
医
）

	
	

	
	

	

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）

	
	

	
	

	

森　
省
二
（
精
神
科
医
）　
野
沢
恭
子
（
無
門
学
園
長
）			

他

	

27　

	

15
年	

10	

381	

宮
崎　
潔
（
名
古
屋
市
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

	
	

	
	

	
	

杉
山
登
志
郞
（
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
科
部
長
）	

	
	

	
	

	

西
村
辨
作
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　
他

	

28	

16
年	

９	

283	

田
中
善
美
（
い
ぶ
き
保
育
園
長
）　

	
	

	
	

	

近
藤
道
弘
（
豊
田
市
立
豊
田
高
等
養
護
学
校
教
諭
）　

	
	

	
	

	

松
山
圀
臣
（
東
山
動
物
園
飼
育
研
究
主
幹
）

	
	

	
	

	

宮
地
泰
士
（
名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
務
係
長
）　
他

	

29	

17
年	

10	

298	

石
井
高
明
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　

	
	

	
	

	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

大
谷
貴
子
（
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
副
会
長
）　

	
	

	
	

	

森　
省
二
（
精
神
科
医
）　
他

	

30	

18
年	

10	

248	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

西
村
辨
作
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

石
井
麻
子
（
福
井
大
学
助
教
授
）　

	
	

	
	

	

兼
田
智
彦
（
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
い
ち
）　
他

		

回	
		

開
催
年	

日
数	

延
人
数	

主　
な　
講　
師

	

1	

昭
和
52
年	

11	

582	

岡
田
喜
篤
（
コ
ロ
ニ
ー
こ
ば
と
学
園
長
）

	
	

	
	

	

川
崎　
昂
（
ひ
か
り
学
園
長
）　
杉
本
一
義
（
龍
谷
大
教
授
）

	
	

	
	

	

桑
原　
博
（
市
特
殊
教
育
研
究
協
議
会
会
長
）　
他

	

2	

53
年	

20	

961	

堀　
　
要
（
名
大
名
誉
教
授
）　
村
上
英
治
（
名
大
教
授
）

	
	

	
	

	

宮
脇　
修
（
岐
阜
教
育
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	
	

山
中
義
博
（
春
日
台
養
護
）　
浅
井
順
子
（
柏
井
保
育
園
）　	

他	
	

3	

54
年	

12	

614	

吉
田　
正
（
名
古
屋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）　
岩
田
恒
子
（
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）

	
	

	
	

	

松
井
増
継
（
市
教
育
館
）　
渡
辺
良
禅
（
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
さ
わ
ら
び
園
長
）			

他	
	

4	
	

55
年	

10	

480	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
宮
下
俊
彦
（
日
福
大
教
授
）

	
	

	
	

	

石
井
高
明
（
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）

	
	

	
	

	
	

夏
目
玲
典
（
青
い
鳥
学
園
長
）　
松
友
了
（
日
本
て
ん
か
ん
協
会
常
務
）

	

5	
56
年	

10	

550	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）		

板
倉　
秀（
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
部
長
）

	
	

	
	

	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
副
園
長
）　
障
害
児
の
母
親　
他

	

6	
	

57
年	
10	

523	

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
小
野　
宏（
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
部
長
）

	
	

	
	

	

松
下　
淑
（
愛
教
大
教
授
）				

福
留
ヒ
デ
（
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）　
他	

12 

心
身
障
が
い
児
の
母
親
研
修
会

 　
母
親
自
身
が
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
、
親
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
も
の

で
す
。
年
間
を
通
じ
て
原
則
月
1
回
開
催
さ
れ
、
さ
わ
ら
び
園
の
母
親
だ
け
で
な
く
、
県
内
外

の
通
園
施
設
の
母
親
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

	

4	　
平
成
19
年
12
月
1
日	

｢

心
・
踊
・
遊
ぶ
～
つ
な
が
る
人
と
人
、
出
会
い
は
一
生
の
宝
物
～
」

	
	

	
	

実
行
委
員
長　
稲
吉
あ
ゆ
み

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：「
伝
え
た
い
…
夢
の
力
♪
」

	
	

	

福
地
龍
介
（
Ｊ
Ａ
Ｍ—

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
代
表
）

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
勝
田　
潔
（（
株
）
遊
ぼ　
わ
く
わ
く
創
造
ア
ト
リ
エ
主
任
講
師
）

	
	

	

　
・
グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
大
学
人
文
学
部
教
授
）

	
	

	

　
・
木
下
ゆ
ー
き
（
大
道
芸
人
）

	

5	

　
20
年
11
月
29
日	
「
わ
！
出
会
い
の
輪　
な
ご
み
の
和　
は
な
し
の
話
」

	
	

	
	

実
行
委
員
長　
安
江
由
衣

	
	

	
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：｢

病
院
に
道
化
師
あ
ら
わ
る｣　

	
	

	

　
～
空
気
が
変
わ
り
、
笑
顔
が
広
が
る
瞬
間
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
～

	
	

	

大
棟
耕
介
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
協
会
理
事
長
）

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
加
藤
隆
正
（
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
・
元
小
学
校
教
諭
）

	
	

	

　
・
黒
田
真
由
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
女
子　
日
本
代
表
）

	
	

	

　
・
石
原
征
樹
（
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
）

	

6	

21
年
11
月
28
日	

｢

心　
～
観
て
、
聴
い
て
、
感
じ
て
～
」　　
　
　
実
行
委
員
長　
中
瀬
雄
太

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：

	
	

	
	

「
一
期
一
会
を
詩
に
の
せ
～
う
た
う
ス
ー
パ
ー
Dr.	

参
上
！
」

	
	

	

赤
澤
貴
洋
（
名
城
病
院
医
師
）

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
丹
羽
丈
司
（
同
朋
大
学
教
授
／
福
祉
レ
ク
・
ワ
ー
カ
ー
）

	
	

	
	　

・
栗
林
文
雄
（
名
古
屋
音
楽
大
学
教
授
／
日
本
音
楽
療
法
学
会
常
任
理
事
）

	
	

	

　
・
三
輪　
哲
（
絵
本
専
門
店
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
）

	

7	

　
23
年
11
月
26
日	

｢

い
の
ち　
絆　
支
え
あ
い
」
～
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
大
切
な
も
の
～

	
	

	
	

実
行
委
員
長　
半
田　
仁

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：「
生
き
て
る
っ
て
シ
ア
ワ
セ
！
」

	
	

	

大
谷
貴
子
（
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会　
前
会
長
）

	
	

	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
中
谷
雄
二
（
名
古
屋
共
同
法
律
事
務
所　
弁
護
士
）

	
	

	

　
・
吉
村
誠
司
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ー
ル
ド
神
戸　
代
表
）

	
	

	

　
・
小
山
田
政
義
（
一
般
社
団
法
人
日
本
あ
い
さ
つ
検
定
協
会　
代
表
理
事
）

　
8	

24
年
12
月
1
日	

「
～
夢
の
ト
ビ
ラ
～
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

実
行
委
員
長　
山
中	

君
洋		

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
：「
ド
ラ
え
も
ん
に
学
ぶ
人
生
の
歩
き
方
」　

	
	

	

横
山
泰
行
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

　

	
	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
林
正
道
（
海
洋
楽
研
究
所
所
長
）　

	
	

	

　
・
山
口
清
之
（
N
P
O
法
人
虹
の
と
び
ら
代
表
理
事
）　

	
	

	

　
・
今
村
光
章
（
岐
阜
大
学
准
教
授
）

	

9	　
平
成
25
年
11
月
30
日	

「
テ
ー
マ
：
設
定
な
し
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長　
後
藤
博
子	

	
	

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
：「
き
む
や
ん
の
ギ
タ
ー
放
浪
人
生
」　

	
	

	
	

木
村
正
明（
手
話
ロ
ッ
ク
バ
ン
ドBRIGHT	EYES	super-duper

ギ
タ
リ
ス
ト
）

　

	
	

分
科
会
講
師

	
	

	

　
・
増
田
喜
昭
（
子
ど
も
の
本
屋
“
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
”
店
主
）　

	
	

	

　
・
北
泰
幸
（
津
ぎ
ょ
う
ざ
協
会
会
長
）　

	
	

	

　
・
伊
藤
静
生
（
ひ
ぐ
ら
し
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
主
宰
）

	

10	

　
26
年
11
月
29
日	

「
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
…
あ
な
た
の
や
り
た
い
こ
と
み
つ
け
て

	
	

	

み
ま
せ
ん
か
」　						　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

実
行
委
員
長　
谷　
槙
恵

　

	
	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
：
車
い
す
ダ
ン
ス
名
古
屋

　

	
	

プ
ロ
グ
ラ
ム
①		「
音
の
な
い
３・１
１	

～
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
届
け
た
い

	
	

	

　
　
　
　
　
　

		

心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」　
今
村
彩
子
（
映
画
監
督
）

　

	
	

プ
ロ
グ
ラ
ム
②		

交
流
会



集い・研修・講座など活動の記録

57 56

	

　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

斉
藤
久
子
（
名
市
大
病
院
小
児
科
医
）　
島
㟢
左
世
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

杉
山
登
志
郎
（
静
岡
大
教
授
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

石
井　
卓
（
名
大
病
院
医
師
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
臨
床
第
4
部
長
）

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
大
教
授
）

石
川
道
子
（
市
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

山
田　
優
（
知
多
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

伊
藤
方
一
（
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

島
㟢
春
樹
（
べ
に
し
だ
の
家
所
長
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

小
西
由
利
子
（
名
短
大
教
授
）

石
川
道
子
（
市
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）

金
山　
学
（
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
療
育
室
長
）

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

小
西
由
利
子
（
名
短
大
教
授
）

西
村
辨
作
（
県
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）

若
子
理
恵
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
精
神
科
医
長
）

石
井　
要
（
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
療
育
室
主
幹
）

伊
藤
方
一
（
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）				

涌
井
規
子（
菜
の
花
保
育
園
長
）
他

若
子
理
恵
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
精
神
科
医
長
）　

水
野
豊
二
（
柳
城
女
子
短
大
講
師
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

小
野　
宏
（
豊
田
西
病
院
）

吉
岡
恒
生
（
愛
知
教
育
大
障
害
児
治
療
教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

島
田
修
三
（
愛
知
淑
徳
大
教
授
）　
高
濱　
潔
（
わ
ら
び
福
祉
園
長
）

若
林
慎
一
郎
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）　

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
大
学
教
授
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

吉
田
と
き
江
（
べ
に
し
だ
の
家
副
所
長
）

西
村
辨
作
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

石
井　
要
（
名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
療
育
室
主
幹
）　
他

森　
省
二
（
豊
田
西
病
院
）

今
枝
正
行
（
名
古
屋
市
北
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
長
）　

高
橋
直
紹
（
弁
護
士
）

	

回	
		

開
催
年
月	　

			

日
数	

人
数

	

１	

平
成
7
年
9
月	

	
		

2	

8
年	

6	

61

	

3	

9
年	

6	

56	

	

4	
	

6	

54

	

5	

10
年	

6	

45	

	

6	
	

6	

39

		

7	

11
年	

6	

56	

	

8	
	

６	

28

	

9	

12
年	

6	

47	

	

10	
	

6	

44	

	

11	

13
年	

6	

31	

	

12	

14
年	

6	

32	

	

13	
	

6	

4

	

14　

	

15
年	

6	

63

	

15	
	

6	

17

	

16　

	

16
年	

6	

41

	

17	
	

６	

18

14 

障
が
い
児
療
育
セ
ミ
ナ
ー  

4
回
と
1
泊
2
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

	

62
人

	

　
　
　
　
　
主　
な　
講　
師

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）　
深
山
富
男
（
愛
学
院
大
教
授
）

河
野
博
太
郎
（
労
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

毛
利
孝
一
（
開
業
医
）　
畠
瀬　
稔
（
京
都
女
子
大
教
授
）	

堀　
　
要
（
日
福
大
教
授
）　
石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　

し
か
た
し
ん
（
作
家
）

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）　
岡
本
幹
翁
（
合
掌
苑
長
）

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）　
赤
座
憲
久
（
大
垣
女
子
短
大
教
授
）

杉
本
一
義
（
龍
谷
大
教
授
）　
石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

し
か
た
し
ん
（
作
家
）

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）　
岡
本
幹
翁
（
合
掌
苑
長
）

堀　
　
要
（
日
福
大
学
監
）	　
赤
座
憲
久
（
大
垣
女
子
短
大
教
授
）

杉
本
一
義
（
龍
谷
大
教
授
）	　
石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

し
か
た
し
ん
（
作
家
）

田
畑　
治（
名
大
助
教
授
）小
野		

宏（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
医
師
）

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）	

田
畑　
治	（
名
大
助
教
授
）小
野		

宏（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
医
師
）

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）	

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

田
畑　
治
（
名
大
助
教
授
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）	

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

田
畑　
治
（
名
大
教
授
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）	

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

田
畑　
治
（
名
大
教
授
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）	

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

小
野　
宏
（
県
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
指
導
相
談
部
長
）

杉
本
一
義
（
宇
治
福
祉
園
理
事
長
）

坪
内
辰
也
（
岡
崎
女
子
短
大
助
教
授
）	

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

津
村
俊
充
（
南
山
短
大
教
授
）　
石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

石
原
文
里
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

津
村
俊
充
（
南
山
短
大
教
授
）　
グ
ラ
バ
ア
俊
子（
南
山
短
大
助
教
授
）	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

寺
西
佐
稚
代（
南
山
短
大
講
師
）　
グ
ラ
バ
ア
俊
子（
南
山
短
大
助
教
授
）	

島
㟢
左
世
（
さ
わ
ら
び
園
長
）

杉
山
登
志
郎
（
名
大
病
院
医
師
）

後
藤
秀
爾
（
愛
知
学
泉
女
子
短
大
教
授
）	

石
井
鉄
一
（
元
春
日
台
授
産
所
長
）　
島
㟢
左
世
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）	

	

回		

開
催
年	

日
数	

人
数

	

1	

昭
和
54
年	

12	

39	

	

2	
	

12	

30

	
	

	

3	

55
年	

6	

37	

	
4	

	

６	

33	

	

5	

56
年	

6	

41	

	

6	
	

6	

34	

	

7	
57
年	
8	

26

	

8	
	

8	

31
	

9	

58
年	
5	
33	

	

10	
		

6	
41	

	

11	

昭
和
59
年	

6	

45	

	

12	
	

6	

42

	

13	

60
年	

6	

34	

	

14	
	

6	

41

	

15	

61
年	

6	

39	

	

16	
	

6	

27

	

17	

62
年	

6	

29	

	

18	
	

6	

25

	

19	

63
年	

6	

33

	

20	
	

6	

27

	

21	

平
成
元
年	

6	

29	

	

22	
	

6	

25	

	

23	

2
年	

6	

29	
	

24	
	

6	

23

	

25	

3
年	

5	

28

		

26	
	

5	

29

	

27	

4
年	

6	

24	
	

28	
	

6	

27	
	

29	

5
年	

6	

20	
	

30	
	

6	

23

	

31	

6
年	

6	

25	

	

32	
	

6	

21

13 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー  

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
6
年
ま
で
毎
年
春
・
秋
2
講
座
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習
を
中
心
に
、
講
義
や
体
験
学
習
も
取
り
入
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
参
加
者
一
人
一
人
に
自
己
啓
発
を
促
す
研
修
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

	

31	

平
成
19
年	

10	

271	

野
沢
和
弘
（
全
日
本
育
成
会
権
利
擁
護
委
員
会
委
員
長
）　

	
	

	
	

	

石
井
高
明
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　

	
	

	
	

	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

酒
井
映
子
（
名
古
屋
女
子
大
学
教
授
）　
他

	

32	

20
年	

９	

266	

藤
本
泰
孝
（
名
古
屋
市
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
研
究
室
長
）	

	
	

	
	

	

涌
井
規
子
（
菜
の
花
保
育
園
長
）　

	
	

	
	

	

グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
大
学
教
授
）　
他

	

33	
21
年	
10	

275	

松
下　
淑
（
愛
知
新
城
大
谷
大
学
）　

	
	

	
	

	

石
井
高
明
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　
小
野
宏
（
精
神
科
医
）　

	
	

	
	

	

グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	
蔭
山
英
順
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）　
他

	

34　

	

22
年	

10	

240	
鈴
木
方
子
（
名
古
屋
女
子
大
学
講
師
）　

	
	

	
	

	
若
子
里
恵
（
県
コ
ロ
ニ
ー
児
童
精
神
科
医
）　

	
	

	
	

	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

蔭
山
英
順
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）　
他

	

35	

23
年	

10	

231	

河
村
雄
一
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　

	
	

	
	

	
	

田
中
善
美
（
い
ぶ
き
保
育
園
長
）　
石
井
麻
子
（
福
井
大
学
教
授
）

	
	

	
	

	

渡
辺
顕
一
郎
（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）　
他

	

36	

24
年	

9	

227	

徳
村　
稔
（
公
認
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

	
	

	
	

	

野
々
山　
郁
（
野
々
山
歯
科
医
院
院
長
）

	
	

	
	

	

小
山
田
奈
央
（
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）　
他

	

37	

25
年	

9	

243	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
心
理
学
部
教
授
）

	
	

	
	

	

杉
山
郁
子
（
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
会
Ｓｅ
ｅ
ｄｓ
代
表
）

	
	

	
	

	

大
高
一
則
（
大
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

	
	

	
	

	

宮
崎　
潔
（
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
マ
ー
ム
」
事
業
本
部
長
）　
他

	

38	

26
年	

9	

229	

河
村
雄
一
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

	
	

	
	

	

幸　
順
子
（
名
古
屋
女
子
大
学
短
期
大
学
部
保
育
学
科
講
師
）

	
	

	
	

	

小
川
真
紀
（
名
古
屋
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
り
ん
く
す
名
古
屋
」）	
他

	

39	

27
年	

10	

272	

石
井　
卓
（
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

	
	

	
	

	

グ
ラ
バ
ア
俊
子
（
南
山
大
学
心
理
人
間
学
科
教
授
）

	
	

	
	

	

佐
藤　
賢
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
育
学
科
准
教
授
）　
他

	

40	

28
年	

10	

163	

河
村
雄
一
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク	

院
長
）	

	
	

	
	

	

岩
井
茂
（
名
古
屋
市
特
別
支
援
教
育
研
究
協
議
会	

会
長
）　

	
	

	
	

	

山
田
尋
美
（
愛
知
県
自
閉
症
協
会
・

	
	

	
	

	

　
　
　
　
　
つ
ぼ
み
の
会	

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
）　
他

	

41	

29
年	

10	

259	

田
中
善
美
（
い
ぶ
き
保
育
園	

園
長
）	

	
	

	
	

	

島
崎
佳
子
（
希
望
が
丘
保
育
園	

園
長
）	

	
	

	
	

	

植
田
敦
子
（
新
池
保
育
園	

園
長
）

	
	

	
	

	

池
田
満
（
南
山
大
学	

講
師
）	

	
	

	
	

	

岡
部
直
樹
（
守
山
養
護
学
校	

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　
他

	

42	

平
成
30
年	

10	

289	

小
川
真
紀（
名
古
屋
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー「
り
ん
く
す
名
古
屋
」）	

	
	

	
	

	

鎌
田
博
幸
（
田
原
授
産
所	

施
設
長
）

	
	

	
	

	

小
島
一
郎（
名
東
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー	

セ
ン
タ
ー
長
）

	

43	

令
和
元
年	

10	

234	

伊
藤
玲
子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）	

	
	

	
	

	

堀
井
千
代
子
（
か
わ
さ
き
保
育
園	

園
長
）

　

	
	
	

	

高
村
葉
子
（
豊
田
市
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

	
	

	
	

	

　
　
　
　
　
「
パ
ル
ク
と
よ
た
」
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

	
	

	
	

	

岡
田
勢
津
子
（
名
古
屋
市
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

	
	

	
	

	

　
　
　
　
　
　
「
サ
ン
ハ
ー
ト
」
心
理
判
定
員
）

	
	

	
	

	

※
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止

	

44	

４
年	

６	

116	

桐
生
光
恵	

盛
山
亜
耶
（
さ
わ
ら
び
園
卒
園
児
母
）	

	
	

	
	

	

小
川
真
紀

	
	

	
	

	

（
名
古
屋
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
り
ん
く
す
名
古
屋
」）　
他



集い・研修・講座など活動の記録

59 58

	

回	

開
催
年
月　
　

	

人
数	

　
　
　
　
　
　
内　
　
　
　
容		

	

１	

平
成
19
年
5
月
20
日	

105	

「
障
害
者
福
祉
の
ゆ
く
え
を
考
え
る
」

　

	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	

　
～
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
脱
施
設
化
の
そ
の
後
の
動
き
と

	
	

	
	

　
　
日
本
の
障
害
者
福
祉
の
動
向
か
ら
今
後
の
方
向
を
探
る
～

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
〈
講
演
〉
渡
辺
勧
持
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
）

	

２　

	

20
年
5
月
25
日	

94	

「
ど
う
な
る
？
障
害
者
の
“
く
ら
し
”
は
」

　
　

	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	
	　

〈
講
演
〉
星
野
泰
啓
（
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
長
）

	

３　

	

21
年
6
月
28
日	

108	
｢

地
域
で
福
祉
を
拓
く｣

～
親
が
や
ら
な
き
ゃ　
誰
が
や
る
～

　
　

	

中
日
パ
レ
ス	

	

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
〉浅
井
晴
美（
社
会
福
祉
法
人
海
部
連
福
祉
会
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

　
　
戸
田
三
保
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

　
　
福
田
晋
介
（
社
会
福
祉
法
人
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
つ
が
る
理
事
長
）

　
　

	
	
	

　
〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉
島
田
修
三
（
父
親
の
会　
あ
ら
く
さ
代
表
）

19 

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
あ
さ
み
ど
り

	

回	

開
催
年
月　
　

	

人
数	　
　
　
　
　
　
　
内　
　
　
　
容		

	

1	

平
成
9
年
4
月
20
日	

138	

〈
講
演
〉「
援
助
的
な
風
土
を
育
て
る
た
め
に
」
島
㟢
春
樹

	
	

東
山
会
館	

	

分
科
会
：
①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　
②
父
親
の
グ
ル
ー
プ
活
動

	
	

	
	

　
　
　
　
③
父
親
の
会
と
地
域
の
か
か
わ
り　

	
	

	
	

　
　
　
　
④
家
庭
の
中
で
の
父
親
の
役
割　
⑤
就
労

	

2	

10
年
4
月
26
日	

106	

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
の
現
状
と
課
題
」

	
	

東
山
会
館	

	
	

渡
辺
勧
持
、
河
野
和
代
、
野
沢
和
弘
、
高
濱
潔

	
	

	
	

分
科
会
：
①
自
立
を
支
援
す
る
家
族
の
あ
り
方　

	
	

	
	

　
　
　
　
②
地
域
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と

	
	

	
	

　
　
　
　
③
働
く
場
所
や
環
境
を
考
え
る　

	
	

	
	

　
　
　
　
④
今
後
求
め
ら
れ
る
父
親
の
会
の
役
割
と
可
能
性

	
	

	
	

　
　
　
　
⑤
支
援
者
の
育
成
と
ネ
ッ
ワ
ー
ク
づ
く
り

	

3	

11
年
4
月
25
日	

103	

〈
講
演
〉「
社
会
福
祉
制
度
改
革
の
行
方
」

	
	

邦
和
セ
ミ
ナ
ー
プ
ラ
ザ	

	
	

鈴
木
清
覚
（
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
副
会
長
）　

	
	

	
	
	

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
全
体
会

	

4	

12
年
4
月
22
日	

116	

〈
講
演
〉「
生
活
支
援
の
現
場
か
ら
」

	
	

	
	
	

山
田　
優
（
知
多
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

	
	

ラ
フ
ィ
ネ
東
山	

	

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
触
れ
て
み
る
」

	
	

	
	
	

菱
田
昌
道
（
か
わ
せ
み
の
会
）

	
	

	
	

〈
鼎
談
〉「
こ
の
子
ら
の
未
来
を
拓
く
」

	
	

	
	
	

山
田　
優
、
菱
田
昌
道
、
島
田
修
三
（
あ
ら
く
さ
）

	

5	

13
年
4
月
21
日	

106	

映
画
上
映
「
こ
ど
も
の
そ
ら
」（
監
督
：
小
林
茂
）

	
	

ラ
フ
ィ
ネ
東
山	

	

〈
鼎
談
〉「
こ
ど
も
の
未
来
を
語
る
」

	
	

	
	
	

小
林　
茂
（
映
画
監
督
）、
吉
田　
隆
（
あ
し
た
ば
の
会
）、
島
㟢
春
樹

	

6	

14
年
5
月
18
日	

117	

〈
講
演
〉「
地
域
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
」

	
	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	
	

大
塚　
晃
（
厚
生
労
働
省
障
害
福
祉
専
門
官
）

	
	

	
	

全
体
会
：
大
塚　
晃

	
	

	
	
	

八
谷
重
之
（
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
地
域
支
援
部
会
長
）

	
	

	
	
	

父
親
の
会
代
表
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

島
㟢
春
樹

	

7　

	

平
成
15
年
4
月
26
日	

86	

〈
講
演
〉
学
齢
期
支
援
の
新
し
い
考
え
方

　
　

	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	
	

加
瀬　
進
（
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
）

　
　
　
　

	
	
	

〈
鼎
談
〉
こ
ど
も
か
ら
お
と
な
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	
	

加
瀬　
進
、
平
沼
貞
義
（
豊
田
高
等
養
護
学
校
）、
島
㟢
春
樹

	

8	

16
年
4
月
18
日	

97	

〈
講
演
〉
地
域
生
活
支
援
あ
の
手
こ
の
手

　
　
　
愛
知
厚
生
年
金
会
館　

	
	

根
来
正
博
（
全
国
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

　
　
　
　

	
	
	

〈
鼎
談
〉
地
域
生
活
支
援
の
展
望　
　

	
	

　
　

	
	
	

根
来
正
博
、
横
倉
裕
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
わ
せ
み
理
事
）

	
	

	
	
	

髙
濱　
潔
（
日
本
福
祉
協
会
地
域
支
援
部
会
委
員
）

	

9	

17
年
4
月
24
日	

110	

〈
講
演
〉
今
、
さ
ら
に
こ
の
子
ら
の
将
来
を
考
え
る

	
	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	
	

野
沢
和
弘
（
全
日
本
育
成
会
理
事
・
毎
日
新
聞
記
者
）

　
　
　
　

	
	
	

〈
鼎
談
〉
障
害
児
（
者
）
福
祉
の
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	
	

野
沢
和
弘
、
小
板
孫
次
（
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
）

	
	

	
	
	

島
㟢
春
樹

	

10	

18
年
5
月
13
日	

105	

〈
講
演
〉
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
何
が
ど
う
変
わ
る
の

　
　

	

愛
知
厚
生
年
金
会
館	

	
	

安
形
健
郎
（
あ
か
ね
荘
施
設
長
）

　
　
　
　

	
	
	

〈
対
談
〉
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
問
わ
れ
る
父
親
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	
	

副
島
宏
克
（
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
副
理
事
長
）

	
	

	
	
	

吉
田
と
き
江
（
べ
に
し
だ
の
家
施
設
長
）

18 

父
親
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

回	
		

開
催
年
月　

	

人
数	　
　
　
　
　
　

		　
内　
　
　
　
容

	

1	

昭
和
60
年
2
月	

63	

父
親
の
会
発
足
に
あ
た
っ
て

	

2	
61
年
3
月	

57	

研
修
と
親
睦
会

	

3	
7
月	

42	

〈
講
演
〉「
子
ど
も
の
将
来
と
父
親
の
あ
り
方
」
村
上
英
治	

	

4	

62
年
4
月	
33	

施
設
見
学
「
わ
ら
び
福
祉
園
」

	

5	

10
月	
31	
〈
講
演
〉「
子
ど
も
、
父
親
、
家
族
」
村
上
英
治

	

6	

昭
和
63
年
4
月	

40	

〈
講
演
〉「
あ
さ
み
ど
り
と
父
親
の
会
」
島
㟢
春
樹

	

7	

10
月	

35	

施
設
見
学
「
名
東
ワ
ー
ク
ス
」「
あ
け
ぼ
の
学
園
」「
希
望
荘
」

	

8	

平
成
元
年
6
月	

48	

〈
講
演
〉「
10
年
後
の
親
子
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
」
島
㟢
春
樹

	

9	

2
年
4
月	

53	

父
親
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
親
睦
会

	

10	

3
年
4
月	

50	

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
情
勢
報
告
を
聞
く

	
	

	
	

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
視
察
し
た
職
員
よ
り
）

17 

父
親
の
会
（
研
修
会
）

　
父
親
が
研
修
会
や
施
設
見
学
な
ど
を
通
じ
て
我
が
子
の
将
来
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
す
る
機

会
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
人
間
関
係
、
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
研
修
会
は
、
平
成
9
年
度
よ
り
平
成
18
年
度
ま
で
「
父
親
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
平
成
19

年
度
以
降
は
さ
ら
に
広
く
家
族
や
法
人
関
係
者
が
共
に
学
び
、
互
助
・
共
助
関
係
を
確
認
す
る

場
と
し
て
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
あ
さ
み
ど
り
」
に
名
称
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

	

回	
		

開
催
年　

	

人
数	　
　
　
　
　
　

		　
講　
　
　
　
師

	

１	

平
成
26
年	

19	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
心
理
学
部
教
授
）

	

２	

27
年	

11	

津
村
俊
充
（
日
本
体
験
学
習
研
究
所
代
表
理
事
）

16 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

15 

障
が
い
児
・
者
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー

	

回	
		

開
催
年　
　

	

日
数	

人
数　
　
　
　
　
　
　
講　
　
　
　
師

	

1　

	

平
成
19
年	

障
害
児
２	

17	

西
村
辨
作
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

浅
井
朋
子
（
名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

	
	

	

障
害
者
２	

40	

宮
崎　
潔
（
名
古
屋
市
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

	
	

	
	

	

山
田　
優
（
西
駒
郷
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

	

2　

	
	

20
年	

障
害
児
４	

12	

宮
地
泰
士
（
浜
松
医
大
小
児
科
医　

	
	

	
	

	

島
㟢
春
樹
（
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
長
）　

	
	

	
	

	

さ
わ
ら
び
園
の
園
児
と
職
員
（
宿
泊
療
育
体
験
）

	
	

	

障
害
者
２	

36	

川
上
雅
也
（
株
式
会
社
ジ
ョ
ブ
ウ
ェ
ル
代
表
取
締
役
）　

	
	

	
	

	

宮
崎　
潔
（
名
古
屋
市
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

	
	

	
	

	

伊
藤
町
夫
（
郵
便
事
業
株
式
会
社
千
種
支
店
総
務
課
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
・
シ
ニ
ア
コ
ー
チ
）

	

3	

21
年	

障
害
児
４	

11	

若
子
里
恵
（
豊
田
市
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
児
童
精
神
科
医
）

山
本
智
恵
（
さ
わ
ら
び
園
指
導
主
任
）　

	
	

	
	

	

さ
わ
ら
び
園
の
園
児
と
職
員
（
宿
泊
療
育
体
験
）

	
	

	

障
害
者
２	

24	

谷
口
明
広
（
愛
知
淑
徳
大
学
医
療
福
祉
学
部
教
授
）　

	
	

	
	

	

川
上
雅
也
（
尾
張
東
部
圏
域
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

	
	

	
	

	
	

阪
田
征
彦
（
西
三
河
圏
域
相
談
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

	
	

	
	

	

久
野
寿
枝
（
中
村
区
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

	

4　

	
		

22
年	

障
害
児
２	

29	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

	
	

	
	

	

神
谷
真
巳
（
豊
田
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）

	
	

	

障
害
者
２	

27	

小
野　
宏
（
豊
田
西
病
院
・
精
神
科
医
）

	

5	

平
成
23
年	

障
害
児
２	

27	

河
村
雄
一
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

	

神
谷
真
巳
（
豊
田
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）

	
	

	
	

	

島
﨑
佳
子
（
希
望
ヶ
丘
保
育
園
主
任
）

	
	

	

障
害
者
２	

54	

鵜
飼
哲
矢
（
九
州
大
学
学
術
工
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

	

夏
目
浩
次
（
社
会
福
祉
法
人
ら
・
ぱ
る
か
代
表
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

	

宮
崎　
潔
（
名
古
屋
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

	

６	

24
年	

障
害
児
２	

27	

辻
井
正
次
（
中
京
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
）

	
	

	

障
害
者
２	

45	

野
澤
和
弘
（
毎
日
新
聞
論
説
委
員
）

	
	

	
	

	

手
嶋
雅
史
（
椙
山
女
学
園
大
学
人
間
関
係
学
部
准
教
授
）

	

７	

25
年	

障
害
児
２	

47	

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
心
理
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	

障
害
者
２	

41	

阪
井
ひ
と
み
（
お
か
や
ま
入
居
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
）

	
	

	
	

	

中
野
敦
夫
（
入
居
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

	

小
島
一
郎
（
名
東
区
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		
	

	

追
分
伸
夫
（
べ
に
し
だ
の
家
所
長
）

高
橋
晋
哉
（
名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　

西
村
辨
作
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

若
子
里
恵
（
県
コ
ロ
ニ
ー
児
童
精
神
科
医
）　

後
藤
秀
爾
（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）　

島
㟢
春
樹
（
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
長
）　
他

野
邑
健
二
（
名
古
屋
大
学
付
属
病
院
児
童
精
神
科
医
）　

宮
崎　
潔
（
名
古
屋
市
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

江
口
昇
勇
（
愛
知
学
院
大
学
心
身
科
学
部
教
授
）　

石
井　
要
（
名
古
屋
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
療
育
室
長
）　
他

	
18	

平
成
17
年	

4	

39

	

19	
	

4	

34

	

20	
18
年	

4	

28

	

21	

　

	
4	

14



集い・研修・講座など活動の記録

61 60

	
回	

開
催
年
月　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
内　
　
　
　
容	

◎
印
実
行
委
員
長		

	

1	

昭
和
53
年
10
月	

〈
出
演
〉	

歌
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
た
ぼ
う
し
・
鬼
剣
舞	

◎
長
谷
川
伸
二

	
	

名
古
屋
市
公
会
堂	

入
選
作
：
ひ
み
つ
（
加
藤
美
津
子
）　HAPPY		W
AY

（
益
田
正
勝
）

	
	

第
1
回
わ
た
ぼ
う
し	

	

お
母
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
（
土
谷
康
文
・
信
子
）　

	
	

名
古
屋
コ
ン
サ
ー
ト	

	

窓
の
虹
は
消
え
る
け
ど
（
小
曽
根
俊
子
）	

	

2	
54
年
12
月	

〈
出
演
〉	

歌
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
た
ぼ
う
し
・
鬼
剣
舞	

◎
宮
崎　
晃

	
	

名
古
屋
市
民
会
館	

入
選
作
：	

ぼ
く
生
き
て
る
よ
（
田
中　
淳
）　
さ
ん
ぽ
（
小
嶋
啓
生
）　

	
	

第
2
回
わ
た
ぼ
う
し	

	

神
様
へ
の
手
紙
（
前
田
典
子
）

 

20　
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト
（
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
・
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　
昭
和
53
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
、
奈
良
で
興
り
全
国
的
規
模
で
拡
が
り
を
み

せ
て
い
た「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」を
名
古
屋
市
公
会
堂
で
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

4
回
目
か
ら
は
「
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
名
で
、
こ
の
地
域
に
根
付
い
た
福
祉
コ
ン
サ
ー

ト
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

	

4　

	

平
成
22
年
5
月
22
日	

142	

遺
言
の
会
Ⅰ　
「
豊
か
さ
の
罪
」

			

中
日
パ
レ
ス	

	

　
～
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
～

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
〈
講
演
〉
島
㟢
春
樹
（
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
ど
り
の
会
理
事
長
）

　
　
　
　

	
	
	

　
〈
鼎
談
〉
障
害
者
福
祉
の
ゆ
く
え
を
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
～
障
害
者
福
祉
の
歴
史
の
中
の
功
と
罪　
ミ
ス
リ
ー
ド
に
身
を
ゆ
だ	

　
　
ね
な
い
た
め
に
、
運
動
論
と
し
て
福
祉
を
考
え
る
～

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
〈
語
り
人
〉
北
岡
賢
剛
（
滋
賀
県
社
会
福
祉
事
業
団
理
事
長
）

	
	

	
	

　
　
野
沢
和
弘
（
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
）　
島
㟢
春
樹

	

5　

	

23
年
5
月
22
日	
129	

「
地
域
生
活
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
探
る｣

　

	

中
日
パ
レ
ス	

	
　
〈
講
演
〉
小
林
繁
市
（
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会　
地
域
支
援
部
会

　
　
長
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
分
科
会
座
長
）

									
	
	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
あ
さ
み
ど
り
の
会
の
知
的
障
が
い
者
支
援
」

　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
〉
坪
内
勝
彦
（
虹
の
会
代
表
）

	
	

	
	

　
　
高
見　
茂
（
あ
ら
く
さ
の
会
初
代
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

　
　
秋
田
伸
子
（
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
笑
の
家
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

	
	

	
	

　
　
任
者
あ
さ
み
ど
り
の
会
世
話
人
第
1
号
）

	

６	

24
年
５
月
13
日	

131	
	「

障
害
児
・
者
福
祉
の
道
し
る
べ
」
～
今
、
こ
の
国
で
起
っ
て
い
る
こ
と
～

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

　
〈
講
演
〉
戸
枝
陽
基
（
社
会
福
祉
法
人
む
そ
う
理
事
長
）

	
	

	
	

　
〈
対
談
〉「
あ
さ
み
ど
り
の
会
が
め
ざ
す
べ
き
未
来
」

	
	

	
	

　
　
戸
枝
陽
基
、
島
㟢
春
樹

	

７	

25
年
５
月
12
日	

114	

「
地
域
の
中
で
い
き
い
き
と
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

　
〈
講
演
〉
手
嶋
雅
史
（
椙
山
女
学
園
大
学	
人
間
関
係
学
部
准
教
授
）

	
	

	
	

　
〈
鼎
談
〉「
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
ほ
し
い　
～
ど
う
な
る
、

	
	

	
	

　
こ
の
子
ら
の
暮
ら
し
？
～
」

　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
　
手
嶋
雅
史
、
追
分
伸
夫
、
椿
純
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蒼
の
会
代
表
）

	

８	

26
年
５
月
25
日	

111	

～
糸
賀
一
雄
記
念
賞
受
賞
講
演
会
～

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
の
理
念
の
も
と
に
～
あ
さ
み
ど
り
の
会
が
歩

む
未
来
を
え
が
く
～
」

	
	

	
	

　
〈
講
演
〉
島
崎
春
樹

　
９	

27
年
５
月
24
日	

	

『「
発
達
障
害
と
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
障
害
」
～
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
が

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

社
会
参
加
を
促
す
～
』

	
	

	
	

　
〈
講
演
〉
後
藤
秀
爾

	

10	

28
年
5
月
22
日	

105	

福
祉
の
未
来
を
拓
く
み
な
さ
ん
へ

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

～
昭
和
の
福
祉
、
平
成
の
福
祉
に
学
び
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
考
え
る
～

	
	

	
	

〈
講
演
〉
島
﨑
春
樹
（
あ
さ
み
ど
り
の
会
顧
問
）

	

11	

29
年
5
月
21
日	

105	

繋
が
る
支
援
、
広
が
る
絆　
～
障
害
者
と
家
族
と
支
援
者
が

	
	

中
日
パ
レ
ス	

	

共
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の
道
し
る
べ
～

	
	

	
	

〈
講
演
〉
小
林
信
篤
（
社
会
福
祉
法
人
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
障
害
福
祉

事
業
部
長
）

	

12	

平
成
30
年
5
月
20
日	

105	

創
る
喜
び
は
み
ん
な
と
と
も
に

　

	

中
日
パ
レ
ス	

	

〈
鼎
談
と
実
践
〉
神
谷
順
子
（
N
P
O
法
人
ふ
ぃ
ー
る
工
房
理
事
長
）、

	
	

	
	

　
　
　
　
　

		

中
野
則
恵
（
さ
わ
ら
び
園
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

　
　
　
　
　

		

熊
谷
か
の
子
（
わ
ら
び
福
祉
園
園
長
）

	

13	

令
和
元
年
5
月
19
日	

45	

私
た
ち
が
想
う
真
の
福
祉
社
会
と
は

	
	

東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦	

	

〈
対
談
〉
秋
吉
美
果
（
べ
に
し
だ
の
家
主
任
）、
田
中
雅
樹
（
れ
い
ん

ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
主
任
）

	
	

	
	

平
野
飛
鳥
（
さ
わ
ら
び
園
主
任
）、柿
下
大
悟
（
わ
ら
び
福
祉
園
主
任
）、

山
本
智
恵
（
さ
わ
ら
び
園
園
長
）

	
	

	
	

※
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止

	

14	

3
年
11
月
20
日	

62	

人
づ
く
り
の
中
で
見
え
て
く
る
未
来

　
　

	

（
W
E
B
開
催
）		

〈
講
演
〉野
澤
和
弘（
植
草
学
園
大
学
副
学
長・教
授
）

　
　

	
	
	

〈
座
談
会
〉
田
中
雅
樹
（
れ
い
ん
ぼ
う
ワ
ー
ク
ス
主
任
）

	
	

	
	

渡
邊
裕
介
（
あ
さ
み
ど
り
の
風
わ
ら
び
相
談
支
援
専
門
員
）

　
　
　
　
　
　
　

	
	
	

倉
嶋
昌
之
（
豊
田
市
福
祉
事
業
団
第
二
ひ
ま
わ
り
主
任
）、

	
	

	
	

野
澤
和
弘

	

15	

4
年
11
月
27
日	

	

あ
さ
み
ど
り
の
会
設
立
50
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
あ
さ
み
ど
り

	
	

東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦	

123	

―
未
来
に
伝
え
て
い
き
た
い
糸
賀
一
雄
の
心
―

	
	

（
一
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）		

〈
記
念
講
話
〉
島
﨑
春
樹
（
あ
さ
み
ど
り
の
会
顧
問
）

	
	

	
	

〈
記
念
講
演
〉
辻
哲
夫
（
糸
賀
一
雄
記
念
財
団
理
事
長
）

	

3	

昭
和
55
年
11
月	

〈
出
演
〉	

歌
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
た
ぼ
う
し
・
我
夢
土
下
座
（
笠
木
透
グ	

	
	

名
古
屋
市
民
会
館	

　
　
　

			

ル
ー
プ
）・
ひ
ま
わ
り
の
会
（
手
話
コ
ー
ラ
ス
）	

◎
岡
田
清
孝

	
	

第
3
回
わ
た
ぼ
う
し	

入
選
作
：	

僕
だ
っ
て
（
石
黒
次
郎
）　
ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
た
め
て
（
大
加
幸
枝
）

　
　
　
　

	

と
も
だ
ち
（
岡　
弘
子
）

	

4	

56
年
11
月	

〈
出
演
〉	

笠
木
透
と
仲
間
た
ち
・
鬼
剣
舞
・
ひ
ま
わ
り
の
会
（
手
話
コ
ー
ラ
ス
）

	
	

愛
知
文
化
講
堂	

入
選
作
：	

あ
っ
ち
ゃ
ん
の
星
（
岡　
弘
子
）	

◎
植
田
一
雄

	
	

第
1
回
な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト	

	

生
き
る
（
柏
本　
勝
）　

	
	

	
	

君
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
（
岩
田
芳
雄
）

	
	

	
	

雪
の
お
ま
じ
な
い
（
山
田
み
き
江
）	

	

5	

57
年
11
月	

〈
出
演
〉	

笠
木
透
と
仲
間
た
ち
・
鬼
剣
舞
・
グ
ル
ー
プ
ボ
イ
ス
（
朗
読
）・

	
	

名
古
屋
市
公
会
堂	

	

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
グ
リ
ー
ン
（
緑
風
荘
）	

◎
追
分
伸
夫	

	
	

第
2
回
な
な
い
ろ	

入
選
作
：
夢
（
長
谷
川
玲
子
）　
あ
じ
さ
い
（
小
嶋
啓
生
）　

	
	

	

　
　
　
　
妻
は
名
の
み
の
車
い
す
（
大
岩
和
子
）

	
	

	

　
　
　
　
お
れ
の
夢
（
山
村
秀
雄
）　
み
ん
な
集
ま
れ
（
雨
田
陽
三
）	

	

6	

　
58
年
７
月	

「
な
な
い
ろ
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」〈
出
演
〉
鬼
剣
舞
・
ト
レ
イ
ン　
他	

	
	

総
合
社
会
福
祉
会
館

	

7	

58
年
12
月	

〈
出
演
〉	

鬼
剣
舞
・
ト
レ
イ
ン
・
あ
け
ぼ
の
合
唱
団
（
視
覚
障
害
の
人
た
ち
）

	
	

愛
知
文
化
講
堂	

入
選
作
：	

い
も
う
と
（
小
嶋
啓
生
）　	

◎
伊
達
弘
敏

	
	

第
3
回
な
な
い
ろ	

	

ほ
ん
の
す
こ
し
の
や
さ
し
さ
を
（
山
田
喜
代
美
）　

	
	

	
	

は
ー
と
と
は
ー
と
で
と
も
だ
ち
（
江
口
奈
緒
美
）　

	
	

	
	

き
ざ
み
キ
ャ
ベ
ツ
の
歌
（
久
野
の
り
子
）

	
	

	
	

生
き
て
い
か
な
く
ち
ゃ
（
加
藤
誠
司
）	

	

8	

59
年
12
月	

〈
出
演
〉	

加
藤
隆
正
と
ド
レ
ミ
フ
ァ
バ
ン
ド
・
加
藤
健
一
・
翼
・

	
	

愛
知
文
化
講
堂	

	

ひ
ま
わ
り
の
会	

◎
三
輪
幸
司

	
	

第
4
回
な
な
い
ろ	

入
選
作
：	

あ
み
も
の
（
赤
崎
友
理
子
）　
で
き
た
よ
（
川
松
夏
子
）　

	
	

	
	

タ
ケ
オ
と
と
も
に
（
佐
藤
喜
美
子
）

	
	

	
	

見
な
い
で
笑
わ
な
い
で
（
若
子
智
美
）　
他

	

9	

60
年
12
月	

〈
出
演
〉	

加
藤
隆
正
と
ひ
と
つ
山
こ
え
て
み
よ
う
会
・
鬼
剣
舞
・

	
	

愛
知
文
化
講
堂	
	

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
か
す
り
の
会
（
日
本
民
謡
）	

◎
植
田　
修

	
	

第
5
回
な
な
い
ろ	

入
選
作
：	

坂
（
武
藤
恵
利
子
）　
想
い
（
吉
田　
実
）　

	
	

	
	

ぼ
く
歩
け
た
よ
（
武
藤
洋
子
）

	
	

	
	

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
（
米
沢
寿
浩
）　

	
	

	
	

僕
ら
の
か
あ
ち
ゃ
ん
（
杉
江
徳
長
）	

	

10	

61
年
11
月		

〈
出
演
〉	

こ
れ
が
お
わ
り
の
ほ
れ
ほ
れ
バ
ン
ド
・
加
藤
健
一
・

	
	

名
古
屋
市
公
会
堂	

	

ひ
か
り
学
園
鼓
笛
隊	

◎
乾　
勝
貴	

	
	

第
6
回
な
な
い
ろ	

入
選
作
：	

僕
の
め
が
ね
（
佐
藤
豊
子
）　
梨
の
花
（
金
井
小
夜
子
）

	
	

	
	

お
父
さ
ん
に
会
い
た
い
（
野
畑
秀
弘
）　

	
	

	
	

タ
イ
プ
君
に
愛
を
こ
め
て
（
渡
辺
ふ
み
え
）　
他

	

11	

昭
和
62
年
11
月	

〈
出
演
〉	

こ
れ
が
お
わ
り
の
ほ
れ
ほ
れ
バ
ン
ド
・
岩
瀬
善
則
・
笠
井
る
み
子
・

	
	

名
古
屋
市
公
会
堂	

	

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
（
視
覚
障
害
の
人
た
ち
）
法
月　
健

	
	

第
7
回
な
な
い
ろ	

	
	

◎
堀　
智
二

	
	

	

入
選
作
：	

マ
マ
は
ラ
イ
バ
ル
（
湯
浅
真
理
子
）　
弟
の
結
婚
式
（
松
生
恵
子
）

	
	

	
	

ア
フ
リ
カ
の
子
供
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
村
瀬
親
示
）

	

12	

63
年
12
月	

〈
出
演
〉	

こ
れ
が
お
わ
り
の
ほ
れ
ほ
れ
バ
ン
ド
・
む
ぎ
の
芽
・

	
	

愛
知
文
化
講
堂	

	

豊
田
市
第
２
ひ
ま
わ
り
学
園
・
笠
井
る
み
子
・
法
月　
健

	
	

第
8
回
な
な
い
ろ		

	
	

◎
小
川　
卓

	
	

	

入
選
作
：	

が
ん
ば
り
や
の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
（
加
藤
ひ
ろ
み
）　

	
	

	
	

日
曜
学
級
の
詩
（
清
水
将
一
）　

	
	

	
	

ち
い
さ
な
冒
険
し
よ
う
（
津
田
美
由
貴
）　

	
	

	
	

あ
り
が
と
う
奈
美
ち
ゃ
ん
（
作
石
侃
子
）

	

13	

平
成
2
年
2
月		

〈
出
演
〉	

加
藤
隆
正
・
安
川　
誠
・
増
田
や
す
の
り
・
笠
井
る
み
子

	
	

東
別
院
Ｎ
Ｂ
Ｎ
ホ
ー
ル	

	

丹
下　
靖	

◎
小
川　
卓		

	
	

第
9
回
な
な
い
ろ		

入
選
作
：	

僕
は
知
っ
て
い
る
（
富
永
く
る
み
）	

ぽ
つ
ん
と
（
鈴
木
さ
お
り
）	

	
	

	
	

車
い
す
の
貴
婦
人
（
湯
浅
真
理
子
）

	
	

	
	

秋
の
終
わ
り
に
（
深
川
常
雄
）			

	
	

	
	

岩
西
授
産
所
で
働
く
仲
間
た
ち
（
森
田
勝
昭
）

	

14	

4
年
1
月		

〈
出
演
〉	

越
智
章
仁
・
加
藤
隆
正
・
安
川　
誠
・
増
田
康
記
・
丹
下　
靖
・

	
	

愛
知
文
化
講
堂	

	

笠
井
る
み
子
・
グ
ル
ー
プ
ボ
イ
ス	

◎
井
上　
馨

	
	

第
10
回
な
な
い
ろ		

入
選
作
：	

コ
ロ
ニ
ー
に
て
（
那
須
賢
治
）　
一
緒
に
…
…
（
桑
田
大
輔
）　		

	

光
に
な
り
た
い
（
深
川
常
雄
）

	
	

	
	

M
y	hand	M

y	foot

（
水
野
三
恵
）			

6
月
の
花
嫁（
登　
容
子
）			

	
	

	
	

つ
け
も
の
石
音
頭
（
松
生
恵
子
）

	

15	

6
年
1
月	

〈
出
演
〉	LO

U
S

・
わ
っ
か
・
な
な
い
ろ
バ
ン
ド	

◎
井
上　
馨

	
	

愛
知
勤
労
会
館	

入
選
作
：	

杖
さ
ん
あ
り
が
と
う
（
高
見
沢			

幸
）　

	
	

第
11
回
な
な
い
ろ	

	

雨
の
日
だ
け
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
（
青
木
誠
一
郎
）

	
	

	
	

ひ
だ
ま
り
（
深
川
常
雄
）　

	
	

	
	

意
志
を
も
っ
て
は
ダ
メ
で
す
か
（
田
中
明
美
）

	
	

	
	

地
球
最
後
の
日
（
中
西　
恵
）

	

16	

7
年
2
月	

〈
出
演
〉	

恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
・

	
	

名
古
屋
市
公
会
堂	

	

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
ミ
ー
（
視
覚
障
害
の
人
た
ち
）	

◎
水
野
裕
子

	
	

第
12
回
な
な
い
ろ	

	

な
な
い
ろ
バ
ン
ド	

	

17	

8
年
9
月	

「EKO

名
古
屋
コ
ン
サ
ー
トW

ITH	

な
な
い
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

	
	

愛
知
勤
労
会
館	

〈
出
演
〉	

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
知
的
障
害
者
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・

	
	

	
	

な
な
い
ろ
バ
ン
ド	

・
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
・
越
智
章
仁
・

	
	

	
	

む
す
め
座



集い・研修・講座など活動の記録
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18	

平
成
23
年
1
月
22
日	

〈
出
演
〉	

我
楽
童
（
が
ら
っ
ぱ
）・
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

	
	

ウ
ィ
ル
あ
い
ち	

	

な
な
い
ろ
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド	

◎
伊
東
宏
崇

	
	

第
13
回
な
な
い
ろ	

入
選
作
：
い
ま
だ
か
ら
わ
か
る
こ
と
（
登　
容
子
）　

	
	

	
	

ま
さ
く
ん
の
あ
れ
か
ら
（
川
松
夏
子
）

	
	

	
	

風
を
追
い
か
け
て
（
利
根
川
知
枝
）　　

	
	

	
	

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
（
味
岡　
想
）　　

	
	

	
	

な
な
い
ろ
の
あ
な
た
へ
（
塚
本
由
紀
子
）

	

19	

27
年
４
月
５
日	

Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

	
	

愛
知
芸
術
劇
場	
〈
出
演
〉	

な
な
い
ろ
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド

	
	

	
	

（
伊
藤
育
雄
、
岩
瀬
喜
則
、
笠
井
琉
巳
子
、
加
藤
隆
正
、

	
	

	
	

高
橋
弘
恵
、
田
中
雅
樹
、
丹
下　
靖
、
堀
智
二
、
水
野
裕
子
）

	
	

	
	

青
山
兄
弟
・
す
ぱ
っ
つ

	

20	

28
年
10
月
8
日	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
i
n
同
朋
大
学
2
0
1
6

	
	

同
朋
大
学
成
徳
館	

〈
出
演
〉	
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
て
ん
つ
く
て
ん	

	
	

12
階
ホ
ー
ル	

	

N
P
O
法
人
ほ
が
ら
か
企
画	

高
松
信
友　
な
な
い
ろ
バ
ン
ド

	

21	

29
年
12
月
9
日	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
i
n
同
朋
大
学
2
0
1
7

	
	

同
朋
大
学
成
徳
館	

〈
出
演
〉	

我
楽
童
（
が
ら
っ
ぱ
）
同
朋
高
校
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部		

	
	

12
階
ホ
ー
ル	

	

ポ
パ
イ
座
銀
河
団

			
	
	

ブ
レ
イ
ク
★
ス
ル
ー	
ら
い
ぶ
游
バ
ン
ド	

な
な
い
ろ
バ
ン
ド

	

22	

30
年
12
月
2
日	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
8
i
n
べ
に
し
だ
の
家

	
	

べ
に
し
だ
の
家
研
修
室	

〈
出
演
〉	

高
松
信
友	

ブ
レ
イ
ク
★
ス
ル
ー	
ポ
パ
イ
座
銀
河
団	

	
	

	
	

な
な
い
ろ
バ
ン
ド

	

23	

令
和
元
年
12
月
1
日	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
9
i
n
べ
に
し
だ
の
家

	
	

べ
に
し
だ
の
家
研
修
室	

〈
出
演
〉	

す
ぱ
っ
つ	

ポ
パ
イ
座
銀
河
団	

ブ
レ
イ
ク
★
ス
ル
ー	

山
本
紗
矢
香

	
	

	

※
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止

	

24	

3
年
12
月
5
日	

な
な
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
2
1
「
生
命
・
つ
な
が
り
」	

	
	

べ
に
し
だ
の
家
研
修
室	

―
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
今
年
40
年
を
迎
え
ま
し
た
!
―	

	
	

	

〈
出
演
〉	

な
な
い
ろ
バ
ン
ド
（
笠
井
琉
魅
子
、
伊
藤
育
雄
、
高
橋
弘
恵
、

	
	

	
	

堀
智
二
、
田
中
雅
樹
、
そ
ら
し
の
、
丹
下
靖
他
）・
過
去
入
選
者

	
	

	
	

（
森
美
由
貴
、
吉
田
実
、
利
根
川
知
枝
、
川
松
夏
子
）

	

「
障
が
い
者
と
市
民
の
集
い
」「
ひ
か
り
の
さ
と
フ
ァ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」「
同
朋
大
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」

	

「
ら
い
ぶ
・
游
」
法
人
各
事
業
所
催
事　
他
多
数
開
催

 〈
な
な
い
ろ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト･

出
前
コ
ン
サ
ー
ト
〉

　
当
初
「
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
え
る
支
援
者
養
成
講
座
」
と
し
て
開
催
し
、
令
和
元
年

度
に
県
の
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
3
年
度
か
ら
主
に
求
職
者
を
対
象
と
し
て
現

在
の
名
称
に
変
更
し
、
受
講
さ
れ
た
方
が
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
る
方
の
研
修
の
機
会
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

	
	

開
催
年									

場　
所	

回
数	

人
数　
　
　
　

		　
　
参　
加　
者

	

平
成
25
年	

べ
に
し
だ	

1	

24	

本
部
・
べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	

26
年	

わ
ら
び	

2	

21	

わ
ら
び
福
祉
園
・
わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	
	

べ
に
し
だ	

2	

11	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	

27
年	

わ
ら
び	

2	

22	

わ
ら
び
福
祉
園
・
わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	
	

べ
に
し
だ	

2	

38	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

1	

15	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	

28
年	

わ
ら
び	

1	

8	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	
	

べ
に
し
だ	

1	

16	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

1	

10	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	

29
年	

わ
ら
び	

1	

2	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	
	

べ
に
し
だ	

1	

29	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

1	

11	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	

30
年	

わ
ら
び	

1	

5	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

べ
に
し
だ	

1	

10	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

1	

6	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	

令
和
元
年	

わ
ら
び	

1	

3	

わ
ら
び
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

（
見
学
会
含
む
）		

べ
に
し
だ	

2	

14	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

3	

26	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
・
利
用
者

	

2
年	

	
	

	

（
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
れ
い
ん
ぼ
う
の
み
開
催
）

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

2	

13	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	

3
年	

べ
に
し
だ	

5	

15	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

　
	

	

れ
い
ん
ぼ
う	

4	

8	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員
（
オ
ン
ラ
イ
ン
1
回
）

	
４
年	

べ
に
し
だ	

４	

28	

べ
に
し
だ
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

	
	

れ
い
ん
ぼ
う	

２	

19	

れ
い
ん
ぼ
う
共
同
生
活
援
助
事
業
所
職
員

21 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学
会

〈ボランティアグループ時代〉
◎	「いずみ学園」
	 （昭和35年６月、名古屋手をつなぐ親の会からの委嘱映画、16mm）
◎	「働く子ら」
	 （昭和 35年 10月、菊井中学校特殊学級の委嘱、16mm）
◎	「わが愛と祈り」
	 （昭和36年４月、名古屋手をつなぐ親の会の啓蒙活動支援、16mm）
◎	「静かな波紋」
	 （昭和 37年 8月、尾原信夫氏一家の協力による映画、16mm）

◎	「あなたはご存じですか」
	 （昭和 40年 11月、名古屋西ライオンズクラブ協賛、16mm）
◎	「この子らを世の光に」
	 （昭和 43年 9月、糸賀一雄氏の著書をもとに制作、16mm）
◎	「ひろがれ愛の波紋」
	 （昭和 46年 10月、聖心教会の協力のもとに制作、16mm）
〈法人設立以降〉
◎	「坂道をのぼる子ら」
	 （昭和 54年 5月、さわらび園の１年間の療育の記録、8mm）
◎	「小さなともだち」
	 （昭和 56年５月、ボランティア活動、8mm）
◎	「そっちやないこっちや」
	 （昭和 56年 11月、記録映画コミュニティ・ケアへの道、16mm）

映画

〈ボランティアグループ時代〉
◎	「青い空」　
	 （昭和33年創刊）
◎	季刊雑誌「あさみどり」　B5判 40〜 50頁
	 （昭和39年 6月創刊、昭和51年No.39まで確認）
◎	「明日を待つ子たち」－重度精神薄弱児－（カメラルポ第1集）　B5判38頁
	 （昭和39年 6月刊行、伊藤方文	編）
◎	「教室の小菩薩たち」－精神薄弱児と教育－（カメラルポ第2集）　
	 B5判 50頁

	 （昭和40年 5月刊行、伊藤方文	編）
◎	「働く愉快な仲間」－精神薄弱と社会－（カメラルポ第3集）　B5判 50頁
	 （昭和41年 7月刊行、伊藤方文	編）
◎	「遺伝と精神薄弱」　B6判 32頁
	 （昭和42年 3月刊行、名古屋大学教授	丸井文男	監修）
◎	「血液型と心身障害」　B6判 36頁
	 （昭和42年 6月刊行、名古屋市立大学助教授	小林靖彦	監修）
◎	「赤ちゃんの脳」　B6判 36頁
	 （昭和43年 4月刊行、名古屋大学助教授	亀山義郎	監修）
◎	「幼児期の再検討」　B6判 36頁
	 （昭和44年 4月刊行、名古屋大学教授	堀	要	著）
◎	「育つための条件」　B6判 32頁　（あさみどりNo.19別冊）
	 （昭和44年 5月刊行、東京教育大学助教授	杉田	裕	著）
◎	「心身障害児の療育援助のために」　A5判 225頁
	 （昭和44年 7月刊行、三木安正 ･浦辺央 ･成瀬昇 ･沢田秀一 ･他	著）
◎	「精神薄弱児存在の意義」　B6判 32頁　（あさみどりNo.21別冊）
	 （昭和45年 1月刊行、一麦寮長　田村一二	著）
◎	季刊会報「さわらび」　B5判 6頁
	 （昭和45年 5月刊行、昭和49年No.14まで確認）

〈法人設立以降〉
◎	機関誌「療育援助」　A4判 8〜 12頁
	 —心身障害児 (者 ) のためのボランティア活動—	
	 （昭和49年 6月創刊、令和5年3現在577号）
◎	「この子らと　—あるボランティアの心象—」　B6判 264頁
	 （昭和52年 8	月刊行、伊藤方文	著）
◎	「地域福祉の実践とその背景　—あさみどりの会の足跡—」　B6判18頁
	 （昭和52年11月刊行、伊藤方文	著）
◎	「子どもは育つ　—心身障害幼児の療育、母子通園施設さわらび園の実践—」
	 B5判25頁　（昭和53年9月刊行、さわらび園	編）

出版 ◎	「坂道をのぼる子ら　—さわらび園母親の手記を中心に」　A5判 156頁
	 （昭和57年９月刊行、島﨑春樹	編）
◎	「この子らと共に」　法人15周年記念誌　A5判184頁
	 （昭和61年 12月刊行、島﨑春樹	編）
◎	「思い入れ記」				わらび福祉園５周年記念誌　A5判 232頁
	 （昭和61年 12月刊行、島﨑春樹	編）
◎	「ぼくだって」	コンサート入選作品集　Ｂ５判63頁
	 （昭和62年 9月刊行、なないろコンサート実行委員会	編）
◎	「Human	Love　―出会いとかかわりの20年―」　
	 法人設立20周年記念誌　B5判151頁
	 （平成４年11月刊行、島﨑春樹	編）
◎	「父たち　―障害を持つ子の父たちの悲しみと喜びと生きがいの記録―」　
	 法人設立25周年記念誌　A5判 208頁
	 （平成10年 12月刊行、島﨑春樹・高濱	潔	編）
◎	「みちをひらく　―ボランティア活動から社会福祉法人設立までの歩み―」　	 	
	 法人設立30周年記念誌　A4判 95頁
	 （平成14年 12月刊行、高濱	潔	編）
◎	「べにしだ物語　知的な障害のある人たちと共に」
	 法人設立30周年記念誌　A5判284頁
	 （平成14年 12月刊行、島﨑春樹	著）
◎	「愛と自由と安心を　べにしだの家十周年に語る」
	 べにしだの家10周年記念誌　A5判248頁
	 （平成17年 12月刊行、島﨑春樹	著）
◎	「営営と20年あらくさの会」A4判 21頁
	 （平成21年 3月刊行、あらくさの会・あさみどりの会	編）　
◎	「法人設立から40年	―援け合うこころを育んで」　
	 法人設立40周年記念誌　A4判48頁
	 （平成23年 12月刊行、高濱	潔・島崎徹也・追分伸夫	編）
◎	「わらび福祉園30年の歩み」A4判 33頁
	 （平成24年 4月刊行、あさみどりの会・わらび福祉園	編）　
◎	「夢あさみどり　－療育援助の半世紀－」
	 法人設立40周年記念誌　A5判 340頁
	 （平成24年 6月刊行、島﨑徹也、追分伸夫	編）
◎	「にじ　－子を想う親心の記録」　B5判172頁
	 虹の会25周年・れいんぼうワークス10周年記念誌
	 （平成24年 10月刊行、虹の会	編、あさみどりの会監修）
◎	「42年間にわたる母子通園のあしあと」　A5判168頁
	 （平成２6年 7月刊行、島﨑春樹	編）
◎	「えにしを繋いで　－べにしだの20年－」　B5判84頁
	 「べにしだのアルバム　－20年のあゆみ－」　B5判248頁
	 （平成２7年 9月刊行、追分伸夫・秋𠮷美果 編）
◎	「わらびの途」　A5判	266頁
	 （令和2年 9月刊行、わらび福祉園	編）
◎	「さわらび　－出会いと感謝の50年－」　A5判	266頁
	 （令和4年 11月刊行、あさみどりの会50周年記念）
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療育援助【インデックス1974.06→ 2023.03】

	569	 	 　7月	 子どもを見る目に寄り添うこと
	 	 	 	 ―	巡回相談から考える	―
　　　　　　　　		 ~堀	美和子~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑮　~島﨑春樹~
	570	 	 　8月	 音楽のチカラ　―	ありのまま、心のままに	―
　　　　　　　　		 ~柴田朋子、春日井彩子、仲畑芳紀、鷲見まち子~
	571	 	 　9月	 第 59回心身障害問題を考える集い　
	 	 	 	 それぞれが元気になる社会を妄想してみた
	 	 	 	 ―	地域で “共に生きる ”ために	―	大討論会①
	 	 	 	 ~ 浦川直人、御代田太一、鈴村萌芽、渡邊裕介、
	 	 	 	 國信綾希~
	572	 	 10月	 第 59回心身障害問題を考える集い　
	 	 	 	 それぞれが元気になる社会を妄想してみた
	 	 	 	 ―	地域で “共に生きる ”ために	―	大討論会②
	 	 	 	 ~ 浦川直人、御代田太一、鈴村萌芽、渡邊裕介、
	 	 	 	 國信綾希~

	573	 	 11月	 「あさみどりの風　わらび」の40年
　　　　　　　　		 ―	義を見てせざるは、勇無きなり	―	~髙橋脩~
　　　　　　　　		 記念座談会	~島﨑春樹、吉田侃美、中島峯子、
	 	 	 	 村主史女、松本峯子、伊東尚子、熊谷かの子、柿下大悟~
	574	 	 12月	 れいんぼうワークス20周年
　　　　　　　　		 ~田中雅樹、坪内勝彦、高橋順子、吉田美奈子~
	575	 	 　1月	 謹賀新年　自分史から見るこの50年
	 	 	 	 ~ 後藤秀爾、山本智恵、鷲見まち子、田中雅樹、
	 	 	 	 追分伸夫、島崎徹也~
	576	 	 　2月	 あさみどりの会設立50周年記念
	 	 	 	 「フォーラム・あさみどり」
　　　　　　　　		 【記念講演】未来に伝えていきたい糸賀一雄の心　	
	 	 	 	 ~ 辻哲夫~
	577	 	 　3月	 さわらび園卒園児母親の手記
	 	 	 	 人生で一番悩み	自分とも向き合った4年間・他
	 	 	 	 ~ 加藤茉那、唐澤真理亜、三澤奈緒子~	

	538	 	 11月	 こころがいっぱい動いたこの夏
	 	 	 	 ―	さわらび園親子療育キャンプにて	―
　		 	 	 ~ 加藤茉那、村里理恵、牧野昌代、佐藤誉子、
	 	 	 	 佐藤留菜、春田莉奈、糸魚川咲季、小代信幸~
	539	 	 12月	 “ たのしい ”ことに
	 	 	 	 いっぱい出会えたボランティア
	 	 	 	 ―	先輩ボランティアからのメッセージ	ー
	 	 	 	 ~ 小林栞奈、伊藤沙也香、伊東宏嵩
	540	 	 　1月	 謹賀新年
	 	 	 	 『ぼくが生まれてごめんなさい』の向こう
　　　　　　　　		 ~後藤秀爾、熊谷かの子、追分伸夫、
	 	 	 	 鷲見まち子、山本智恵、島崎徹也~
	541	 	 　2月	 先達からのことづて		—	次世代のみなさんへ	―
	 	 	 	 ~ 島﨑春樹
	542	 	 　3月	 母子通園だからこそ出会えたもの
	 	 	 	 ―	卒園を迎える母たちの想い	―　　　　　　　　	
	 	 	 	 ~ 青井美佳、鬼頭敬子、塩野維子~
	543	 	 　4月	 ふくしの明日を夢見て　
	 	 	 	 ―	ウェルフェア（welfare）とウェルビーイング
	 	 	 	 （well-beinng）	~島崎徹也~
	544	 	 　5月	 雑

あらくさ

草という夢は終わらない
	〈合併号〉		 6 月	 ~島田修三、渡邊冬樹、上田	慎、平岩	恵~
	545	 	 　7月	 あさみどりの会へようこそ
	 	 	 	 ~ 熊谷かの子、尾関実野里、上田沙織、
	 	 	 	 田中聡子、堀切千波~
	546	 	 　8月	 発達障害対応研修を通して
	 	 	 	 ~ 小林信篤、田中雅樹、仲畑芳紀、稲石	涼、
	 	 	 	 鷲見まち子~
	547	 	 　9月	 べにしだの家25周年特集
	 	 	 	 ―	べにしだの家をなぜ作ったのか	―
　　　　　　　　		 ~島﨑春樹、追分伸夫、椿	泰廣、秋吉美果、
	 	 	 	 吉田とき江~
	548	 	 10月	 	福祉人足るために	―	その育成と明日を考える	―
　　　　　　　　		 ~下山久之、繁原幸樹~
	549	 	 11月	 風立ちぬ	いざ生きめやも
	 	 	 	 ―“ 夢あさみどり ”それぞれの出

たびだち

発	―
　　　　　　　　		 ~島崎徹也、山本智恵~
	550	 	 12月	 一人ひとりの花が地域で咲くために
	 	 	 	 ―	花 * 花のこと…	―
　　　　　　　　		 ~江部眞弓、安島一樹、河合泰洋、石橋和樹~
	551	 	 　1月	 謹賀新年　顔が生まれる
	 	 	 	 ―	教育における自己の生成	―
　　　　　　　　		 ~後藤秀爾、島崎徹也、追分伸夫~
	552	 	 　2月	 アフターコロナにおける障害者福祉　
	 	 	 	 ―	愛知県知的障害者福祉協会の取り組み	―
	 	 	 	 ~ 松下直弘、田中友久~
	553	 	 3 月	 さわらび園卒園児母親レポート
	 	 	 	 ―	ここでの豊かな時間の中で	―
　　　　　　　　		 ~盛山亜耶、菅沼有紀、新納	恵~
	554	 	 4 月	 いまこそ「よってたかって」　~追分伸夫~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき①　~島﨑春樹~
	555	 　	 5月	 そのままでいいよ		―	2年目職員の皆さんへ	―
　　　　　　　　		 ~鷲見まち子、大舘有里、川越由佳、立石裕一、
	 	 	 	 伊藤天音~
	 	 	 	 コラム　昭和原人のつぶやき②　~島﨑春樹~

	556	 	 　6月	 インタビュー　ダンスのちから
	 	 	 	 ―	今までにないメッセージをつくる	―
　　　　　　　　		 ~GORO、中野則恵、追分伸夫~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき③　~島﨑春樹~
	557	 　	 7月	 	障害者スポーツの世界から地域共生社会を考える
	 	 	 	 ~ 藤田紀昭、牧彰太~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき④　~島﨑春樹~
	558	 　	 8月	 高濱潔さんを悼む　―	友として、相棒として	―
　　　　　　　　		 ~島﨑春樹、小林繫市、川崎純夫、熊谷かの子、
	 	 	 	 新美直代~
	559	 	 　9月	 第 58回心身障害問題を考える集い
	 	 	 	 コロナ後を見据えた地域づくり
　　　　　　　　		 講演―新たな地域のあり方と社会保障の
	 	 	 	 未来を考える①	―　~菊池馨実~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑤　~島﨑春樹~
	560	 	 10月	 第 58回心身障害問題を考える集い
	 	 	 	 コロナ後を見据えた地域づくり
　　　　　　　　		 講演　―	新たな地域のあり方と社会保障の
	 	 	 	 未来を考える②	―　~菊池馨実~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑥　~島﨑春樹~
	561	 	 11月	 コロナ禍におけるボランティア活動を考える　
	 	 	 	 ―	with コロナの時代に	―
　　　　　　　　		 ~野川祐司、原田菜生、船田杏里、平野飛鳥、
	 	 	 	 鷲見まち子~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑦　~島﨑春樹~
	562	 	 12月	 相談支援あれこれ話
	 	 	 	 ―	当たり前の暮らしを支え続けるために	―
　　　　　　　　		 ~小島一郎、秋房真由美、渡邊裕介~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑧　~島﨑春樹~
	563	 	 　1月	 迎春　子どもの気持ちVS大人の理屈
	 	 	 	 ―	共感することと理解すること	―
　　　　　　　　		 ~後藤秀爾、山本智恵、島崎徹也、鷲見まち子、
	 	 	 	 追分伸夫~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑨　~島﨑春樹~
	564	 	 　2月	 第 14回フォーラム・あさみどり講演録
	 	 	 	 人づくりの中で見えてくる未来~野澤和弘~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑩　~島﨑春樹~
	565	 	 　3月	 さわらび園母親の手記より
	 	 	 	 ―	子どもとの歩みの中で	―
　　　　　　　　		 ~酒井優佳、山口由里子、長谷川郁美~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑪　~島﨑春樹~
	566	 	 　4月	 「あさみどり」という運動体として　
	 	 	 	 ―	法人設立50周年という節目を前にして	―　
	 	 	 	 ~ 島崎徹也~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑫　~島﨑春樹~
	567	 	 　5月	 第 14回フォーラム・あさみどり座談会
	 	 	 	 これからのフクシと私を語り尽くす
	 	 	 	 ~ 田中雅樹、渡邊裕介、倉嶋昌之、野澤和弘~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑬　~島﨑春樹~
	568	 	 　6月	 今の時代だからこそボランティアの心を
　　　　　　　　		 ―	コロナ禍でみえてきた大切にしたいもの	―　
	 	 	 	 ~ 田中雅樹~
　　　　　　　　		 コラム　昭和原人のつぶやき⑭　~島﨑春樹~
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	453	 	 8 月	 障害児・者福祉の道しるべ　～戸枝陽基～
	454	 	 9 月	 発達障がいのある子どもとその家族の
	 	 	 	 安定したくらしを実現するために
	 	 	 	 ～諏訪利明～
	455	 	 10月	 障がい者の輝きを地域にひろげたい
	 	 	 	 ～横倉裕子～
	456	 	 11月	 虹の会25周年・れいんぼうワークス10周年を		
	 	 	 	 迎えて	～江尻富吉、服部雪子、山田智子	他～
	457	 	 12月	 よりよい地域生活を目指して
	 	 	 	 －グループホームのあり方を考える－
	 	 	 	 ～丹下靖、安井美也子、近藤竜也、秋吉美果～
	458	 	 1 月	 謹賀新年　
	 	 	 	 障害のある子が幸せな生活を送るために
	 	 	 	 －児童発達支援センターさわらび園の役割－　		
	 	 	 	 ～島﨑春樹～
	459	 	 2 月	 絵画を通した地域とのつながり
	 	 	 	 －わらび福祉園での取り組み－
	 	 	 	 ～鵜飼哲也、加藤晃一～
	460	 	 3 月	 お母さんも卒園します
	 	 	 	 ～中村芳奈、鈴置恭子、平井玲子～
	461	 	 4 月	 あさみどりの会25年度の事業計画
	462	 	 5 月	 施設視察を通して自らを振り返る　－職員4年		
	 	 	 	 目研修から－　～菊田千恵、塚本華依～
	463	 	 6 月	 相談支援で大切にしたいこと　～深田明男～
	464	 	 7 月	 さわらび園創設の原点に立ちかえってみる　	 	
	 	 	 	 －さわらび園園舎建替えにあたって－　
	465	 	 8 月	 地域の中でいきいきと自分らしく生きるという		
	 	 	 	 こと　～手嶋雅史～
	466	 	 9 月	 超高齢化社会における、障害児者のケアを含め	 	
	 	 	 	 た地域包括的な支援の行方　～辻哲夫～
	467	 	 10月	 地域の中で育まれてきた子どもクラブ～渡邉裕		
	 	 	 	 介、會田彩乃ほか～
	468	 	 11月	 入所施設の今後のあり方を展望するために
	 	 	 	 －北海道での取り組みを学びに－
	 	 	 	 ～丹下靖、追分伸夫、川崎雄司、熊谷かの子～
	469	 	 12月	 街の中の元気な事業所「ひょうたんカフェ」
	 	 	 	 ～橋本思織～
	470	 	 1 月	 謹賀新年　この子らの未来を拓くために
	 	 	 	 －さわらび園を建て替えます－
	 	 	 	 ～島﨑春樹ほか～
	471	 	 2 月	 集団の中での発達障害児に対する支援
	 	 	 	 ～後藤秀爾～
	472	 	 3 月	 自分自身と向き合って
	 	 	 	 ～中山麻友子、佐藤真由子～
	473	 	 4 月	 「この子らを世の光に」の思想を次の時代に
	 	 	 	 －糸賀一雄記念賞を受賞して－
	 	 	 	 あさみどりの会26年度の事業計画
	474	 	 5 月	 現場に出て1年での「出会い」を言葉に
	 	 	 	 ～藤本沙弓、米田絵里、大竹芽～
	475	 	 6 月	 いなばじホーム開設から1年たちました
	 	 	 	 ～塚本華依ほか～
	476	 	 7 月	 れいんぼうワークス訪問記　－大人になった子		
	 	 	 	 どもたちを訪ねて－　～山本智恵～
	477	 	 8 月	 	糸賀一雄先生の思想とあさみどりの会の実践　	
	 	 	 	 ～島﨑春樹～
	478	 	 9 月	 今年の夏もキャンプでいっぱい出逢いがありま		
	 	 	 	 した～島崎徹也ほか～　さわらび園新園舎完成

	479	 	 10月	 母子通園という実践の上に立つ3つの新たな事		
	 	 	 	 業～島崎徹也、大澤夕佳、中野則恵、平野飛鳥～
	480	 	 12月	 どんなに障がいが重くてもその人の人生を生	 	
	 	 	 	 ききる　－日浦美智江さんの講演からその実践		
	 	 	 	 を学ぶ－
	 	 	 	 ～追分伸夫、國澤宏登、近藤竜也、岸下幸子～
	481	 	 1 月	 謹賀新年　あさみどりのあした　～後藤秀爾～
	 	 	 	 各事業所施設長の新年の挨拶
	482	 	 2 月	 ボランティアスクール・フェスティバル
	 	 	 	 －新たな自分の発見－
	 	 	 	 ～追分伸夫、谷槙恵、伊東宏崇、田内伸一～
	483	 	 3 月	 未来（あした）に向かって
	 	 	 	 ～寺澤由紀、吉田良子、永石嘉代～
	484	 	 4 月	 あさみどりの会27年度の事業計画
	485	 	 5 月	 あさみどりの会をさよならするに当たって	 	
	 	 	 	 ～島﨑春樹～
	486	 	 6 月	 私の福祉回顧録　～高濱潔～
	487	 	 7 月	 七夕の日、あっという間に逝ってしまったあな	 	
	 	 	 	 たに（井上馨）	
	 	 	 	 ～追分伸夫、橋本思織、安島一樹、種田勝利、堀智二～
	488	 	 8 月	 現代社会とアタッチメント障害　～後藤秀爾～
	489	 	 9 月	 よりよい地域生活を目指して　その3年後
	 	 	 	 －グループホームのあり方を考える②　担当者		
	 	 	 	 編－～秋吉美果、近藤竜也、柿下大悟～
	490	 	 10月	 1人ひとりにいろんな思いを残して（さわらび	 	
	 	 	 	 園キャンプレポート）
	491	 	 11月	 共に生きることの意味
	 	 	 	 ～青山まち子、葛原成美～
	492	 	 1 月	 迎春　「精霊の守り人」は何を守ったか
	 	 	 	 ～後藤秀爾～
	 	 	 	 私のボランティア活動について	～河合賢治～
	493	 	 2 月	 私はかけ橋	あなたとつながる	広がる出会い
	 	 	 	 （ボランティアスクール）～小林栞菜	他～
	494	 	 3 月	 出会えたすべてに感謝して
	 	 	 	 ～高松聡子、若山敦子、山田万奈～
	495	 	 4 月	 平成 28年度を迎えるに当たって
　　　　　　　	 	 「あさみどり」に込められた想いを胸に
	 	 	 	 ～島崎徹也～
	496	 	 5 月	 	出会い、かかわり、揺れ動いた福祉職スタートの１年
	 	 	 	 ―	新人職員が感じたこと	―
	 	 	 	 ～辻	愛美、菅原圭佑、河村桃子～
	497	 	 6 月	 「はちのす寮」53年の歩みに幕
	 	 	 	 ～知的な障がいのある人と一緒に暮らし続けて～
	498	 	 7 月	 23年の雑感
	 	 	 	 ―	お口の健康アドバイスを通じて	―	～野々山郁～
	499	 	 8 月	 誰もが生きやすい社会の実現に向けて
	 	 	 	 ―	第 54回心身障害問題を考える集い	鼎談より	―
	 	 	 	 ～野澤和弘、島田修三、手嶋雅史～
500	 	 9 月	 第 500号記念　永遠ということ
	 	 	 	 ―	あらためて「この子らを世の光に」について	―
	 	 	 	 ～後藤秀爾、中北智久、津田克也、馬庭京子、小野	宏～
501	 	 10月	 愛は育つのです
	 	 	 	 ―	療育キャンプの出会いの中で	―
	 	 	 	 ～大澤幸恵、水木貴廣、山本美典、冨永祥子、
	 	 	 	 渡邊友子、小林栞菜、福田唯～

H25

H26

H27

H28

療育援助【インデックス1974.06→ 2023.03】

	502	 	 11月	 かずくんとボランティアとあさみどり
	 	 	 	 ―	植田一雄さん一周忌	―
	 	 	 	 ～島﨑春樹、安田理恵、丹下	靖、村地裕子、河野正治～
	503	 	 12月	 きょうだいの気持ち
	 	 	 	 ―	共に生きてきた年月の中で	―
	 	 	 	 ～川松仁子、平原良子～
	504	 	 1 月	 迎春　まだ会ったことのない運命の人　　
	 	 	 	 ~ 後藤秀爾、島崎徹也~
	505	 	 　2月	 地域生活を支える資源として
	 	 	 	 ―	短期入所のサービスを通して感じた「本人主体」	―	
	 	 	 	 ~ 川﨑雄司~
	506	 	 3 月	 芽吹きを感じる歓びの中で
	 	 	 	 ―	卒園児母親のレポートから	―
	 	 	 	 ~ 國分恵美、筒井佳美、桐生光恵、江本尚子~
	507	 	 　4月	 平成 29年度を迎えるに当たって
	 	 	 	 創立者の言葉から感じる「あさみどり」の
	 	 	 	 スピリット　~追分伸夫~　　
	508	 	 　5月	 「知ってもらう」ことから始めてみました
	 	 	 	 —	支援者養成講座開催の取り組みから	―
	 	 	 	 ~ 丹下	靖~
	509	 　	 6月	 支援にかかわるものとして大事にしたいこと
	 	 	 	 ―	若手職員の心の歩みと実践から	―
	 	 	 	 ~ 米田絵里、三浦彰太、稲石	涼、松崎孝夫~
	510	 	 7 月	 障害者と家族と支援者が共に歩んでいくための
	 	 	 	 道しるべ　~小林信篤~
	511	 　	 8月	 第 55回心身障害問題を考える集い
	 	 	 	 障害福祉施策の課題と展望
	 	 	 	 —	共生社会の実現に向けて	—　~小澤	温~
	512	 　	 9月	 第 55回心身障害問題を考える集い対談
	 	 	 	 「今　若い人たちがえがく福祉未来とは」
	 	 	 	 ~ 小澤	温、後藤秀爾~
	513	 	 10月	 4日間の小さなキセキ　
	 	 	 	 ―	さわらび園親子療育キャンプのレポートから	―
	 	 	 	 ~ 溝口香織、櫻井阿耶、青木美由紀、猿田智津瑠~
	514	 	 11月	 きょうだいとして、職員として、人として
	 	 	 	 ―	少し立ち止まって、改めて考えてみました	―
	 	 	 	 ~ 近藤竜也、稲石涼、熊谷かの子~
	515	 	 12月	 父親の役割　―	わが子の成長と父の想い	―
　　　　　　　　		 ~椿	泰廣、福田敏宏、久野格彦、葛原成美~
	516	 	 　1月	 迎春　障害者元型と自己実現
	 	 	 	 ~ 後藤秀爾、追分伸夫、島崎徹也、
	 	 	 	 熊谷かの子、鷲見まち子~
	517	 	 2 月	 偲ぶ「島﨑左世先生」特集
	 	 	 	 人と人の間（ま）の世界を生き切って
	 	 	 	 ―	さわらび園と共に44年	―
	 	 	 	 ~ 渡辺	幸、白尾素子、山本智恵、服部美子、
	 	 	 	 椿	純子、國分恵美、依田佳子~
	518	 	 3 月	 あたらしき出

たびだち

発
	 	 	 	 —	卒園児母親のレポートより	—
　　　　　　　	 	 ~田中茉緒子、中嶋美咲、冨永祥子~
	519	 	 4 月	 “ 夢あさみどり ”に託された思い　
	 	 	 	 ―	あさみどりの会であり続けるために	―
	 	 	 	 ~ 島崎徹也~
	520	 	 5 月	 「つぼみの会」と自閉症児・者とあさみどり
	 	 	 	 ―	創立 50周年おめでとうございます	―
　　　　　　　	 	 ~島﨑春樹、岡田ひろみ~

	521	 	 6 月	 親になるという内的作業
	 	 	 	 ―「親だから」と「親だけど」―	~後藤秀爾~
	522	 	 7 月	 創る喜びはみんなとともに
	 	 	 	 ―	芸術には人の心を動かす力がある	―
　　　　　　　	 	 ~神谷順子、中野則恵、熊谷かの子~
	523	 	 8 月	 地域とのつながり
	 	 	 	 ―	あさみどりの会で培ってきたものを
	 	 	 	 地域で活かす	―
　　　　　　　	 	 ~熊谷かの子、清水慎太郎、阪田征彦~
	524	 	 9 月	 入職 2年目の職員の感想より
　　　　　　	 	 ~渡部由夏、古井佑樹、村雲優花、仲木	秀、
	 	 	 	 日高健吾、長尾一樹、粥川舜己~
	525	 	 10月	 出会いの中で育ちあう
	 	 	 	 ―	さわらび親子療育キャンプ in郡上山の家	―
	 	 	 	 ~ 渡邉千穂、和田瑞木、加藤伊織、森山亜耶、
	 	 	 	 岩田萌那、足立直樹~
	526	 	 11月	 第 56回心身障害問題を考える集い　講演録
	 	 	 	 子どもたちに残したい未来について　
	 	 	 	 ~ 湯浅	誠~
	527	 	 12月	 幼児期から成人へ、歩みは続いているのです
	 	 	 	 ―	2018・しんいけ盆踊り実行委員会の軌跡を通して	―
　　　　　　　　		 ~中野則恵、鈴木翔大、藤井夏鈴、鈴木恵子、
	 	 	 	 仲畑芳紀、島崎徹也~
	528	 	 　1月	 謹賀新年　ダイバーシティモデル
	 	 	 	 ―	新年のごあいさつに代えて	―
　　　　　		 	 ~後藤秀爾、追分伸夫、山本智恵、熊谷かの子、
	 	 	 	 鷲見まち子、丹下	靖、島崎徹也~
	529	 	 2 月	 社会福祉法人の矜持とは
	 	 	 	 ~ 川崎純夫、磯部竜太、石元憲明~
	530	 	 　3月	 愛しき日々と共に		―	卒園児母親の手記から	―
	 	 	 	 ~ 高木	都、兵頭奈穂、小谷麗子、田中里美~
	531	 	 　4月	 今だからこそ、先達の教えを
	 	 	 	 ―	時代の一区切りに思うこと	―	~追分伸夫~
	532	 	 　5月	 農業という夢のあとさき　
	 	 	 	 ―	自然栽培と農福連携、そして、
	 	 	 	 れいんぼうワークスの明日	―		~田中雅樹~
	533	 	 　6月	 私たちの支援を、今一度振り返る機会に
	 	 	 	 ―「横浜やまびこの里」訪問記	―
　　　　　　　　		 ~柿下大悟、鷲見まち子~
	534	 	 　7月	 花のように咲き誇れ
	 	 	 	 ―	2 年目の職員たちの思いに寄せて	―
　　　　　　　	 	 ~平岡祥江、門野公子、石腰智恵子、深田哲平、
	 	 	 	 梶田琴乃、古澤知也~
	535	 	 　8月	 私たちが想う真の福祉社会とは
　　　　　　	 	 ―	現在、そして未来に向けて
	 	 	 	 各事業所リーダーからの提言	―
	 	 	 	 ~ 秋吉美果、田中雅樹、平野飛鳥、柿下大悟、
	 	 	 	 山本智恵~
	536	 	 　9月	 第 57回心身障害問題を考える集い　講演録
	 	 	 	 逃げ遅れた人たちにも優しい社会であるために
	 	 	 	 【Part1】　~奥田知志~
	537	 	 10月	 第 57回心身障害問題を考える集い　講演録
	 	 	 	 逃げ遅れた人たちにも優しい社会であるために
	 	 	 	 【Part2】　~奥田知志~

H29

H31

R1

H30
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	396	 	 11月	 障害者の村コロニーを観る	～島﨑春樹～	
	 	 	 	 －国立コロニーのぞみの園を訪ねて－
	397	 	 12月	 きょうだいの思いきょうだいの役割	
	 	 	 	 －障害のある人の心を支えるために－
	 	 	 	 ～諏方智広	他～
	398	 	 1 月	 謹賀新年　あさみどりのふくし（H20新春）	
	 	 	 	 －ボランティアの心を基調として活動開始から		
	 	 	 	 50 年－
	399	 	 2 月	 ボラフェス2007－心・踊る・遊ぶ－
	400	 	 3 月	 400号記念特集　地域で福祉を拓く	
	 	 	 	 －さわらび園との出逢いを縁として－
	401	 	 4 月	 あさみどりの会20年度の事業計画
	402	 	 5 月	 巣立ちの時を迎えて	－母と子が共に学んださわ	
	 	 	 	 らび園－	～臼井利絵、中川裕美、佐藤希代子～
	403	 	 6 月	 脱施設、地域での暮らしが始まりました	
	 	 	 	 －西駒郷の実践－	～山田優～
	404	 	 7 月	 あらくさ10年という節目を迎えて	
	 	 	 	 ～小縣恵美子小嶋素子、田中郁子、上田慎他～
	405	 	 8 月	 インシデントプロセス法を通して学んだこと	
	 	 	 	 －気づくことで見えてくるもの－	～山本智恵～
	406	 	 9 月	 どうなる？障害者の暮らしは	～星野泰啓～
	 	 	 	 困ったときどうするか	～小野宏～	
	 	 	 	 －第 2回フォーラムあさみどり講演－
	407	 	 10月	 キャメラを通して見えてくるもの家族の絆、命	 	
	 	 	 	 のつながり	
	 	 	 	 －「ありがとう」上映と伊勢真一氏の講演から－
	408	 	 11月	 障害者自立支援法新体系に移行して6か月	
	 	 	 	 ～高濱潔	他～
	409	 	 12月	 福祉職業人としての矜持－生きがいややりがい		
	 	 	 	 を持って元気に働くために－	～山村健～
	410	 	 1 月	 謹賀新年　街の中で仲間と普通に暮らす（H21	 	
	 	 	 	 新春）	－グループホームの生活－
	411	 	 2 月	 第 5回ボラフェス	～安江由衣、神谷広美他～　	
	 	 	 	 －わ！出会いの輪なごみの和、はなしの話－
	412	 	 3 月	 母が育てば子は育つ	－さわらびを巣立つ母たち	
	 	 	 	 －	～志水久美、平井章江、久野みか～
	413	 	 4 月	 あさみどりの会21年度の事業計画
	414	 	 5 月	 あらくさ20周年	～島田修三、島﨑春樹～
	415	 	 6 月	 福祉的就労から一般就労へ	
	 	 	 	 －障害者雇用の実際と今後－	～宮崎潔～
	416	 	 7 月	 さわらび園の給食について	～光本礼子～
	417	 	 8 月	 地域で普通に暮らすために（考える集い講演）	
	 	 	 	 ～明石洋子～
	418	 	 9 月	 発達障害のある人の社会自立について	
	 	 	 	 （考える集い対談）～明石洋子、蔭山英順～
	419	 	 10月	 地域で福祉を拓く（第3回フォーラムシンポ）	
	 	 	 	 ～島田修三、浅井晴美、戸田三保子、福田晋介～
	420	 	 11月	 大自然の中で知的障害者の方々と農業を通じて	
	 	 	 	 共に生きる
	 	 	 	 － NPO法人自然生クラブを訪ねて－小西利憲
	421	 	 12月	 ボランティア力を見つめなおす	
	 	 	 	 ～高桑やよい、成田綾子、吉田実、伊東宏崇他～
	422	 	 1 月	 謹賀新年　安心して共存できる社会にするため		
	 	 	 	 に（H22新春）　～島﨑春樹～
	 	 	 	 家族力を見つめ直す	～若子理恵～
	

	423	 	 2 月	 あさみどりのボランティア活動	
	 	 	 	 ～川村純平、追分伸夫、吉田とき江～
	424	 	 3 月	 新しい旅立ち－鈍行列車にゆっくり揺られて－	
	 	 	 	 ～後藤晶世～
	425	 	 4 月	 あさみどりの会22年度の事業計画
	426	 	 5 月	 施設サービスから地域サービスへ
	 	 	 	 －みよし市相談支援連絡会の一員になって－
	 	 	 	 ～熊谷かの子～	 	
	427	 	 6 月	 今、本当に必要な支援とは　～谷口明広～
	428	 	 7 月	 伝えておきたいあさみどりの心
	 	 	 	 －遺言の会より－	～島﨑春樹～
	429	 	 8 月	 吉田とき江追悼特集
	 	 	 	 この仕事楽しかったよー最期のメッセージ－
	430	 	 9 月	 人創りが未来を拓く鍵	～尾上浩二～
	431	 	 10月	 出会いはいつも勇気から	－私にもできるボラン	
	 	 	 	 ティア－（第66回ボラスクール）
	432	 	 11月	 中堅職員研修　学んだことを職場に生かす	
	 	 	 	 ～平野飛鳥、水野愛弓、種田勝利、秋田浩徳～
	433	 	 12月	 就労移行支援事業の取り組みから　	
	 	 	 	 ～山口雅之～
	434	 	 1 月	 謹賀新年　いのちに向き合う（H23新春）　
	 	 	 	 ～島﨑春樹～
	435	 	 2 月	 人は人をなぜ隔離するのか
	 	 	 	 －船形コロニー、国立ハンセン病療養所訪問記－
	 	 	 	 ～植田一雄、島﨑春樹～	
	436	 	 3 月	 巣立ちの時期を迎えて	～加藤千晴、鈴木恵子～
	437	 	 4 月	 あさみどりの会23年度の事業計画
	438	 	 5 月	 15年ぶりのなないろコンサート	
	 	 	 	 ～伊東宏崇、堀智二、高橋弘惠、かとうたかまさ～
	439	 	 6 月	 障害児者の福祉職員の最初の一年	
	 	 	 	 ～磯村亜耶、渡邊祐介、渡辺美咲、渡邊友美～
	440	 	 7 月	 あきらめないで、工夫して	～温井あけみ～	
	 	 	 	 ー発達と子育てを学ぶ母親研修会からー　
	441	 	 8 月	 どの子も大人になる		
	 	 	 	 ーあさみどりの会における学齢児支援の取り組		
	 	 	 	 みー	～島崎徹也、川村純平、幅尚子～
	442	 	 9 月	 地域生活のこれからの方向性を探る
	 	 	 	 ー伊達市と太陽の園での取り組みからー
	 	 	 	 ～小林繁市～	
	443	 	 10月	 発達障害のある子どもの育ちを支える	～高橋脩一～
	444	 	 11月	 育ちざかりの学齢期にこそ働く経験を	 　
	445	 	 12月	 法人設立から40年
	 	 	 	 ー援け合うこころを育んでー	 　
	446	 	 1 月	 法人設立から40年
	 	 	 	 ー援け合うこころを育んで	Ⅱー
	 	 	 	 （伊藤方文語録）
	447	 	 2 月	 法人設立から40年
	 	 	 	 －授け合うこころを育んで	Ⅲ－（鼎談）
	448	 	 3 月	 出会いと出発の中で	 	
	 	 	 	 ～今村加都子、坂野由紀子～
	449	 	 4 月	 あさみどりの会24年度の事業計画
	450	 	 5 月	 いのち　絆　支え合い
	 	 	 	 （ボランティアフェスティバル2011より）
	451	 	 6 月	 わらび福祉園開園30周年
	452	 	 7 月	 人が重なり合う場（さわらび園）
	 	 	 	 ～會田彩乃、鍋谷貴子～

	340	 	 3 月	 さわらび園が教えてくれたこと　	
	 	 	 	 ～幅尚子、関東千明、福田由美、平野富代～
	341	 	 4 月	 あさみどりの会15年度の事業計画
	342	 	 5 月	 この子らを世の光に
	 	 	 	 （法人設立30周年記念講演から）
	 	 	 	 －糸賀一雄の思想に学ぶ－	～佐藤久夫～
	343	 	 6 月	 悲しくもさわやかに	
	 	 	 	 －多くの友に惜しまれて水野克俊さん逝く－
	344	 	 7 月	 れいんぼうワークスの一年を振り返って　	
	 	 	 	 ～植田一雄、三浦光子、神田輝美、清水久美子他～
	345	 	 8 月	 学齢期支援の新しい考え方	～加瀬進～	
	 	 	 	 －障害児教育から特別なニーズ教育へ－
	346	 	 9 月	 こどもからおとなへ（第７回父親フォーラム鼎	 	
	 	 	 	 談）～加瀬進、平沼貞義、島﨑春樹～
	347	 	 10月	 日々是好日、我が子と共に	～永田尚子～	
	 	 	 	 －明日香との12年間を振り返って－
	348	 	 11月	 今どきのボランティア事情	～高濱潔～	
	 	 	 	 －時代の流れとともに変化してきたボランティ		
	 	 	 	 ア活動－
	349	 	 12月	 障害児とその家族に出会って
	 	 	 	 －ボランティアとして－	～横倉裕子～
	350	 	 1 月	 さわらび園からの贈り物　
	 	 	 	 ～長谷川雄一、山田正氏他～	
	 	 	 	 －ボランティア活動を通して学んだこと－
	351	 	 2 月	 多くの人に支えられた６年	～河村繁之～	
	 	 	 	 －さわらび園卒園の年を迎え、父親として－
	352	 	 3 月	 親子で巣立ちの時を迎えて　	
	 	 	 	 ～那須田透子、鈴木智子～
	353	 	 4 月	 あさみどりの会16年度の事業計画
	354	 	 5 月	 父たちの活動が実って	
	 	 	 	 －グループホーム「あらくさの家」開所－
	355	 	 6 月	 社会に出るということ	～宮崎潔～	
	 	 	 	 －障害者雇用の現場からその１－
	356	 	 7 月	 社会に出るということ	～宮崎潔～	
	 	 	 	 －障害者雇用の現場からその２－
	357	 	 8 月	 「かわせみの里構想」への第一歩　	
	 	 	 	 －かわせみ工房開所－
	358	 	 9 月	 施設を出てグループホームで暮らす	
	 	 	 	 －べにしだの家グループホームの取り組み－
	359	 	 10月	 地域支援あの手この手
	 	 	 	 －第８回父親フォーラム－	～根来正博～
	360	 	 11月	 子どもは自ら育つ	～大野重男～
	361	 	 12月	 家族の風景－学齢児への支援を振り返り
	 	 	 	 ながら－	～島崎徹也～
	362	 	 1 月	 人と人との強いきずなを大切に	～島﨑春樹～
	363	 	 2 月	 ボランティアだからこそできること	
	 	 	 	 －よき友人になるために－	～江戸徹～
	364	 	 3 月	 新しき出発
	 	 	 	 －さわらびで学んだこと経験したこと－	
	 	 	 	 ～中村美佐子、西山篤子、安達朝世～
	365	 	 4 月	 あさみどりの会17年度の事業計画	
	 	 	 	 心の架け橋　村地俊二
	366	 	 5 月	 人間ってすばらしい（ボラフェス004オープニ		
	 	 	 	 ング）～志村清一、織田元樹、島﨑春樹～
	367	 	 6 月	 人間ってすばらしい、間違いない！	
	 	 	 	 －ボラフェス2004に参加して－

	368	 	 7 月	 永年の夢が実って	
	 	 	 	 －グループホーム「虹の家」開設－	～植田一雄	他～
	369	 	 8 月	 今、さらにこの子らの将来を考える	～野沢和弘～	
	 	 	 	 －激動の時代、記者の目、父の目を通して－
	370	 	 9 月	 子どもたちが最高の日々を送るために	
	 	 	 	 －ボランティアができること－
	 	 	 	 第 59回ボラスクール主旨
	371	 	 10月	 「郡上山の家」でのキャンプ	ー家族と共に－	
	 	 	 	 ～島﨑左世	他～
	372	 	 11月	 これからの地域福祉	～森貞述（高浜市長）～	
	 	 	 	 －住民と行政が協働して福祉のまちづくり－
	373	 	 12月	 障害児者をめぐる支援の輪をどう構築していっ		
	 	 	 	 たらよいか（対談）～森貞述、島﨑春樹～
	374	 	 1 月	 謹賀新年　がんばった母たち（H18新春）	
	 	 	 	 －べにしだの家開設10周年に寄せて－
	375	 	 2 月	 涙の数だけ明日がある	－母親の体験発表より－	
	 	 	 	 ～小林浩子～
	376	 	 3 月	 人間としての生きる原点を学ぶ大学生	－教員免	
	 	 	 	 許特例法による介護等体験実習記録から－
	377	 	 4 月	 あさみどりの会18年度の事業計画
	378	 	 5 月	 ボランティアフェスティバル2005	
	 	 	 	 －こんな出会いもいーじゃない－
	379	 	 6 月	 命を愛しむということ	～大谷貴子～	
	 	 	 	 －支えられる仕合せ、支える仕合せ－
	380	 	 7 月	 障害児・知的障害者の居宅介護事業の今後
	 	 	 	 ～高濱潔～
	 	 	 	 －ヘルパーステーション笑の家の１年－
	381	 	 8 月	 この仕事、この職場で、今思うこと	
	 	 	 	 －あさみどりの職員になって－
	382	 	 9 月	 これからの時代、問われる父親の役割その１	
	 	 	 	 －第 10回父親フォーラム－
	 	 	 	 ～副島宏克、吉田とき江～
	383	 	 10月	 これからの時代、問われる父親の役割その２	
	 	 	 	 －第 10回父親フォーラム－
	 	 	 	 ～副島宏克、吉田とき江～
	384	 	 11月	 社会福祉制度改革と地域福祉
	 	 	 	 （考える集い講演）～大橋謙策～
	385	 	 12月	 日本社会のしくみと地域福祉改革の可能性
	 	 	 	 （対談）～大橋謙策、島﨑春樹～
	386	 	 1 月	 障害のある人の幸せはすべての人の幸せに繋が		
	 	 	 	 る（H19新春）～島﨑春樹～
	387	 	 2 月	 大人の常識、子どもの常識	～神田英雄～
	388	 	 3 月	 さわらび園卒園を迎えて～杉山亜紀、吉井麻紀～
	389	 	 4 月	 あさみどりの会19年度の事業計画
	390	 	 5 月	 マザーズフェスタ		－母たちの今昔物語…
	 	 	 	 泣いて怒って笑ってそして今－
	391	 	 6 月	 マザーズフェスタ　PART2		－母たちの今昔物	
	 	 	 	 語…そして今子離れの時を迎えて－
	392	 	 7 月	 あさみどりで働くあなたへ
	 	 	 	 －先輩からのメッセージ－
	 	 	 	 ～青山まち子、葛原成美、若山五十鈴、田内伸一～
	393	 	 8 月	 障害者福祉のゆくえを考える	～渡辺勧持～
	394	 	 9 月	 知的障害者児と障害者自立支援法	～戸枝陽基～	
	 	 	 	 －障害者自立支援法をどう活用していくか－
	395	 	 10月	 地域生活支援を中心においた福祉社会の構築	
	 	 	 	 ～北岡賢剛～（鼎談…北岡、戸枝、島﨑）
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	280	 	 1 月	 賀春（H10新春）各施設親の会
	281	 	 2 月	 おとなになった自閉症	～佐構由美、中村ゆき子～
	282	 	 3 月	 十歳になったグループホーム		
	 	 	 	 －障害が重くても地域の中で暮らせる可能性を		
	 	 	 	 求めて－	～高濱潔～
	283	 	 4 月	 ボランティア体験を語る	
	 	 	 	 ～河野由美、宮林佐千子、東正人～
	284	 	 5 月	 療育との接点・私の背景	～森省二～
	285	 	 6 月	 子どもの成長・親の成長	～市坪葉子～
	286	 	 7 月	 今、子どもたちは…－子どもが本当に求めてい	 	
	 	 	 	 るもの－	～伊藤方一～
	287	 	 8 月	 知的障害者の生活支援の現状と課題	
〈A4判に〉	 	 ～渡辺勧持、河野和代、高濱潔、野沢和弘～
	288	 	 9 月	 知的障害者の生活支援を考える	
	 	 	 	 －第２回父親フォーラム分科会まとめ－
	289	 	 10月	 ボクは街の中で暮らし始めた	
	 	 	 	 －ながおさ作業所・ながおさホーム開設－
	290	 	 11月	 自閉症の人たちの豊かな人生を求めて
	 	 	 	 ～藤村出～	
	 	 	 	 －自閉症の人たちのライフステージを支える援		
	 	 	 	 助活動－
	291	 	 12月	 自閉症の人たちの豊かな人生を求めて－鼎談－	
	 	 	 	 ～藤村出、野沢和弘、島﨑春樹～
	292	 	 1 月	 あさみどりの会が活動を始めてから40年	
	 	 	 	 21世紀の福祉を求めて	～村地俊二～
	293	 	 2 月	 障害者をめぐる人々	～大野智也～	
	 	 	 	 －親・職員・ボランティア、それぞれの居場所－
	294	 	 3 月	 授かってよかった生きてくれてありがとう	
	 	 	 	 ～明保圭子、吉田利恵～
	295	 	 4 月	 あさみどりの会H11年度事業計画
	296	 	 5 月	 企業市民の社会貢献活動
	297	 	 6 月	 ボランティアは良き友人	～井上馨、水野克俊～	
	 	 	 	 －べにしだの家宿泊ボランティアの活動～
	298	 	 7 月	 社会福祉制度改革の行方	～鈴木清覚～	
	 	 	 	 第３回父親フォーラム講演と全体会
	299	 	 8 月	 いらっしゃいませ、小規模作業所
	 	 	 	 「あらくさ」オープン	～貝谷京子～
	300	 	 9 月	 この子らの幸せ願い続けて	
	 	 	 	 － 300号記念特集－	
	 	 	 	 ～島﨑春樹、堀要、伊藤方一、加藤奈々枝他～
	301	 	 10月	 自閉症の人たちと地域で生活するために	
	 	 	 	 －あさけ学園における実践－	～奥野宏二～
	302	 	 11月	 自閉症の人たちと地域で生活するために
	 	 	 	 －鼎談－	～奥野宏二、森省二、島﨑春樹～
	303	 	 12月	 子どもクラブのボランティア体験から　	
	 	 	 	 ～加藤貴弘～
	304	 	 1 月	 2000年に希望をつなぐ（H12新春）	
	 	 	 	 第４回ボランティア集会から
	305	 	 2 月	 スウェーデンに触れてみる（第１回）	
　		 	 	 ～菱田昌道～
	306	 	 3 月	 スウェーデンに触れてみる（第２回）	
　		 	 	 ～菱田昌道～
	307	 	 4 月	 スウェーデンに触れてみる（第３回）	
　		 	 	 ～菱田昌道～
	308	 	 5 月	 スウェーデンに触れてみる（第４回）	
　		 	 	 ～菱田昌道～

	309	 	 6 月	 障害児の未来を創る父親の会フォルテ
	310	 	 7 月	 地域支援の現場から	～山田優～	
	 	 	 	 －第４回父親フォーラム　講演と全体会
	311	 	 8 月	 わが子の未来を描く（父親フォーラム鼎談）	
	 	 	 	 ～山田優、菱田昌道、島田修三～
	312	 	 9 月	 施設と地域の間で考えたこと	～福岡寿～
	313	 	 10月	 障害のある人たちの未来を探る（鼎談）	
	 	 	 	 ～福岡寿、三田優子、吉田とき江～
	314	 	 11月	 子らへの篤き想いを残しつつ
	 	 	 	 －伊藤方一氏逝く－
	315	 	 12月	 べにしだの５年間（1）～島﨑春樹～	
〈合併号〉		 1 月	 －特に入所更生施設の活動を中心に－	
	316	 	 2 月	 べにしだの５年間（2）～島﨑春樹～	
	 	 	 	 －続、人々は動いた－
	317	 	 3 月	 子どもの人生、母の人生
	 	 	 	 －さわらび園母親研修会から－	
	 	 	 	 ～佐古美知子、川野公美子、吉田とき江～
	318	 	 4 月	 あさみどりの会13年度の事業計画
	319	 	 5 月	 IT・インターネット・情報弱者	～高濱潔～
	320	 	 6 月	 若い世代からのメッセージ	～阿部純子、
	 	 	 	 黒石幸子、津田祥代、棚垣奈々枝他～
	321	 	 7 月	 カメラがみた子どもたちの未来
	 	 	 	 （フォーラム鼎談）～小林茂、吉田隆、島﨑春樹～
	322	 	 8 月	 知的障害者権利擁護の動き	～高濱潔～
	323	 	 9 月	
〈合併号〉		 10月	 子育ての原点と障害のある子の養育	～高橋脩～

	324	 	 11月	 障害のある子の生きる力を育てる（鼎談）	
	 	 	 	 ～高橋脩、加藤ひとみ、後藤秀爾～
	325	 	 12月	 スウェーデン、イギリスを訪れて	～山本智恵～
	326	 	 1 月	 知的障害者の暮らしをどう守るか	－アメリカの	
	 	 	 	 社会福祉法人レイ・グラハムの実践－
	327	 	 2 月	 親として見つめ続けてきたこと	～吉岡成子～	
	 	 	 	 －障害を持った人たちの明日を語る－
	328	 	 3 月	 私が変われた	～嶋弘美、小木曽加代美～
	329	 	 4 月	 あさみどりの会14年度の事業計画
	330	 	 5 月	 知的障害者の未来を拓く希望の館	～島﨑春樹～	
	 	 	 	 －れいんぼうワークス開設－～坪内勝彦	他～
	331	 	 6 月	 脈々 40年、あさみどりのボランティア	
	 	 	 	 ～青山昭吉、高木政市、中川裕美子、柴田典義他～
	332	 	 7 月	 地域生活支援のあるべき姿
	 	 	 	 －第６回父親フォーラム－	～大塚晃～
	333	 	 8 月	 地域生活支援のあるべき姿（全体会）	
	 	 	 	 ～大塚晃、八谷重之、島﨑春樹～
	334	 	 9 月	 新人からのメッセージ	～高橋徹、杉浦大史、花村	
	 	 	 	 薫、田中雅樹、高橋将也他～
	335	 	 10月	 まちに暮らす	－伊達市の実践から生活支援を考	
	 	 	 	 える－	～小林繁市～
	336	 	 11月	 知的障害のある人たちの地域生活支援（鼎談）	
	 	 	 	 ～小林繁市、渡邊冬樹、高濱潔～
	337	 	 12月	 子どもをよく観る	－発達援助を考えながら－	
	 	 	 	 ～石井高明～
	338	 	 1 月	 この子らを世の光にするために	～島﨑春樹～	
	 	 	 	 －あさみどりの会法人設立30周年を迎えて－
	339	 	 2 月	 オーストラリア・ニュージーランドを訪問して	
	 	 	 	 ～葛原成美～

	220	 	 1 月	 平成 5年を迎えて	
	 	 	 	 障害をもった人たちの福祉と教育～山口薫～
	221	 	 2 月	 あたりまえのことをごくあたりまえに①	
	 	 	 	 －ニューハンプシャーの実践より－
	 	 	 	 食事と健康～渡辺由子～（～243号）
	222	 	 3 月	 あたりまえのことをごくあたりまえに②	
	 	 	 	 －ニューハンプシャーの実践より－
	223	 	 4 月	 愛するマリカと共に生きて①	
	 	 	 	 －ニューハンプシャーの実践より－
	224	 	 5 月	 愛するマリカと共に生きて②	
	 	 	 	 －ニューハンプシャーの実践より－
	225	 	 6 月	 自閉児の父親その心の軌跡	～野沢和弘～
	226	 	 7 月	 自己の発見　青春とボランティア
	227	 	 8 月	 さわらびと私～平塚佐与子～
	 	 	 	 －ありのままで居られるしあわせ－
	228	 	 9 月	 あそびは子どもの命①	～水野豊二～	
	 	 	 	 －子どもの目は輝いていますか－
	229	 	 10月	 あそびは子どもの命②	～水野豊二～	
	 	 	 	 －子どもの目は輝いていますか－
	230	 	 11月	 心にあったガードがとれていくような感じです	
	 	 	 	 －わらび福祉園に入って－	～南谷整子～
	231	 	 12月	 わたしが私らしく生きられることを願って	
	 	 	 	 －わらび福祉園での日々－	～妹尾知子～
	232	 	 1 月	 謹賀新年（H6新春）	
	 	 	 	 子どもの未来を拓く父親の活動「あらくさの会」	 	
	 	 	 	 の歩み
	233	 	 2 月	 お花畑でほほえんで
	 	 	 	 －私にできるボランティア－
	234	 	 3 月	 障害児の未来を創る父親の会「かわせみの会」	
	 	 	 	 ～山田忍、堀江親、野沢和弘～
	235	 	 4 月	 卒園を前に今思うこと	～近藤まゆみ～
	236	 	 5 月	 グループホーム世話人生活２年の経験から	
	 	 	 	 ～平林勝次～
	237	 	 6 月	 いまが大事①	－子育てのありようを見直す－	
	 	 	 	 ～島﨑左世～
	238	 	 7 月	 いまが大事②	－子育てのありようを見直す－	
	 	 	 	 ～島﨑左世～
	239	 	 8 月	 “ あさみどり ”と私	～立原肇（療育援助等の印刷）～
	240	 	 9 月	 大自然の中で育ちあい	
	 	 	 	 ～さわらび園親子療育キャンプ～
	241	 	 10月	 スウェーデンの障害児福祉と教育の現場に身を		
	 	 	 	 置いて	～石井バークマン麻子～
	242	 	 11月	 細かいことをきちんとやり続けるということ	
	 	 	 	 ～大川理津子～
	243	 	 12月	 「食事と健康」－シリーズを終えるにあたって－	
	 	 	 	 ～渡辺由子～（221号より全19回）
	244	 	 1 月	 謹賀新年（H7新春）	
	 	 	 	 自立援助の館べにしだの家着工
	245	 	 2 月	 さりげなく心豊かな時間を	～秋田誠二～	
	 	 	 	 －わらび第１・第２ホームの日曜活動－	
	246	 	 3 月	 巣立ちの春	－学生ボランティアの卒業を祝う
	 	 	 	 「旅立ちを祝う会」－
	247	 	 4 月	 ボランティアから保母へ１０年余を振り返って	
	 	 	 	 ～水野昭子～
	248	 	 5 月	 １年間の日本研修で感じたこと　
	 	 	 	 ～二宮サンドラ（ブラジル研修生）～

	249	 	 6 月	 教え子をボランティアにいざなって　	
	 	 	 	 ～朱雀英八郎～
	250	 	 7 月	 村上英治先生追悼特集（Ⅰ）
	251	 	 8 月	 本人参加と自己決定をめぐって	～河東田博～
	252	 	 9 月	 村上英治先生追悼特集（Ⅱ）
	253	 	 10月	 自立援助の拠点　べにしだの家竣工
	254	 	 11月	 本人参加と自己決定をめぐって（Ⅱ）	
	 	 	 	 ～河東田博、島田修三、渡辺勧持～
	255	 	 12月	 一人では幸せに生きられない	
	 	 	 	 －二人の自閉症児と共に－	～飯塚徳子～
	256	 	 1 月	 謹賀新年（H8新春）	
	 	 	 	 べにしだの家新任職員の３か月
	257	 	 2 月	 障害の重い人の地域生活援助
	 	 	 	 ～石井バークマン麻子～	
	 	 	 	 －スウェーデンの援助活動の歩み－
	258	 	 3 月	 さわらびの四季の中で	～高見茂～	
	 	 	 	 －父親の悲しみ喜び10年の足跡－
	259	 	 4 月	 障害児のきょうだい達の心の健康①　	
	 	 	 	 ～西村辨作～
	260	 	 5 月	 障害児のきょうだい達の心の健康②　	
	 	 	 	 ～西村辨作～
	261	 	 6 月	 ゆっくりと着実な発達を見つめて	～高濱潔～	
	 	 	 	 －久しぶりの現場復帰で思うこと－
	262	 	 7 月	 新人からのメッセージ　さりげなく心地よく
	263	 	 8 月	 あたたかいまなざし	－共に生き合う中で－	
	 	 	 	 ～吉田一平～
	264	 	 9 月	 べにしだの１年	－試行錯誤の日々－　	
	 	 	 	 ～島﨑春樹～
	265	 	 10月	 子どもを愛しています	～山本智恵～	
	 	 	 	 －悩みながら子どもを感じ自分を感じ－
	266	 	 11月	 ともに生きともに老いる①	～近藤原理～
	267	 	 12月	 ともに生きともに老いる②	～近藤原理～
	268	 	 1 月	 謹賀新年（H9新春）	
	 	 	 	 あさみどりの原点はボランティア	～島﨑春樹～
	269	 	 2 月	 障害者児の口腔は大丈夫？	～野々山郁～	
	 	 	 	 －コミュニケーションブラッシングのすすめ－
	270	 	 3 月	 ノルウェー・オーストリアの施設かけ歩る記	
	 	 	 	 ～高濱潔～
	271	 	 4 月	 子どものために何かをしてやりたい	
	 	 	 	 －若い父親グループ「あしたばの会」の活動－
	272	 	 5 月	 思いっきり少年時代を送って	
	 	 	 	 －新池子どもクラブジュニアスタッフの旅立ち－
	273	 	 6 月	 援助的な風土を育てるために	
	 	 	 	 －第１回父親フォーラムから－	～島﨑春樹～
	274	 	 7 月	 初心	－新職員のメッセージ－	
	 	 	 	 ～濱地陽子、伊藤京子、山田夢見～
	275	 	 8 月	 ボランティアは人生の中身を豊かにする	
	 	 	 	 －第２回ボランティア集会から－	～島﨑春樹～
	276	 	 9 月	 すべての子どもたちの発達保障	統合療育を目指	
	 	 	 	 して①	～加藤正仁～
	277	 	 10月	 すべての子どもたちの発達保障	統合療育を目指	
	 	 	 	 して②	～涌井規子、高橋脩、後藤秀爾、加藤正仁～
	278	 	 11月	 子どもの目は輝いていますか	
	 	 	 	 －子どもと一緒に人形劇を楽しむ－	～丹下進～
	279	 	 12月	 障害にこだわらず普通に生きていけるように	
	 	 	 	 ～渡辺直子～
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	183	 	 12月	 「おとな」として－仕事に勝る遊びはない－	
	 	 	 	 ～若山五十鈴～
	184	 	 1 月	 迎春（H2新春）	
	 	 	 	 心平かにして人成る～村上英治～
	185	 	 2 月	 様々な活動を通して学ぶ	～馬庭京子～
	186	 	 3 月	 くらしづくり　その１	
	 	 	 	 －わらび福祉園生活実習（宿泊体験）の実践－
	187	 	 4 月	 大きな愛に包まれた卒園式	～高見早代子～	
	 	 	 	 くらしづくり　その２
	188	 	 5 月	 くらしづくり　その３	
	 	 	 	 －わらび福祉園生活実習の実践－
	189	 	 6 月	 施設職員第一歩	－その動機と体験－	
	 	 	 	 ～瀬田かの子、有川裕子～
	190	 	 7 月	 心身障害問題を考える集いから	
	 	 	 	 －障害者福祉の明日を考える－	～村地俊二～
	191	 	 8 月	 ファンタジー入門	－物語が教えるもの－	
	 	 	 	 ～井上文人～
	192	 	 9 月	 親子療育キャンプ	～内田五月、渋谷富美子	他～
	193	 	 10月	 心の学びを続けながら	－さやかとの暮らし－	
	 	 	 	 ～渡辺時代～
	194	 	 11月	 父親の役割	－父親参観日から－	～来嶋均～
	195	 	 12月	 私の大事な宝物	－あさみどりの会の思い出－	
	 	 	 	 ～鵜飼信孝～
	196	 	 1 月	 迎春（H3新春）ただひとすじに	～村上英治～	
	 	 	 	 くらしづくり　その４	～服部美子、拓殖梅子～
	197	 	 2 月	 塚崎映子さん逝く（つぼみの会の母）
	198	 	 3 月	 あの頃のこと	－卒園を控えて－	～島田修三～
	199	 	 4 月	 愛のおもちゃ運動　名古屋市立港南中学校
	200	 	 5 月	 夫婦で学んださわらび	～佐藤拓二～	
	 	 	 	 子どもの将来のために父親の会を結成
	201	 	 6 月	 育ち合いに夢かけて	
	 	 	 	 －若い新任職員と子どもたち－
	202	 	 7 月	 知恵遅れと授産（講演要約その１）～牧野弘典～
	203	 	 8 月	 知恵遅れと授産（講演要約その２）～牧野弘典～
	204	 	 9 月	 夏　323人の熱い交流
	205	 	 10月	 グループホーム世話人の暮らしの本音あれこれ	
	 	 	 	 ～秋田伸子～
	206	 	 11月	 中学生と福祉教育
	 	 	 	 －福祉体験学習と社会人学級から－
	207	 	 12月	 動物飼育から学ぶ	～松山國臣～
	208	 	 1 月	 謹賀新年（H4新春）	
	 	 	 	 法人設立20周年を迎えて～村上英治～
	209	 	 2 月	 言葉遅れといわれて3年待ってみたけれど	
	 	 	 	 ～菱田恵利子	他～
	210	 	 3 月	 出会いとふれあいの10年	
	 	 	 	 －ボラミー10周年に寄せて－
	211	 	 4 月	 自分サイズで学んだもう一つの学校	
	 	 	 	 －高校生とさわらび園－
	212	 	 5 月	 保育実習生の実習記録に学ぶ
	213	 	 6 月	 わらび福祉園開園１0周年感謝の集い
	214	 	 7 月	 ことばが育つ環境その１	～松下淑～
	215	 	 8 月	 ことばが育つ環境その２	～松下淑～
	216	 	 9 月	 大自然に抱かれて１
	217	 	 10月	 大自然に抱かれて２
	218	 	 11月	 母子通園だからこそできたこと～吉田恭子～
	219	 	 12月	 さわらびグループ厚生大臣表彰受賞

	151	 	 4 月	 “ さわらびって酸素みたい ”
	 	 	 	 －卒園にあたって－	～佐藤豊子～
	152	 	 5 月	 障害児をはじめとする人間に対しての見方が問		
	 	 	 	 われている	～岡田喜篤～
	153	 	 6 月	 特別なことをやるのでなく普通の人として考え	
	 	 	 	 暮らす	～岡田喜篤～
	154	 	 7 月	 あさみどりの会の福祉	～島﨑春樹～	
	 	 	 	 他者に求めるのでなく自己への問いを
	 	 	 	 発し続ける
	155	 	 8 月	 待つことがいかにたいへんなやさしさを必要と		
	 	 	 	 するかがわかってきました	～服部雪子～
	156	 	 9 月	 さわらび療育キャンプから	
	 	 	 	 ～加藤佳代子、神谷いずみ、野田達也、山田禎也～
	157	 	 10月	 一泊旅行の思い出～近藤達也（わらび福祉園園生）	他～
	158	 	 11月	 コンサートを通して	
	 	 	 	 「わたぼうし」から「なないろ」10年を迎えて
	159	 	 12月	 頑張って落ち込んでまた頑張って
	 	 	 	 ～川野公美子～
	160	 	 1 月	 心身障害児者のためのボランティア活動	
	 	 	 	 （S63新春）	子どもを見直す～島﨑左世～
	161	 	 2 月	 子どもが育つ土壌づくり	～島﨑左世～
	162	 	 3 月	 知のオアシス発見	～堀木ひとみ～
	163	 	 4 月	 こころの広がりとこころの育ちを	
	 	 	 	 －理事長就任にあたって－	～村上英治～
	164	 	 5 月	 心から愛をありがとう－4年間の思い出－	
	 	 	 	 ～樋栄久子～
	165	 	 6 月	 知能と情緒　～石井高明～
	166	 	 7 月	 大自然に抱かれて　山の家の7日間	
	 	 	 	 －わらび福祉園ナイトケアの実践から－
	167	 	 8 月	 あたたかい人たちとのふれあいの中で	
	 	 	 	 ～壁谷久美子～
	168	 	 9 月	 郡上・尾高療育キャンプから	
	 	 	 	 ～戸谷貞子、田中いくみ、丹下靖、小林一江～
	169	 	 10月	 母親研修会　杉山登志郎先生のお話から（1）
	170	 	 11月	 福祉とかボランティアという言葉が化石になる		
	 	 	 	 よう心を込めて	～小川卓	他～
	171	 	 12月	 母親研修会　杉山登志郎先生のお話から（２）
	172	 	 1 月	 迎春（S64新春）	
	 	 	 	 昨年の出来事の中から今年を見る	～島﨑春樹～
	173	 	 2 月	 わが子を通して自分を知る機会を与えられてい		
	 	 	 	 る幸せを感じています	～渡辺時代	他～
	174	 	 3 月	 夢が実現できる仲間とともに作る「学童療育」
	175	 	 4 月	 卒園式の言葉から	～村上英治～
	176	 	 5 月	 ボランティアスクール－この素敵な体験	
	 	 	 	 ～東上里みゆき～
	177	 	 6 月	 もっともっと子どもたちのことが知りたい	
	 	 	 	 ～熊谷豊～
	178	 	 7 月	 自然と人間とのかかわりを求めて	
	 	 	 	 －「郡上山の家」本館完成－
	179	 	 8 月	 圭佑を育てていく中ではじめて私は「おかあさ	 	
	 	 	 	 ん」にしてもらったのです	～水貝和代～
	180	 	 9 月	 なんだか幸せ気分－最後のキャンプを振り返っ		
	 	 	 	 て－	～山田智子	他～
	181	 	 10月	 読み聞かせから考える～しかたしん～
	182	 	 11月	 児童文学から考える～しかたしん～

	119	 	 6 月	 頭で考えるのでなく触れることで	～大野智也～	
	 	 	 	 －ボランティアスクールの講義から－
	120	 	 7 月	 カルチャーショックの3か月
	 	 	 	 － A子さんへの手紙－	～内藤智恵	他～
	121	 	 8 月	 子どもを知ることは自分を確かめることでした	
	 	 	 	 ～川上しげみ～
	122	 	 9 月	 親子療育キャンプ
	123	 	 10月	 こころをこめてこころで感じながら	
	 	 	 	 －ひろがれ第4回なないろコンサート－
	124	 	 11月	
〈合併号〉		 12月	 紀子と歩いた17年	～鈴木美代喜～

	125	 	 1 月	 謹賀新年（S60新春）父親の日記帳	～椿泰廣～
	126	 	 2 月	 この子でいい	～須知繁子～
	127	 	 3 月	 出会いと交流と学習と
	128	 	 4 月	 新しい出発－卒園式の言葉から－	
	 	 	 	 ～堀田邦子、佐古美智子、香西勝枝～
	129	 	 5 月	 高齢者の暮らしを考える	
	 	 	 	 －穂高悠生寮を訪ねて－
	130	 	 6 月	 これでもういいよと言われるまでお手伝いした		
	 	 	 	 い－ボランティア山本さん－
	131	 	 7 月	 健士と共に通った坂道	～高村圭子～
	132	 	 8 月	 浮き沈みのある状態の方がおもしろいかもしれ		
	 	 	 	 ないなあ	～葛原成美～
	133	 	 9 月	 キャンプの思い出	～幸泉正子	他～
	134	 	 10月	 心のつながりを求めて	－ナイトケア実践報告－	
	 	 	 	 わらび福祉園
	135	 	 11月	 大学 4年の修学旅行	
	 	 	 	 －車いすの女の子を引率して－	～熊沢佳子～
	136	 	 12月	 おかあさんも子どもも先生も楽しみながら作っ		
	 	 	 	 ていく－宿泊療育の実践－	さわらび園
	137	 	 1 月	 謹賀新年（S61新春）	
	 	 	 	 ことしもボランティアパワーで～島﨑春樹～
	138	 	 2 月	 母親手記	～三浦とし子、坪内智恵子～
	139	 	 3 月	 具体的な人間関係の中での学び	
	 	 	 	 － 1年間のフィールドワークから（南山短大）－		
	 	 	 	 ～長谷川敦子～
	140	 	 4 月	 共感と交流のあしあと
	 	 	 	 －法人化15周年を迎えて－
	141	 	 5 月	 大きな贈り物をうけて	～新間あや子、渡辺幸～	
	 	 	 	 ーおかあさん・子ども・先生の相互関係ー
	142	 	 6 月	 障害者の地域処遇	～佐々木正美～
	143	 	 7 月	 家庭と地域資源を結ぶ	～佐々木正美～
	144	 	 8 月	 “ 毎日が発見 ”	～三輪則子、和田昭子～
	145	 	 9 月	 療育キャンプから	
	 	 	 	 ～柿田とみ江、浅野圭子、大西由香、石井由美～
	146	 	 10月	 人とかかわり人が育っていく	
	 	 	 	 －第 6回なないろコンサート実行委員会－
	147	 	 11月	 「この子らと共に」15年	
〈合併号〉		 12月	 －あさみどりの会法人設立15周年を迎えて－・
	 	 	 	 健康な子に恵まれて知る有貴の大切さ～須田みずえ～
	148	 	 1 月	 謹賀新年（S62新春）	
	 	 	 	 相互関係としての福祉	～村上英治～
	149	 	 2 月	 障害に目をうばわれて歪んでいく自分に気づく	
	 	 	 	 ～椿純子～
	150	 	 3 月	 町のおばさんとして子どもたちに会いに行く	
	 	 	 	 ～伴礼美～
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	 86	 	 8 月	 施設と地域そして多くの人々としんいけ盆踊り	
	 87	 	 9 月	 のびのびすることのすばらしさ	
	 	 	 	 ―三泊四日の療育キャンプから―
	 88	 	 10月	 わたしの行動の原点	
	 	 	 	 ―秋の4講座いっせいに開講―
	 89	 	 11月	 記録映画　そっちやないこっちや　遂に完成
	 90	 	 12月	 どんなに時間がかかっても	
	 	 	 	 ―歩行困難なわが子とともに―	～多川登子～
	 91	 	 1 月	 建設進む授産施設わらび福祉園（S57新春）
	 92	 	 2 月	 自分だけ家族だけじゃなく私の世界が
	 	 	 	 ひろがって	―婦人のボランティア活動―
	 93	 	 3 月	 共に生きるために	－障害者と地域療育―	
	 	 	 	 ～水原孝～
	 94	 	 4 月	 わらび福祉園スタート
	 95	 	 5 月	 0歳児から療育参加	－早期療育と母親の育ち－
	 96	 	 6 月	 さわらび園で学んだ「信頼する」ということ	
	 	 	 	 ～岩田久代
	 97	 	 7 月	 出会い－人・心・自分－	～中野真咲～
	 98	 	 8 月	 夏のアルバム	
	 	 	 	 －地域の中の施設・盆踊り・キャンプ－
	 99	 	 9 月	 “ ひとにまかすってこんなにもいいものか ”	
	 	 	 	 三泊四日療育キャンプ記録	
	100	 	 10月	 100号記念特集　障害児にたすけられて	
	 	 	 	 －「療育」とは「援助」とは－	～堀	要～
	101	 	 11月	 教育の原点　親の役割を問う	
	 	 	 	 －「坂道をのぼる子ら」を出版して
	102	 	 12月	 心をつなぐ虹の架け橋「なないろコンサート」
	103	 	 1 月	 年の初めに（S58新春）～堀	要～・さわらび園10周年
	104	 	 2 月	 視覚障害児の母として	～香西勝枝～
	105	 	 3 月	 授産施設の役割を考える（～106、112号）	
	 	 	 	 －わらび福祉園1年の歩みから－　
	106	 	 4 月	 あたらしき門出	
	 	 	 	 －春 4月・学校へ・職場へ－	～山田依子～
	107	 	 5 月	 障害児・学齢期の養育その1	
	 	 	 	 －中村健二先生の講演から－
	108	 	 6 月	 どんな子どもでもできる何かを皆もっている	
	 	 	 	 －中村健二先生の講演から－
	109	 	 7 月	 お母さんの大きな愛と子供の可能性にちょっと		
	 	 	 	 手を貸して	～島崎徹也～
	110	 	 8 月	 地域の人々と共に	
	 	 	 	 第 1回わらび夏祭り、第9回しんいけ盆踊り
	111	 	 9 月	 いろいろ不思議で楽しいことの連続	
	 	 	 	 ～川松夏子～
	112	 	 10月	 伊良湖のごはんはとてもおいしかった	
	 	 	 	 ～押田明久（わらび福祉園園生）	他～
	113	 	 11月	 自分の気持ちを素直に出して	～塩原光子～
	114	 	 12月	 堀要先生追悼特集（Ⅰ）
〈合併号〉		 1 月	 私の生死観	～堀	要～（最期の寄稿）	
	115	 	 2 月	 福祉の中にこそ自分の生きる道	
	 	 	 	 －理事長就任に際して－	～北野博一～
	116	 	 3 月	 堀要先生追悼特集（Ⅱ）	
	 	 	 	 人間の尊厳と福祉のこころ	－その生涯に学ぶ－
	117	 	 4 月	 子どもたちがいろいろな私の姿を知らせてくれ		
	 	 	 	 ました	～伊藤須恵～
	118	 	 5 月	 なぜボランティアか	～島﨑春樹～

S57

S60

S61

S62

S58

S59

S63

H1

H2

H3
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	 50	 	 7 月	 ある話し合いの席で・・・・　
	 51	 	 8 月	 学齢前の問題と学校の問題	～宮下俊彦～
	 52	 	 9 月	 障害者を見る眼
	 53	 	 10月	 また忘れられている “この子ら
	 	 	 	 ダウン症候群の心理と発達①～津田克也～
	 54	 	 11月	 ダウン症候群の心理と発達②～津田克也～
	 55	 	 12月	 重障児療育に置ける諸問題	～岡田喜篤～（～58号）
	 56	 	 1 月	 年頭の辞	～堀	要～（S54新春）
	 57	 	 2 月	 養護学校義務制実施にあたって
	 	 	 	 （子どもの人権回復を求めて）～広瀬治代～
	 58	 	 3 月	 みんな浮き足立っている
	 59	 	 4 月	 自閉症児と共に	～石田孝仁～（～69号）
	 60	 	 5 月	 急がれるコーディネーターの設置	～高森敬久～
	 61	 	 6 月	 親たちが望んでいる障害者たちの授産施設
	 62	 	 7 月	 新たに企画された16ミリ記録映画	
	 	 	 	 “ コミュニティケアへの道（仮題）”
	 63	 	 8 月	 日ごとに育つ親子農園	
	 	 	 	 ―自閉症児親子のすばらしい足跡―
	 	 	 9 月	 休刊
	 64	 	 10月	 伊藤方文氏追悼特集
	 65	 	 11月	 特集　障害児の就学
	 66	 	 12月	 特集　障害児の就学
	 67	 	 1 月	 あけましておめでとうございます（S55新春）
	 68	 	 2 月	 名古屋市における障害児保育の経過と現状につ		
	 	 	 	 いて	～青木秀子～
	 69	 	 3 月	 現在の教育は失敗し続ける仮説ではないのか　	
	 	 	 	 ～祖父江文宏～
	 70	 	 4 月	 障害児のために生きることはつらいが障害児と		
	 	 	 	 共に生きていくことはつらくない	
	 	 	 	 ～坂野みさ子～	
	 	 	 	 堀 要紙上講座（～114号、42回）	※表3を参照
	 71	 	 5 月	 障害児をめぐる輪の一員として	
	 	 	 	 ―私のボランティア活動―	～坂礼美～
	 72	 	 6 月	 ひたすら心身障害児の援助を続けて10年	
	 	 	 	 （同朋大学心身研青少年ボランティア賞受賞）
	 73	 	 7 月	 子どもが育つわたしが育つ　～鳥山素子～
	 74	 	 8 月	 自閉児とともに	―母と子と周りの人々と―	
	 	 	 	 ～林たつえ～	
	 75	 	 9 月	 キャンプに参加して
	 76	 	 10月	 車イスの小さな旅	～圓信之～	
	 	 	 	 ―重度障害者と老いた母に同行して―
	 77	 	 11月	 地域とのかかわり
	 	 	 	 ～新池町内のお祭り、わたぼうしこんさあと～
	 78	 	 12月	 親なき後の障害者の処遇
	 	 	 	 ―悠生寮を訪ねて―
	 79	 	 1 月	 賀春（S56新春）	われらの福祉元旦～堀	要～
	 80	 	 2 月	 在宅療育援助	―好充くんとの3年間―	
	 	 	 	 ～矢野和美～	
	 81	 	 3 月	 大盛況　さわらび祭終わる
	 82	 	 4 月	 特集　障害者の社会参加	
	 	 	 	 ―義務教育終了後の処遇をどうすすめるか―	 	
	 83	 	 5 月	 水曜療育と母親の育ち	 	
	 84	 	 6 月	 わらび福祉園着工へ
	 85	 	 7 月	 目に見えない大きな宝を信じて
	 	 	 	 ―ダウン症児の母となって―	～椿純子～	

	 1	 	 6 月	 家庭療育援助活動について（創刊号）
	 2	 	 7 月	 療育とは（素人・玄人～伊藤方文）
	 3	 	 8 月	 障害児とは
	 4	 	 9 月	 コミュニティケアとは
	 5	 	 10月	 きょういくとは
	 6	 	 11月	 日本のボランティア活動
	 7	 	 12月	 障害児問題を捉えた映画 “ふれあい ”について
	 8	 	 1 月	 新しい年を迎えて（S50新春 )
	 9	 	 2 月	 日本の風土
	 10	 	 3 月	 アメリカのキャンペーン「障害児を家族のもとへ」
	 11	 	 4 月	 療育指導の中味	１か年の援助活動を省みて
	 12	 	 5 月	 セミプロのボランティアがほしい
	 13	 	 6 月	 ひらかれたみんなの場
	 14	 	 7 月	 「花

はなかげ

影の譜
ふ

」～加藤奈々枝～（～37号、24回）
	 15	 	 8 月	 福祉対策のむつかしさ
	 16	 	 9 月	 「兵庫ボランティア憲章」の制定
	 17	 	 10月	 進化論と障害児
	 18	 	 11月	 精神遅滞者と老化
	 19	 	 12月	 「甘えることは許されない」—記録映画—
	 20	 	 1 月	 親こそ先頭に立って（S51新春 )
	 21	 	 2 月	 福祉と基盤	～田村一二～
	 22	 	 3 月	 福祉の叫び	～小林提樹～	さわらび園増築工事
	 23	 	 4 月	 新しい年度を迎えて（51年度事業計画）
	 24	 	 5 月	 施設の中から	～竹渕繁雄～
	 25	 	 6 月	 福祉の原点
	 26	 	 7 月	 縁と祖先
	 27	 	 8 月	 福祉の風土
	 28	 	 9 月	 現代ボランティア考	～水野昭彦～
	 29	 	 10月	 ボランティアにふさわしい仕事
	 30	 	 11月	 障害者の権利宣言
	 31	 	 12月	 街の中の小さな施設
	 32	 	 1 月	 県知事	市長あいさつ（S52新春）
	 	 	 	 施設の役割～伊藤隆二～
	 33	 	 2 月	 再び ”街の中の小施設 ”について
	 34	 	 3 月	 宙ブラリンの ”はちのす寮 ”	～江尻彰良～
	 35	 	 4 月	 いよいよ完成するコミュニティケアの拠点・
	 	 	 	 重度の障害者のために～山村二郎～
	 36	 	 5 月	 52年度の事業計画
	 37	 	 6 月	 コミュニティケアセンター
	 	 	 	 “ あさみどり会館 ”の機能
	 38	 	 7 月	 年長の重い心身障害者を持つ親たちの悲願を援		
	 	 	 	 けよう！	雑感雑記	～江尻彰良～（～47号）
	 39	 	 8 月	 “ 共同生活場 ”での “共働 ”
	 40	 	 9 月	 “ コーディネーター ”の必要性と処遇
	 41	 	 10月	 福祉の風土	「この子らと」出版	中日功労賞受賞
	 42	 	 11月	 街の中の障害児保育	～宮下俊彦～
	 43	 	 12月	 共に生きていく場を	～長沢厳～
	 44	 	 1 月	 どの子も大人になる	～堀	要～（S53新春）
	 45	 	 2 月	 行政区画を乗り越えた地域福祉
	 46	 	 3 月	 心身障害者の職場を歴訪して（1）～三国一朗～
	 47	 	 4 月	 新年度（53年度）を迎えて	
	 	 	 	 心身障害者の職場を歴訪して（2）
	 48	 	 5 月	 はじめにあるべきもの	～宮下俊彦～	
	 	 	 	 やや専門的な療育講座	堀	要（～51号）・
	 	 	 	 光の村と私～山口千明～（～58号）	
	 49	 	 6 月	 総合的な福祉の体制を！
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療育援助連載（S55.4〜58.12）
堀 要紙上講座 —発達と成熟—

　堀先生は障害児の「発達と成熟」、そし
て親や職員の在り方について、わかり易
く解説した講義を4年間、逝去の直前ま
で42回にわたって連載していただいた。

①わが子の育つ姿を見つめよう（70号）
②なに

4 4

が
4

とどう
4 4

③自分でくりかえす
④再び自分でくりかえすことについて
⑤生活行動と生活意欲
⑥「あそび」から「まなび」へ
⑦生活の場・うち
⑧生き甲斐という仕合せ
⑨発達と成熟（補遺）
⑩こたえて、かかわる
⑪再びこたえて、かかわる
⑫母性愛
⑬障害が見えて子どもが見えない
⑭子どもは何時も伸び育つ
⑮ことばのおくれ
⑯ことばはつかうもの
⑰父親の心
⑱わが子のしあわせ
⑲対応
⑳わが家の宝
㉑新しい年に
㉒生きて在ること
㉓アナクロニズム
㉔「なに」と「どう」
㉕再び「なに」と「どう」について
㉖かずあそび
㉗知能と知恵
㉘今日もわが子は伸びている
㉙心のふれあい
㉚療育とは、援助とは
㉛心に悦びを
㉜ハンドルの「あそび」
㉝鼻たれ小僧
㉞井戸端会議
㉟子どもは子ども
㊱性の抑圧
㊲母の日に思う
㊳他山の石
㊴福祉ということ
㊵がまん
㊶家を出たがった人
㊷私の生死観（114号）
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